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21
　2005 年、エコノフォーラム
は『エコノフォーラム 21』と
いう名前に変わりました。
　エコノフォーラムは、もとも
とゼミを中心とする経済学部の
活性化の「広場」でした。しか
し、10 年を経て、わたしたち
は 21 世紀の世界経済と日本社
会をもっと確実な「目」で捉え、
経済学部から新鮮な発想で社会
に向けて提言できれば、と考え
るようになりました。『エコノ
フォーラム 21』は新たな世紀
にふさわしく、学生と教員、さ
らには一般市民をも巻き込んで
様々な声が響き合う広場を目差
します。

Interview
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　2011年の９月 22日、日本人研究者も参加するOPERA

と呼ばれる国際研究グループが、ニュートリノ粒子は光速

よりも速いと発表した。実験は、スイスのジュネーブにあ

る欧州原子核研究機構（通称、CERN）からイタリアのグ

ランサッソ国立研究所へニュートリノ粒子を発射して計測

された。これまでに、すでに 15000回の実験が行われ、計

測結果の最終的な報告が出されたものである。物理学の専

門家でなくとも、光より速い物質はないことぐらい誰でも

知っているだろう。この実験結果が真実であるとすると、

現代物理学の基礎にあるアインシュタインの相対性理論に

も欠陥があったことになるという。このことに配慮して、

研究グループOPERAでは実験結果の解釈を保留し世界中

の物理学研究者に再実験と意見を求めており、すでにいく

つかの反証も出され今後の展開が注目される。

　ところで、ニュートリノは電子やクォークとともに物質

を構成する素粒子の一つであり、宇宙にあるニュートリノ

の質量は宇宙に存在する星や銀河の質量とほぼ同じである

という。さらに驚くべきことは、宇宙にある星や銀河、原

子の塵とニュートリノ全体を集めても宇宙の全エネルギー

の約４％にしかならず、あとの 23％はダークマター（暗

黒物質）、73％はダークエネルギーが占めているそうだ。

ダークマターとは重力を持つが、光を出したり吸収したり

しないため目に見えない物質であり、そのためダークマ

ター（暗黒物質）と呼ばれている。言い換えれば、望遠鏡

などの光学的方法ではその存在は発見できないが、重力レ

ンズ効果によって存在することはわかっている。他方、ダー

クエネルギーについては、全く何もわかっていない。しか

しながら、ダークエネルギーの存在を仮定しないと、宇宙

が加速膨張しているという観測データをうまく説明できな

いという。

　現在の宇宙論では、このダークマターとダークエネル

ギーの謎を解くことが最大の問題となっている。まるで

SF小説の世界みたいだが、ダークマターの存在について

は多次元宇宙を仮定するとうまく説明がつくらしい。人類

のいる宇宙は３次元空間と時間の４次元時空であるが、５

次元や６次元時空の宇宙を仮定するとダークマターの説明

がつくという。大雑把にいうと、ダークマターは高次元時

空にある物質だから見ることができないが、重力はこの４

次元時空にも作用していると考えると説明がつくという。

なにか取ってつけたような説明だが、現在の宇宙論では真

「人間原理」	 経済学部長　村田　　治

剣に議論されている。

　さらに、ダークエネルギーの解釈に至っては科学的とい

うより、むしろ哲学的である。この宇宙が加速膨張してい

る事実を説明するためにダークエネルギーの存在を仮定し

なければならないことは上で述べたが、もしダークエネル

ギーが存在するなら、真空中にもこのエネルギーが存在す

ることになる。さらに、この真空エネルギーの大きさが、

今の状態よりほんの少し大きくても小さくても星や銀河が

生成されず人類も存在しないことも計算上わかっていると

いう。言ってみれば、今の宇宙があるのは文字通り奇跡ら

しい。そこで、登場するのが「人間原理」という考え方で

ある。人間原理とは、「人間のような知的生命体が存在し

ないと宇宙は観測されない。よって、宇宙は、それを認識

する人間を作り出すようになっている」と考えるのであ

る。ここまで来ると、科学というより認識論や哲学の世界

である。宇宙の謎を突き詰めていくと、最後は、人間の存

在それ自体の意味が問われるのである。人間原理から言う

と、人間は宇宙を解釈するために生み出され、このわれわ

れの住む地球を含む宇宙は人間を生み出すような奇跡的な

条件を備えていると考えられるのである。いわば、人類の

出現の奇跡とその存在の意味が示されていると言える。

　宇宙論や素粒子論といった最先端の物理学においてさ

え、人類のあり方や人間の存在の意味に対して哲学的な認

識が必要となっている。このことは、人間の主体的な行動

によって動いている経済や社会に対する認識においても当

てはまるのではないだろうか。経済学も、合理的な経済人

という単純な仮定を置くだけでなく、人間のあり方を根本

から考える必要に迫られていると思われる。

巻頭言
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特
集
Ⅰ

旅
と
観
光
を
め
ぐ
っ
て

　

今
号
の
『
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
二
つ
の

特
集
を
組
ん
で
み
た
。
最
初
の
特
集
は
「
旅
」

と
「
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
学
部
の
教
員
と
学
生
を
つ
な
ぐ
と
い
う
学

部
誌
『
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
位
置
づ
け
か

ら
は
、
こ
の
テ
ー
マ
は
一
見
唐
突
に
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、「
観
光
」
は
、
日
本

経
済
活
性
化
の
鍵
を
握
る
今
や
ひ
と
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
の
も
と

に
観
光
庁
が
設
立
さ
れ
た
の
は
２
０
０
８
年
。

国
が
観
光
庁
と
い
う
政
府
機
関
を
設
立
す
る
と

い
う
こ
と
自
体
が
、
従
来
の
輸
出
型
製
造
業
を

中
心
と
す
る
日
本
の
産
業
構
造
に
生
じ
た
変
化

の
具
体
的
な
現
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
観
光
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は

「
観
光
」
が
日
本
に
お
い
て
「
二
一
世
紀
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
」
と
な
る
こ
と
が
力
強
く
宣
言

さ
れ
、
観
光
立
国
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
語
彙
が

華
々
し
く
躍
る
。
観
光
庁
は
、
観
光
業
の
日
本

経
済
全
体
の
中
で
占
め
る
存
在
感
の
相
対
的
な

拡
大
と
、
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て
ゆ
く
産
業
と

し
て
の
重
要
性
と
を
強
調
し
て
止
ま
な
い
。

　

こ
の
「
旅
と
観
光
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
今
号
で
は
文
化
や
言
語
な
ど
の
人
文
科
学

を
専
門
と
す
る
教
員
と
、
経
済
学
と
い
う
社
会

科
学
領
域
を
専
門
と
す
る
教
員
の
双
方
に
寄
稿

し
て
頂
い
た
。
紙
幅
の
関
係
上
そ
の
詳
細
に
は

触
れ
る
事
が
出
来
な
い
が
、
そ
も
そ
も
文
学
や

文
化
と
経
済
学
と
い
う
学
問
領
域
が
異
質
で
、

全
く
接
点
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
編
集
者
と
し
て
経
済
学
と
言
語
文
化
担

当
教
員
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
願
い
し
た
こ
と
は
、

共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
「
論
文
」
で
は
な
く
、

「
エ
ッ
セ
イ
」
を
書
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
と
は
元
来
「
試
み
」
や

「
試
論
」
を
意
味
し
て
い
る
。
共
通
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
て
も
専
門
が
異
な
れ
ば
当
然
切
り
口
は

異
な
る
。
そ
し
て
、
異
な
る
切
り
口
は
対
象
と

な
る
テ
ー
マ
を
立
体
化
さ
せ
て
く
れ
る
。
今
号

の
特
集
Ⅰ
は
、
異
な
っ
た
専
門
領
域
の
教
員
に

よ
る
ゆ
る
や
か
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み

で
も
あ
る
。

　
「
旅
と
観
光
」
は
経
済
学
に
お
い
て
は
サ
ー

ビ
ス
産
業
と
い
う
領
域
に
位
置
す
る
。
そ
し

て
、
同
時
に
「
旅
と
観
光
」
は
文
化
的
営
為
で

も
あ
り
、
文
化
的
側
面
と
経
済
的
側
面
の
両
方

が
こ
の
話
題
に
は
内
在
し
て
い
る
。
収
載
さ
れ

た
４
つ
の
エ
ッ
セ
イ
が
、「
旅
と
観
光
」
を
め

ぐ
っ
て
読
者
の
新
た
な
関
心
を
何
ら
か
の
形
で

や
わ
ら
か
く
喚
起
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

こ
の
試
み
が
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、B

on V
oyage!!

 

（
編
集
担
当　

増
永
俊
一
）
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21
世
紀
日
本
の
旅
行
・
観
光
業
は
、
い
ま
や
４
０
６

万
人
も
の
雇
用
誘
発
効
果
を
帯
び
、
48
兆
円
も
の
生
産

波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
産
業
で
あ
る
（
２
０
０
９
年

度１

）。
既
に
我
が
国
の
「
成
長
戦
略
」
の
中
に
も
位
置

付
け
ら
れ
る
新
戦
略
産
業
＝
旅
行
業
の
、
そ
の
比
較
成

立
史
を
こ
こ
で
は
概
観
し
、
旅
を
巡
る
産
業
の
発
展
条

件
を
探
っ
て
み
よ
う
。

Ⅰ　

前
史
と
し
て
の
旅
の
〈
経
験
〉

　

ひ
と
は
時
に
、
い
つ
も
の
生
活
か
ら
脱
し
て
旅
先
と

い
う
非
日
常
空
間
に
身
を
置
き
た
い
存
在
の
よ
う
で
あ

る
。
旅
の
楽
し
さ
へ
の
ひ
と
び
と
の
情
熱
は
、
し
か
し

そ
れ
が
簡
単
に
実
現
し
て
し
ま
う
今
日
の
現
代
社
会
に

固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
日
本
で
は
近
世
江
戸
期
に
庶

民
も
憧
れ
、
武
家
や
富
裕
層
に
限
ら
ず
無
銭
旅
人
を
も

含
む
多
く
の
参
詣
者
が
繰
り
出
し
た
お
伊
勢
参
り
と
、

そ
の
つ
い
で
の
見
物
行
と
が
既
に
制
度
化
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
近
世
以
前
に
も
『
東
関
紀
行
』（
１
２
４

２
年
）『
十
六
夜
日
記
』（
１
２
７
７
年
）の
よ
う
な
様
々

な
紀
行
文
学
が
著
わ
さ
れ
、
多
く
の
人
々
は
旅
へ
の
憧

憬
を
抱
き
つ
つ
、
こ
れ
ら
に
親
し
ん
で
き
た
歴
史
を
も

つ
。
つ
ま
り
旅
は
、
そ
の
機
会
こ
そ
頻
繁
で
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
多
彩
な
「
道
中
記
」「
名
所
記
」
出
版
に

顕
れ
た
如
く
、
そ
れ
は
決
し
て
江
戸
期
の
人
々
の
暮
ら

し
向
き
と
は
無
縁
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
近
世
人
と
旅
と
の
関
わ
り
合
い
の
典
型

は
伊
勢
参
り
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
詣
の
隆
盛
ぶ
り
に

み
ら
れ
る
。
江
戸
中
期
、
１
７
１
８
年
（
享
保
３
）
に

伊
勢
山
田
奉
行
が
幕
府
へ
報
告
し
た
伊
勢
神
宮
へ
の
参

宮
者
数
は
、
農
民
が
旅
に
出
や
す
い
農
閑
期
の
正
月
か

ら
４
月
中
旬
に
か
け
て
、
42
万
７
５
０
０
人
。
こ
の
数

値
か
ら
、
こ
の
年
の
年
間
参
宮
者
総
数
は
お
よ
そ
60
万

人
に
達
し
た
と
す
る
推
計
も
導
か
れ
る２

。　

　

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
近
世
日
本
の
庶
民
層

に
よ
る
旅
の
経
験
の
厚
い
蓄
積
（
需
要
の
深
化
）
と
、

旅
を
可
能
に
し
た
当
時
の
街
道
制
度
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
さ
ら
に
お
詣
り
土
産
の
商
品
化（
供
給
の
進
展
）

こ
そ
、
後
世
の
交
通
体
系
近
代
化
に
先
だ
ち
、
早
々
か

つ
極
く
短
時
日
の
う
ち
の
旅
行
人
口
増
大
化
と
旅
行

ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
す
前
段
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
近
世
の
経
験
こ
そ
、
近
代
産
業
と
し
て
の
旅

行
業
成
立
を
も
た
ら
す
前
提
条
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

明
治
維
新
か
ら
僅
か
10
年
後
の
、
未
だ
髷
（
ま
げ
）
頭

が
目
に
つ
く
１
８
７
７
年
に
、
初
訪
問
の
日
本
で
の
一

人
旅
を
敢
行
し
よ
う
と
し
た
英
婦
人
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
に
対
し
、（
蚤
の
大
群
と
暴
れ
馬
に
さ
え
用
心
す
れ

ば
）「
女
性
が
ひ
と
り
で
旅
し
て
も
ま
っ
た
く
安
全
」

と
東
京
駐
在
の
英
領
事
館
は
請
負
っ
た３

。
日
本
で
は
外

国
女
性
の
一
人
旅
を
含
め
、
ひ
と
が
遠
出
す
る
の
に
障

害
と
な
ら
ぬ
旅
環
境
が
既
に
近
代
以
前
に
整
え
ら
れ
て

い
た
状
況
が
わ
か
る
。

　

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
も
同
様
に
様
々
な
旅
の
体

験
が
、
こ
れ
に
続
く
近
代
期
の
旅
行
普
及
へ
の
素
地
と

な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
近
世
日
本

の
人
々
が
経
験
し
た
自
由
気
ま
ま
な
物
見
遊
山
の
旅
の

拡
が
り
よ
り
も
、
巡
礼
を
除
き
概
し
て
旅
行
者
が
特
定

階
層
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
旅
行
目
的
が
明
確
化
さ
れ
た

「
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
」（
貴
族
ま
た
富
裕
層
子
弟
の
た

め
の
家
庭
教
師
同
伴
の
長
期
研
修
旅
行
）
や
、
温
泉
地

等
へ
の
療
養
旅
行
、
音
楽
家
た
ち
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

を
廻
る
演
奏
旅
行
の
よ
う
な
形
態
が
、
し
ば
し
ば
代
表

例
と
な
る
歴
史
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
（
自
由

気
ま
ま
な
「
旅
」
や
）
目
的
の
明
ら
か
な
「
旅
行
」
へ

出
る
人
々
の
範
囲
が
、
所
属
階
層
や
所
得
水
準
に
よ
っ

て
限
ら
れ
て
い
た
状
況
は
、
後
述
の
如
く
実
に
第
二
次

大
戦
後
の
時
期
ま
で
持
続
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

〈
旅
行
業
〉創
造
の
諸
条
件
を
探
る

 
：
旅
の
比
較
史
か
ら

市
川 

文
彦　

教
授
（
経
済
学
史
）
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旅
の「
旅
行
」化
：
そ
の
産
業
化
へ
の
諸
条
件

　

近
代
を
迎
え
る
と
、
先
ず
は
鉄
道
敷
設
、
蒸
気
船
就

航
を
は
じ
め
新
た
な
交
通
網
整
備
が
人
々
の
移
動
を
よ

り
一
層
、
容
易
に
し
た
。
人
々
は
、
こ
れ
ら
新
交
通
手

段
を
活
用
し
て
、
旅
を
楽
し
む
方
法
を
拡
げ
て
い
く
。

　

近
代
日
本
で
は
、
既
に
江
戸
期
に
旅
の
楽
し
み
、
そ

の
学
習
機
会
を
重
ね
た
人
々
が
速
さ
に
優
る
文
明
の
利

器
・
鉄
道
へ
次
な
る
関
心
を
寄
せ
た
。
と
は
い
え
鉄
道

の
、
旅
の
移
動
手
段
と
し
て
の
快
適
性
は
、
そ
の
速
度

へ
追
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。１
８
７
２
年（
明

治
５
）
開
業
の
鉄
道
は
新
橋
＝
横
浜
間
を
皮
切
り
に
、

１
８
８
９
年
に
は
新
橋
＝
神
戸
間
が
開
通
し
た
。
し
か

し
列
車
内
に
ト
イ
レ
が
装
備
さ
れ
る
に
は
、創
業
か
ら
、

こ
の
89
年
ま
で
17
年
間
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
ゆ
え
に

憐
れ
当
時
の
乗
客
ら
は
列
車
が
停
車
場
に
到
着
す
る
度

に
、
駅
舎
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
で
い
た
と
い
う４

。

　

鉄
道
制
度
の
母
国
・
英
国
で
は
、
各
国
に
先
駆
け
て

鉄
道
を
用
い
た
新
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
、
そ
の
制
度
化
が

進
み
、
後
世
の
観
光
業
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
次
々
に

提
起
し
た
。
現
在
で
も
世
界
展
開
し
て
い
る
英
国
の
最

大
手
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

社
の
創
業
者
ク
ッ
ク
は
、
１
８
４
１
年
に
貸
切
列
車
を

仕
立
て
て
、
禁
酒
大
会
へ
の
参
加
者
５
７
０
名
を
対
象

に
、
日
帰
り
団
体
旅
行
を
初
め
て
企
画
し
、
そ
の
最
初

の
組
織
化
を
手
掛
け
た
。
こ
れ
が
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
万
博
ツ
ア
ー
（
１
８
５

１
年
）、
パ
リ
万
博
ツ
ア
ー
（
１
８
５
５
年
）
は
じ
め
、

の
ち
に
は
様
々
な
乗
り
物
を
用
い
た
世
界
一
周
旅
行
を

パ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化
し
た５

。

　

目
的
が
明
確
化
し
た
「
旅
行
」
を
可
能
な
ら
し
め
た

次
な
る
条
件
は
、
人
々
の
時
間
面
、
精
神
面
で
の
余
裕

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
非
労
働
時
間
と
し

て
の
自
由
時
間
、
余
暇
を
、
働
く
普
通
の
人
々
が
ど
れ

だ
け
獲
得
し
て
き
た
の
か
と
い
う
状
況
に
か
か
わ
る
。

さ
ら
に
旅
に
出
る
た
め
の
経
済
的
出
費
を
支
え
る
人
々

の
所
得
面
に
関
す
る
第
三
の
条
件
も
、
旅
行
ブ
ー
ム
の

動
向
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
余
暇
獲
得
が
旅
行
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
の
普
及
に

与
か
っ
た
現
象
を
近
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
に
み
て
み

よ
う
。
１
８
５
０
年
頃
に
は
一
日
14
時
間
労
働
（
＋
日

曜
出
勤
）、
１
９
１
２
年
に
は
一
日
10
時
間
労
働
（
週

６
日
間
出
勤
）
も
珍
し
く
な
い
長
時
間
労
働
制
が
み
ら

れ
た
。
こ
れ
が
１
９
３
６
年
に
な
る
と
有
給
休
暇
法
が

制
定
さ
れ
、
一
年
以
上
勤
続
の
労
働
者
に
は
15
日
間
の

有
給
休
暇
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
効
果
は
顕
著
で
、
同

法
制
定
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヴ
ァ
カ
ン
ス
（
休
暇
）
向

け
鉄
道
運
賃
割
引
制
度
も
相
俟
っ
て
、
一
時
に
、
90
万

人
も
の
休
暇
旅
客
が
避
暑
地
ニ
ー
ス
へ
集
中
し
て
繰
り

出
し
て
い
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る６

。

　

な
お
こ
の
戦
間
期
に
は
、
ル
ノ
ー
自
動
車
の
よ
う
な

一
部
の
大
企
業
で
社
員
へ
供
す
る
福
利
厚
生
制
度
、
企

業
内
レ
ジ
ャ
ー
の
一
環
と
し
て
、
社
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
社
内
文
化
活
動
が
推
進
さ
れ
た
。
社
員
向
け
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
先
大
企
業
が
、
多
く
の
従
業
員
に

と
っ
て
初
と
な
る「
社
員
家
族
旅
行
」の
機
会
を
与
え
、

こ
れ
を
制
度
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る７

。
本
来
、
職
場

を
離
れ
た
オ
フ
・
タ
イ
ム
の
私
的
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
る

は
ず
の「
家
族
旅
行
」の
機
会
自
体
を
企
業
が
提
供
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
時
間
的
余
裕
を
も
企
業
が
授
け
、

公
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実
践
が
計
ら
れ
る
に
至
っ
た

経
緯
は
興
味
深
い
。

　

旅
へ
出
る
機
会
を
左
右
す
る
、
も
う
一
つ
の
条
件
が

所
得
水
準
。
フ
ラ
ン
ス
で
人
々
の
権
利
と
し
て
認
め
ら

れ
る
休
暇
日
数
の
平
均
取
得
率
は
１
９
９
０
年
前
後
に

は
約
60
％
で
あ
っ
た
が
、
低
所
得
階
層
に
な
る
ほ
ど
、

そ
の
取
得
率
は
下
が
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
年
収
20
万
フ

ラ
ン
（
約
４
０
０
万
円
）
階
層
で
は
27
％
に
止
ま
っ
て

い
た
が
、
逆
に
年
収
２
４
０
万
フ
ラ
ン
（
約
４
８
０
０

万
円
）
の
富
裕
層
は
90
％
の
取
得
率
で
あ
っ
た８

。
個
人

の
経
済
的
余
裕
の
度
合
が
、
旅
へ
の
機
会
を
大
い
に
規

定
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

そ
れ
は
18
世
紀
後
期
か
ら
世
界
で
最
初
に
本
格
的
工

業
化
始
動
に
成
功
し
た
英
国
が
莫
大
な
国
富
を
生
み
、

所
得
水
準
向
上
を
帰
結
す
る
過
程
で
、
同
国
か
ら
様
々

な
先
駆
者
が
輩
出
さ
れ
内
外
の
リ
ゾ
ー
ト
地
開
拓
を
始

め
た
史
実
に
も
顕
れ
る
。
近
代
日
本
で
の
上
高
地
の
避

暑
地
と
し
て
の
整
備
、
ま
た
軽
井
沢
や
同
時
代
の
南
仏

ニ
ー
ス
や
カ
ン
ヌ
で
の
別
荘
地
開
拓
、
さ
ら
に
コ
ー

ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
の
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ル
プ
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
シ
ャ
モ
ニ
ー
開
発
は
、
み
な
母
国

の
富
め
る
経
済
水
準
を
反
映
し
相
対
的
に
豊
か
と
な
っ

た
英
国
人
ら
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

産
業
と
し
て
の
〈
旅
行
業
〉
創
造
は
、
こ
こ
で
み
た

よ
う
に
便
利
な
高
速
交
通
シ
ス
テ
ム
登
場
に
よ
っ
て
の

み
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
の
旅
の
経

験
史
や
個
々
人
の
時
間
的
余
裕
、
経
済
的
余
裕
、
こ
れ

ら
に
裏
打
ち
さ
れ
た
精
神
的
ゆ
と
り
こ
そ
、
旅
行
業
発

展
に
不
可
欠
な
需
要
面
で
の
諸
条
件
と
し
て
永
ら
く
作

用
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

１　

観
光
庁
『
平
成
23
年
版　

観
光
白
書
』、
２
０
１
１
年

２　

神
崎
武
宣
『
江
戸
の
旅
文
化
』
岩
波
新
書
、
２
０
０
４
年

　
　

金
森
敦
子
『
伊
勢
詣
と
江
戸
の
旅
』
文
春
新
書
、
２
０
０
４
年

３　

 

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本
紀
行
』
上
下 

講
談
社
学
術
文
庫
、
１
９
１
１
／
２
０
０
８
年　

４　

今
野
信
雄
『
江
戸
の
旅
』
岩
波
新
書
、
１
９
８
６
年　

５　

 

市
川
文
彦
・
鶴
田
雅
昭
編
『
観
光
の
経
営
史
』
関
西
学
院
大
学
出

版
会
、
２
０
０
９
年

６　

 

望
月
真
一
『
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り　

哲
学
と
手
法
』
鹿

島
出
版
会
、
１
９
９
０
年

７　

 

市
川
文
彦
編
『
論
集
・
ス
ポ
ー
ツ
の
経
営
史
』
関
西
学
院
大
学
出

版
会
、
近
刊

８　

望
月
真
一
、
前
掲
書
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１
．
は
じ
め
に 

　

財
政
を
研
究
す
る
私
が
、
地
域
の
観
光
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
明
る
い
も

の
で
は
な
い
。
１
９
９
０
年
代
に
バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ

け
て
以
来
、
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
、
各
地
に
乱

立
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
遊
園
地
な
ど
の
箱
モ
ノ
は
、

い
ま
や
多
く
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
鉱
山
か
ら
観

光
で
の
再
生
に
賭
け
た
こ
と
が
、
北
海
道
夕
張
市
の
財

政
破
綻
の
引
き
金
に
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。

　

す
で
に
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
る
。

国
と
同
様
、
地
方
自
治
体
の
財
政
も
厳
し
い
。
短
絡
的

な
箱
モ
ノ
思
考
か
ら
は
脱
却
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
い

か
に
し
て
地
域
の
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
か
と
い
う
視

点
は
、「
町
お
こ
し
」
に
は
今
で
も
必
要
で
あ
る
。「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
」
や
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
も
、
イ
ベ
ン
ト
で
地

域
外
の
人
を
呼
び
込
め
る
こ
と
に
、
地
域
活
性
化
と
し

て
の
意
義
が
あ
る
の
だ
。

　

筆
者
の
専
門
は
観
光
で
は
な
い
。
だ
が
、
旅
は
大
好

き
で
あ
る
。
そ
の
偏
っ
た
経
験
か
ら
、
日
本
に
お
け
る

今
後
の
観
光
と
地
域
の
経
済
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
カ
ギ
と
な
る
の
は
船
の
旅
だ
と
思
う
。

２
．
高
齢
社
会
に
適
し
た
船
の
旅

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
巡
る
旅

を
、
幾
度
か
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
。
列
車
や
航
空
機

で
の
旅
も
好
き
だ
が
、
船
の
旅
は
格
別
だ
。
船
の
旅
は

完
全
に
旅
な
の
で
あ
る
。
だ
い
い
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
は

ま
ず
い
な
い
。
純
粋
に
観
光
を
楽
し
む
の
が
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
旅
な
の
だ
。
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
と
、
こ
の

感
覚
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
ク
ル
ー
ズ
船
の
旅
と
い
え
ば
、
一
部
の
富
裕

層
が
楽
し
む
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
だ
。

確
か
に
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
船
ツ
ア
ー
の
料
金
は
、
か

な
り
割
高
で
あ
る
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
そ
う
で
な
な
い
。
富
裕
層
が
楽
し
め
る
豪
華
ク

ル
ー
ズ
も
あ
れ
ば
、
気
楽
に
乗
船
で
き
る
ク
ル
ー
ズ
も

あ
る
。
時
期
に
よ
っ
て
価
格
帯
に
も
幅
が
あ
る
し
、
１

泊
や
２
泊
の
よ
う
な
短
期
ク
ル
ー
ズ
も
あ
る
。

　

筆
者
自
身
は
、
船
の
旅
こ
そ
、
根
本
的
に
と
は
言
わ

な
く
て
も
，
あ
る
程
度
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
今
後

の
日
本
の
観
光
の
あ
り
方
を
変
え
る
起
爆
剤
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。な
ぜ
な
ら
、船
の
旅
は
、

特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
都
合
が
良
い
か
ら
だ
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
人
口
構
成
は
高
齢
化
し

て
い
る
。
高
齢
者
に
な
れ
ば
、
健
康
に
も
気
を
遣
わ
な

い
と
い
け
な
い
。
と
は
い
え
、
な
か
に
は
元
気
な
高
齢

者
も
多
く
、
時
間
も
あ
れ
ば
貯
蓄
を
多
く
も
つ
者
も
多

い
。
様
々
な
統
計
で
、
世
代
別
の
金
融
資
産
保
有
の
分

布
が
高
齢
者
ほ
ど
多
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
観
光
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
高
齢
者
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
は
、
い
わ
ば
「
動
く
ホ
テ
ル
」
で
あ
る
。

運
動
能
力
が
落
ち
た
高
齢
者
に
と
っ
て
、
荷
物
を
も
ち

な
が
ら
ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
へ
の
移
動
は
、
お
っ
く
う

に
な
り
が
ち
だ
。
だ
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
な
ら
ば
、
部
屋

に
荷
物
を
置
い
た
ま
ま
、「
ホ
テ
ル
」
自
体
が
動
い
て

く
れ
る
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
は
朝
に
観
光
地
近
く
の
港
に
寄
港
す

る
。
朝
食
を
終
え
た
乗
客
は
船
か
ら
降
り
る
。
港
町
に

は
、
乗
客
目
当
て
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
っ
て
い
る
。

乗
客
は
、
そ
の
土
地
の
物
産
を
楽
し
む
。
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
な
ら
、
数
千
人
の
乗
客
を
載
せ
て
い
る
。
数
千
人

の
乗
客
が
港
町
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
定
期
的
に
や
っ
て
く

れ
ば
、
地
域
に
与
え
る
経
済
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
地
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
を

取
り
込
む
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

海
に
面
し
た
港
町
し
か
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
恩
恵
に
あ

ず
か
れ
な
い
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

乗
客
の
一
部
は
観
光
地
へ
向
か
う
。
大
型
バ
ス
や
新
幹

線
を
使
い
、
港
か
ら
数
時
間
以
内
で
移
動
で
き
る
な
ら

観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
：
船
旅
の
ス
ス
メ

上
村 

敏
之　

教
授
（
財
政
学
）
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旅と観光をめぐって

ば
、
十
分
に
観
光
の
対
象
に
な
り
う
る
。
関
西
圏
で
い

え
ば
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
の
は
神
戸
港
と
大
阪

港
だ
が
、
そ
こ
か
ら
京
都
や
奈
良
へ
の
移
動
は
さ
ほ
ど

問
題
で
は
な
い
。

　

な
か
に
は
ク
ル
ー
ズ
船
に
留
ま
る
者
も
い
る
。
船
内

に
は
、
各
種
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ー

ル
や
ジ
ム
、
図
書
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ

り
、
滞
在
す
る
こ
と
も
ま
た
楽
し
み
だ
か
ら
だ
。
観
光

地
に
向
か
っ
た
観
光
客
は
、
夕
方
の
出
港
時
間
ま
で
に

は
戻
っ
て
く
る
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
は
、
次
の
観
光
地
近
く
の
港
へ
出
発
す

る
。
夕
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
、
動
く
夜
景
を

眺
め
な
が
ら
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
夜
の
船
内
で
は
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、
観
劇
、
絵

画
な
ど
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
。日
本
で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、海
外
の
ク
ル
ー

ズ
船
で
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
カ
ジ
ノ
も
開
催

さ
れ
る
。

　

旅
行
は
、
地
点
か
ら
地
点
へ
の
移
動
を
と
も
な
う
。

行
き
先
の
地
点
に
て
、
何
ら
か
の
観
光
を
楽
し
む
こ
と

も
、
も
ち
ろ
ん
大
事
で
あ
る
。
だ
が
、
船
の
旅
が
、
列

車
や
航
空
機
の
旅
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
船
の
旅
が

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

行
き
先
で
の
観
光
を
楽
し
む
人
が
、
プ
ロ
セ
ス
を
楽

し
め
な
い
、
も
し
く
は
楽
し
も
う
と
し
な
い
こ
と
は
、

よ
く
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
船
の
旅

を
選
ぶ
人
は
、
地
点
で
の
観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
セ

ス
を
楽
し
め
る
人
で
も
あ
る
の
だ
。

　

旅
の
楽
し
み
方
は
様
々
で
あ
る
。
体
力
の
あ
る
若
い

う
ち
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
回
る
こ
と
に
勢
力
を
注
ぐ

の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
体
力
の
衰
え
た
高
齢
者
は

そ
う
は
い
か
な
い
。
旅
の
移
動
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
い

か
に
楽
し
む
の
か
。
こ
の
点
が
、
旅
の
楽
し
み
方
の
大

転
換
に
な
る
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
と
っ
て
も
重

要
な
視
点
な
の
だ
。

３
．
船
旅
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を

　

伊
能
忠
敬
は
17
年
か
け
て
日
本
全
国
を
測
量
し
た
と

い
う
。
さ
す
が
に
普
通
の
高
齢
者
は
、
17
年
も
か
け
て

日
本
全
国
を
一
周
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。な
ら
ば
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
使
っ
た
日
本
一
周
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

だ
が
、日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
価
格
は
ま
だ
ま
だ
高
い
。

郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」

に
よ
る
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ
（
横
浜
発
も
し
く
は
神
戸

発
）
は
、
最
低
価
格
で
も
60
万
円
程
度
で
あ
る
（
２
０

１
１
年
9
月
現
在
）。

　

価
格
が
高
い
理
由
は
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
業
界
が
、

あ
ま
り
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ

る
。
昨
今
、
航
空
業
界
に
お
い
て
は
、
海
外
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

（
ロ
ー
・
コ
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア
）
が
日
本
の
空
港
に
も

進
出
し
、
低
価
格
で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
。
空

と
同
様
に
、
海
に
も
海
外
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
参
入
す
れ

ば
、
日
本
の
船
の
旅
は
も
っ
と
手
軽
に
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。

　

価
格
が
下
が
れ
ば
、
眠
っ
て
い
る
需
要
が
掘
り
起
こ

さ
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
る
。
船
の
旅
が
メ
ジ
ャ
ー

に
な
る
こ
と
は
、
高
齢
者
だ
け
の
た
め
で
は
な
い
。
業

界
が
発
展
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
雇
用
は
増
え
る
。
船
の

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
に
と
っ
て
も
、
箱
モ
ノ
に

頼
る
よ
り
は
リ
ス
ク
は
少
な
い
。

　

日
本
の
近
海
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
巡
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
規
制
緩
和
と
と
も
に
、
経
済
界
、
地
方
自
治
体
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
海

外
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
富
裕
層
も

日
本
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。日
本
の
周
辺
諸
国
で
は
、

平
均
所
得
が
上
昇
し
て
い
る
国
が
少
な
く
な
く
、
富
裕

層
が
出
現
し
て
い
る
国
も
あ
る
。海
外
ク
ル
ー
ズ
船
は
、

彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
は
高
齢
社
会
か
つ
島
国
で
経
済
は
停
滞
し
て
い

る
。
一
方
、
周
辺
諸
国
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
国

内
の
高
齢
者
と
海
外
の
富
裕
層
を
取
り
込
む
た
め
に
、

船
の
旅
は
も
っ
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
も
よ
い
。

ま
ず
は
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
が
、
船
の
旅
を
楽
し
む

こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

４
．
大
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

　

紙
面
の
都
合
で
高
齢
者
の
話
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
筆
者
は
大
学
生
に
も
船
の
旅
を
勧
め
て
み
た
い
。

ほ
と
ん
ど
の
大
学
生
に
は
お
金
が
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
社
会
人
よ
り
は
圧
倒
的
に
自
由
な
時
間
を
も
っ
て

い
る
。高
価
な
豪
華
ク
ル
ー
ズ
船
と
は
い
か
な
く
て
も
、

手
軽
な
船
の
旅
を
探
し
て
体
験
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。

　

坂
本
龍
馬
が
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
物
事
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
彼
が
海
に
接
し
て
い
た
こ
と
に
大

い
に
関
係
が
あ
る
。
社
会
に
旅
立
つ
大
学
生
こ
そ
、
壮

大
な
海
に
囲
ま
れ
る
時
間
を
も
つ
こ
と
が
大
事
な
の

だ
。
海
を
眺
め
れ
ば
、
自
分
の
人
生
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
る
。
次
の
長
期
の
休
み
を
使
っ
て
、
い
ま
す
ぐ

企
画
し
て
み
て
は
い
か
が
。

５
．
付
記

　

本
稿
を
書
き
終
え
た
頃
、
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。
世
界
最
大
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・

オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
」
が
、
２
０
１
２
年
夏
に
４
度
、

神
戸
港
に
寄
港
す
る
の
だ
。
乗
客
数
は
最
大
５
０
０
０

人
で
、
な
ん
と
ス
ケ
ー
ト
・
リ
ン
ク
も
備
え
る
。
１
泊

あ
た
り
約
１
万
円
（
食
事
込
み
）
の
安
さ
は
、
ま
さ
に

黒
船
で
あ
る
。
気
に
な
る
人
は
検
索
を
。
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世
界
の
旅
行
先
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
フ
ラ
ン
ス
は

こ
こ
数
年
常
に
一
位
の
座
を
保
持
し
て
い
る
。
２
０
０

９
年
度
、
年
間
の
外
国
人
観
光
客
入
国
者
数
は
７
４
０

０
万
人
を
超
え
、
ア
メ
リ
カ
の
５
４
０
０
万
人
、
ス
ペ

イ
ン
の
５
２
０
０
万
人
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。
な
か
で

も
パ
リ
は
、
年
間
２
１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪

れ
る
フ
ラ
ン
ス
屈
指
の
観
光
都
市
だ
。

　

文
化
遺
産
が
豊
か
、世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
品
が
多
い
、

グ
ル
メ
を
も
う
な
ら
せ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒
を
連
ね
る

な
ど
、
観
光
地
と
し
て
の
パ
リ
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
こ
の
街
を
旅
し
て
私
が
興
味
を
そ

そ
ら
れ
る
の
は
、
そ
こ
で
出
会
う
光
景
か
ら
現
在
の
フ

ラ
ン
ス
社
会
の
素
顔
が
垣
間
見
え
て
く
る
と
い
う
点
に

あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
今
後
の
日
本
の
社
会
の
方
向
性

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
。そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

観
光
客
が
パ
リ
で
よ
く
出
会
う
二
つ
の
光
景
を
と
り
あ

げ
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
今
の
素

顔
を
見
て
み
よ
う
。

　
﹁
パ
リ
は
治
安
が
悪
い
﹂、
観
光
客
の
間
で
こ
れ
は
常

識
だ
。
ロ
マ
︵
ジ
プ
シ
ー
︶
の
子
供
た
ち
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
集
団
に
取
り
囲
ま
れ
金
品
を
盗
ま
れ
る
事
件

は
、
パ
リ
の
光
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
私

も
何
度
か
狙
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
相
手
は
子
供
、
観

光
客
と
見
る
と
ゲ
ー
ム
感
覚
で
誰
か
れ
か
ま
わ
ず
見
境

な
し
に
や
っ
て
く
る
の
で
た
ち
が
悪
い
。

　

昨
年
、
さ
す
が
パ
リ
は
違
う
な
と
感
心
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
あ
る
メ
ト
ロ
の
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
電

車
を
待
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
。
向
か
い
側
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
端
に
、
13
歳
か
ら
16
歳
く
ら
い
の
女
の
子
た

ち
数
人
が
た
む
ろ
し
て
い
た
。
浅
黒
い
肌
の
色
か
ら
ロ

マ
、
あ
る
い
は
ア
ラ
ブ
系
の
女
の
子
だ
ろ
う
。
す
る
と

突
然
、駅
構
内
に
女
性
の
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

﹁
今
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
端
に
い
る
数
人
の
子
供
た

ち
は
ス
リ
で
す
。
用
心
し
て
下
さ
い
﹂。
そ
れ
を
聞
い

た
女
の
子
た
ち
は
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
笑
い
な
が
ら
階
段
を

駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
。
メ
ト
ロ
構
内
に
は
監
視
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
の
娘
ス
リ
集
団

に
気
が
つ
い
た
係
員
が
注
意
の
放
送
を
流
し
た
の
だ
。

　

な
ぜ
彼
女
た
ち
の
よ
う
な
ス
リ
が
い
る
の
か
。
そ
こ

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
直
面
し
て
い
る
移
民
問
題
が

背
景
と
し
て
あ
り
、
そ
の
問
題
が
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地

政
策
の
負
の
歴
史
と
結
ば
れ
て
い
る
だ
け
に
一
筋
縄
で

は
行
か
ず
、
根
が
深
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
17
世
紀
前
半
か
ら
奴
隷
制
を
維
持
し
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
奴
隷
を
カ
リ
ブ
海
の
植
民
地
ま
で

運
び
、
労
働
さ
せ
て
い
た
。
大
革
命
後
も
、
そ
の
理
念

で
あ
る
﹁
人
権
宣
言
﹂
を
謳
い
な
が
ら
、
奴
隷
制
は
１

８
４
８
年
ま
で
存
続
す
る
。
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
て
も

植
民
地
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
西
欧

か
ら
み
て
辺
境
の
﹁
遅
れ
た
﹂
民
族
を
﹁
文
明
化
﹂
す

る
こ
と
が
文
明
国
家
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
し
、
フ

ラ
ン
ス
は
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
植
民
地
拡
張
へ
と
乗
り

出
し
た
。平
野
千
果
子
が
喝
破
し
た
よ
う
に１

、﹁
文
明
化
﹂

は
こ
の
国
の
生
産
性
向
上
に
恰
好
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

だ
っ
た
。

　

20
世
紀
に
入
り
、﹁
栄
光
の
30
年
﹂
と
呼
ば
れ
る
経

済
成
長
期
︵
１
９
４
５
～
７
５
︶
に
な
る
と
、
ス
ペ
イ

ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
マ
グ
レ
ブ
諸
国２

な
ど
か
ら
移
民
労

働
者
を
大
量
に
受
け
入
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
の
仕
事
に
従
事
し
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
成
長
を
支

え
て
き
た
。

　

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
６
３
０
０
万
人
の
約
８
・

３
％
、
５
２
０
万
人
が
移
民
だ
。
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
は

２
６
０
万
人
の
失
業
者
を
抱
え
、
解
決
の
糸
口
さ
え
い

ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
。低
迷
す
る
経
済
状
況
の
な
か
で
、

外
国
人
労
働
者
の
職
場
と
し
て
低
賃
金
で
過
酷
な
労
働

条
件
の
職
種
が
固
定
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
二
つ

星
・
三
つ
星
の
ホ
テ
ル
の
ル
ー
ム
メ
イ
ド
の
ほ
と
ん
ど

が
移
民
労
働
者
な
の
も
そ
の
た
め
だ
。

　
﹁
自
由
・
平
等
・
友
愛
﹂
と
い
う
共
和
国
の
価
値
の

も
と
で
移
民
二
世
・
三
世
た
ち
は
教
育
を
受
け
る
。
だ

が
、法
の
も
と
で
平
等
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら
育
っ
て
も
、

彼
ら
を
待
ち
受
け
る
社
会
の
現
実
は
厳
し
い
。
２
０
０

７
年
か
ら
０
９
年
に
か
け
て
15
～
24
歳
の
若
年
層
の
失

業
率
が
調
査
さ
れ
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
移
民
の
間
に

生
ま
れ
た
子
供
と
両
親
と
も
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
生
ま

れ
た
子
供
と
の
間
で
デ
ー
タ
が
比
較
さ
れ
た
。
そ
れ
に

パ
リ
か
ら
見
え
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
今

藤
田 

友
尚　

教
授
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
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旅と観光をめぐって

よ
る
と
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
移
民
の
間
に
生
ま
れ
た

子
供
の
失
業
率
は
35
・
４
％
、
そ
れ
に
対
し
て
両
親
と

も
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
の
失
業
率
は

19
％
だ
っ
た
。ま
た
、移
民
と
そ
の
子
供
た
ち
の
60
パ
ー

セ
ン
ト
が
差
別
的
扱
い
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。

　

観
光
客
と
し
て
は
メ
ト
ロ
の
娘
ス
リ
集
団
の
餌
食
に

さ
れ
た
く
は
な
い
。
だ
が
、
彼
女
た
ち
が
自
分
た
ち
の

与
り
知
ら
な
い
歴
史
の
中
に
放
り
こ
ま
れ
、
そ
の
文
脈

を
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は

知
っ
て
お
き
た
い
。
彼
女
た
ち
の
し
た
た
か
さ
と
逞
し

さ
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
負
の
部
分
を
背
負
い
な
が
ら
生

き
抜
く
術
な
の
だ
。
社
会
の
偽
善
的
側
面
に
傷
つ
き
な

が
ら
﹁
生
き
る
力
﹂
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
や
は
り
切
な
い
光
景
で
は
あ
る
が
。

　

パ
リ
の
恋
人
た
ち
は
公
道
で
よ
く
キ
ス
を
す
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
国
民
的
写
真
家
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー
の

﹁
パ
リ
市
庁
舎
前
の
キ
ス
﹂(

１
９
５
０)

の
写
真
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
、
観
光
客
に
と
っ
て
い
か
に
も
﹁
パ

リ
的
﹂
な
風
景
の
一
部
と
い
え
る
ほ
ど
だ
。
公
園
の
ベ

ン
チ
や
セ
ー
ヌ
の
河
岸
で
抱
擁
し
て
い
る
男
女
が
い
る

の
は
微
笑
ま
し
く
、
そ
れ
な
り
に
絵
に
な
る︵
た
だ
し
、

公
道
で
抱
擁
し
て
い
る
お
二
人
は
道
を
ふ
さ
い
で
か
な

り
迷
惑
︶。恋
愛
大
国
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
イ
メ
ー
ジ
に
パ
リ
の
キ
ス
は
お
似
合
い
で
は
あ

る
。
が
、
し
か
し
、
恋
人
た
ち
の
天
国
と
は
い
か
な
い

の
が
実
情
だ
。

　

愛
す
る
二
人
︵
同
性
で
も
か
ま
わ
な
い
︶
が
カ
ッ
プ

ル
で
生
活
す
る
に
は
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。
ま
ず
は
法

的
な
手
続
き
を
経
た
結
婚
。
こ
の
形
態
を
選
択
す
る

カ
ッ
プ
ル
は
年
々
減
少
し
て
い
る３

。
逆
に
増
加
し
て
い

る
の
が
パ
ッ
ク
ス
︵
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、
連
帯
市
民
協
約
︶
だ
。

も
と
も
と
同
性
愛
者
の
カ
ッ
プ
ル
を
考
慮
し
て
１
９
９

９
年
に
導
入
さ
れ
た
制
度
だ
が
、
異
性
同
士
の
カ
ッ
プ

ル
に
も
適
用
さ
れ
る
。
法
律
が
お
墨
付
き
を
与
え
た
同

棲
関
係
だ
。税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

カ
ッ
プ
ル
の
片
一
方
の
意
志
で
契
約
が
解
除
で
き
、
離

婚
の
よ
う
な
面
倒
な
手
続
き
を
経
ず
に
別
れ
ら
れ
る
。

最
後
が
事
実
婚
で
、
入
籍
せ
ず
に
二
人
の
同
意
で
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

を
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
家
族
形
態
の
複
雑
さ
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
良
い
例
が
サ
ル
コ
ジ

大
統
領
の
家
庭
だ
。

　

現
在
の
カ
ル
ラ
夫
人
は
大
統
領
の
三
人
目
の
妻
で
、

大
統
領
は
最
初
の
妻
と
の
間
に
息
子
二
人
、
二
番
目
の

妻
と
の
間
に
息
子
一
人
を
も
う
け
て
い
る
。
一
方
の
カ

ル
ラ
夫
人
は
、最
初
の
夫
と
の
間
に
息
子
一
人
が
あ
り
、

こ
の
連
れ
子
と
と
も
に
現
在
三
人
で
大
統
領
府
で
生
活

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
的
な
の
は
、
大
統
領
は
最
初
の

妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
二
人
の
息
子
と
行
き
来
が
あ

り
、離
婚
後
も
親
子
関
係
が
断
絶
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
カ
ッ
プ
ル
の
関
係
が
終
わ
っ

て
も
親
子
関
係
は
維
持
さ
れ
続
け
る
。
淺
野
素
女
の
言

う
﹁
子
供
を
軸
と
し
た
家
族
空
間４

﹂
が
、
新
た
な
家
族

の
形
態
と
し
て
加
わ
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
家
族
形

態
を
﹁
再
構
成
家
族５

﹂
と
呼
び
、
18
歳
以
下
の
フ
ラ
ン

ス
人
の
8
％
強
に
あ
た
る
約
１
２
０
万
人
が
こ
の
家
族

に
属
し
て
い
る
。﹁
お
一
人
様
﹂
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

︵
フ
ァ
ザ
ー
︶
か
ら
﹁
再
構
成
家
族
﹂
ま
で
、
フ
ラ
ン

ス
の
家
族
の
あ
り
方
は
実
に
複
雑
だ
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
家
族
形
態
を
模
索
し
続
け
る
こ
の
よ
う

な
社
会
に
生
き
る
恋
人
た
ち
は
、
恋
愛
関
係
の
儚
さ
を

自
覚
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
カ
ッ
プ
ル
の
絆
の

脆
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、
彼
ら
に
と
っ
て

は
い
つ
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
愛
の
証
を
確
認
し
合
う
こ
と

︵
け
っ
こ
う
面
倒
か
も
︶
が
重
大
事
と
な
る
。
パ
リ
で

目
に
す
る
恋
人
た
ち
の
キ
ス
は
、
恋
愛
関
係
を
ど
こ
か

ク
ー
ル
に
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
熱
烈
な
愛
情
表
現
は

必
要
と
い
う
、
い
わ
ば
フ
ラ
ン
ス
人
が
好
む
演
劇
的
な

振
る
舞
い
だ
と
い
え
る
。

　

超
高
齢
化
で
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
日
本
は
、

早
晩
、移
民
労
働
者
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
増
加
す
る
離
婚
は
家
族
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
日
本
社
会
の
変
化
は
フ
ラ
ン

ス
社
会
が
す
で
に
経
験
済
み
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
旅

行
す
る
と
そ
の
変
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
実
感
と
し
て
伝

わ
っ
て
く
る
。
旅
は
良
き
気
分
転
換
で
あ
る
が
、
同
時

に
、
日
常
生
活
に
埋
没
し
て
鈍
化
し
て
い
た
感
覚
が
目

覚
め
、
自
分
の
生
き
て
い
る
社
会
の
現
実
に
対
す
る
感

受
性
が
鋭
く
動
き
出
す
時
で
も
あ
る
。 

　

 　

本
文
の
デ
ー
タ
は
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
・
財
政
・
産
業
省
﹁
産
業
・

競
争
力
・
サ
ー
ビ
ス
総
局(

Ｄ
Ｇ
Ｃ
Ｉ
Ｓ)

﹂、
フ
ラ
ン
ス
国
立
統
計

経
済
研
究
所(

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ)

、
フ
ラ
ン
ス
国
立
人
口
統
計
学
研
究
所

(

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｄ)

、
世
界
観
光
機
構(

Ｏ
Ｍ
Ｔ)

等
が
発
表
し
て
い
る
公
式

の
数
字
を
利
用
し
た
。そ
の
他
、Le M

onde, Le Figaro

等
の
新
聞
、

Le N
ouvel O

bservateur, L
'E

xpress

等
の
雑
誌
も
参
照
し
た
。

1 　

参
照
：
平
野
千
果
子﹁﹃
文
明
化
﹄と
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
﹂、﹃
思

想
﹄N

o.915

、
岩
波
書
店
、
２
０
０
０
;平
野
千
果
子
﹃
フ
ラ
ン
ス

植
民
地
主
義
の
歴
史
﹄
人
文
書
院
、
２
０
０
１(

２
０
１
０)

。

２　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
３
国
を
指
す
。

３ 　
﹁
フ
ィ
ガ
ロ
﹂
紙
の
あ
る
記
者
は
、
今
や
結
婚
し
て
い
る
カ
ッ
プ

ル
の
３
組
に
１
組
が
離
婚
す
る
の
に
、
２
０
０
９
年
、
５
１
２
０
０

０
人
が
結
婚
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
辛
辣
に
も
、
結
婚
に
踏

み
切
っ
た
人
を
﹁K

am
ikaze

﹂(

フ
ラ
ン
ス
語
で
は
﹁
カ
ミ
カ
ー
ズ
﹂

と
発
音
さ
れ
、
日
本
語
の
﹁
神
風
特
攻
隊
﹂
か
ら
き
て
い
る
。﹁
無

鉄
砲
な
︵
自
殺
行
為
を
す
る
︶
人
﹂
の
意)

と
呼
ん
で
、
皮
肉
っ
て

い
る
。

４ 　

淺
野
素
女
﹃
フ
ラ
ン
ス
家
族
事
情
﹄
岩
波
書
店
、
１
９
９
５
︵
２

０
０
６
︶、p.171

。

５ 　
﹁
再
構
成
家
族
﹂
はfam

ille recom
posée

の
訳
で
あ
る
が
、
淺
野

素
女
は
前
掲
書
の
な
か
で
日
本
語
と
し
て
﹁
座
り
が
悪
い
﹂
と
い
う

理
由
で
﹁
複
合
家
族
﹂
と
い
う
訳
語
を
提
案
し
て
い
る
︵p.167

︶。

本
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
来
の
意
味
に
近
い
﹁
再
構
成

家
族
﹂
と
い
う
訳
語
を
採
用
し
た
。
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人
生
を
た
と
え
て
「
人
生
は
旅
だ
」
と
表
現
す
る
の

は
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
語
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
言
語
学
的
に
は
比
喩
表
現
の

一
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、「
人
生
」
を
「
旅
」

に
見
立
て
る
の
に
難
し
い
理
屈
は
な
い
。

　
「
旅
」
と
聞
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い

て
く
る
が
、
た
と
え
ば
「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

よ
」
と
い
う
と
き
の
「
旅
」
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

さ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。お
仕
着
せ
、上
げ
膳
据
え
膳
、

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
と
は
対
極
に
あ

る
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
旅
」
は
常
に
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
も
の
で

は
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
「
旅
」
は
何
ら
か
の
辛
苦
を

伴
う
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
「
旅
」
は
辛
く
苦
し
い
も
の

と
と
ら
え
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、「
旅
」
の
語
義
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

旅
（
た
び
）
…
… 

住
む
土
地
を
離
れ
て
、
一
時
、
他

の
離
れ
た
土
地
に
い
る
こ
と
。
ま

た
、
住
居
か
ら
離
れ
た
土
地
に
移

動
す
る
こ
と
。（
広
辞
苑
）

　
「
旅
」
に
つ
き
も
の
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ホ
ー
ム
か
ら

ア
ウ
ェ
イ
へ
の
移
動
の
途
中
、
そ
し
て
到
着
地
で
直
面

す
る
不
便
さ
、
よ
そ
も
の
と
し
て
の
居
心
地
の
悪
さ
に

よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
住
み
慣
れ
た
ウ
チ
の
領

域
で
の
常
識
／
非
常
識
が
、
ま
だ
知
ら
ぬ
ソ
ト
の
領
域

の
非
常
識
／
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の

点
で
は
、「
旅
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
慣
れ
た
日
常
か

ら
も
の
珍
し
く
目
新
し
い
非
日
常
へ
の
転
換
で
あ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
「
人
生
は
旅
だ
」
は
、〝Life is a 

journey.＂

で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
「
旅
」
が

〝travel＂

、〝trip＂

の
類
い
で
は
な
く
、〝journey＂

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、「
旅
」
の
本
質
の
一
端
が
う
か
が

え
る
。〝journey＂

の
語
誌
を
ひ
も
と
く
と
（
ひ
も
と

く
過
程
は
省
略
す
る
と
し
て
）、「
一
日
（day

）」
に

つ
き
あ
た
る
。移
動
手
段
の
基
本
は
歩
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
昔
な
ら
ば
、
一
日
で
移
動
で
き
る
距
離
は
、
今
ほ

ど
は
か
の
行
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
東
海
道
五
十
三
次
の
よ
う
に
日
々
少
し
ず
つ
歩

み
を
進
め
る
こ
と
が
「
旅
」
で
あ
っ
た
の
だ
と
分
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
道
の
り
は
苦
楽
が
あ
い
ま
っ
て
い
た
と

は
い
え
、
お
よ
そ
苦
の
分
が
勝
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
で
は
、
早
乗
物
の
お
か
げ
で
長
距
離
の
移
動
は

退
屈
な
こ
と
（
と
か
腰
痛
と
か
肩
こ
り
と
か
）
を
お
け

ば
、身
体
的
な
苦
役
は
相
当
に
軽
く
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、

移
動
手
段
や
旅
行
先
に
関
し
て
事
前
に
知
る
こ
と
の
で

き
る
情
報
の
量
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、
旅

に
ま
つ
わ
る
不
便
や
不
如
意
は
な
く
な
ら
な
い
。
そ
れ

で
も
、
旅
を
す
る
人
が
止
む
こ
と
が
な
い
の
は
、「
旅
」

に
は
魅
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。中
で
も
、

「
知
っ
て
い
た
こ
と
を
身
を
以
て
知
る
」、「
思
わ
ぬ
こ

と
に
出
会
う
」、「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
」
と
い

う
よ
う
な
経
験
は
、「
旅
」
の
醍
醐
味
の
う
ち
に
数
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
大
学
時
代
の

メ
キ
シ
コ
へ
の
語
学
研
修
だ
っ
た
。
こ
の
メ
キ
シ
コ
行

き
で
は
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
か
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
、
う
ろ
覚
え
だ
け
れ
ど
も
）
で
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ

を
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
審
査
の
列
に
並
ん
で
い

る
間
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
巻
末
の
旅
行
会
話
の
頁
を

繰
っ
て
、
お
定
ま
り
の
フ
レ
ー
ズ
を
頭
に
入
れ
た
。
パ

ス
ポ
ー
ト
と
乗
り
継
ぎ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
見
せ
れ
ば
通
り

い
っ
ぺ
ん
の
英
語
で
済
む
は
ず
だ
っ
た
が
、
案
外
そ
こ

で
の
や
り
と
り
は
長
引
い
た
。
思
っ
て
い
た
の
と
全
く

違
う
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
た
か
ら
だ
。
審
査
官
の
英
語

が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
メ
キ
シ
コ
の
ど

こ
に
行
く
ん
だ
、
い
つ
ま
で
い
る
ん
だ
、
な
ぜ
答
え
な

旅
と
こ
と
ば
か
ら
得
た
も
の

長
谷
川 

哲
子　

准
教
授
（
日
本
語
教
育
学
）
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旅と観光をめぐって

い
、
何
し
に
行
く
ん
だ
、
ス
ペ
イ
ン
語
勉
強
し
に
行
く

ん
だ
ろ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
イ
ン
語
分
か
る
だ
ろ
、

と
矢
継
ぎ
早
に
う
れ
し
そ
う
に
質
問
を
繰
り
出
す
審
査

官
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
教
科
書

の
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
名
前
が
あ
っ
た
。
結
局
、
一

言
も
英
語
を
使
わ
な
い
ま
ま
審
査
ゲ
ー
ト
を
通
過
し

た
。

　

到
着
後
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら

く
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
授
業
で
た
た
き
こ
ま
れ
た
活
用

形
や
文
法
知
識
に
あ
っ
さ
り
裏
切
ら
れ
続
け
た
。
そ
ん

な
あ
せ
り
や
も
ど
か
し
さ
が
、
あ
る
日
、
い
つ
か
忽
然

と
消
え
た
。
気
が
つ
い
た
ら
、
メ
キ
シ
コ
人
と
２
時
間

以
上
も
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
た
。
月
並
み
な
経
験
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
と
き
に
自
転
車
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
感
覚
に
似
て
い
る
。
補
助
輪

が
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
後
ろ
を
持
っ
て
い
て
く
れ
て
い

る
は
ず
、
と
思
い
な
が
ら
も
、
で
も
明
ら
か
に
今
ま
で

と
違
う
、
自
分
だ
け
で
ち
ゃ
ん
と
乗
れ
て
い
る
、
と
実

感
で
き
た
と
き
の
浮
遊
感
の
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

滞
在
中
に
、
な
に
か
旅
行
が
し
た
い
と
思
っ
て
、
メ

キ
シ
コ
大
陸
横
断
鉄
道
に
乗
る
旅
を
計
画
し
た
。
当
時

警
察
官
を
し
て
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父
さ
ん

か
ら
は
、
メ
キ
シ
コ
北
部
に
一
人
旅
だ
な
ん
て
危
な
す

ぎ
る
と
強
硬
に
反
対
さ
れ
た
け
れ
ど
、
な
ん
と
か
お
許

し
を
も
ら
っ
た
。
大
陸
横
断
鉄
道
は
片
道
15
時
間
の
行

程
で
、
出
発
が
早
朝
な
の
で
、
出
発
地
に
前
泊
し
た
。

そ
の
鉄
道
の
始
発
駅
・
終
着
駅
で
あ
る
以
外
は
特
に
こ

れ
と
い
っ
た
観
光
名
所
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
外
国
人
が

珍
し
か
っ
た
の
か
、
ホ
テ
ル
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
で
も
運

転
手
か
ら
あ
れ
や
こ
れ
や
と
質
問
攻
め
に
あ
っ
た
。

や
っ
と
口
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
語
で
必

死
に
答
え
た
。
そ
れ
が
数
時
間
後
に
あ
だ
に
な
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。ホ
テ
ル
に
着
い
て
食
事
を
済
ま
せ
て
、

翌
日
早
朝
発
の
列
車
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
早
め
に
寝

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
と
き
、
枕
元
の
電
話
が
鳴
り
出

し
た
。
酔
っ
て
い
る
の
か
、
ひ
ど
く
聞
き
取
り
に
く
い
。

今
か
ら
ご
は
ん
食
べ
に
行
こ
う
よ
、
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え

に
行
っ
て
あ
げ
る
よ
、遅
く
な
っ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、

明
日
の
朝
は
駅
ま
で
送
っ
て
あ
げ
る
か
ら
、
と
し
つ
こ

い
。
こ
の
と
き
ほ
ど
、
そ
れ
ま
で
退
屈
で
し
か
な
か
っ

た
文
法
の
授
業
を
あ
り
が
た
く
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

お
父
さ
ん
の
心
配
が
的
中
し
な
い
よ
う
に
、
授
業
中
に

は
あ
り
得
な
か
っ
た
集
中
力
と
真
剣
さ
を
か
き
集
め
、

思
い
つ
く
限
り
の
教
科
書
ど
お
り
の
丁
寧
な
言
葉
を
組

み
立
て
て
難
を
逃
れ
た
。

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
、
苦
楽

織
り
交
ぜ
て
の
２
ヶ
月
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
け
れ

ど
、
劇
中
劇
さ
な
が
ら
の
〝
旅
中
旅
〞
を
い
く
つ
も
楽

し
ん
だ
期
間
だ
っ
た
。
言
葉
が
機
縁
と
な
っ
て
、
知
っ

て
い
た
は
ず
の
こ
と
、
思
わ
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
、
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
二

つ
の
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
未
知

の
事
物
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
自
分
が
何
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が

何
を
知
り
、
何
を
知
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
限
界
や
枠

組
み
が
広
が
る
瞬
間
は
、
ど
こ
か
快
感
め
い
て
い
る
。

そ
れ
を
駆
動
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
が
「
旅
」
で
あ
る
よ

う
に
思
う
。
物
事
の
認
識
の
次
元
が
繰
り
上
が
る
こ
と

に
よ
り
、
い
っ
た
ん
知
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
前
と

は
違
う
視
点
や
感
性
へ
の
転
換
が
起
こ
る
。
し
ば
ら
く

し
て
そ
の
視
座
が
日
常
に
な
っ
た
こ
ろ
、
そ
の
日
常
を

離
れ
る
よ
う
な
「
旅
」
に
出
会
え
た
ら
い
い
と
思
う
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
自
分
の
日
常
は
、
大
学
と
い
う
場
に

あ
る
。大
学
生
活
を
旅
に
関
し
て
た
と
え
る
と
す
れ
ば
、

人
生
の
う
ち
の
一
里
塚
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
一
里
塚
を
ひ
と
つ
ず
つ
経
て
い
く
過
程
は
、
ま
さ

に
〝journey＂

の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
る
。
旅
の
俳
人

と
言
わ
れ
る
松
尾
芭
蕉
の
句
と
し
て
、
小
学
校
の
と
き

に
教
え
ら
れ
た
句
が
あ
る
。

　

大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
佛

 

大
津
絵
と
は
、
東
海
道
で
は
京
都
の
一
つ
前
の
宿
に

あ
た
る
大
津
で
売
ら
れ
て
い
た
民
芸
品
で
、
も
と
も
と

は
仏
画
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、様
々
な
画
題
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

東
海
道
を
行
き
交
う
旅
行
者
の
お
み
や
げ
と
し
て
、
の

ち
に
は
旅
行
く
人
の
護
符
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

旅
に
あ
っ
て
は
苦
し
く
辛
い
目
に
あ
う
こ
と
も
あ
る
と

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
旅
の
道
中
に
あ
る
人
の
安
全

や
無
事
、
そ
し
て
旅
の
成
就
を
願
う
気
持
ち
は
、
今
も

昔
も
ひ
と
し
な
み
だ
。
あ
り
き
た
り
の
思
い
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
学
と
い
う
道
の

り
を
存
分
に
楽
し
ん
で
歩
き
切
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
。
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特
集
Ⅱ

東
日
本
大
震
災
と
復
興
を
考
え
る

―
経
済
学
の
視
点
か
ら―

　

今
号
二
つ
目
の
特
集
は
、
表
題
に
あ
る
と
お

り「
東
日
本
大
震
災
」を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

昨
年
三
月
十
一
日
の
そ
の
発
生
以
降
、
震
災
の

被
害
と
そ
の
復
興
を
め
ぐ
る
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス

が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
途
絶
え
た
事
は
お
そ
ら
く
日

本
に
お
い
て
は
一
日
も
な
い
。
こ
の
序
文
を

書
い
て
い
る
２
０
１
２
年
一
月
上
旬
に
お
い
て

も
、
関
西
学
院
大
学
復
興
制
度
研
究
所
主
催
の

「
フ
ク
シ
マ
再
生
・
よ
み
が
え
れ
東
北
」
と
い

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
二
日
間
に
わ
た
り
関
学
会

館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
ば

か
り
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お

い
て
は
、
未
だ
に
明
確
な
将
来
像
が
結
べ
ず
、

避
難
生
活
に
お
い
て
も
「
見
通
し
の
立
た
な

さ
」
が
生
活
再
建
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
を
、
そ

の
記
事
は
伝
え
て
い
る
。
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
及
び
、
農
業
、
漁
業
、
製
造
業
、
さ
ら
に

は
特
集
Ⅰ
で
取
り
上
げ
た
東
北
地
方
に
と
っ
て

は
重
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
も
、
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
。
そ
し
て
、
東
京
電
力
福
島
第
二

原
子
力
発
電
所
崩
壊
に
よ
る
放
射
汚
染
の
問
題

が
、
被
災
地
復
興
の
進
展
の
前
に
お
お
き
く
立

ち
は
だ
か
り
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
在
り
方
に
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。

　

今
回
、
三
名
の
経
済
学
部
教
員
の
協
力
を
得

る
事
が
出
来
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
に
立

脚
し
、
復
興
に
向
け
て
経
済
学
の
観
点
か
ら
の

提
言
を
ま
と
め
て
頂
い
た
。
一
人
の
寄
稿
者
は

福
島
に
在
住
し
て
お
ら
れ
た
事
が
あ
り
、
現
地

の
事
情
に
も
詳
し
い
。
ま
た
、
私
た
ち
は
17
年

前
に
阪
神
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、「
復
興
」
が

い
か
に
困
難
な
事
で
あ
る
の
か
身
を
以
て
知
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
三
つ
の
提
言
に
触
発
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
東
日
本
、
さ
ら
に
は
日
本
の

将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
み
る
機
会
と
し

て
み
た
い
。

 

（
編
集
担
当　

増
永
俊
一
）
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東日本大震災と復興を考える
　

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
域
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
私
自
身
、
福
島
市
に
１
９
９

８
年
か
ら
８
年
間
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
地

域
の
復
興
を
考
え
る
機
会
も
多
い
。
今
回
は
資
源
経
済

学
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

資
源
経
済
学
の
目
的
は
、
資
源
の
望
ま
し
い
利
用
方

法
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
、
現
在
の
利
用
と
将

来
の
利
用
と
の
間
の
効
率
性
、
お
よ
び
公
平
性
を
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
二
つ
の

問
い
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
「
ど
の
資
源
を
ど
の
く

ら
い
利
用
（
使
用
、
消
費
）
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

か
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
資
源
を
誰
が
利
用
す
る
の
か
」

あ
る
い
は
「
資
源
の
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
誰
が

受
け
取
る
の
か
」
で
あ
る
。
社
会
的
に
望
ま
し
い
資
源

配
分
と
利
益
の
分
配
を
達
成
す
る
制
度
を
構
築
す
る
た

め
に
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
以
下
で
は
、
電
力
と
水
産
資
源
を
例
に
と
っ
て
考

え
て
み
る
。

　

ま
ず
は
、
電
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
が
原
子
力
の
利
用
を
中

長
期
的
に
減
ら
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
代
わ
り
に
、
太
陽
光
や
風
力
と
い
っ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し

か
し
、
太
陽
光
や
風
力
へ
の
依
存
度
を
上
げ
て
い
く
と

し
て
も
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
ど
の
資
源
を
ど
の

く
ら
い
利
用
す
る
か
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
太
陽
光
や
風
力
は
完
全
な
再
生
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
。
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の

輸
送
や
建
設
段
階
で
化
石
燃
料
が
消
費
さ
れ
る
。ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
は
不
安
定
で
あ
る

た
め
、
既
存
の
発
電
設
備
を
併
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
場
合
も
あ
る
。
第
二
に
、
原
子
力
発
電
一
基
と
同
じ

発
電
量
を
得
る
た
め
に
は
広
大
な
土
地
資
源
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
原
子
力
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の

人
的
資
源
や
資
本
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
機
会

費
用
は
小
さ
く
な
い
。

　

一
方
で
「
誰
が
利
益
を
受
け
取
る
の
か
」
も
重
要
で

あ
る
。
過
去
数
十
年
間
、
電
力
供
給
は
地
域
独
占
が
認

め
ら
れ
て
き
た
た
め
、
発
電
、
送
電
、
配
電
の
全
て
に

お
い
て
本
格
的
な
競
争
原
理
が
働
い
て
い
な
い１

。 
固

定
費
用
が
送
電
ほ
ど
大
き
く
な
い
発
電
や
配
電
に
つ
い

て
は
、
競
争
の
程
度
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

参
入
を
認
め
て
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
効
率
的
な

資
源
利
用
を
促
進
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
既

存
の
電
力
会
社
か
ら
新
規
参
入
者
や
消
費
者
へ
よ
り
多

く
分
配
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

次
に
水
産
資
源
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
水
産
業

は
こ
の
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、

復
興
の
方
法
に
は
工
夫
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
多
く
の
海
域
に
お
い
て
、
様
々
な
魚
種
の
枯
渇

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
漁
獲
圧
が
高
す
ぎ
る
、
つ

ま
り
獲
り
す
ぎ
な
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

た
だ
単
に
元
の
姿
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
水
産
資
源
の

持
続
的
な
利
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
形
で
の
復
興
が

望
ま
し
い
。
厳
密
な
資
源
管
理
の
も
と
に
漁
獲
圧
を
下

げ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
船
の
数
や
網
の
種
類
を

管
理
し
、
禁
漁
区
域
や
漁
期
を
適
切
に
設
定
し
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る２

。

　

次
に
「
誰
が
利
益
を
受
け
取
る
の
か
」
で
あ
る
。
利

害
関
係
者
は
漁
業
者
だ
け
で
は
な
い
。
水
産
加
工
業
者

や
流
通
業
者
、
消
費
者
も
そ
う
で
あ
り
、
制
度
の
あ
り

方
に
よ
っ
て
水
産
資
源
利
用
か
ら
発
生
す
る
利
益
の
分

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
考
え
る

─
資
源
経
済
学
の
観
点
か
ら
─

東
田 

啓
作　

教
授
（
資
源
経
済
学
）
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配
が
異
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
水
揚
げ
税
等
の
課
税

に
よ
っ
て
漁
獲
圧
を
減
ら
す
の
か
、
退
出
に
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
で
、
水
産
物

の
市
場
価
格
や
利
益（
所
得
）分
配
の
あ
り
方
が
異
な
っ

て
く
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
際
に
鍵
を
握
る
要

素
が
二
つ
存
在
す
る
。
第
一
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導

入
で
あ
る
。
伊
藤
他
（
２
０
１
０
）
が
述
べ
て
い
る
と

お
り
、
市
場
は
一
定
の
資
源
か
ら
社
会
が
受
け
取
る
便

益
を
最
大
に
す
る
た
め
の
優
れ
た
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。電
力
の
ケ
ー
ス
で
は
、発
電
や
配
電
セ
ク
タ
ー

に
自
由
な
新
規
参
入
を
認
め
て
競
争
を
促
進
さ
せ
る
べ

き
と
い
う
議
論
が
よ
く
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
新
規
参
入
業
者
が
個
々
の
意
思
決

定
で
太
陽
光
や
風
力
を
選
択
す
る
場
合
、
利
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
選

択
と
利
用
量
の
個
々
の
意
思
決
定
を
通
じ
て
、
社
会
が

受
け
取
る
便
益
が
大
き
く
な
る
。

　

通
常
は
市
場
が
存
在
し
な
い
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
市
場
を
創
り
だ
す
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
漁
獲
割
当

を
取
引
で
き
る
制
度
（Individual T

ransferable 
Q

uotas: IT
Q

）
は
効
率
的
な
漁
業
者
に
漁
獲
割
当
を

集
め
、
一
定
の
漁
獲
量
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
合
計
を

大
き
く
す
る
。

　

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用
は
利
益
（
所
得
）
分
配
の

あ
り
方
も
変
え
る
。
電
力
自
由
化
に
つ
い
て
は
先
に
述

べ
た
が
、
さ
ら
に
伊
藤
他
（
２
０
１
０
）
は
電
力
利
用

権
の
売
買
市
場
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
売
買
制
度
の

下
で
は
、
一
律
の
電
気
使
用
量
削
減
に
比
べ
て
、
ユ
ー

ザ
ー
側
が
よ
り
多
く
の
利
益
を
得
る
。IT

Q

に
お
い
て

も
、
退
出
す
る
漁
業
者
が
利
益
を
失
い
、
効
率
的
な
漁

業
者
が
多
く
の
利
益
を
得
る
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
費
用
便
益
分
析
で
あ
る
。
市

場
は
、(

ａ)

外
部
性
が
存
在
す
る
場
合
、(

ｂ)

公
共
財

の
特
徴
を
有
す
る
財
の
場
合
、(

ｃ)

固
定
費
用
が
莫
大

な
産
業
の
場
合
な
ど
に
お
い
て
効
率
的
な
資
源
配
分
を

完
全
に
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
電

力
供
給
に
お
け
る
送
電
部
門
は
上
記
の(

ｃ)

に
該
当
す

る
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
も
と
で
は
、
過
剰
投
資
が
発

生
し
た
り
、
逆
に
誰
も
設
備
投
資
を
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
持
た
な
い
と
い
う
状
況
が
発
生
し
た
り
す

る
。
ま
た
、
漁
業
に
お
い
て
自
由
参
入
を
認
め
る
と
過

剰
漁
獲
が
発
生
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
参
入
を
規
制
し
た
り
、
市
場

に
政
策
介
入
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
過

剰
な
政
策
介
入
を
行
え
ば
、
市
場
の
資
源
配
分
機
能
が

大
き
く
損
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
政
策

に
よ
っ
て
発
生
す
る
費
用
と
便
益
と
を
客
観
的
に
計
測

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
費
用
便
益
分
析
に
は
、
設
備

の
建
設
や
発
電
に
係
る
金
銭
的
コ
ス
ト
だ
け
で
は
な

く
、
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
環
境
・
健
康
被
害
の

コ
ス
ト
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い３

。
そ
の
う
え
で
、

市
場
の
機
能
を
抑
制
す
る
コ
ス
ト
よ
り
も
規
制
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
便
益
の
方
が
大
き
い
場
合
、
政
策
介
入
を

行
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

原
子
力
産
業
を
縮
小
さ
せ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
普
及
へ
補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
こ
と
は
一
つ
の
政
策
介
入
で
あ
る
。
送
電
部

門
に
は
新
規
参
入
を
認
め
ず
独
占
を
認
め
る
こ
と
は
規

制
で
あ
る
。IT

Q

で
は
排
出
権
取
引
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
漁
獲
総
量
を
決
め
る
が
、
そ
の
決
定
は
政
策
レ
ベ
ル

の
問
題
で
あ
る
。

　

資
源
を
持
続
的
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に

は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
で
き
る
か
ぎ
り
利
用
す
べ
き

で
あ
る
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
う
ま
く
解
決
で
き
な

い
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
費
用

便
益
分
析
に
基
づ
い
た
政
策
介
入
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
基
本
的
な
経
済
学
の
答
え
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
復
興
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。

（
参
考
文
献
）

（
１
） 

伊
藤
隆
敏　

他
「
震
災
復
興
に
向
け
て
の
３
原

則
」http://w

w
w

.tito.e.u
-tokyo.ac.jp/

j_fukkou
2011.htm

（
２
） 

栗
山
浩
一
、
馬
奈
木
俊
介　

共
著
『
環
境
経
済

学
を
つ
か
む
』
有
斐
閣

（
３
） 

Ｎ
．
ハ
ン
レ
ー
、
Ｊ
．
シ
ョ
グ
レ
ン
、
Ｂ
． 

ホ
ワ
イ
ト　

共
著
、（
財
）
政
策
科
学
研
究
所

環
境
経
済
学
研
究
会
訳
、『
環
境
経
済
学　

│

理
論
と
実
践
│
』
勁
草
書
房

（
４
） 

本
橋
恵
一　

著
『
図
解
入
門
業
界
研
究 

最
新

電
力
・
ガ
ス
業
界
の
動
向
と
カ
ラ
ク
リ
が
よ
ー

ク
わ
か
る
本
』
秀
和
シ
ス
テ
ム

（
５
） 

山
下
東
子　

著
『
魚
の
経
済
学
』
日
本
評
論
社

１ 　

発
電
に
つ
い
て
は
、
一
部
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
電

力
業
界
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
本
橋
（
２
０
１
０
）
な
ど
で
基
本
的

な
産
業
の
動
向
と
制
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

船
の
数
の
減
少
が
持
続
的
な
水
産
資
源
の
利
用
に
つ
な
が
り
、
漁

業
者
1
人
当
た
り
の
利
益
が
増
え
る
場
合
も
あ
る
。
水
産
資
源
の
経

済
学
的
な
見
方
に
つ
い
て
は
、
山
下（
２
０
０
９
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

３ 　

環
境
評
価
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
環
境
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
で

も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
栗
山
・
馬
奈
木
（
２
０
０
８
）、

ハ
ン
レ
ー
他
（
２
０
０
５
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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東日本大震災と復興を考える
　

本
稿
執
筆
の
時
点
で
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
８
カ

月
近
く
が
過
ぎ
、
原
発
事
故
の
問
題
を
除
け
ば
（
こ
れ

が
最
も
重
要
で
深
刻
な
問
題
で
あ
る
の
だ
が
）、
被
災

地
は
復
興
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
８
月
に

岩
手
県
が
震
災
復
興
計
画
を
、
福
島
県
が
震
災
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
ま
た
、
10
月
に
は
青
森
県
と
宮
城

県
が
そ
れ
ぞ
れ
資
産
復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
市

町
村
レ
ベ
ル
で
は
個
々
の
団
体
の
規
模
や
被
害
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
進
捗
度
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
年
内
に
は

多
く
の
団
体
で
復
興
計
画
の
策
定
が
な
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
、
今
後
、
県
、
市
町
村
の
復
興
事
業
が
本
格
化

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
被
災
地
の
復
興
事

業
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
、
16
年
前
に
阪
神
淡
路
大

震
災
を
経
験
し
た
兵
庫
県
や
県
下
の
被
災
自
治
体
の
経

験
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
震
災
復
興
に
お
け
る
国
と
地
方
の
責
任
・
役

割
分
担
の
あ
り
方
を
、
主
と
し
て
自
治
体
財
政
の
視
点

か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
兵
庫
県

宝
塚
市
の
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
普
通
会
計
決
算

で
は
市
債
残
高
８
０
８
億
円
の
う
ち
震
災
関
連
事
業
債

分
は
２
３
６
億
円
と
全
体
の
30
％
を
占
め
る
。
ま
た
、

公
債
費
95
億
円
の
約
３
分
の
１
の
31
億
円
が
震
災
関
連

事
業
に
係
る
公
債
費
で
あ
っ
た
。
西
宮
市
で
も
同
じ
く

震
災
関
連
の
公
債
費
が
全
体
の
3
分
の
１
に
及
ぶ
。
そ

の
影
響
も
あ
っ
て
、
両
市
の
経
常
収
支
比
率
は
ほ
ぼ
１

０
０
％
近
く
の
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
弾
力
的
な
財
政

運
営
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
宝
塚
市
や
西
宮
市
に
限
ら
ず
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
被
災
自
治
体
は
震
災
復
旧
と
復
興
事

業
の
財
源
調
達
の
た
め
に
多
額
の
起
債
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
西
宮
市
の
場
合
、
平
成
７(

１
９
９
５)

年
度

の
震
災
関
連
経
費1,482
億
円
の
財
源
は
、
国
庫
支
出

金597

億
円
、
県
支
出
金
24
億
円
、
市
債
７
１
７
億
円
、

そ
の
他
96
億
円
、
一
般
財
源
49
億
円
で
、
市
債
に
よ
っ

て
経
費
全
体
の
約
半
分
（
48
％
）
が
財
源
調
達
さ
れ
て

い
る
。
市
債
の
財
源
に
占
め
る
割
合
は
、
平
成
８
年
度

41
％
、
９
年
度
32
％
、
10
年
度
29
％
と
、
徐
々
に
低
下

し
な
が
ら
も
、
復
旧
・
復
興
財
源
と
し
て
重
要
な
位
置

を
占
め
続
け
た
。

　

と
こ
ろ
で
、震
災
復
旧
や
復
興
の
事
業
に
際
し
て
は
、

補
助
金
や
地
方
債
な
ど
に
つ
い
て
国
の
財
政
支
援
が
な

さ
れ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し
て
は
従
来
の
枠

組
み
で
の
財
政
支
援
が
な
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
し
、
そ

の
甚
大
な
被
害
に
鑑
み
、
国
庫
補
助
の
補
助
率
や
地
方

債
充
当
率
（
経
費
全
体
の
う
ち
起
債
に
よ
る
充
当
を
ど

こ
ま
で
認
め
る
か
の
割
合
）
の
引
上
げ
が
講
じ
ら
れ
た

も
の
も
あ
る
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
元
利
償
還
金
の
一

部
を
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
に
算
入
す
る
、
い

わ
ゆ
る
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
が
、
区
画
整
理
事
業

や
再
開
発
事
業
の
復
興
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
基
準
財

政
需
要
額
へ
の
算
入
率
の
嵩
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
少
し
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
地
方

債
償
還
期
間
の
延
長
や
高
金
利
地
方
債
の
利
子
の
一
部

の
特
別
交
付
税
措
置
、
適
債
事
業
の
地
方
債
充
当
率
の

引
上
げ
な
ど
も
追
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
国
の
財
政
支
援
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
別
に
し
て
、
交
付
税
措
置
さ
れ
た
地
方
債
や
国
庫

補
助
等
を
財
源
に
、
西
宮
市
や
被
災
自
治
体
は
「
震
災

か
ら
の
復
興
」
を
か
か
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
と
自
治
体
財
政

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら

前
田 

高
志　

教
授
（
財
政
学
）
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し
た
。
し
か
し
、
地
方
債
に
関
し
て
い
え
ば
、
交
付
税

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
地
方
債
の
元

利
償
還
費
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
交
付
税
措
置
さ
れ
る

部
分
に
比
し
て
、
割
合
は
少
な
い
と
は
い
え
、
自
治
体

自
身
の
負
担
と
し
て
後
年
度
の
公
債
費
と
し
て
自
治
体

の
負
担
と
な
る
も
の
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
震
災
復

興
事
業
等
の
た
め
に
起
債
さ
れ
た
膨
大
な
市
債
の
公
債

費
負
担
が
、
前
述
の
と
お
り
、
西
宮
市
や
宝
塚
市
の
現

在
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

他
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
の
経
験
と
し
て

注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
震
災
復
興
事
業
の
う
ち
、
と

く
に
再
開
発
事
業
（
復
興
推
進
事
業
）
に
関
し
て
、
震

災
か
ら
の
地
域
再
生
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
な
成
果

を
あ
げ
ず
、
む
し
ろ
自
治
体
の
新
た
な
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
る
よ
う
な
事
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て

行
わ
れ
た
再
開
発
事
業
が
、
そ
の
後
の
厳
し
い
経
済
情

勢
や
都
市
間
競
争
、
広
域
で
の
商
業
集
積
再
編
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
衰
退
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
る
。
国
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
、
過
剰

な
復
興
事
業
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
は
震
災
十

数
年
を
経
過
し
た
神
戸
や
阪
神
間
の
自
治
体
財
政
の
現

状
か
ら
考
え
な
お
す
べ
き
課
題
で
あ
る
し
、
同
じ
く
震

災
及
び
原
発
事
故
と
い
う
予
期
せ
ぬ
災
害
に
よ
り
、
予

期
せ
ぬ
復
興
事
業
に
取
り
組
む
東
北
の
自
治
体
が
注
意

を
払
う
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、
６
月
に
成
立
し
た
東
日
本
大
震
災
震
災
興
基

本
法
で
は
、
復
興
の
基
本
理
念
（
第
２
条
）
と
し
て
復

興
の
た
め
の
施
策
が
「
活
力
あ
る
日
本
の
再
生
を
視
野

に
」、「
新
た
な
地
域
社
会
の
構
築
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に
、
21
世
紀
半
ば
に
お
け
る
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
」と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相

互
の
連
携
協
力
並
び
に
全
国
各
地
の
地
方
公
共
団
体
の

相
互
の
連
携
協
力
」
を
確
保
し
、「
被
災
地
域
の
住
民

の
意
向
が
尊
重
さ
れ
」
る
べ
き
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
基
本
理
念
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
で

わ
れ
わ
れ
が
学
ん
だ
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

同
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
基
本
方
針
」（
７
月
決
定
、
８
月
改
定
）
に
お

い
て
も
、
国
の
支
援
体
制
と
地
方
の
意
思
の
反
映
、
復

興
特
区
制
度
の
創
設
、
地
方
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良

い
交
付
金
等
、
民
間
活
力
・
資
金
を
活
用
し
た
復
興
な

ど
も
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
の
延
長
に
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
理
念
や
基
本
方
針
が
ど
の
よ

う
に
具
体
化
さ
れ
る
の
か
、何
よ
り
も
大
事
な
財
源
を
、

民
間
資
金
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
ま
た
、

財
政
難
に
喘
ぐ
国
が
ど
こ
ま
で
そ
の
責
務
を
果
た
し
う

る
の
か
、
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
段
階
で
は
ま
だ
見
え

て
い
な
い
。
復
興
段
階
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
自
主

性
の
尊
重
は
、
大
幅
な
規
制
緩
和
と
併
せ
て
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
は
る
か
に
上
回
る
今
回
の
大
震
災
・
原

発
事
故
か
ら
の
復
興
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
民
間
資
金
を
震
災
復

興
事
業
に
呼
び
込
む
こ
と
や
規
制
緩
和
に
つ
い
て
の
積

極
的
な
取
組
み
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
復
興

で
はPFI(Private Finance Initiatives)

や
市
街
地

再
開
発
に
お
け
るT

IF
(T

ax Increm
ent 

Financing
)

な
ど
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
活
力
・

資
金
導
入
の
取
組
み
が
、
自
治
体
の
特
性
に
応
じ
て
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
時
に
、
震
災
復
興
は
中
長
期
の
事
業
で

あ
り
、
か
つ
今
回
の
被
災
地
の
多
く
は
神
戸
や
阪
神
間

の
被
災
自
治
体
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
経
済
的
に
も
財

政
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
地
域
で
は
な
い
。
西
宮
市
や

宝
塚
市
な
ど
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く
震
災
復
興
事

業
等
に
係
る
膨
大
な
起
債
償
還
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

域
の
復
興
事
業
が
「
量
」
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は

な
く
「
質
」
の
確
保
に
も
留
意
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
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あ
の
震
災
の
起
き
た
日
、私
は
中
国
の
北
京
に
い
た
。

人
民
大
学
へ
の
学
生
引
率
や
開
発
経
済
学
の
授
業
を
行

う
た
め
で
あ
っ
た
。
ひ
と
り
の
学
生
が
ド
ン
ド
ン
と
ホ

テ
ル
の
部
屋
を
た
た
き
、
青
ざ
め
た
様
子
で
部
屋
に

入
っ
て
き
た
。「
先
生
、
東
北
地
方
で
も
の
す
ご
い
大

き
な
地
震
が
あ
っ
た
み
た
い
で
、
東
京
と
か
も
大
変
み

た
い
で
す
。
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
る
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
部
屋
の
テ
レ
ビ
は

故
障
中
で
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
代
わ
り
に
彼
の
部
屋

に
見
に
行
く
と
、
す
さ
ま
じ
い
津
波
の
映
像
が
何
度
と

な
く
流
れ
て
い
た
。「
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
２
０
０
１

年
９
月
11
日
に
起
き
た
９１１
の
時
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
山
奥

に
い
た
っ
け
」
な
ど
と
す
っ
と
ん
き
ょ
う
な
思
い
を
抱

い
た
筆
者
は
、「
実
感
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
か
け
離

れ
た
映
像
に
、
思
考
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
、
ハ
ノ
イ
近
郊
に
あ
る
タ
ン
ロ
ン
工
業
団

地
は
、
日
系
の
名
だ
た
る
メ
ー
カ
ー
が
入
居
す
る
大
規

模
な
工
業
団
地
だ
。広
さ
は
２７４
ヘ
ク
タ
ー
ル
。東
京
ド
ー

ム
お
よ
そ
60
個
分
の
敷
地
に
巨
大
な
工
場
が
建
ち
並

び
、
そ
こ
に
はCanon

、Panasonic

、
と
い
っ
た
大

き
な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
約
５
５
０
０
０
人
も
の
ベ
ト

ナ
ム
人
労
働
者
が
働
い
て
い
る
。
輸
出
主
導
型
の
成
長

戦
略
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
高
度
成
長
の
シ

ン
ボ
ル
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
８
月
の
初
旬
に
、
研

究
視
察
の
た
め
に
そ
の
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
を
訪
れ
た

私
は
、
少
々
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
実
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
記
の
よ
う
な
大
規
模
メ
ー

カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
中
小
企
業
向
け
の
小
規
模
な
工

場
ア
パ
ー
ト
の
分
譲
を
今
年
か
ら
始
め
た
と
こ
ろ
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
入
居
企
業
が
決
ま
っ
た
と
い

う
。
と
り
わ
け
、
震
災
後
に
は
問
い
合
わ
せ
が
増
え
、

空
い
て
い
た
ス
ロ
ッ
ト
が
次
々
と
埋
ま
っ
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。６
重
苦
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ら
し
い
が
、

円
高
、
高
い
法
人
税
、
労
働
コ
ス
ト
の
高
さ
、
厳
し
い

温
暖
化
排
出
規
制
、
自
由
貿
易
協
定
交
渉
の
遅
れ
、
そ

し
て
震
災
後
の
電
力
供
給
不
足
、
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

日
本
の
製
造
業
企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
り
、

震
災
前
か
ら
生
じ
て
い
た
空
洞
化
の
現
象
に
震
災
後
の

電
力
供
給
不
足
が
加
わ
り
、
空
洞
化
が
よ
り
一
層
激
し

さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
ハ
ノ
イ
の
現
状
か

ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

筆
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
中
国
の
時
事
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
配
信
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
、
日
本
の
企
業
が
現
地
に
進
出
し
た
と

い
う
記
事
が
並
ぶ
。
昨
日
の
ニ
ュ
ー
ス
（
10
月
18
日
）

だ
け
で
も
、
東
芝
ホ
ー
ム
、
三
井
住
友
銀
行
、
ニ
フ
コ

と
い
っ
た
企
業
が
現
地
生
産
の
開
始
や
現
地
支
社
の
開

設
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
日
本
企
業
だ
け
で
は
な
い
。

中
国
の
青
島
ビ
ー
ル
が
タ
イ
工
場
を
創
設
し
、
来
年
か

ら
５
万
ト
ン
規
模
の
生
産
を
開
始
す
る
た
め
、
現
地
で

調
印
式
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

２
０
０
９
年
度
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査
の
結
果
を

見
て
み
る
と
、
日
本
の
製
造
業
全
体
の
海
外
生
産
比
率

は
２
０
０
０
年
の
11
・
８
％
か
ら
２
０
０
９
年
に
は

17
・
２
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
数
値
の
高
い

輸
送
機
械
部
門
で
は
、39
・
３
％
と
４
割
近
く
に
な
り
、

こ
れ
は
企
業
売
上
高
の
４
割
が
海
外
で
の
生
産
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
表
１
）。

ま
た
、
製
造
業
現
地
法
人
の
現
地
・
域
内
調
達
比
率
を

見
て
み
る
と
、
北
米
で
は
67
・
９
％
、
ア
ジ
ア
で
は

72
・
９
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
57
・
３
％
を
、
各
地
域
と

も
に
仕
入
高
の
６
〜
７
割
を
現
地
・
域
内
で
調
達
し
て

復
興
へ
向
け
た
ア
ジ
ア
か
ら
の
呼
び
か
け 

 　
　

 ―
対
等
な

4

4

4

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
と
日
本
の
誇
り―
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い
る
。
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
に
お
け
る
現
地
・
域
内
調
達

比
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
現
象
か
ら
は

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
地
域
統
合
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
一
方
で
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
か
ら
の
調
達
比
率
は
２
０
０
０
年
度
と

比
較
し
て
10
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
（
表
２
）。

　

日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
、
と
り
わ
け
雇
用
創

出
と
い
っ
た
面
で
も
貢
献
し
て
き
た
製
造
業
企
業
だ

が
、
そ
の
海
外
移
転
に
際
し
て
失
わ
れ
る
雇
用
に
は
、

第
一
次
産
業
や
第
三
次
産
業
で
の
雇
用
吸
収
、
ま
た
第

二
次
産
業
に
お
い
て
も
研
究
開
発
部
門
や
高
付
加
価
値

部
品
製
造
へ
の
特
化
・
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
国
内
生
産
基

盤
の
高
付
加
価
値
化
を
は
か
る
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
生
産
活
動
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
棲
み
分
け
や
産
業
間
で
の
雇
用
流
動
化
な
ど
が
柔

軟
に
行
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
人
も

い
る
。こ
う
し
た
側
面
が
必
要
な
こ
と
は
賛
成
す
る
が
、

で
も
こ
れ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
の
流
れ
に
の
っ

か
り
受
動
的
な
対
応
を
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
気
が

す
る
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
日
本
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）参
加
の
是
非
を
巡
っ
て
議
論
が
続
い
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
有
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
や
は
り
日
本
の
空

洞
化
を
止
め
る
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
自
由
貿

易
協
定
締
結
の
促
進
と
い
う
道
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
得

策
で
は
な
い
だ
ろ
う
。関
税
障
壁
が
無
く
な
る
こ
と
で
、

国
内
で
の
生
産
活
動
を
確
保
し
、
更
に
は
輸
出
に
打
っ

て
出
る
こ
と
の
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
は
拡
大
す
る
。
こ
れ

ま
で
技
術
力
が
あ
り
な
が
ら
も
、
海
外
へ
の
展
開
を
控

え
て
い
た
企
業
に
と
っ
て
は
、
販
路
の
拡
大
、
ひ
い
て

は
雇
用
の
増
加
と
い
う
道
も
現
実
の
も
の
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
あ
え
て
国
際
競
争
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い

く
こ
と
で
現
在
の
危
機
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
前
向
き

な
、
主
体
的
な
対
応
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
対
応
策
が
本
当
に
実
現
可
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
結
局
重
要
な
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
生
産
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
自
由
貿
易
協

定
の
締
結
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
他
国
と
の
関

わ
り
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
つ
き
あ
い
の
中
で
、
経
済

の
活
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
、こ
れ
が
ひ
い
て
は
、

震
災
に
苦
し
む
人
々
の
生
活
を
も
助
け
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
内
向
き
な
思
考
に
慣
れ
て
い
る

日
本
人
、
他
者
と
出
会
う
こ
と
に
お
っ
く
う
な
日
本
人

に
と
っ
て
は
、
少
々
難
し
い
時
代
に
突
入
す
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
企
業
の
新
卒
採
用
に
お
い
て
も

高
い
英
語
能
力
が
要
求
さ
れ
た
り
、
国
内
採
用
枠
を
減

ら
し
た
り
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。
思
う
に
、
私
が

大
学
教
員
の
職
を
辞
す
る
だ
ろ
う
２
０
４
０
年
頃
の
学

生
は
、
自
分
が
ど
こ
の
国
の
企
業
で
働
く
の
か
に
つ
い

て
あ
ま
り
気
に
し
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。そ
し
て
今
在
籍
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
も
、

そ
う
し
た
時
代
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
意
識
し
て
欲
し
い
。
し
か
し
一
方
で
、

震
災
の
被
害
下
で
改
め
て
見
直
さ
れ
た
日
本
人
の
団
結

力
、
内
向
き
で
は
あ
る
が
他
人
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い

心
の
有
り
様
、
他
者
と
の
調
和
を
重
ん
じ
る
生
き
方
は

世
界
か
ら
賞
賛
を
浴
び
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
こ
う
。

　

ハ
ノ
イ
在
住
の
友
人
で
、
今
夏
に
行
っ
た
ベ
ト
ナ
ム

農
村
調
査
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
務
め
て
く
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人Seed to table
代
表
伊
能
ま
ゆ
さ
ん
の
事
務

所
に
は
、
震
災
後
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
か
ら
の
連
絡
が
絶

え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。「
日
本
の
人
々
が
大
変
な
目
に

遭
っ
て
い
る
と
知
っ
た
ら
、
私
達
は
す
ぐ
に
応
援
に
か

け
つ
け
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
の
人
々
か
ら
と
て
も
助

け
ら
れ
て
い
る
し
、
彼
ら
を
尊
敬
し
て
い
る
か
ら
。
日

本
の
人
た
ち
は
必
ず
、
早
期
に
復
興
で
き
る
。
私
達
は

そ
う
信
じ
て
応
援
し
て
い
る
か
ら
、
頑
張
っ
て
欲
し
い

（
注
）」
と
話
す
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
１
１
７
４
ド
ル
で
あ
り
、
学
生
一
人
が
一
ヶ
月
で

稼
ぐ
ア
ル
バ
イ
ト
代
金
を
ち
ょ
っ
と
多
く
し
た
程
度
で

あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
何
十
分
の
１
の
経
済
規
模
で
し

か
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
義
援
金
を
集
め
、
東
北
の

人
々
へ
と
手
渡
し
て
く
れ
た
。

　

人
民
大
学
で
の
講
義
が
終
わ
っ
た
後
、
た
く
さ
ん
の

質
問
を
受
け
た
が
、
最
後
に
学
生
が
、「
こ
の
た
び
の

震
災
に
は
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

復
興
の
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
、
交
流
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
築
く
た

め
の
基
礎
を
既
に
日
本
は
作
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
勇

気
を
持
っ
て
そ
の
手
を
掴
み
に
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

(

注
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Seed to table

のW
ebsite

よ
り

（http://seed
-to-table.org/blog/?m

=
20110325

）

表１　業種別海外生産比率の推移
2000年度 2005年度 2009年度

製造業計 11.8 16.7 17.2
輸送機械 23.7 37 39.3

（データ出所：2009年度海外事業活動基本調査）

表２　現地・域内調達比率および日本からの調達比率
現地・域内調達比率

2000年度 2009年度
北米 54.4 67.9

アジア 57.7 72.9
ヨーロッパ 52.9 57.3

日本からの調達比率
2000年度 2009年度

北米 39.9 27.2
アジア 36.6 26

ヨーロッパ 39 33.9
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旅と観光をめぐって

増
永　

本
日
は
卒
業
生
お
二
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
㈱
阪
急
交
通
社
に
お
勤
め
の
橋
本
圭
司
さ
ん

（
１
９
９
９
年
卒
）
と
堺
市
役
所
に
お
勤
め
の
中
麻
優

子
さ
ん
（
２
０
１
０
年
卒
）
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
で
は
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

橋
本　

野
村
先
生
の
ゼ
ミ
１
期
生
と
し
て
１
９
９
９
年

に
卒
業
し
、
卒
業
後
は
阪
急
交
通
社
で
13
年
ほ
ど
勤
務

し
て
い
ま
す
。
入
社
以
来
『
ト
ラ
ピ
ッ
ク
ス
』
と
い
う

通
販
で
旅
行
を
販
売
す
る
部
署
で
ツ
ア
ー
の
企
画
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
、
中
国
を
専
門
に
担
当

し
、
現
在
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
担
当
。
部
下
た
ち
が
作
っ

た
ツ
ア
ー
の
企
画
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
経

済
学
部
の
校
舎
に
入
っ
た
の
は
卒
業
以
来
で
す
が
、
変

わ
っ
て
な
く
て
懐
か
し
い
で
す
。

中　

法
学
部
を
３
年
生
で
卒
業
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
を
利
用
し
て
４
年
生
か
ら
経
済
学
部

に
入
学
し
、
市
川
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
２

０
１
０
年
に
卒
業
後
、
他
社
で
１
年
間
勤
務
し
、
２
０

１
１
年
の
４
月
か
ら
堺
市
役
所
の
文
化
観
光
局
国
際
部

ア
セ
ア
ン
交
流
推
進
室
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
大
学
の

と
き
か
ら
国
際
交
流
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

増
永　

ま
た
、
本
日
は
異
文
化
体
験
や
観
光
、
旅
行
に

関
心
が
あ
る
２
人
の
学
生
に
も
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

御
子
柴　

３
回
生
の
御
子
柴
嵩
で
す
。
林
宜
嗣
ゼ
ミ
の

25
期
生
で
す
。
２
０
１
０
年
の
夏
か
ら
約
１
年
間
、
交

換
留
学
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ー
サ
大
学
に
留
学
し

ま
し
た
。
関
学
で
は
文
化
総
部
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
関
西
学
院
国

際
学
生
協
会
）
と
い
う
団
体
に
所
属
し
て
い
て
、
国
際

学
生
会
議
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
世
界
中
の

学
生
と
世
界
情
勢
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

た
り
、
日
本
と
韓
国
の
学
生
を
組
み
合
わ
せ
た
会
議
の

企
画
運
営
を
し
た
り
と
国
際
交
流
に
は
強
い
関
心
が
あ

り
ま
す
。

中
須
賀　

３
回
生
の
中
須
賀
麗
菜
で
す
。
栗
田
匡
相
ゼ

ミ
の
１
期
生
で
、
開
発
経
済
学
が
主
専
攻
。
中
で
も
ア

野村宗訓・教授

市川文彦・教授

増永俊一・教授

橋本圭司さん
1999年卒業

中麻優子さん
2010年卒業

御子柴嵩さん
３年生

中須賀麗菜さん
３年生

　あるテーマを前にしたとき、１つの方向からのアプローチ
だけではなく、さまざまな角度からのアプローチを考えてみ
ることは大切です。難しく言えば“学際的考察”へのチャレ
ンジであり、“複眼的思考”の試みでしょう。
　今回の座談会は、今号の特集テーマである「旅と観光」を
めぐって、文化的側面と経済的側面の両面から意見を交わす
ものです。日本が直面している産業構造の変化や観光立国の
可能性、文化の創造と再発見の大切さなど、内容は多岐にわ
たり刺激的です。
　ゲストは、観光分野の企業と地方自治体の国際部門で活躍
中の経済学部の卒業生と、交換留学や途上国でのフィールド
調査を経験し、異文化体験に強い関心を持つ現役の経済学部
生です。体験談を交えつつ、話題は社会や自治体の現場の状
況や学生の意識の変化にまで及び、卒業生と在学生、そして
社会科学や人文科学を専門とする経済学部の教員が相互に自
由に意見を交わしています。
　“産官学”連携とも言えるこの座談会に、学生のみなさんも誌
上で参加するつもりでそれぞれのやりとりに耳を傾け、今後の
経済学部での学びや将来の指針にしていただければ幸いです。

「
旅
と
観
光
を
め
ぐ
っ
て
」

エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム

座
談
会

司会
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ジ
ア
各
国
の
社
会
や
経
済
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
国
内
外
の
旅
行
が
好
き
で
す
。
旅
行
好
き

な
性
格
も
栗
田
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
で
す
。
栗

田
ゼ
ミ
で
は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
社
会
や
経
済
の
現
実
を

肌
で
感
じ
て
学
習
す
る
た
め
に
、
３
年
生
の
夏
休
み
に

途
上
国
を
訪
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
を
行
い
ま

す
。
私
も
こ
の
夏
ベ
ト
ナ
ム
へ
行
き
、
農
村
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
で
は
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
扱
い
ま

す
が
、
デ
ー
タ
分
析
を
す
る
際
に
必
要
と
な
る
統
計
学

や
統
計
ソ
フ
ト
の
使
用
法
な
ど
も
同
時
に
学
ん
で
い
ま

す
。

増
永　

今
回
の
座
談
会
の
テ
ー
マ
『
旅
と
観
光
』
に
は

交
通
手
段
な
ど
の
経
済
的
な
面
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

文
化
的
な
面
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
要
素
が
絡

み
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

の
専
門
は
ア
メ
リ
カ
文
化
で
す
が
、
現
在
は
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
、中
さ
ん
が
、今
の
職
業
に
就
か
れ
た
き
っ

か
け
は
？

●
学
生
時
代
の
経
験
が
や
っ
ぱ
り
大
切

橋
本　

学
生
時
代
は
旅
行
が
好
き
で
、
３
・
４
年
生
の

と
き
に
は
夏
休
み
を
利
用
し
て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
や

り
ま
し
た
。「
絶
対
に
旅
行
業
界
へ
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、旅
行
会
社
に
決
め
た
の
は
、バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
の
体
験
が
大
き
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
も
見

ま
し
た
が
、
最
後
は
、
旅
行
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
仕
事

で
も
携
わ
り
た
い
と
い
う
単
純
な
動
機
で
し
た
。あ
と
、

「
う
ち
は
若
い
と
き
か
ら
旅
行
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

旅
行
に
携
わ
り
た
い
な
ら
、
う
ち
に
決
め
て
く
れ
た
ら

い
い
よ
」
と
人
事
の
方
が
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
誘
い

も
や
っ
ぱ
り
大
き
か
っ
た
。
関
西
に
住
ん
で
い
る
の
で

「
阪
急
」
と
い
う
名
前
に
も
愛
着
が
あ
り
ま
し
た
。

中　

大
学
の
学
部
選
び
の
時
か
ら
、
学
部
で
将
来
の
仕

事
も
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
っ
て
悩
み
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
し
ま
い
、
１

つ
に
な
か
な
か
決
ま
ら
な
く
て
…
。
そ
れ
が
影
響
し
て

関
学
で
も
２
つ
の
学
部
に
行
き
ま
し
た
。
在
学
中
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、
そ
れ
で
就
職
を
決
め
ら
れ

た
ら
い
い
な
と
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
結
果
、
い
ろ

い
ろ
し
て
み
た
い
な
と
。
自
治
体
で
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま

な
部
署
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

増
永　

阪
急
交
通
社
の
特
徴
は
？

橋
本　

若
い
社
員
に
何
で
も
や
ら
せ
て
く
れ
る
環
境
が

あ
り
ま
す
。
20
〜
30
代
前
半
ぐ
ら
い
が
ト
ラ
ピ
ッ
ク
ス

を
動
か
し
て
い
ま
す
。
私
も
入
社
１
年
目
か
ら
ツ
ア
ー

を
企
画
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
絶
対
に
売
れ
る
の

で
作
り
た
い
」
と
言
え
ば
で
き
る
。「
面
白
い
素
材
を

見
つ
け
た
か
ら
海
外
に
出
張
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
え
ば
ど
う
ぞ
と
。
現
地
を
視
察
し
て
、
ネ
タ
を
見
つ

け
て
、
そ
れ
を
基
に
売
れ
る
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
く
れ
れ

ば
い
い
。
要
は
自
由
な
ん
で
す
。
自
由
に
は
責
任
が
伴

い
ま
す
が
、
自
分
で
責
任
を
取
れ
る
範
囲
で
あ
れ
ば
本

当
に
何
で
も
や
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

増
永　

魅
力
的
な
職
場
で
す
。
机
の
上
で
こ
そ
こ
そ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
を
す
る
よ
り
は
、
現
場
に
出
て
い

る
方
が
い
い
。

橋
本　

今
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
で
数
字
の
管
理
ば

か
り
や
っ
て
い
ま
す
が
、旅
行
と
い
う
の
は
娯
楽
で
す
。

ネ
タ
が
な
い
と
だ
め
で
す
。
中
に
こ
も
っ
て
い
て
は
ネ

タ
を
探
せ
ま
せ
ん
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
外
に

行
っ
て
ネ
タ
を
探
す
。
こ
の
座
談
会
の
一
週
間
前
、
イ

ギ
リ
ス
の
食
事
を
中
心
に
し
た
出
張
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
食
事
は
美
味
し
く
な
い
の
で
は
な
く

て
、
素
朴
な
ん
で
す
。
素
材
の
味
が
生
き
て
い
る
と
い

う
か
。
昔
と
比
べ
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
食
事
も
選
択
肢
が

広
が
り
ま
し
た
。

野
村　

イ
ギ
リ
ス
は
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
ガ
ラ

リ
と
変
わ
っ
た
。
交
通
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
、
以

前
と
以
後
と
で
は
大
き
く
違
う
。
パ
ブ
が
カ
フ
ェ
に

な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
も
早
く
韓
国
と
日
本
を
結
ぶ
海
底

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
べ
き
で
す
。
日
本
の
重
工
系
企
業
が

ド
ー
バ
ー
海
峡
を
掘
っ
た
の
だ
か
ら
技
術
的
に
は
で
き

ま
す
。
政
治
的
問
題
や
戦
争
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
の
問
題
な
ん
て
も
っ
と
古
い
。
雇

用
も
創
出
す
る
し
、
そ
れ
こ
そ
観
光
も
発
展
し
ま
す
。

中　

私
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
く
こ
と
が
好
き
で

す
。
最
初
に
行
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
こ
の
経
験

は
自
分
に
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
も
ツ
ア
ー
で
は
な
く

て
、
大
学
の
研
修
で
現
地
の
大
学
生
と
交
流
す
る
こ
と

が
メ
イ
ン
で
し
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
市

川
先
生
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

旅
も
普
通
の
旅
と
は
違
い
ま
し
た
。
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
海

外
に
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
意
味
が
あ
り
楽
し
い

で
す
。

●
学
生
時
代
に
感
じ
た
い
海
外
の
イ
ン
パ
ク
ト

増
永　

中
須
賀
さ
ん
は
２
０
１
１
年
の
夏
に
ベ
ト
ナ
ム

に
行
っ
て
こ
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。
中
さ
ん
の
お
話
を
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旅と観光をめぐって

聞
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
と
か
？

中
須
賀　

私
も
現
地
の
人
と
の
交
流
は
旅
の
楽
し
み
の

１
つ
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
で
は
、
英
語
が
通
じ
な

い
の
で
、
都
会
の
外
国
語
大
学
に
通
う
大
学
生
４
人
に

ベ
ト
ナ
ム
語
と
英
語
の
通
訳
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
大
学
生
と
の
交
流
が
楽
し
く
、
想
像
以
上
に
深
く

て
良
い
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
お
別
れ
の
と
き
は
寂
し

く
て
、
ゼ
ミ
の
み
ん
な
が
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
と

思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
２
０
１
１
年
11
月
に
、
通
訳
を

し
て
く
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
４
人
の
う
ち
２
人
が
関
学

に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
が
、
来
ら

れ
な
か
っ
た
２
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
し
複
雑
で

し
た
。
私
た
ち
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
学
生
た
ち
は
び
っ
く

り
す
る
ぐ
ら
い
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
旅
で
は
、
自
分

た
ち
が
知
ら
な
い
人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
楽
し
み
が
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

増
永　

御
子
柴
さ
ん
は
長
期
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行
か

れ
ま
し
た
が
、
特
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

御
子
柴　

現
地
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
一
緒
に
生
活

す
る
以
外
に
、「
エ
ラ
ス
ム
ス
」
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
国
同

士
で
学
生
を
交
換
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
学

生
と
も
よ
く
一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
国
に
よ
っ
て
お
互
い
の
価
値
観
が
こ
う
も
違
う
の
だ

な
と
い
う
こ
と
を
日
々
感
じ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
す
る
と
「
何
時
に
来
る
か
」
と
い

う
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
国

民
性
が
で
ま
す
。
お
酒
を
一
緒
に
飲
み
始
め
る
と
、「
日

本
人
は
働
き
過
ぎ
だ
」
と
な
っ
て
「
い
や
、
逆
に
お
ま

え
ら
働
か
な
す
ぎ
だ
ろ
」
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
の
価
値
観
や
人
生
観
を
交
換
す
る
中
で
、
お
互

い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
は
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

増
永　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
交
流
を
深
め
る
小
道
具
と
し

て
、
日
本
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
も
の
が
〝
刺
身
包
丁
〞

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
刺
身
を
切
っ
て
交
流
を
深
め
る

こ
と
に
は
成
功
し
ま
し
た
か
？

御
子
柴　

上
手
く
い
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は

食
べ
物
を
生
で
食
べ
る
と
い
う
文
化
が
な
く
、
実
際
、

危
な
い
と
思
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
日
本
人
が
や
っ
た
と

た
ん
に
危
な
く
な
い
と
思
う
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
日

本
の
技
術
の
レ
ベ
ル
や
食
文
化
、
清
潔
感
は
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
日
露
戦
争
が
き
っ

か
け
で
独
立
を
回
復
し
た
た
め
親
日
国
で
、
日
本
文
化

は
人
気
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
寿
司
は
店
舗
数
も
ま
だ

少
な
く
高
級
品
だ
そ
う
で
大
変
喜
ば
れ
な
し
た
。

●
観
光
業
の
可
能
性
と
課
題

増
永　

座
談
会
の
テ
ー
マ
を
『
旅
と
観
光
』
に
し
た
理

由
の
一
つ
は
、
日
本
の
産
業
構
造
が
変
わ
り
、
製
造
業

が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
、
旅
や
観
光
な
ど
の
ソ
フ
ト
な

分
野
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
も
の
で
、
何
と
か
国
を
維

持
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ
た
観
光
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
観
光
は
消
費
の
増
加
や
新
た

な
雇
用
の
創
出
す
る
」
と
謳
っ
て
い
て
、
観
光
分
野
が

今
後
の
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
分
野
は
産
業
と
し
て
も
裾
野
が
広
い
と

い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
旅
行
業
、

宿
泊
業
、
輸
送
業
、
飲
食
業
、
土
産
物
業
の
よ
う
に
消

費
を
刺
激
し
経
済
効
果
も
大
き
い
。
推
計
で
す
が
、
国

内
生
産
額
972
兆
円
の
5.3
％
、
51
・
４
兆
円
、
雇
用
効
果

は
総
雇
用
6
、
４
４
５
万
人
の
６
・
７
％
、
430
万
人
と
、

産
業
と
し
て
大
き
く
、
21
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
ま
で
書
い
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
は
東
日
本
大
震
災
で
非
常
に
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
観
光
業
の
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
く
、
観
光
業
が
東
北
地
方
に
と
っ
て
大
き
な
産
業

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

橋
本　

確
か
に
観
光
分
野
の
経
済
的
な
影
響
力
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
観
光
分
野
に
携
わ
る
人
は
こ

れ
か
ら
減
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
観
光
分
野
に
携
わ
る
人
の
収
入
が
一
般
企
業
に

野村 宗訓（のむら むねのり）　教授、民営化と規制緩和、
公益事業の規制改革、産業政策の日英比較を中心に研究。
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勤
め
る
人
に
比
べ
て
総
じ
て
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
添
乗
員
さ
ん
の
な
り
手
も
減
っ
て
い
ま
す
。
阪
急

交
通
社
に
来
て
く
れ
る
添
乗
員
さ
ん
も
10
年
前
か
ら
顔

ぶ
れ
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り

が
一
番
心
配
で
す
。
仕
事
は
楽
し
い
で
す
が
、
収
入
的

に
は
他
業
種
の
方
が
良
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
お
客
様
か
ら
か
な
り
チ
ッ
プ
を
も
ら

え
た
こ
と
も
あ
り
観
光
分
野
の
給
与
体
系
は
昔
か
ら
高

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
私
は
新
入
社
員
の
面
接
も
し
て
い
ま
す
が
、

男
性
の
入
社
希
望
者
が
少
な
い
。
毎
年
１
万
人
ぐ
ら
い

の
エ
ン
ト
リ
ー
の
う
ち
、
女
性
が
６
〜
７
割
を
占
め
ま

す
。
一
生
の
職
に
す
る
に
は
躊
躇
す
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。観
光
業
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

従
事
す
る
人
の
給
与
体
系
が
も
う
少
し
良
く
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
Ｏ
Ｕ
Ｔ
か
ら
Ｉ
Ｎ
へ

野
村　

今
の
橋
本
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
日
本

の
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
以
降
Ｔ
Ａ
）
は
Ｏ
Ｕ
Ｔ

中
心
で
、
Ｉ
Ｎ
の
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
気
に
な

り
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
減
れ
ば
Ｏ
Ｕ
Ｔ
は
減
る
。
若

い
世
代
は
あ
ま
り
Ｔ
Ａ
の
ツ
ア
ー
に
入
ら
な
い
。

　

私
の
専
門
分
野
か
ら
の
話
を
す
る
と
、
今
後
、
航
空

会
社
が
Ｌ
Ｃ
Ｃ
中
心
に
な
っ
て
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
Ｔ
Ａ
機
能

を
は
た
し
、
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
も
し
、
Ｉ
Ｎ
で
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
人
口
が
爆

発
的
に
伸
び
て
い
る
国
の
人
を
日
本
に
呼
び
込
め
る
な

ら
、
Ｔ
Ａ
の
仕
事
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
中

国
や
イ
ン
ド
の
Ｔ
Ａ
と
の
競
争
に
な
り
ま
が
。
実
際
、

阪
急
交
通
社
で
は
子
会
社
化
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
動

き
は
あ
り
ま
す
か
。

橋
本　

確
か
に
そ
う
い
う
動
き
は
あ
り
ま
す
。
今
、
私

の
上
司
が
熱
心
に
会
社
に
レ
ポ
ー
ト
を
上
げ
て
い
る
の

は
、
中
国
の
上
海
や
北
京
に
旅
行
会
社
を
つ
く
っ
て
、

中
国
人
の
日
本
行
き
や
欧
州
行
き
、
ア
ジ
ア
行
き
の
ツ

ア
ー
を
飛
ば
す
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
日
本
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
中
国
人
用
に
当
て
込
み
直
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

増
永　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
。
観
光
客
を
日

本
に
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
。
利
潤
の
追
及
と
い
う
意
味
で

も
ど
う
い
う
取
り
組
み
が
あ
る
か
を
お
聞
き
し
た
の
で

す
が
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

野
村　

今
の
話
は
大
変
批
判
め
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
は
我
々
の
大
学
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
話
を
し
た
い
。
出
て
い
く
方
も
い
る
け

れ
ど
も
、
受
け
入
れ
る
側
も
も
っ
と
弾
力
的
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
海
外
に
事
務
所
を
置
い
て
「
こ
こ
は

い
い
大
学
で
す
よ
。
こ
こ
へ
来
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
中
国
や
イ
ン
ド
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

●
第
２
次
産
業
か
ら
第
３
次
産
業
へ
の
移
行

増
永　

さ
て
、
急
な
質
問
に
な
り
ま
す
が
、
中
さ
ん
が

お
勤
め
の
文
化
観
光
局
と
い
う
部
署
は
何
を
目
的
と
し

た
部
署
で
す
か
？

中　

文
化
観
光
局
は
２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ
た
新
し

い
部
署
で
す
。
堺
市
の
歴
史
・
文
化
・
観
光
資
源
を
活

用
し
、
文
化
、
観
光
、
国
際
、
ス
ポ
ー
ツ
の
視
点
か
ら

地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

増
永　

観
光
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、
対
象
と
な
る
の

は
日
本
人
、
外
国
人
、
両
方
で
す
か
。

中　

両
方
で
す
。
私
の
部
署
は
ア
セ
ア
ン
諸
国
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
す
。
堺
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
中
近
世
か
ら
の

つ
な
が
り
を
活
か
し
、
文
化
、
教
育
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

増
永　

経
済
的
な
波
及
効
果
、
市
の
活
性
化
が
大
き
な

目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？　

堺
市
の
観
光
の

特
徴
は
何
で
す
か
？

中　

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
や
刃
物
な
ど
、
歴
史
や
伝
統
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

野
村　

先
日
、
堺
市
を
は
じ
め
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
確

橋本 圭司（はしもと けいじ）　1999年経済学部卒業、
野村宗訓ゼミ。卒業後は㈱阪急交通社で勤務。入社以来、
“トラピックス”という通販型のツアー企画を担当。これ
までアジア、中国を専門に担当し、現在はヨーロッパ。



Econo Forum 21 ／ March 2012 22

旅と観光をめぐって

か
に
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
が
あ

り
、
千
利
休
の
出
身
地
で
も
あ
り
、
本
当
に
売
り
物
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
た
だ
、
関
空
と
大
阪
市
内
の
中
間
点

に
あ
る
の
に
、
な
ぜ
か
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
自
治
体
は

こ
れ
ま
で
何
を
し
て
き
た
ん
だ
と
感
じ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　

一
方
、
市
役
所
の
上
の
展
望
台
に
も
登
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
お
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
は
非
常

に
熱
心
で
し
た
。
茶
室
も
あ
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た

の
で
、
売
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

産
業
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
工
業
化
が
進
ん

で
し
ま
っ
た
た
め
に
観
光
が
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ

た
。
第
二
次
産
業
で
飯
を
食
っ
て
い
け
る
と
い
う
時
代

が
長
す
ぎ
て
、
そ
れ
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
や
っ
て
い
る

事
例
が
海
外
に
は
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
視
察
さ
れ
る
の
も
一
つ
の
手
で
す
。
産
業

遺
跡
で
も
人
は
呼
べ
ま
す
し
、
企
業
城
下
町
だ
っ
た
と

こ
ろ
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
か
た

ち
で
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
人
は
呼
べ
ま
す
。
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
も
刃
物
の
町
で
す
か
ら
、
堺
市
と
共
通
点
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

市
川　

余
談
で
す
が
、
私
は
昔
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。

野
村　

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
舞
台
と
し
た
『
フ
ル
・
モ

ン
テ
ィ
』
と
い
う
映
画
、
他
に
は
『
ブ
ラ
ス
』
と
『
リ

ト
ル
ダ
ン
サ
ー
』と
い
う
映
画
に
も
共
通
点
が
あ
っ
て
、

石
炭
の
企
業
城
下
町
が
だ
め
に
な
っ
て
、
ど
う
や
っ
て

生
き
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
で
す
。
観
光
と
直
結
し
ま

せ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
か
ま
ち
の
活
性
化
と
い
う
意

味
で
は
参
考
に
な
る
部
分
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
あ
る
観
光
資
源
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
た
め
に
新
た
に
部
署
を
つ
く
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

関
空
を
つ
く
っ
た
段
階
で
な
ぜ
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
く
気
に
な
り
ま
す
。

中　

そ
う
で
す
ね
・
・
・

市
川　

今
の
野
村
先
生
の
お
話
に
は
同
感
。
堺
市
は
文

化
を
誇
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
刃
物
や
機
械
、
自
転

車
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
話
が
出
ま
し
た
が
、１
９
８
０
年
代
の『
フ
ル
・

モ
ン
テ
ィ
』
の
映
画
が
出
た
時
期
ま
で
は
工
業
都
市
で

し
た
。
国
際
競
争
力
が
な
く
な
り
廃
れ
て
、
こ
の
ま
ま

だ
と
だ
め
に
な
る
一
方
だ
か
ら
、
第
三
次
産
業
の
大
き

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
な
ど
を
や
っ

た
。
ま
た
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
を
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
の
よ
う
に
し
た
。
結
果
、
今
は
高
額
所
得
者
が
住
む

街
と
し
て
再
生
し
た
。
20
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
し
た
ん
で
す
。
問
題
が
す

べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
イ
ギ
リ

ス
で
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
成
功
例
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
刃
物
や
鉄
製
品
、
ス
チ
ー
ル
で
有
名

な
街
で
し
た
の
で
、
今
で
も
そ
の
関
係
の
土
産
物
が
売

ら
れ
て
い
ま
す
。
堺
市
が
い
ま
抱
え
て
い
る
問
題
と

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
克
服
し
て
き
た
問
題
と
は
重
な
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
中
さ
ん
も
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
に
行
か
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

●
旅
と
観
光
の
違
い

　

観
光
に
必
要
な
要
素
と
は
？

増
永　

市
川
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
が
ご
専
門
。
フ
ラ
ン
ス

と
い
え
ば
パ
リ
。
パ
リ
と
い
え
ば
観
光
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
場
合
、
歴
史
的
に
見
て
観
光
産
業
は
ど
の
よ
う
な

流
れ
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

市
川　

18
・
19
世
紀
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
何
と
い
っ
て
も
鉄
道
で
す
。
鉄
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
、
そ
れ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ま
す
ま

す
小
さ
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
鉄
道
以
前
か
ら
地
続
き

で
す
か
ら
、
人
や
も
の
の
移
動
は
あ
り
ま
す
が
、
鉄
道

に
よ
っ
て
空
間
的
な
距
離
、
時
間
的
な
距
離
が
縮
ま
っ

た
。
面
白
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
観
光

開
拓
に
乗
り
出
し
た
。
日
本
の
上
高
地
や
軽
井
沢
を
イ

ギ
リ
ス
人
た
ち
が
別
荘
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
開
拓

し
た
の
と
同
じ
で
、
ニ
ー
ス
や
カ
ン
ヌ
を
観
光
地
化
し

た
の
は
イ
ギ
リ
ス
人
な
ん
で
す
。
19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

市川 文彦（いちかわ ふみひこ）　教授、比較社会経済史、
市場史・流通史、近代フランス社会経済史を中心に研究。
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や
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。
な
ん
で
イ
ギ
リ
ス
人
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
一
番
豊
か
だ
っ
た
か
ら
。
大
英
帝
国
の

パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
時
代
で
、
戦
後
、
ア
メ
リ

カ
人
が
世
界
中
に
ア
メ
リ
カ
文
化
を
波
及
し
た
の
と
同

じ
こ
と
を
、
19
世
紀
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
そ
の
経
済

力
を
バ
ッ
ク
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
の
巡
礼
地
は
中
世
か
ら
あ
り
ま
す
が
、
近
代
に
な
っ

て
か
ら
、
当
時
一
番
お
金
持
ち
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
が

世
界
中
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
は
観
光
の
楽
し

み
、
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
く
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。

野
村　

こ
の
辺
で
は
六
甲
山
の
ゴ
ル
フ
場
が
有
名
で

す
。

増
永　

そ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
グ
ル
ー
ム
が
１
９
０

３
年
に
つ
く
っ
た
日
本
で
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
で
、
名
門

で
す
。
サ
イ
ン
一
つ
に
も
そ
の
と
き
の
空
気
感
が
残
っ

て
い
て
、
英
語
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。「
イ
ノ
シ
シ
が

入
る
の
で
こ
こ
を
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

と
も
英
語
で
併
記
し
て
あ
っ
て
、
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
関
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
計

し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
手
に
な
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

旅
と
観
光
は
違
っ
て
い
て
、
旅
と
い
う
の
は
、
必
ず

し
も
経
済
的
な
こ
と
を
含
ま
な
い
。
観
光
は
、
利
潤
追

求
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
必
要
な
要
素
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
シ
ア
ー
ズ
（J.F.Sears

）
と
い
う
人
の

Sacred Places

（
１
９
８
９
）と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ツ
ー
リ
ス

ト
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
考
察
し
た
研
究
書
で
す
。
そ
の

中
で
、観
光
に
必
要
な
要
素
を
整
理
し
て
い
る
。お
金
、

時
間
、
交
通
手
段
、
観
光
地
で
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
も
つ
な
が
る
安
全
と
快
適
と
い
う
の
も
大
切

で
す
。

市
川　

つ
ま
り
お
も
て
な
し
で
す
。

増
永　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
温
泉

も
一
つ
の
文
化
で
す
か
ら
、
い
い
温
泉
が
あ
る
の
は
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
本
の
観
光
が
海

外
の
富
裕
層
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
質
が
違
う
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
京
都
や
奈

良
は
、
世
界
的
に
見
て
も
優
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

持
っ
て
い
る
。

　

橋
本
さ
ん
は
勤
務
の
中
で
、
観
光
に
必
要
な
要
素
と

し
て
、
実
際
の
業
務
の
中
で
強
く
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

橋
本　

私
た
ち
の
業
界
で
ツ
ア
ー
を
つ
く
る
の
に
一
番

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
は
交
通
の
整
備
で
す
。
九
州
新

幹
線
が
で
き
た
と
き
は
、
ツ
ア
ー
の
あ
り
方
が
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
新
幹
線
で
福
岡
ま
で

行
っ
て
、
バ
ス
で
し
か
回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

が
、
一
気
に
鹿
児
島
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ツ
ア
ー
に
時
間
的
余
裕
が
で
き
て
、
今
ま
で

に
な
い
行
程
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
人
は
新
し

い
も
の
好
き
で
、
新
し
い
乗
り
物
が
で
き
た
ら
乗
っ
て

み
た
い
と
も
思
い
ま
す
。
九
州
新
幹
線
で
行
く
と
い
う

こ
と
も
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
に
な
り
ま
す
。

市
川　

博
多
に
行
く
に
も
新
大
阪
始
発
で
鹿
児
島
ま
で

で
行
け
る「
さ
く
ら
」が
混
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な「
さ

く
ら
」
に
乗
り
た
い
ん
で
す
。
利
便
性
以
外
に
も
新
し

い
車
体
に
も
惹
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

増
永　

私
も
嬉
し
が
っ
て
一
度
乗
り
ま
し
た
。
車
内
は

木
目
調
で
座
席
の
間
隔
も
広
く
い
い
感
じ
で
し
た
。
Ｊ

Ｒ
九
州
の
い
ろ
い
ろ
な
客
車
を
手
が
け
た
方
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
そ
う
で
す
。

●
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
と
多
言
語
表
記
の
重
要
性

野
村　

イ
ン
フ
ラ
研
究
し
て
い
る
も
の
の
ま
だ
乗
っ
て

い
ま
せ
ん
…
。
橋
本
さ
ん
が
言
わ
れ
た
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ

と
い
う
の
は
私
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
リ

バ
プ
ー
ル
空
港
は
も
と
も
と
軍
用
で
し
た
が
、
民
間
企

業
の
不
動
産
会
社
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
経
営

し
て
い
る
会
社
が
買
収
し
ま
し
た
。
空
港
名
は
リ
バ

プ
ー
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
を
「
リ
バ
プ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
・
エ
ア
ポ
ー
ト
」に
し
て
、ロ
ゴ
や
看
板
に
は
ジ
ョ

ン
・
レ
ノ
ン
の
自
画
像
を
入
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
下
に

above us only sky 

と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
有
名

な
『
イ
マ
ジ
ン
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
私
は
こ
れ

中 麻優子（なか まゆこ）　2010年経済学部卒業、市川
文彦ゼミ。在学中はジョイント・ディグリー制度で法学
部から経済学部に編入。現在は堺市文化観光局国際部ア
セアン交流推進室で勤務。
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旅と観光をめぐって

が
好
き
で
２
回
、
訪
問
し
ま
し
た
。
本
当
に
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
空
港
の
前
に
イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
が
半
分

潜
っ
て
い
る
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
話
に
も
通
じ
、行
っ

て
み
た
い
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
場
の
話
に
戻
り
ま
す
。
多
言
語
表
示
が
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
中
須
賀
さ
ん
は
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ど
ち
ら
に
行
き
ま
し
た
か
？
ハ
ノ
イ
か
ホ
ー

チ
ミ
ン
か
、
あ
る
い
は
違
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

中
須
賀　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
農
村
調
査
の
結
果
を
南
北
比

較
で
き
る
よ
う
に
、
北
部
班
・
南
部
ゼ
ミ
を
半
分
に
分

け
ま
し
た
。
私
は
北
部
班
で
ハ
ノ
イ
へ
行
き
ま
し
た
。

４
日
間
の
調
査
は
、
ハ
ノ
イ
か
ら
バ
ス
で
３
時
間
ほ
ど

の
ホ
ア
ビ
ン
省
タ
ン
ラ
ッ
ク
群
で
行
い
ま
し
た
。

野
村　

ハ
ノ
イ
は
首
都
で
す
が
、
首
都
の
空
港
で
、
正

直
「
あ
れ
か
い
」
と
思
っ
た
は
ず
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
近

辺
の
電
力
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
線

が
つ
な
が
っ
て
、
物
流
も
道
路
も
南
北
回
廊
、
東
西
回

廊
と
い
っ
て
物
流
拠
点
と
し
て
は
機
能
し
て
い
る
。
そ

う
い
う
中
で
、
空
港
は
多
言
語
表
示
で
き
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
か
。

　

ち
な
み
に
香
港
は
、
英
語
、
北
京
語
、
広
東
語
の
言

語
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。
行
政
の
窓
口
も
お
そ
ら
く
多

言
語
化
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
で
き
て
な

け
れ
ば
行
く
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
、
日

本
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
が
一
番
進
ん

で
い
ま
す
。
観
光
と
し
て
は
多
言
語
表
示
と
多
言
語
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
重
要
で
す
。
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
が
や
っ
て

い
る
よ
う
な
多
言
語
化
を
、
空
港
・
交
通
機
関
で
で
き

て
い
る
か
。
市
役
所
で
も
多
言
語
化
で
き
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
が
す
ご
く
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
須
賀　

短
い
滞
在
だ
っ
た
の
で
、
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
バ
イ
パ
ス
を
走
っ
て
い

た
と
き
はH

a N
oi

と
い
う
文
字
し
か
わ
か
ら
ず
、
多

言
語
表
記
は
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
村　

御
子
柴
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
が
、
一
方
で
、

物
流
も
人
の
流
れ
も
一
体
化
し
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
多
言
語
表
示
が
で
き
て
い
ま
し
た
か
？

御
子
柴　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
使
わ
れ
て
い
る
言
語
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
す
。
マ
イ

ナ
ー
言
語
な
の
で
表
記
は
英
語
が
中
心
で
す
。
ま
た
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
自
分
た
ち
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
だ

と
い
う
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
て
、
空
港
な
ど
に
行

く
と
ス
タ
ッ
フ
の
名
札
に
は
、
話
せ
る
言
語
の
国
旗
が

描
い
て
あ
り
ま
す
。
英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
人
に
よ
っ
て
は
ド
イ
ツ
語
や
ス
ペ
イ

ン
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
表
記
で
分
か
ら
な
い

部
分
は
、
人
に
聞
け
ば
分
か
る
と
い
う
体
制
は
取
っ
て

い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

野
村　

自
分
の
国
の
国
旗
の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
て
呼
び

か
け
た
ら
い
い
わ
け
で
す
ね
。

市
川　

北
欧
の
場
合
、
今
は
豊
か
だ
か
ら
世
界
中
か
ら

人
が
来
て
、
外
交
政
策
と
し
て
移
民
の
受
入
を
や
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
昔
は
貧
し
か
っ

た
。
逆
に
人
を
送
り
出
す
側
で
し
た
。
一
時
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
最
大
の
輸
出
品
は
人
間
と
い
わ
れ
て
い
る
ぐ

ら
い
で
、
言
語
に
対
し
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
自
国
語
だ
け
で
は
世
界
に
通
用
し
な

い
と
い
う
経
験
を 

18
・
19
世
紀
に
し
て
い
る
。
20
世

紀
に
な
っ
て
か
ら
は
外
か
ら
受
け
い
れ
て
い
る
。
言
語

の
多
様
化
に
常
に
北
欧
は
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
村　

大
事
な
の
は
、
そ
れ
が
で
き
て
い
る
国
家
だ
か

ら
空
港
だ
か
ら
、
ま
た
行
け
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り

ま
す
。
私
も
同
じ
よ
う
な
も
の
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
空

港
で
見
ま
し
た
。び
っ
く
り
し
た
の
は
、動
く
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
「
ｉ
マ
ー
ク
」
で
す
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
ｉ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
て
、
何
で
も
聞
い
て
と
書
い
て
あ

る
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
ス
タ
ッ
フ
が
空
港
の
中
を
歩

き
回
っ
て
い
て
、す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
で

も
大
丈
夫
だ
な
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

御
子
柴　

国
と
し
て
も
言
語
を
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る

み
た
い
で
す
。
給
与
体
系
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
話

せ
る
人
の
給
与
を
高
く
し
て
い
ま
す
。
能
力
給
で
、
そ

れ
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

御子柴 嵩（みこしば たかし）　経済学部３年生、林宜嗣
ゼミ。2010～ 2011年の１年間、フィンランドのヴァー
サ大学に交換留学。所属する関学文化総部 ISAが運営す
る国際学生会議で世界中の学生と世界情勢についてディ
スカッションをしたりと国際交流には強い関心。
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●
動
く
九
州
「
Ａ
ｉ
ｒ 

Ｑ
構
想
」

野
村　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
観
光
で
い
う
と
九
州

が
早
く
動
い
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
方
を
ど
ん
ど
ん
九

州
に
入
れ
込
も
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
「A

irQ

構
想
」

と
い
っ
て
、「
Ｑ
」
に
九
州
の
「
九
」
を
引
っ
か
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
や
る
と
何
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、

広
域
経
済
圏
で
す
。
九
州
と
韓
国
、
中
国
が
一
体
化
す

る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
や
北
欧
と
同
じ
か
た
ち
に
な
る
こ
と

を
霞
が
関
が
認
め
る
か
ど
う
か
で
す
。
ど
こ
で
入
っ
て

も
ど
こ
で
出
て
も
い
い
。A

ir &
 Rail

で
す
。
ど
こ
か

に
入
っ
て
き
て
、
レ
ー
ル
で
動
い
て
、
ど
こ
か
ら
出
て

い
っ
て
も
い
い
よ
と
。
そ
し
て
航
空
運
賃
を
た
だ
に
す

る
。た
だ
、AirQ

と
い
う
地
域
通
貨
を
買
っ
て
く
れ
と
。

約
20
万
円
分
、
九
州
に
お
金
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
を
三
菱
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
や
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
動
く
と
思
い
ま
す
。 

２
０
１
４
年
就
航
予
定
で
す
か
ら
。

橋
本　

日
本
か
ら
出
て
い
く
動
き
で
す
か
。

野
村　

Ｉ
Ｎ
が
メ
イ
ン
で
す
。
地
域
通
貨
で
中
国
、
韓

国
の
方
に
お
金
を
遣
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

橋
本　

こ
の
前
、
徳
島
に
旅
行
に
行
き
ま
し
た
が
、
徳

島
に
も
中
国
か
ら
人
が
結
構
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
松
に
も
中
国
か
ら
人
が
来
て
い
て
、
祖
谷
の
か

ず
ら
橋
や
大
歩
危
・
小
歩
危
は
中
国
人
だ
ら
け
で
し

た
。
日
本
人
よ
り
中
国
人
の
方
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
ダ
イ
レ
ク
ト
キ
ャ
リ
ア
（
直
通
便
）
を
引
っ
張
っ

て
き
て
、
向
こ
う
の
人
に
日
本
の
観
光
し
て
も
ら
う
。

こ
れ
は
地
域
経
済
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

増
永　

観
光
に
必
要
な
も
の
は
、
お
金
や
時
間
、
イ
ン

フ
ラ
な
ど
で
す
が
、
本
当
に
日
本
が
観
光
立
国
と
い
う

こ
と
を
意
識
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
言
語
の
多
様

化
が
必
要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
民
間
企
業
が
い
く
ら
頑

張
っ
て
も
、
や
は
り
政
府
や
役
所
が
動
か
な
い
と
大
規

模
な
産
業
構
造
の
変
革
は
な
し
え
ま
せ
ん
。
中
さ
ん
が

お
勤
め
の
地
方
自
治
体
の
責
任
も
非
常
に
重
く
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

●
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
の
今
後

増
永　

橋
本
さ
ん
は
観
光
地
と
し
て
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

橋
本　

観
光
地
と
い
う
よ
り
起
点
・
経
由
地
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
北
欧
の
ツ
ア
ー
で
は
、
や
は
り
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
一
番
は
じ
め
に
き
て
し
ま
う
。
そ
の

拠
点
と
し
て
関
空
か
ら
飛
ん
で
い
る
ダ
イ
レ
ク
ト
便

は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
行
き
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
し
か
な

い
ん
で
す
。
北
回
り
な
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
最
短

航
路
と
い
う
か
た
ち
で
売
っ
て
い
て
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
に

入
っ
て
、
乗
り
継
い
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
と
い

う
街
へ
行
き
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
観
光
す
る
。
そ
こ
を
回
っ

て
、
ま
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
帰
り
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ン
キ

に
寄
っ
て
、
半
日
観
光
だ
け
し
て
帰
る
パ
タ
ー
ン
な
の

で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
北
欧
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
入
っ

て
こ
な
い
の
が
実
態
で
す
。

増
永　

御
子
柴
さ
ん
は
、
観
光
で
は
な
く
、
10
カ
月
間

滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
生
活
し
て
い
て
、
観
光
は

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
だ
と
感
じ
ま
し
た
か
。

御
子
柴　

日
本
で
の
宣
伝
通
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
一
番
近

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
必
ず
立
ち
寄
る
場
所
で
す
よ
と
。

そ
こ
を
意
識
し
、
航
空
会
社
な
ど
も
テ
コ
入
れ
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
橋
本
さ
ん
の
言
う
と
お
り
観
光
地

が
少
な
い
。
観
光
は
大
事
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
観

光
地
が
な
い
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
、
苦
し
ん
で
い
る
部
分

は
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
観
光
地
は
パ
ッ
と
見
て
分

か
る
も
の
で
す
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
自
然
の
中
で

湖
畔
の
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
、
湖
に
ザ
バ
ン
と
入
る
と

い
っ
た
満
喫
の
仕
方
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
地
の

人
と
一
緒
に
生
活
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
、
観

光
で
は
ど
う
し
て
も
盛
り
込
み
に
く
い
な
と
感
じ
ま

す
。

野
村　

そ
こ
に
は
反
論
し
ま
す
。異
文
化
理
解
を
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
あ
り
き
た
り
の
ツ
ア
ー
は
や
め
、
違
う
パ

タ
ー
ン
を
つ
く
り
た
い
。
日
本
か
ら
の
Ｏ
Ｕ
Ｔ
も
掘
り

起
こ
せ
な
い
。
誰
か
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
も
、
集
団
で
し

中須賀 麗菜 （なかすが れな）　経済学部３年生、栗田匡
相ゼミ。アジア各国の社会・経済を研究。国内外の旅行
好き。３年生の夏休みにベトナムを訪問しフィールド
ワーク調査実施。途上国の社会・経済を肌で感じながら
学習した。
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旅と観光をめぐって

か
動
け
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
本
当
に
質
の
高
い

観
光
を
発
掘
す
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
は
大
自
然
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
と
は
違
う
マ

ニ
ア
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
組
み
ま
せ
ん
か
。

増
永　

体
験
型
ツ
ア
ー
で
す
ね
。
阪
急
交
通
社
で
は
、

い
ま
体
験
型
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
商
品
は
あ

り
ま
す
か
。

橋
本　

正
直
、
団
塊
の
世
代
の
方
、
個
人
で
は
絶
対
旅

行
に
出
か
け
な
い
よ
う
な
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

る
の
が
ト
ラ
ピ
ッ
ク
ス
と
い
う
部
署
で
す
。
も
ち
ろ
ん

社
内
に
は
違
う
部
署
も
あ
っ
て
、
個
人
や
自
分
で
計
画

を
立
て
た
い
お
客
様
メ
イ
ン
の
商
売
も
し
て
い
ま
す

が
、
比
率
が
全
然
違
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
を
伸
ば

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
台
湾
や
ソ
ウ
ル
、
上
海
な
ど
を
中
心
に
伸
び
て

い
て
、
台
湾
で
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
航
空
な
ど

が
入
り
安
く
で
行
け
ま
す
。
た
だ
、
現
状
、
基
幹
は
年

配
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ト
ラ
ピ
ッ
ク
ス
が
ベ
ー
ス

な
の
は
否
め
ま
せ
ん
。

野
村　

リ
ピ
ー
タ
ー
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
飛
行

機
に
関
し
て
は
、客
層
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
、ホ
リ
デ
ィ

客
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
完
全
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
ら
れ
て
い
る
の
がV

isiting 
Friends &

 Relatives

、
友
人
や
親
戚
を
訪
ね
る
客

層
で
す
。
統
計
で
別
枠
に
し
て
い
て
、
こ
れ
が
伸
び
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
ア
ジ
ア
で
も
そ
れ
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
企
業
の
現
地
工
場
が
で
き
れ
ば
家
族
が

動
く
。
結
婚
す
れ
ば
親
が
動
く
。
誕
生
日
や
遠
距
離
恋

愛
で
、
単
身
赴
任
者
や
相
手
の
ど
ち
ら
か
が
動
く
。
と

こ
ろ
が
、
日
本
は
お
盆
と
正
月
、
Ｇ
Ｗ
だ
け
で
す
。
そ

れ
以
外
の
オ
フ
タ
イ
ム
で
、
い
か
に
人
を
動
か
す
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
。

●
観
光
と
異
文
化
体
験

増
永　

中
さ
ん
は
堺
市
役
所
の
国
際
部
で
、
海
外
か
ら

の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

が
成
立
す
る
た
め
に
は
ニ
ー
ズ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
ご

経
験
で
特
徴
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
外
国
の
方
が

堺
市
に
何
を
求
め
る
の
か
、
堺
市
の
何
に
関
心
が
あ
る

の
か
。

中　

ち
ょ
う
ど
先
週
も
ア
セ
ア
ン
各
国
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
２
週
間
の
滞
在
中
に
ど
こ
を
見
て

も
ら
う
か
と
い
う
の
を
考
え
ま
し
た
。
市
内
企
業
の
視

察
や
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
の
観
光
、
お
茶
の
体
験
な
ど
、

提
供
す
る
側
と
し
て
は
頭
に
浮
か
ぶ
ん
で
す
が
、
海
外

の
方
が
実
際
に
や
っ
て
み
て
面
白
い
と
思
う
こ
と
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
外
部
か
ら
の
意
見
で
、
新
し
い
魅
力
も
見
つ
け
、

そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
今

回
感
じ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
や
外
に
行
く
に
し
て
も
両
方
と
も
異
文
化

体
験
で
す
。
小
さ
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
す
る
つ

も
り
で
い
か
な
い
と
、
ま
た
そ
れ
が
起
こ
る
の
が
当
然

と
考
え
な
い
と
、
旅
や
観
光
は
な
か
な
か
定
式
化
が
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

増
永　

そ
う
い
う
方
は
日
帰
り
で
す
か
。
堺
で
は
泊
ら

れ
ま
す
か
。

中　

今
回
来
ら
れ
て
い
た
方
々
は
堺
で
宿
泊
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
堺
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
も
回
ら
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

増
永　

訪
問
地
の
一
つ
と
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
？

中　

そ
う
で
す
ね
。

増
永　

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
う
面
で
い
え
ば
、
観
光

地
も
重
要
な
要
素
で
す
が
、
宿
泊
施
設
も
大
切
で
す
。

増
永　

神
戸
は
、
高
級
な
ホ
テ
ル
が
ベ
イ
エ
リ
ア
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
中
国
か
ら
の
観
光
客
は
特
に
水
が
あ

る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

野
村　

奈
良
と
か
京
都
で
は
、
町
屋
、
い
わ
ゆ
る
民
宿

型
の
外
国
人
だ
け
が
泊
る
と
こ
ろ
も
人
気
で
す
。
中
須

賀
さ
ん
が
、
ハ
ノ
イ
で
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
泊
ま
っ
た

か
関
心
が
あ
り
ま
す
ね
。
ベ
ト
ナ
ム
の
人
気
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
。た
だ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ

て
な
い
の
が
湿
度
。
宿
泊
施
設
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
匂
い

も
異
文
化
の
入
り
口
で
す
ね
。

増永 俊一（ますなが としかず）　教授、17世紀から南
北戦争以前の 19世紀前半のアメリカ文学、文化を中心に
研究。
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中
須
賀　

蒸
し
暑
い
８
月
に
行
き
ま
し
た
。
暑
く
て
た

ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。
露
出
を
高
く
す
れ
ば
虫
に
噛
ま

れ
や
す
く
な
る
の
で
、
半
袖
長
ズ
ボ
ン
で
我
慢
し
ま
し

た
。
匂
い
は
市
場
な
ど
で
は
強
烈
で
、
何
よ
り
汚
か
っ

た
。
道
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
の
は
都
会
で
も
農
村
で

も
当
た
り
前
で
し
た
。宿
泊
施
設
は
、オ
ー
ナ
ー
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
し
た
。
少
し
欧

米
っ
ぽ
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
て
、私
は
好
き
で
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
気
さ
く
で
い
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し

た
が
、
私
の
部
屋
だ
け
ベ
ッ
ド
の
シ
ー
ツ
が
か
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
停
電
も
あ
り
ま
し
た

ね
。
シ
ャ
ン
プ
ー
や
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
な
ど
も
置
い
て

い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
書
い
て
い
る
の
で
何
が

何
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

増
永　

観
光
地
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
は
ど
う
で
す
か
。

橋
本　

人
気
で
す
よ
。
昔
か
ら
女
性
を
中
心
に
人
気
が

非
常
に
あ
り
ま
す
。

増
永　

こ
こ
に
中
須
賀
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ
た
と

き
の
旅
程
表
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
ハ
ノ
イ
の
ホ
テ
ル

泊
で
す
。
そ
の
ホ
テ
ル
で
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

中
須
賀　

は
い
。
そ
の
後
は
ナ
ム
ソ
ン
村
と
い
う
村
に

行
き
、
村
人
と
交
流
し
て
高
床
式
の
住
居
に
民
泊
と
い

う
、
ま
さ
に
体
験
型
の
旅
行
で
し
た
。

　

北
部
班
は
全
員
、
寝
袋
を
持
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き

ま
し
た
。
南
部
班
は
反
対
に
誰
も
持
っ
て
行
か
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
…
。
そ
の
高
床
式
の
家
で
、
み
ん
な
で

寝
袋
を
敷
い
て
寝
ま
し
た
。
私
た
ち
は
60
の
家
庭
を
調

査
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
唯
一
そ
の
泊
ま
ら
せ
て

も
ら
っ
た
家
庭
だ
け
水
洗
ト
イ
レ
で
し
た
。
水
洗
ト
イ

レ
と
い
っ
て
も
日
本
の
よ
う
に
下
水
道
が
完
備
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
出
た
も
の
を
お
水
で
流
す

と
い
う
の
が
正
確
な
表
現
で
す
が
・
・
・
。
た
だ
、
そ

の
村
の
村
長
さ
ん
の
家
だ
っ
た
の
で
、
い
い
家
だ
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
外
に
は
シ
ャ
ワ
ー
も
あ
り
ま
し
た

が
、
水
し
か
出
な
い
と
聞
い
て
、
誰
一
人
使
い
ま
せ
ん

で
し
た
け
ど
。
虫
も
家
の
中
に
普
通
に
い
て
、
屋
外
と

一
緒
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

増
永　

今
の
お
話
か
ら
、
愉
快
な
思
い
は
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
す
か
ら
、
普
通
の
ツ
ア
ー
と
は
少
し
違
う

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
も
の
で
し
た
か
。

中
須
賀　

農
村
に
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す
が
、
そ
こ

も
正
直
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
シ
ー
ツ
は
使
う
前
か
ら
汚

く
て
、
こ
こ
で
も
ベ
ッ
ド
の
上
に
寝
袋
を
敷
い
て
寝
ま

し
た
。

野
村　

あ
り
き
た
り
の
観
光
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う

場
面
を
見
る
と
い
う
の
は
貴
重
で
す
。
私
が
ハ
ノ
イ
で

一
番
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
の
は
、
線
路
の
上
で
暮
ら

さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。
市
場
を
開
い
て
い
る
方
で
す

が
、
朝
一
番
の
電
車
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
ら
、
昼
は

そ
こ
で
商
売
を
し
て
生
き
て
い
く
。
あ
の
姿
に
は
生
活

力
が
あ
り
ま
し
た
。

橋
本　

ツ
ア
ー
で
最
近
流
行
っ
て
い
る
の
は
現
地
暮
ら

し
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
行
け
ば
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

な
ど
の
体
験
で
現
地
の
人
の
家
を
訪
問
す
る
。
家
庭
訪

問
み
た
い
な
企
画
が
出
て
い
ま
す
。

●
若
い
世
代
の
意
識
変
化

市
川　

ト
ラ
ピ
ッ
ク
ス
の
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
若
い
旅

行
者
の
タ
イ
プ
が
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
大
学
の
中
で
は
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

増
や
そ
う
と
か
、
学
生
を
海
外
に
出
す
こ
と
を
増
や
そ

う
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
動
向
を
見
て
い
る
と

か
な
り
二
極
分
化
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
が
い

る
一
方
で
、
外
国
に
行
く
の
は
ス
ト
レ
ス
だ
か
ら
嫌
だ

と
。若
い
20
代
、大
学
生
と
か
Ｏ
Ｌ
さ
ん
の
お
客
様
で
、

行
き
先
な
ど
で
変
化
は
感
じ
ま
す
か
。

橋
本　

関
心
の
あ
る
方
は
海
外
に
行
き
ま
す
が
、
関
心

の
な
い
方
も
多
く
、
国
内
旅
行
だ
け
の
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
海
外
に
行
く
方
に
は
、
ホ
テ
ル
と
飛
行
機
と
足
だ

け
付
け
ま
す
。
観
光
を
付
け
な
い
か
た
ち
で
も
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
川　

大
学
は
以
前
と
比
べ
て
留
学
を
す
る
人
の
数
が

減
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
ゼ
ミ
で

は
ロ
シ
ア
研
修
を
や
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
売
り
に
し
て

い
ま
す
。
絶
対
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
学
生
が

い
る
半
面
、
絶
対
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

か
？
必
修
で
す
か
？
と
聞
い
て
く
る
学
生
も
い
る
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
学
生
を
連
れ
て
い
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
ま
す
が
、
お
金
が
か
か
る
こ
と
で
強
制
は
で
き
ま

せ
ん
。
ゼ
ミ
の
中
で
も
関
心
の
あ
る
学
生
、
行
き
た
く

な
い
学
生
で
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

橋
本　

学
生
用
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

野
村　

売
れ
筋
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
で
す
か
。

橋
本　

や
は
り
10
万
円
前
後
安
い
も
の
で
す
。

野
村　

た
だ
、
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
は
困
り
ま
す
よ
ね
。

橋
本　

こ
れ
は
学
生
専
用
の
ツ
ア
ー
で
、
す
べ
て
20
万

円
以
内
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
ト
ル
コ
が
特
に

人
気
で
す
。
そ
れ
は
、
旅
行
代
金
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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旅と観光をめぐって

に
比
べ
た
ら
半
額
で
す
み
ま
す
。
こ
れ
は
現
地
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
お
店
に
い
ろ
い
ろ
案
内
し
た
り
し
て

い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
と
は
い
え
、
ホ
テ
ル
は
そ
ん
な

に
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
入
れ
ま
せ
ん
。

野
村　

Ｏ
Ｌ
組
は
？

橋
本　

Ｏ
Ｌ
組
は
20
万
円
前
後
で
す
。
Ｏ
Ｌ
さ
ん
は
夏

場
の
ツ
ア
ー
で
も
20
万
円
前
後
で
中
東
系
航
空
会
社
の

エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
や
カ
タ
ー
ル
航
空
を
使
っ
て
行
く
方

が
多
い
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
航
空
会
社
の
ル
フ
ト
ハ

ン
ザ
航
空
や
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
航
空
運
賃
が
夏

場
は
高
い
ん
で
す
。

増
永　

と
こ
ろ
で
、
い
ま
の
ネ
ッ
ク
は
、
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
で
す
ね
。

橋
本　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
往
復
で
５
〜
６
万
円
ぐ
ら

い
。
中
東
経
由
は
３
〜
４
万
円
で
す
。

市
川　

最
近
は
円
高
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
円
高
で
行

く
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
消
す
ぐ
ら
い
に
燃
油
が
上
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

増
永　

燃
油
代
で
円
高
の
恩
恵
も
ほ
ぼ
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
う
。
こ
れ
が
日
本
に
来
る
場
合
だ
っ
た
ら
、
円
が
高

い
う
え
に
、
燃
油
代
は
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る

と
い
よ
い
よ
日
本
の
観
光
立
国
と
い
う
の
は
危
う
い
。

そ
の
辺
り
、
何
か
野
村
先
生
の
お
考
え
が
あ
れ
ば
。

●
円
高
の
中
で
の
対
応
策
は
？

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
が
必
要

野
村　

先
ほ
ど
のA

irQ

構
想
な
ん
か
は
そ
の
一
つ
。

北
海
道
で
は
、
台
湾
の
方
が
日
本
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
す

ぐ
に
運
転
で
き
る
よ
う
な
運
転
免
許
制
度
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
賛
否
両
論
あ
り

ま
す
が
、
経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
外
資
系
企
業
が
買
収
し
始
め
て
い
る
状
況
が
あ

り
ま
す
。
北
海
道
内
の
ホ
テ
ル
は
中
国
系
が
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
へ
の
Ｉ
Ｎ
が
増
え

る
。
中
国
の
業
者
が
フ
ラ
イ
ト
と
ホ
テ
ル
を
両
方
抑
え

て
く
れ
る
。
日
本
と
し
て
は
雇
用
の
創
出
に
は
つ
な
が

ら
な
い
け
ど
、
来
て
も
ら
え
る
だ
け
ま
し
み
た
い
な
考

え
が
あ
り
ま
す
。

市
川　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
随
分
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
ホ
テ
ル
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
か
ら
外
に
行
く
Ｏ

Ｕ
Ｔ
の
方
の
構
成
も
熟
年
層
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
な
っ

て
く
る
し
、
Ｉ
Ｎ
で
迎
え
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
客
も

刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
テ
ル
に
し
ろ
、

お
も
て
な
し
の
仕
方
に
し
ろ
。
そ
の
場
合
、
大
手
企
業

や
観
光
業
を
構
成
す
る
企
業
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
。
た
だ
、
や
は
り
中
央
や
地
方
政
府
で

あ
る
自
治
体
が
動
か
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
。
補
助
金
も

一
つ
有
効
な
手
段
で
す
が
、
自
治
体
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

野
村　

ア
ジ
ア
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
構
想
と
い
う
の
は
、

実
は
も
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
て
い
る
。た
だ
、

そ
れ
に
近
づ
く
た
め
に
関
係
者
間
の
協
力
が
全
然
で
き

て
い
な
い
。
国
交
省
は
国
交
省
の
な
り
の
言
い
方
を
す

る
し
、
空
港
会
社
は
空
港
会
社
、
そ
れ
も
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
と
滑
走
路
運
営
者
が
別
に
な
っ
て
い
る
。
関
西
国

際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
、
成
田
国
際
空
港
だ
け
が
一

体
化
し
て
い
る
け
ど
、
実
は
海
外
キ
ャ
リ
ア
が
飛
び
た

い
と
言
っ
た
ら
そ
の
認
可
を
出
す
の
は
国
交
省
な
ん
で

す
。
こ
の
辺
り
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
、
自
分
で
自
分
の
首
を

絞
め
て
い
る
。

　

調
べ
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
国
内
線
と
国
際
線
の
比
率

を
見
た
ら
中
部
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
、
成
田
国

際
空
港
、
こ
の
三
つ
だ
け
は
50
〜
90
％
。
10
％
を
超
え

て
い
る
の
は
岡
山
空
港
、
富
山
空
港
、
新
潟
空
港
、
福

島
空
港
ぐ
ら
い
。要
す
る
に
国
内
線
の
空
港
し
か
な
い
。

貿
易
、
海
外
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
港
湾
か
空
港
し

か
な
い
わ
け
で
す
。
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
も
貨
物
も
。
そ

う
す
る
と
三
つ
の
空
港
プ
ラ
ス
α
が
人
を
入
れ
て
い
る

だ
け
。イ
ギ
リ
ス
を
見
た
ら
、ロ
ン
ド
ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー

空
港
が
国
際
線
の
比
率
が
高
く
て
、
あ
と
の
空
港
は
、

実
は
欧
州
線
の
比
率
が
高
い
。
日
本
が
何
を
す
べ
き
か

い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
ア
ジ
ア
で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
飛
ぶ
４

〜
６
時
間
の
範
囲
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
ド
シ
ナ
で
す
。
イ

ン
ド
シ
ナ
ま
で
の
中
で
需
要
を
開
拓
し
な
い
と
い
け
な

い
。

増
永　

今
の
飛
行
機
で
い
え
ば
、
小
回
り
の
効
く
Ｌ
Ｃ

Ｃ
が
今
後
は
キ
ー
を
握
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？

野
村　

確
実
に
握
り
ま
す
。

●
若
い
世
代
と
観
光
の
未
来

増
永　

御
子
柴
さ
ん
、
中
須
賀
さ
ん
、
何
か
質
問
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
中
須
賀
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
就
職
し
た

い
、
旅
行
が
好
き
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

中
須
賀　

阪
急
交
通
社
は
海
外
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
置

い
て
い
ま
す
か
。

橋
本　

海
外
に
現
地
法
人
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
地

の
会
社
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
会
社
に
委

託
を
し
て
、
阪
急
の
ツ
ア
ー
と
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
以
前
は
ア
メ
リ
カ
や
ハ
ワ
イ
に
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現
地
法
人
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
あ
っ
た
方

が
い
い
。
現
在
は
100
％
、
各
国
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会

社
に
委
託
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
旅
行
業
は
意

外
に
現
地
駐
在
が
な
い
ん
で
す
。

中
須
賀　

も
し
あ
れ
ば
、
現
地
で
働
き
た
い
。
そ
れ
が

夢
で
す
。

橋
本　

な
る
ほ
ど
。現
地
採
用
は
結
構
い
ま
す
け
ど
ね
。

増
永　

例
え
ば
、
中
さ
ん
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
に

入
っ
て
観
光
に
関
与
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。

市
川　

旅
と
観
光
へ
の
関
わ
り
方
と
い
う
の
は
、
旅
行

業
界
に
行
く
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
な
方
法
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
で
き
ま
す

ね
。

増
永　

橋
本
さ
ん
も
最
初
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
旅
行
業
界

が
い
い
と
強
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

御
子
柴　

中
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
私
は
こ
の
座
談

会
が
産
官
学
の
連
携
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
こ
う
い
っ
た
機
会
は
あ
り
ま
し
た
か
。
も

し
な
け
れ
ば
、
こ
う
い
う
機
会
を
増
や
し
て
い
く
の
が

重
要
だ
と
、
今
日
の
座
談
会
で
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
？

中　

感
じ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
立
場
の
方
か
ら
、
い
ろ

ん
な
話
を
聞
く
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。

市
川　

御
子
柴
さ
ん
が
産
官
学
で
連
携
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、官
も
一
つ
の
社
会
的
組
織
と
考
え
て
、

大
学
と
社
会
全
体
が
も
っ
と
連
携
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
学
生
も
や
っ
ぱ
り
何
か
困
っ
て
い
る
。
こ
の
接
点

を
も
っ
と
取
っ
て
、
観
光
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
何
に
関

し
て
も
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
盛
ん
で
す
が
、
そ
の
効
果
は

は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
は
学
生
の
姿
を
企

業
側
に
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
し
て
、
お
互
い
の
意
見

を
も
っ
と
出
し
合
う
べ
き
で
す
。
以
前
、
中
さ
ん
と
私

た
ち
研
究
者
グ
ル
ー
プ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
行
き
学
術
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な「
社

会
人
研
修
」
の
産
官
学
連
携
も
進
め
な
い
と
。

野
村　

確
か
に
、
観
光
学
部
と
か
を
つ
く
っ
て
い
る
大

学
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
国
交
省
や
自
治
体
の
方
に
も
一

人
旅
を
し
て
ほ
し
い
。
視
察
行
っ
て
き
ま
し
た
と
い
っ

た
ら
、何
か
大
名
行
列
み
た
い
に
し
て
行
く
。そ
う
じ
ゃ

な
く
て
鉄
道
の
上
に
住
ん
で
い
る
人
を
見
て
ほ
し
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
っ
た
ら
ロ
シ
ア
人
が
大
別
荘
を
持
っ

て
い
る
の
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
を
知
ら
な
い
と

日
本
が
ど
う
す
べ
き
か
い
う
の
は
出
て
こ
な
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
に
本
当
に
期
待
し
て
い

る
の
で
す
。

増
永　

中
須
賀
さ
ん
が
旅
行
記
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
の
中
に
は
一
生
か
け
て
も
外
国
に
出
ら

れ
な
い
よ
う
な
人
が
い
る
と
。

市
川　

そ
う
い
う
現
状
は
、
現
地
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
。
や
っ
ぱ
り
人
が
動
か
な
い
と
本
当
に
だ
め
だ

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

野
村　

い
ろ
い
ろ
な
面
で
高
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
た
だ
、
９
・
11
以
降
、
そ
の
前
で
は
湾
岸
戦
争
、

オ
イ
ル
の
値
上
り
な
ど
、
旅
行
業
界
は
痛
手
が
続
き
す

ぎ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
よ
く
や
っ
て
い
る
な
と
思

う
。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が

ら
需
要
発
掘
を
し
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
若

い
人
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

中
須
賀　

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
で
わ
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ
内
で
も
今
ま
で
は
、
海
外
が
好
き
な

子
と
海
外
が
嫌
い
な
子
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
嫌

い
な
子
も
自
分
か
ら
積
極
的
に
な
れ
て
い
た
の
も
は
っ

き
り
見
え
ま
し
た
。頑
張
っ
て
英
語
を
し
ゃ
べ
ろ
う
と
。

実
際
に
、
友
達
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
点
数
が
悪
い
子
が
い

ま
す
が
、
そ
の
友
達
も
積
極
的
に
英
語
で
話
か
け
て
い

ま
し
た
。
大
事
な
の
は
や
っ
ぱ
り
心
で
す
。

市
川　

そ
う
な
っ
た
の
は
実
際
に
ベ
ト
ナ
ム
に
身
を
置

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
大
事
で
、
ま
ず
一

歩
踏
み
出
し
て
、
異
文
化
の
中
に
身
を
置
い
て
、
そ
れ

か
ら
自
分
が
刺
激
を
受
け
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
展
開
し

て
い
く
の
か
。
う
ち
の
ゼ
ミ
も
同
じ
で
す
。
ロ
シ
ア
に

行
く
と
英
語
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
上
が
り
ま
す
。
帰
国
後
も
ロ
シ
ア
の
学
生
と
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

増
永　

旅
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
が

あ
り
ま
す
。
気
分
を
変
え
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
疲
れ
た
ら
旅
に
行
き
た
い
で
す
。
も
う
一

つ
は
体
験
型
。そ
れ
は
異
文
化
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
、

若
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
世
界
を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。そ
れ
か
ら
、最
初
の
方
で
問
題
提
起
し
ま
し
た
が
、

日
本
の
国
家
の
将
来
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
海
外
か

ら
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
観

光
が
栄
え
て
い
か
な
い
と
、
日
本
の
経
済
も
う
ま
く
回

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。旅
と
観
光
、あ
る
い
は
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
が
、
面

白
い
話
題
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
改
め
て
思
い
ま

す
。

　

日
本
は
観
光
立
国
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
素
地
は
十

分
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
に
は
歴
史
や
観
光

地
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
あ
る
ん
で
す
。
今
日
の
話
で

は
こ
れ
ま
で
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
旅
の
一
つ
の
原
型
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旅と観光をめぐって

は
「
巡
礼
」
で
す
。

●
巡
礼
と
観
光

　

旅
文
化
先
進
国
、
日
本

市
川　

お
蔭
参
り
と
か
伊
勢
参
り
で
す
。

増
永　

あ
と
は
お
遍
路
で
す
。
お
そ
ら
く
、
中
高
年
の

方
に
人
気
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
神
埼
憲
武
さ
ん
が
書

い
た
『
江
戸
の
旅
文
化
』（
岩
波
新
書
、2004

）
と
い

う
本
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
へ
の
伊
勢
参

り
の
話
で
す
。
巡
礼
の
旅
。
巡
礼
な
ん
だ
け
ど
同
時
に

レ
ジ
ャ
ー
な
ん
で
す
。

市
川　

お
伊
勢
参
り
と
い
う
言
い
方
を
し
な
い
と
、
江

戸
時
代
だ
と
勝
手
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
離

れ
ら
れ
な
い
。
お
伊
勢
参
り
と
い
う
言
い
方
で
お
墨
付

き
を
も
ら
う
わ
け
で
す
。
お
参
り
が
終
わ
っ
た
ら
そ
れ

で
帰
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
付
け
足
し
の
観
光
旅
行
を
す

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
楽
し
み
な
ん
で
す
。

増
永　

歴
史
的
に
は
、
そ
の
辺
で
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
例
え
ば
旅
籠
、
そ
れ
か
ら
、「
御

師
」（
お
ん
し
、
お
し
）
で
す
。
こ
れ
が
Ｔ
Ａ
の
走
り

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

18
世
紀
の
話
で
す
が
、
よ
く
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
が

Ｔ
Ａ
の
最
初
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
１

世
紀
も
前
に
そ
う
い
う
も
の
が
日
本
に
あ
っ
た
ん
で

す
。
ま
た
、
御
師
は
ち
ゃ
ん
と
営
業
活
動
を
す
る
ん
で

す
。
今
度
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
と
言
う
。
日
本
で
は
そ

う
い
う
旅
文
化
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

市
川　

そ
れ
こ
そ
経
済
発
展
論
や
経
済
史
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。
歴
史
と
い
う
の
は
、
断
絶
と
つ
な
が
り

の
両
面
が
あ
っ
て
、
近
代
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
日
本
で
早

く
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の

そ
う
い
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

江
戸
時
代
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
明
治
に
い
く

の
で
は
な
く
大
き
な
変
化
は
あ
る
。
だ
け
ど
、
ゼ
ロ
で

は
な
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
外
国
か
ら
輸
入
で

き
た
わ
け
で
す
。
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
す
る
の
に
、
江
戸

時
代
の
お
伊
勢
参
り
で
旅
の
楽
し
み
を
知
っ
た
日
本
人

と
い
う
の
は
、
結
構
大
き
い
。

増
永　

そ
れ
が
、
莫
大
な
金
を
使
っ
て
い
る
。
旅
行
積

立
金
み
た
い
な
か
た
ち
で
長
年
お
金
を
貯
め
て
、
行
け

な
い
人
に
お
裾
分
け
し
た
の
が
、
現
在
も
残
る
日
本
の

お
土
産
文
化
の
原
点
だ
っ
た
り
も
す
る
。

市
川　

先
ほ
ど
、
大
き
い
ホ
テ
ル
が
だ
め
に
な
っ
て
外

資
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
が
野
村
先
生
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
旅
文
化
の
歴
史
か
ら
す
る

と
、
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
今

の
日
本
の
ホ
テ
ル
業
界
の
現
状
は
、
航
空
会
社
系
、
鉄

道
系
の
親
会
社
が
あ
っ
て
子
会
社
と
し
て
ホ
テ
ル
を
運

営
し
て
い
る
。
つ
ま
り
親
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
ホ

テ
ル
の
プ
ロ
で
な
い
人
が
ホ
テ
ル
の
経
営
者
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
が
外
資
系
の
ホ
テ
ル
と
の
違
い
で
す
。

だ
か
ら
、
日
本
は
江
戸
の
旅
文
化
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
ホ
テ
ル
業
界
に
関
し
て
は
真
っ
当
な
や
り
方
を

や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

御
子
柴　

今
回
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
学
生
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
か
、
学
生
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
関

わ
っ
て
い
け
る
の
か
な
と
い
う
部
分
が
気
に
な
り
ま

す
。
学
生
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
旅
行
会
社
の
立

場
と
役
所
の
立
場
で
、
学
生
に
こ
れ
か
ら
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
関
わ
っ
て
き
て
ほ
し
い
か
、
逆
に
学
生
に
こ
う

い
う
ふ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
は
行
動
を

　

そ
の
経
験
が
ど
こ
か
で
繋
が
る

橋
本　

も
っ
と
学
生
と
た
わ
む
れ
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
（
笑
）。
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
来
ま
す
し
、

ゼ
ミ
と
か
呼
ん
で
く
れ
た
ら
い
つ
で
も
行
き
ま
す
。
自

分
の
経
験
し
か
話
せ
ま
せ
ん
け
ど
。
10
年
ぐ
ら
い
社
会

人
と
し
て
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
な
り
の
経
験
は
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
特
別
ゲ
ス
ト
か
な
ん
か
で
呼
ん
で
く

れ
た
ら
、
喜
ん
で
来
ま
す
よ
。

野
村　

ぜ
ひ
、
学
生
主
催
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

中　

今
日
は
色
々
な
話
が
聞
け
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
呼
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
学

生
の
時
は
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
自
由

に
使
お
う
と
思
っ
た
ら
使
え
る
時
間
が
ほ
ん
と
に
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
つ
ま
ら
な
い
と
思
う

こ
と
で
も
一
所
懸
命
や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
い
い
経

験
に
な
る
。
役
所
は
一
つ
の
事
業
で
も
い
ろ
い
ろ
方
面

に
関
わ
っ
た
り
す
る
の
が
面
白
い
の
で
、
何
で
も
興
味

を
持
っ
て
や
っ
て
お
け
ば
、
ど
こ
で
ど
う
、
そ
れ
が
生

き
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
れ
だ
け
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
永　

そ
の
と
き
は
分
か
ら
な
い
っ
て
い
う
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
と
で
、
気
が
付
く
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、ま
ず
は
体
験
す
る
と
い
う
か
、

行
動
力
が
必
要
で
す
。

野
村　

橋
本
さ
ん
が
す
ご
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
学
生

時
代
に
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
と
か
海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
試
合
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を
自
分
で
見
に
行
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
旅
行
会
社
に

行
く
の
は
当
た
り
前
だ
と
。
現
役
の
学
生
に
は
そ
う
い

う
経
験
を
し
て
ほ
し
い
。

増
永　

今
日
は
む
し
ろ
積
極
的
に
前
に
出
て
い
こ
う
と

い
う
お
二
人
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う

こ
と
を
一
つ
の
触
媒
と
し
て
、
他
の
経
済
学
部
生
に
ど

ん
ど
ん
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。

市
川　

積
極
派
の
お
二
人
か
ら
、
そ
の
仲
間
た
ち
に
発

信
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
う
い
う
経
験
し
た
と
。
自
分

と
話
が
合
う
人
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、『ECO

N
O

 
FO

RU
M

』
な
ど
い
ろ
ん
な
媒
体
を
通
じ
て
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
い
い
。

増
永　

こ
の
座
談
会
の
記
事
を
読
ん
で
、
学
生
が
少
し

で
も
刺
激
を
受
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
。こ
う
い
う
こ
と
、

こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
よ
と
い
う
こ
と
を
話
題
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
も
思
い
ま
す
、

　

今
日
は
そ
れ
ぞ
れ
に
刺
激
的
な
話
が
で
き
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
上
ケ
原
ま
で
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
橋
本
さ
ん
と
中
さ
ん
に
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
、座
談
会
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
終
了
）
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経済と人間
　

人
類
が
直
面
す
る
危
機
は
、
大
き
く
分

け
る
と
二
つ
の
種
類
に
分
類
で
き
る
。
一

つ
は
人
間
が
も
た
ら
す
危
機
で
あ
る
。
例

え
ば
、
戦
争
や
騒
乱
に
よ
る
危
機
で
あ

る
。
こ
の
危
機
の
源
は
、
そ
の
と
き
の
社

会
の
仕
組
み
へ
の
人
々
の
不
満
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
起
き

た
、
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
放
射
線
漏
れ
事
故
に
よ
る
危
機
で
あ

る
。
そ
の
源
は
、
過
度
の
経
済
合
理
性
追

求
に
よ
る
人
間
の
科
学
技
術
へ
の
過
信

と
、
そ
の
限
界
の
認
識
不
足
に
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
や

十
七
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
る
危
機
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
危
機
は
、
い
ず
れ
も
既
存
の
社
会
シ
ス

テ
ム
や
生
活
・
経
済
活
動
基
盤
を
崩
壊
さ

せ
、
多
く
の
被
災
者
た
ち
に
ど
う
し
よ
う

も
な
い
失
望
感
、憤
り
、失
業
、二
重
ロ
ー

ン
な
ど
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
今
回
の

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の

中
か
ら
、
苦
難
と
家
族
や
親
し
い
友
人
た

ち
を
一
瞬
に
し
て
そ
の
命
を
失
っ
た
悲
し

み
を
抱
き
つ
つ
、
復
興
に
向
け
た
力
強
い

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
、

災
い
は
人
々
に
大
き
な
苦
難
と
悲
し
み
を

与
え
る
が
、
他
方
で
、
人
々
を
復
興
へ
向

け
て
強
く
す
る
。
期
せ
ず
し
て
災
い
で
崩

壊
し
た
旧
来
の
社
会
経
済
基
盤
か
ら
、
多

く
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
た
中
で
、
幸
運

に
も
生
を
得
た
人
々
は
、「
新
し
い
社
会

経
済
基
盤
を
構
築
し
よ
う
。」、「
こ
の
地

域
や
街
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
行
こ

う
？
」
と
い
う
、
生
と
将
来
に
向
け
た
議

論
を
始
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
努
力
を

始
め
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
、
我
々
人
類
の
歴
史
は
、
こ
れ
ら
二
つ

の
危
機
に
よ
る
「
破
壊
」
と
「
創
造
」
の

繰
り
返
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
旧
い
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
を
起
こ
し

か
け
、
多
く
の
人
々
が
不
満
を
持
つ
も
の

の
、
旧
い
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
恩
恵

を
受
け
て
い
る
人
々
が
、
若
い
不
満
を
持

つ
人
々
が
主
張
す
る
「
古
い
シ
ス
テ
ム
の

崩
壊
と
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
改

革
」
に
反
対
す
る
の
で
、
若
く
て
意
欲
の

あ
る
人
々
の
意
見
が
通
ら
な
い
。

　

災
い
が
な
く
て
も
、
我
々
は
旧
い
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
を
起
こ
せ

ば
、「
古
い
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
と
新
し
い

シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
改
革
」
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
な
か
な
か
そ

の
受
け
入
れ
は
困
難
で
あ
る
。

　

戦
争
や
騒
乱
な
ど
、
第
一
の
人
間
が
も

た
ら
す
危
機
は
、
人
間
の
憎
し
み
と
と
き

に
は
殺
戮
に
よ
る
大
き
な
犠
牲
を
人
類
と

社
会
に
も
た
ら
す
。
他
方
、
自
然
災
害
に

よ
る
第
二
の
危
機
も
ま
た
、
一
瞬
に
し
て

既
存
の
社
会
シ
ス
テ
ム
や
生
活
・
経
済
活

動
基
盤
を
崩
壊
さ
せ
、
家
族
や
親
し
い

人
々
の
命
を
奪
い
人
々
に
大
き
な
苦
難
と

悲
し
み
を
与
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
、
そ
の
危
機
が
な
け
れ
ば
、
受
け
入
れ

ら
な
か
っ
た
「
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築

へ
の
努
力
と
歩
み
」
を
す
る
希
望
と
生
き

る
力
を
、
生
き
残
っ
た
人
々
に
与
え
る
の

で
あ
る
。 

■

新
海
哲
哉　
教
授
（
理
論
経
済
学
）

災
い
と
創
造
力

2011年
5月2日
月曜日
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２
０
０
７
年
の
米
国
発
「
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
」
の
世
界
的
な
金
融
・
経
済
危
機

へ
の
急
展
開
は
大
方
の
予
想
を
遥
か
に
上

回
る
未
曾
有
の
事
態
で
あ
っ
た
。
特
に
、

１
９
９
９
年
に
導
入
さ
れ
た
欧
州
連
合
の

単
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
を
大
き
く
動
揺
さ

せ
た
。
ユ
ー
ロ
圏
を
構
成
す
る
各
国
は
そ

の
通
貨
主
権
を
放
棄
し
、
各
国
の
国
民
通

貨
を
廃
止
し
た
。
同
時
に
、
各
国
の
金
融

政
策
は
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
の
金

融
政
策
に
統
一
さ
れ
、
政
治
か
ら
独
立
し

て
物
価
安
定
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
他
方
、
財
政
主
権
や
金
融
規
制
・

監
督
権
限
は
各
国
が
留
保
し
た
。こ
の「
構

造
問
題
」
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
各

国
の
財
政
規
律
を
求
め
る
「
安
定
成
長
協

定
（
Ｓ
Ｇ
Ｐ
）」
が
制
定
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ

に
よ
る
加
盟
国
へ
の
財
政
支
援
は
禁
止
さ

れ
た
。今
次
の
金
融
危
機
は「
構
造
問
題
」

を
抱
え
る
ユ
ー
ロ
圏
を
直
撃
し
、
財
政
規

律
は
破
綻
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境

の
変
化
の
下
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン

バ
ラ
ン
ス
」の
拡
大
↓
資
産
価
格（
地
価
、

株
価
）
の
バ
ブ
ル
発
生
↓
世
界
金
融
・
経

済
危
機
が
発
生
し
た
。
危
機
に
見
舞
わ
れ

た
欧
米
諸
国
の
金
融
機
関
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
が
大
き
く
毀
損
し
た
た
め
、
金
融

シ
ス
テ
ム
を
破
綻
か
ら
救
済
す
る
た
め
に

金
融
当
局
に
よ
り
公
的
資
金
が
大
量
に
注

入
さ
れ
た
結
果
、
中
央
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
膨
張
と
政
府
債
務
の
拡
大
が
生

じ
た
。
政
府
債
務
の
累
増
を
懸
念
し
た

２
０
０
９
年
秋
以
降
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
に

よ
り
、
民
間
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
を
肩
代

わ
り
し
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
ソ
ブ
リ
ン
・
リ
ス

ク
、
そ
し
て
「
ユ
ー
ロ
危
機
」
へ
と
進
展

し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
ユ
ー
ロ
圏
で

は
欧
州
委
員
会
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
、
国
際
通
貨
基

金
と
が
協
力
し
て
金
融
安
定
化
の
た
め
の

基
金
を
緊
急
に
設
定
し
た
。

　
『
ル
カ
』
15
章
の
「
放
蕩
息
子
の
た
と

え
話
」
で
は
、
資
産
家
の
二
人
の
息
子
の

内
、
弟
が
父
親
の
財
産
の
生
前
分
与
を
要

求
し
、
財
産
を
お
金
に
代
え
て
旅
に
出
て

し
ま
う
。
だ
が
放
縦
な
生
活
で
財
産
を
使

い
果
た
し
、
困
窮
の
ど
ん
底
に
陥
っ
た
。

そ
こ
で
弟
は
本
心
に
立
ち
返
っ
て
、
父
の

赦
し
を
求
め
て
、
帰
宅
す
る
。
父
親
は
遠

く
か
ら
息
子
を
認
め
て
、
そ
の
無
事
の
帰

還
を
祝
っ
て
大
宴
会
を
開
い
た
。
こ
の
騒

ぎ
を
聞
き
つ
け
た
律
儀
な
兄
は
、
放
蕩
の

限
り
を
尽
く
し
て
帰
宅
し
た
弟
を
赦
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
父

は
、
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
弟
が
無
事
に

帰
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
家
族
と
し
て
喜

び
祝
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
、
と
兄

を
諭
し
た
。
父
親
の
決
断
を
貴
方
な
ら
ど

の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
？
夏
休
み
の
宿

題
を
休
み
が
終
わ
る
直
前
に
な
っ
て
大
慌

て
で
対
処
し
た
記
憶
の
あ
る
人
は
必
ず
し

も
少
な
く
は
な
い
の
で
は
…
。
そ
の
中
に

は
兄
弟
や
、
ま
た
時
に
は
両
親
が
子
供
の

宿
題
の
手
助
け
や
肩
代
わ
り
さ
え
し
た
で

あ
ろ
う
。
家
族
愛
な
ら
で
は
の
結
束
！
さ

て
、
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
は
欧
州
の
統
合
を
目

指
す
家
族
愛
と
い
う
「
結
束
力
」
を
発
揮

で
き
る
の
か
？

　

第
二
次
大
戦
後
、
幾
多
の
危
機
を
経
験

し
て
き
た
欧
州
諸
国
は
そ
の
度
に
「
結
束

力
」
を
発
揮
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
統
合
を
着
実

に
進
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
歴
史
的
事
実

に
注
目
す
れ
ば
、
経
済
統
合
か
ら
政
治
統

合
を
展
望
す
る
Ｅ
Ｕ
の
政
治
指
導
者
の
決

意
に
頼
み
た
く
な
る
。
冬
が
来
て
食
物
に

事
欠
く
ギ
リ
ギ
リ
ス
を
見
捨
て
た
ア
リ
の

行
為
は
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
結
論
で
あ

る
が
、
欧
州
諸
国
に
こ
の
寓
話
が
伝
わ
る

過
程
で
、
キ
リ
ギ
リ
ス
を
救
済
す
る
方
向

に
寓
話
が
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
改

変
は
、「
備
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
者
﹇
キ

リ
ギ
リ
ス
﹈
が
生
き
残
る
た
め
に
、
備
え

を
し
て
い
た
者
﹇
ア
リ
﹈
を
襲
っ
て
蓄
え

を
奪
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
集
団
が
崩
壊
し

て
し
ま
う
」
と
の
指
摘
（
堺
屋
太
一
『
日

本
と
は
何
か
』
１
９
９
４
年
）
と
は
好
対

照
を
成
し
て
い
る
。

 

■

春
井
久
志　
教
授
（
国
際
金
融
論
）

「
ユ
ー
ロ
危
機
」：
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル

2011年
5月3日
火曜日
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震
災
後
、
首
都
東
京
の
混
乱
ぶ
り
が
、

連
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
被
災
地
の
状
況
と

と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
首

都
移
転
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
民
間
企
業

と
違
い
、
政
府
機
能
を
そ
う
そ
う
簡
単
に

移
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
大
阪
府
庁
舎
を

同
じ
大
阪
府
内
に
引
っ
越
す
の
も
と
て
も

大
変
な
の
だ
か
ら
）。
し
か
し
、
あ
の
よ

う
な
１
０
０
０
年
に
1
度
の
災
害
が
起

き
、
東
京
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
て
ん

て
こ
舞
い
に
な
っ
て
い
る
首
都
東
京
を
み

て
い
る
と
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
通
り
の
日

常
業
務
は
少
な
く
と
も
ど
こ
か
で
代
行
し

て
行
え
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
人
も
で
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
首
都
機
能
移
転
ま
で
い
か

な
く
と
も
、
い
く
つ
か
の
民
間
企
業
は
、

他
の
地
域
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
設

置
な
ど
を
行
っ
た
。
で
は
、
そ
も
そ
も
一

極
集
中
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

も
と
も
と
人
々
は
自
宅
の
裏
で
食
物
を

作
り
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
た
。
自

給
自
足
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
今
か

ら
80
年
ほ
ど
前（
昭
和
の
は
じ
め
）で
は
、

就
業
者
の
約
半
分
が
第
1
次
産
業
従
事
者

で
あ
っ
た
（
今
は
５
％
程
度
）。
次
に
比

較
優
位
の
考
え
方
か
ら
、
交
易
が
は
じ
ま

る
。
す
な
わ
ち
得
意
な
も
の
だ
け
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
、
そ
れ
を
お
互
い
交
換
す
る

方
が
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
そ
の
後
、
大

量
に
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
、
1
つ
の
も
の
に

か
か
る
コ
ス
ト
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、
工

場
で
の
大
量
生
産
が
は
じ
ま
る
。
規
模
の

経
済
で
あ
る
。
そ
し
て
同
一
産
業
の
工
場

や
関
連
企
業
が
集
積
す
る
よ
う
に
な
り
、

企
業
城
下
町
と
い
っ
た
も
の
が
発
展
し
て

く
る
（
地
域
特
化
の
経
済
）。
さ
ら
に
人

口
が
増
え
続
け
、
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
住
ん
で
い
る

地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企
業
が
立
地
す
る
よ
う
に
な
り
、

都
市
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

が
集
積
し
て
い
る
と
、
人
々
は
よ
り
便
利

で
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
企

業
も
よ
り
多
く
の
需
要
を
と
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
て
、
利
益
が
増
え
る
。
こ
れ
が
都

市
化
の
経
済
で
あ
る
。
実
は
、
人
と
企
業

が
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
、
そ
こ
に
政
府
の

施
設
や
機
能
も
集
積
し
て
い
る
方
が
都
合

が
よ
い
。
人
や
企
業
、
政
府
が
集
ま
れ
ば

集
ま
る
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
が
う
ま

れ
る
。
東
京
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

で
は
い
つ
ま
で
人
や
企
業
は
流
れ
込
ん

で
く
る
の
か
。
そ
れ
は
人
や
企
業
を
流
出

さ
せ
よ
う
と
す
る
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
決

ま
る
。
人
や
企
業
を
流
出
さ
せ
よ
う
と
す

る
負
の
力
が
都
市
化
の
不
経
済
で
あ
る
。

環
境
汚
染
、
混
雑
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、

今
回
の
震
災
の
よ
う
に
、
集
積
が
大
き
け

れ
ば
想
定
さ
れ
る
被
害
も
大
き
く
な
る
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
考
え
た
結
果
、
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
点
が
、
最
適
な
都
市
規
模
で

あ
る
。
現
在
も
人
口
が
流
入
し
続
け
て
い

る
東
京
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
東
京

に
は
集
積
の
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の

表
れ
で
あ
る
。
東
京
が
そ
れ
ほ
ど
に
魅
力

的
な
の
か
。
あ
る
い
は
東
京
以
外
に
そ
れ

ほ
ど
に
魅
力
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
の
震
災
を
機
会
に
東
京
の
姿
、
地
方

の
姿
を
今
一
度
、
考
え
て
も
よ
い
と
思

う
。�

■

山
鹿
久
木　
教
授
（
都
市
経
済
学
）

一
極
集
中
を
再
度
考
え
る

2011年
5月6日
金曜日
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こ
の
言
葉
は
マ
ー
シ
ャ
ル
（
ケ
イ
ン
ズ

の
師
）
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
就
任

講
演
で
述
べ
た
も
の
だ
が
、
多
く
の
経
済

学
者
の
規
範
を
示
す
も
の
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
に
「
冷
静
な
頭
と
温
か
い
心

を
」
持
っ
て
取
組
も
う
と
い
う
記
事
が
既

に
あ
る
。
た
だ
筆
者
は
震
災
時
と
言
わ
ず

常
に
経
済
学
部
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
言
葉

を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

言
葉
尻
の
問
題
だ
が
原
文
はcool 

heads but w
arm
 hearts

の
様
で
、
や

は
り
ネ
ッ
ト
上
に
は
名
詞
が
複
数
形
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、and

で
は
な
くbut

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
疑
問
が
載
っ
て

い
る
が
、
答
え
は
本
人
し
か
知
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。
筆
者
の
勝
手
な
私
見
で
は
経

済
学
者
は
「
一
人
」
で
は
な
く
「
誰
も
」

が
冷
静
な
頭
も
大
事
「
だ
が
」
温
か
い
心

を
よ
り
重
視
し
て
持
つ
べ
き
だ
と
解
釈
す

る
。
特
に
最
近
の
経
済
学
で
は
学
派
を
超

え
、
高
度
に
数
学
的
な
理
論
分
析
と
統
計

学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
実
証
分

析
に
よ
り
客
観
的
な
政
策
分
析
が
可
能
と

な
っ
た
。
学
部
・
大
学
院
で
学
ぶ
経
済
学

は
世
界
中
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
共
通
の
土

台
に
立
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
る
。
よ
っ
て

今
の
経
済
学
者
に
冷
静
な
頭
は
自
然
に
備

わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

他
方
温
か
い
心
を
持
つ
の
は
難
し
い
。

な
ぜ
な
ら
温
か
い
心
を
持
込
む
と
主
観
が

入
り
政
策
提
言
が
人
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
経
済
成
長

の
過
程
で
生
じ
る
所
得
格
差
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
今
回
の
震
災
被
災
者
救
済
の

た
め
に
政
府
支
出
を
増
や
し
、
政
府
の
借

金
を
増
や
す
べ
き
か
。
前
者
の
問
題
に
国

際
経
済
学
の
貿
易
利
益
理
論
を
応
用
す
る

と
、
成
長
に
よ
っ
て
国
全
体
が
豊
か
に

な
っ
た
後
に
低
所
得
者
に
所
得
を
融
通
す

れ
ば
よ
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る 

。
後
者

の
問
題
に
マ
ク
ロ
経
済
学
の
均
衡
予
算
乗

数
と
い
う
考
え
を
使
う
と
増
税
し
て
で
も

財
政
出
動
す
べ
き
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

だ
が
ど
ち
ら
の
結
論
も
弱
者
の
立
場
に
立

て
ば
到
底
容
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
冷
静

な
頭
と
温
か
い
心
の
両
立
は
非
常
に
難
し

い
。
た
だ
状
況
に
も
よ
る
が
よ
く
考
え
れ

ば
何
か
方
策
は
見
つ
か
る
。
今
回
の
震
災

で
い
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
現
地
に
行
く

の
も
よ
い
が
、
む
し
ろ
募
金
や
献
血
に
協

力
す
る
方
が
よ
い
。
こ
れ
は
冷
静
な
頭
と

温
か
い
心
の
典
型
的
な
実
践
例
で
あ
る
。

　

筆
者
が
（
出
席
者
の
大
半
で
あ
る
）
新

入
生
に
願
う
の
は
こ
の
よ
う
な
冷
静
な
頭

と
温
か
い
心
を
両
立
す
る
努
力
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
講
義
や
ゼ
ミ
で
学
ぶ
経
済

学
は
冷
静
な
頭
を
養
う
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
へ
今
、
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
温
か
い

心
と
う
ま
く
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
両
方
を

達
成
で
き
る
方
策
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
口
で
言
う
ほ
ど
易
し
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
急
が
ず
四
年
間
か
け

て
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。

 

■

１�　

元
々
は
貿
易
開
始
に
よ
っ
て
損
し
た
人

を
ど
う
救
済
す
る
の
か
を
扱
っ
た
理
論
で

あ
る
。

２�　

こ
れ
ら
の
考
え
に
つ
い
て
は
入
門
的
な

経
済
学
の
教
科
書
（
マ
ン
キ
ュ
ー
や
ク

ル
ー
グ
マ
ン
の
本
な
ど
）
を
参
照
せ
よ
。

藤
原
憲
二　

准
教
授
（
国
際
経
済
学
）

頭
は
冷
静
に
、し・

か・

し・

心
は
温
か
く

2011年
5月9日
月曜日
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経済と人間
　

お
金
と
や
る
気
の
関
係
は
よ
く
議
論
さ

れ
る
話
題
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
関
し
て
、

経
済
学
で
も
実
験
研
究
が
盛
ん
で
す
。
報

酬
が
人
々
の
や
る
気
を
高
め
、
結
果
と
し

て
成
果
が
向
上
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
う

で
な
い
場
合
、
何
が
人
々
の
や
る
気
を
高

め
る
の
か
、
と
い
う
点
が
検
証
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
研
究
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

最
初
は
、
学
生
に
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
を
行

い
、
成
果
に
応
じ
た
報
酬
を
与
え
る
か
否

か
、
与
え
る
な
ら
ば
ど
の
程
度
の
出
来
高

に
す
る
か
を
操
作
し
、
成
果
を
比
較
し
た

研
究
で
す
。
結
果
は
、
十
分
な
出
来
高
給

を
与
え
る
と
、
そ
れ
が
な
い
場
合
よ
り
高

い
成
果
が
実
現
し
ま
す
。
し
か
し
、
出
来

高
給
が
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

が
な
い
方
が
成
果
が
逆
に
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
確
か
に

報
酬
は
人
の
や
る
気
を
高
め
て
成
果
を
向

上
さ
せ
る
が
、
報
酬
が
わ
ず
か
な
も
の
だ

と
、
や
る
気
を
引
き
下
げ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

次
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

研
究
で
す
。
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
募
金
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
無
報
酬

か
、
集
金
額
に
対
す
る
歩
合
給
を
与
え
る

か
を
操
作
し
、
成
果
を
検
証
し
ま
す
。
結

果
は
、
歩
合
給
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
無

報
酬
の
方
が
成
果
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

通
常
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
人

は
、
報
酬
を
目
当
て
に
参
加
し
て
い
る
わ

け
で
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
に

対
し
て
報
酬
を
与
え
る
こ
と
は
、
善
意
を

蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
、
そ
の
感

情
が
や
る
気
を
阻
害
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
金
で
人
を
や
る
気
に

さ
せ
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
で
は
、
人
を
や
る
気
に
さ

せ
る
い
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ

の
問
い
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

る
実
験
を
も
う
一
つ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

日
当
五
千
円
程
度
で
バ
イ
ト
に
雇
わ
れ
た

学
生
が
実
験
対
象
で
、
こ
の
対
象
を
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。
一
つ
目
は
、

仕
事
の
直
前
に
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
千
円
程

度
の
現
金
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
、
二
つ
目

は
、
現
金
で
は
な
く
き
れ
い
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
同
じ
金
額
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
取
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
さ
て
、
ど
ち
ら

が
高
い
成
果
を
実
現
し
た
で
し
ょ
う
か
？

結
果
は
、
二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
方
が
成

果
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
対
象
の
学
生
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
千
円
の
現
金
と
そ
れ
と

同
額
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ど
ち
ら
を
好
む
か

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
現
金
を
選
ん
だ
学
生
が

圧
倒
的
多
数
で
し
た
。
こ
れ
は
、
追
加
的

に
得
ら
れ
た
部
分
だ
け
に
着
目
す
る
と
現

金
の
方
を
好
む
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
や

る
気
や
成
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
結
果
は
、
や
る
気
に
関
わ
る
要
因
と

し
て
、
互
恵
性
な
ど
の
人
の
つ
な
が
り
も

重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

相
手
の
好
意
で
、
そ
れ
に
答
え
る
べ
く
、

や
る
気
高
ま
り
、
ひ
い
て
は
成
果
も
向
上

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
チ
ャ
ペ
ル
講
話
で
十
分
ほ
ど

話
す
た
め
に
、
私
は
準
備
（
ど
ん
な
テ
ー

マ
に
す
る
か
、
ど
ん
な
研
究
を
紹
介
す
る

か
、
等
々
）
に
少
な
く
と
も
五
時
間
は
費

や
し
ま
し
た
。
適
当
に
話
す
だ
け
な
ら
、

特
に
準
備
を
し
な
く
て
も
話
す
こ
と
は
可

能
で
す
。
ま
た
、
準
備
自
体
そ
れ
ほ
ど
楽

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
他
の
こ

と
に
時
間
を
使
い
た
い
と
い
う
の
が
本
音

で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
対
す
る
報
酬
は

な
く
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
え
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
そ
ん

な
に
時
間
を
か
け
て
準
備
し
た
の
で
し
ょ

う
？
こ
れ
も
、
私
と
こ
の
講
話
に
関
わ
る

皆
さ
ん
と
の
人
間
関
係
ゆ
え
の
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

■

大
洞
公
平　
准
教
授
（
法
と
経
済
学
、
行
動
経
済
学
）

お
金
で
や
る
気
を
買
え
る
の
か
？

2011年
5月10日
火曜日
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今
、
経
済
学
が
直
面
し
て
い
る
最
も
重

要
な
問
題
は
何
で
し
ょ
う
か
？
私
は
、
途

上
国
に
お
け
る
貧
困
の
問
題
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
中
で
約
10
億

人
が
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
著
名
な
経
済
学
者

は
、
経
済
成
長
で
き
る
国
と
で
き
な
い
国

を
分
け
る
も
の
は
何
か
と
い
う
疑
問
に
つ

い
て
考
え
始
め
る
と
、
そ
の
重
大
さ
ゆ
え

他
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
い
ま
し
た
。ま

た
、貧
困
は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
病
や

水
資
源
の
枯
渇
な
ど
の
環
境
問
題
の
元
凶

で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、貧
困
の
解
決
に
対
し
て
経
済

学
が
十
分
な
回
答
を
出
し
て
き
た
と
は
言

い
難
い
で
し
ょ
う
。現
在
で
も
信
奉
者
の

多
い
考
え
に
、
先
進
国
で
成
功
し
て
き
た

よ
う
な
産
業
の
基
盤
づ
く
り
を
援
助
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
い
う
見
解
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
に
基
づ
き
、第
二
次
世
界

大
戦
後
こ
れ
ま
で
に2.3

兆
ド
ル
を
超
え

る
援
助
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
事
業
は
失
敗
し
続
け
て
き
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。近
年
、援
助
に
対
す

る
批
判
が
途
上
国
の
人
た
ち
か
ら
も
多
く

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。援
助
に

依
存
し
た
経
済
の
し
く
み
が
、政
治
の
腐

敗
を
助
長
さ
せ
、援
助
が
か
え
っ
て
貧
困

を
拡
大
さ
せ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。ア

フ
リ
カ
の
国
々
で
は
20
年
も
30
年
も
独
裁

政
権
が
続
き
、既
得
権
益
を
有
す
る
一
部

の
人
達
が
利
益
を
受
け
る
構
造
が
定
着
す

る
場
合
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

援
助
が
失
敗
し
て
き
た
理
由
と
し
て
、

援
助
を
す
る
側
が
、
現
地
の
社
会
を
十
分

に
理
解
せ
ず
に
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
で
援
助

を
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
イ
ン
ド
の
農
村
地
帯
に
は
30
代
、

40
代
の
働
き
盛
り
の
年
齢
の
男
性
で
、
貧

困
の
た
め
一
日
一
食
か
、
多
い
日
で
も
二

食
し
か
口
に
せ
ず
、
働
き
手
と
し
て
ほ
と

ん
ど
貢
献
で
き
な
い
人
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。私
た
ち
は
、飢
え
に
苦
し
む
人
が
、

も
し
お
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
ま
ず
そ
れ
を
穀
物
な
ど
の
お
腹
を

し
っ
か
り
満
た
す
食
糧
に
充
て
る
だ
ろ
う

と
想
像
し
が
ち
で
す
し
、
当
人
も
そ
の
よ

う
に
答
え
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
一
部
の
経
済
学
者
は
労
働
を
す
る

た
め
に
十
分
な
栄
養
を
提
供
し
な
け
れ
ば

「
貧
困
の
罠
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
と
い

う
理
論
を
考
え
て
、
穀
物
を
無
償
か
、
タ

ダ
同
然
で
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
イ

ン
ド
や
中
国
な
ど
で
現
地
調
査
を
し
た
経

済
学
者
た
ち
が
最
近
発
表
し
た
の
は
、「
穀

物
を
市
場
価
格
よ
り
も
ず
っ
と
安
く
貧
困

者
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
途
中

で
ほ
と
ん
ど
が
闇
市
場
に
消
え
て
し
ま
っ

て
貧
困
者
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
増
え
な

い
。
た
と
え
貧
困
者
が
現
金
を
手
に
す
る

場
合
で
も
、
穀
物
の
消
費
を
減
ら
し
て
肉

や
エ
ビ
を
食
べ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
貯
金
を
し
て
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
を

買
お
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
か
え
っ
て

カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
下
が
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
で
し
た
。
驚
く
べ

き
と
い
い
ま
し
た
が
、
私
は
個
人
的
に
そ

う
い
っ
た
行
動
が
全
く
理
解
で
き
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
源
が
あ
れ
ば
貧
困
は
す
ぐ
に
解
決
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済

学
は
一
つ
で
す
が
、
経
済
は
い
ろ
い
ろ
で

す
。
み
な
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
経
験
や
他

者
を
思
い
や
る
心
を
、
論
理
的
な
筋
道
を

立
て
て
考
え
る
と
い
う
経
済
学
の
思
考
法

で
補
強
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
状

況
で
も
何
か
し
ら
問
題
解
決
の
手
が
か
り

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
最
初
の
考
え
が
正
し
い
と
思
い
こ
ま

ず
、
冷
静
に
結
果
を
判
断
し
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
を
通
じ
て
よ
り
良
い
策
が
な
い
か

を
探
る
と
い
う
謙
虚
さ
が
大
事
で
す
。
■

松
枝
法
道　
教
授
（
環
境
経
済
学
）

貧
困
問
題
解
決
の
難
し
さ

2011年
5月12日
木曜日
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経済と人間
　

世
の
中
が
何
と
な
く
暗
い
。
日
本
は
、

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
、
東
日
本
大

震
災
と
い
う
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
天

災
に
見
舞
わ
れ
た
。
地
震
の
後
、
押
し
寄

せ
る
津
波
が
建
物
を
破
壊
し
て
根
こ
そ
ぎ

運
び
去
り
、
水
が
引
い
た
後
に
は
家
屋
の

土
台
の
み
が
残
さ
れ
、
商
店
街
の
真
ん
中

に
巨
大
な
漁
船
が
出
現
し
た
。
追
い
か
け

る
よ
う
に
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
被
害

の
深
刻
さ
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
り
、
放

射
性
物
質
の
拡
散
の
た
め
に
福
島
第
一
原

発
近
く
に
住
む
人
々
は
強
制
退
去
さ
せ
ら

れ
、
避
難
勧
告
も
出
さ
れ
た
。
犠
牲
者
の

数
は
一
万
五
千
人
を
超
え
、
家
族
や
財

産
、
そ
し
て
生
活
の
す
べ
て
を
失
っ
て
避

難
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
人
の
数
は

三
三
万
人
を
超
え
た
。
大
災
害
は
、
多
く

の
人
の
日
常
生
活
を
破
壊
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
交
通
等
の
イ
ン
フ
ラ
や
行
政
機

能
、
そ
し
て
産
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
想
像

を
超
え
た
広
が
り
を
見
せ
た
。

　

日
本
の
そ
し
て
世
界
中
の
人
た
ち
が
、

連
日
大
量
に
流
さ
れ
る
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像
で
こ
の
未
曾
有
の
で

き
ご
と
を
目
撃
し
て
、
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ

ク
に
言
葉
を
失
い
、
同
時
に
底
の
抜
け
た

よ
う
な
無
力
感
に
襲
わ
れ
た
。
直
接
被
害

に
あ
っ
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
悲
し
み
と
不
安
、

そ
し
て
戸
惑
い
と
怒
り
を
受
け
止
め
る
た

め
に
誰
か
の
言
葉
が
必
要
で
あ
っ
た
。
慰

め
や
癒
し
の
ほ
か
に
、
状
況
を
説
明
し
、

立
ち
直
り
の
道
筋
と
未
来
へ
の
展
望
を
指

し
示
す
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
発
言
が
期
待
さ
れ

注
目
さ
れ
る
人
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う

な
人
々
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
政
治
家
。
こ
の
国
家
的
な
危
機

と
不
幸
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
復
興
の
道

筋
を
ど
う
つ
け
て
い
く
の
か
を
、
国
民
に

向
か
っ
て
明
ら
か
に
す
る
責
任
を
担
っ
た

国
政
の
責
任
者
た
ち
や
、
災
害
の
現
場
で

正
確
に
情
報
を
収
集
し
、
当
面
の
問
題
を

ど
う
片
付
け
る
の
か
迅
速
か
つ
適
切
に
意

思
決
定
す
る
必
要
の
あ
る
地
域
の
行
政
責

任
者
た
ち
。
今
こ
そ
、
彼
ら
の
力
量
が
試

さ
れ
て
い
る
。
い
く
ら
日
常
的
な
政
治
状

況
へ
の
対
処
が
う
ま
く
て
も
、
こ
の
と
き

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
な
く
て

は
、
政
治
家
と
し
て
は
失
格
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
専
門
家
た

ち
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
彼
ら
の
分
析
や
発
言
は
、

人
々
の
指
針
や
判
断
の
基
礎
と
な
る
一
方

で
、
そ
の
適
切
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
専
門
家
と
し
て
の
能
力
と

社
会
的
な
責
任
が
広
く
社
会
全
体
の
関
心

事
と
な
り
、過
去
の
発
言
も
含
め
て
、誤
っ

た
発
言
や
あ
や
ふ
や
な
説
明
は
、
人
々
の

厳
し
い
反
応
を
呼
び
起
こ
し
た
。

　

そ
し
て
経
営
者
。
災
害
に
ど
う
対
処
し

た
か
、
こ
の
経
済
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う

な
行
動
を
し
た
か
、
企
業
内
部
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
に
も
発
言
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
、
被
災
地
の
救
済
と
復
興
に
莫

大
な
寄
付
を
申
し
出
た
大
企
業
の
オ
ー

ナ
ー
や
、
被
害
に
あ
い
な
が
ら
何
と
か
企

業
を
復
興
し
て
被
災
者
の
雇
用
を
守
ろ
う

と
す
る
地
元
の
工
場
主
の
発
言
が
注
目
さ

れ
た
一
方
で
、
厳
し
い
状
況
に
便
乗
し
た

企
業
行
動
や
供
給
不
足
と
雇
用
削
減
の
責

任
を
災
害
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
経
営

者
の
発
言
は
猛
烈
な
反
発
を
招
く
結
果
と

な
っ
た
。
経
営
に
お
け
る
個
人
の
自
由
と

利
益
の
追
求
は
、
全
体
の
夢
と
豊
か
さ
の

実
現
に
結
び
つ
く
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
経
営
者
に

社
会
と
の
共
感
の
感
覚
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
の
い
う
「
同
感
」
が
い
か
に
必
要
で
あ

る
か
を
強
く
印
象
づ
け
る
で
き
ご
と
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

■

藤
井
和
夫　

教
授　
（
経
済
史
・
経
営
史
）

リ
ー
ダ
ー
の
発
言

2011年
5月13日
金曜日
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チャペル講話
　

世
界
の
国
々
は
実
に
多
様
で
あ
り
、
そ

の
経
済
構
造
も
其
々
に
特
徴
を
有
し
た
不

均
質
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の

国
々
が
互
い
の
生
産
物
を
売
買
す
る
こ
と

を
国
際
貿
易
と
呼
ぶ
。
国
際
貿
易
は
太
古

の
昔
か
ら
存
在
す
る
が
、
な
ぜ
国
と
国
は

貿
易
を
行
う
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
意
義

深
い
。
そ
れ
は
国
際
経
済
学
の
研
究
対
象

と
し
て
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
や
社
会
を
生
き
抜
く
我
々
一

人
一
人
に
と
っ
て
深
遠
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
に
は
何
を
や
っ
て
も
良
く
で
き

る
友
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
勉
強
も
ス

ポ
ー
ツ
も
よ
く
出
来
る
人
気
者
で
、
何
を

や
っ
て
も
自
分
は
到
底
適
わ
な
い
と
い
う

よ
う
な
人
。
そ
し
て
そ
ん
な
人
と
比
較
し

て
、「
自
分
は
劣
っ
て
い
る
の
で
は
」
と

溜
息
を
つ
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特

に
昨
今
の
厳
し
い
就
職
状
況
下
で
は
、「
自

分
に
は
何
か
他
者
よ
り
も
優
れ
た
も
の
が

あ
る
だ
ろ
う
か
、
自
分
は
一
体
何
に
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
悩
む
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

実
は
経
済
学
者
が
国
際
貿
易
に
つ
い
て

考
察
す
る
際
、
こ
れ
と
類
似
し
た
問
題
を

考
え
る
。
例
え
ば
一
方
に
工
業
も
農
業
も

非
常
に
生
産
性
の
高
い
国
が
存
在
し
、
他

方
に
両
部
門
共
に
生
産
性
の
低
い
国
が
あ

る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
両
者
は
貿
易
を

す
べ
き
か
、
ま
た
仮
に
貿
易
を
す
れ
ば
前

者
が
一
方
的
に
恩
恵
を
受
け
、
後
者
は
よ

り
貧
し
く
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。

　

個
人
に
得
意
・
不
得
意
が
あ
る
よ
う

に
、
国
に
も
生
産
を
比
較
的
得
意
と
す
る

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
日
本
は
自
動
車
の
生
産
は
得
意
だ

が
、
原
油
の
生
産
は
得
意
で
は
な
い
。
中

東
の
産
油
国
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
両
国
に
お
い
て
自
動
車
と
原
油
の
両

方
を
生
産
す
る
よ
り
も
、
各
々
が
得
意
な

部
門
の
生
産
に
特
化
し
、
互
い
に
貿
易
す

る
ほ
う
が
効
率
的
だ
と
い
う
こ
と
は
容
易

に
理
解
で
き
る
。

　

で
は
、
仮
に
一
方
の
国
が
も
う
一
方
よ

り
も
全
部
門
に
お
い
て
生
産
性
が
高
い
と

し
た
場
合
、
優
れ
た
国
は
全
て
を
自
ら
生

産
し
、
他
国
と
は
貿
易
し
な
い
方
が
良
い

だ
ろ
う
か
。
経
済
学
が
示
す
答
え
は
否
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
例
え
ど
れ
ほ
ど
生

産
性
の
高
い
国
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
国
が

有
す
る
資
源
（
労
働
力
や
資
本
な
ど
）
に

は
限
り
が
あ
る
と
い
う
点
に
凝
縮
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
全
て
に
お
い
て
生
産
性
に

優
る
国
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
得
意
な
部
門

に
資
源
を
集
中
的
に
配
分
し
、
他
部
門
に

つ
い
て
は
多
国
に
生
産
し
て
も
ら
っ
て
互

い
に
貿
易
す
る
方
が
よ
り
効
率
的
に
製
品

を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

裏
返
せ
ば
、
全
て
の
部
門
に
お
い
て
生
産

性
に
劣
る
国
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
で
は

比
較
的
生
産
性
が
高
い
部
門
に
資
源
を
配

分
し
、
貿
易
を
行
う
こ
と
で
自
ら
の
経
済

厚
生
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

個
人
の
生
活
に
お
い
て
も
、
我
々
は
通

常
一
つ
の
職
業
に
専
念
し
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
他
者
に
任
せ
て
互
い
に
生
産
し
た

も
の
を
売
買
し
て
い
る
。
何
事
に
も
優
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
を
自
ら
生

産
す
る
人
は
い
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
豊
か
な

国
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
存
在
す
る
資
源
に

は
限
り
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
れ
ほ
ど
優
れ

た
人
に
と
っ
て
も
1
日
は
24
時
間
し
か
な

く
命
は
有
限
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
の
場
合
も

個
人
の
場
合
もdiversity

（
多
様
性
）
と

は
実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
気
づ
か
さ

れ
る
。
絶
対
的
水
準
に
お
い
て
他
者
よ
り

も
劣
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
決
し

て
敗
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
同

様
に
多
く
の
事
柄
に
お
い
て
他
者
よ
り
も

優
れ
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
他
者
と
の

関
係
の
中
で
互
い
の
貢
献
を
活
用
し
共
存

す
る
こ
と
が
結
局
は
自
分
自
身
の
た
め
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
国
際
経
済
学
は
教
え

て
く
れ
る
。

 

■

藤
井
英
次　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

国
際
貿
易
と
人
間

2011年
5月16日
月曜日
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経済と人間
　

私
は
、
１
９
７
７
年
に
大
学
を
卒
業
し

て
１
９
９
０
年
に
退
職
す
る
ま
で
13
年

間
、
35
歳
ま
で
銀
行
員
で
あ
っ
た
。
も
う

20
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、

今
さ
ら
こ
ん
な
古
い
話
を
す
る
の
か
。
実

は
、
最
近
、
書
類
整
理
を
し
て
い
て
銀
行

員
当
時
の
書
類
や
日
誌
類
が
出
て
き
た
の

だ
。
そ
れ
を
見
て
い
る
と
当
時
の
い
ろ
ん

な
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
し
て
き
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私

の
た
ど
っ
た
道
は
、
当
時
の
日
本
の
企
業

社
会
の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
と
思
え
る

の
だ
。

　

私
は
、
銀
行
員
勤
め
の
最
初
の
５
年
半

ほ
ど
名
古
屋
の
支
店
で
個
人
預
金
の
外
回

り
営
業
を
し
て
い
た
。
入
社
２
年
目
当
時

の
外
回
り
日
誌
を
見
る
と
、
上
司
か
ら
、

「
努
力
は
認
め
る
が
効
率
が
悪
い
。
往
訪

件
数
を
ア
ッ
プ
し
ろ
」
と
色
鉛
筆
で
書
き

込
み
が
さ
れ
て
い
る
。「
朝
９
時
半
ま
で

に
店
を
出
ろ
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
私

は
か
な
り
要
領
の
悪
い
銀
行
員
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
だ
ん
だ
ん

仕
事
に
慣
れ
て
き
て
入
社
５
年
が
過
ぎ
、

転
勤
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
近
づ
い
た
。
私
は

人
事
部
に
嘆
願
書
を
出
し
て
お
り
、
今
回

そ
の
写
し
も
出
て
き
た
（
嘆
願
書
を
出
し

た
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
）。

　
「
ぜ
ひ
東
京
の
融
資
店
部
に
転
勤
さ
せ

て
欲
し
い
。」
と
書
い
て
い
る
。
実
は
入

社
前
は
関
西
（
浜
辺
）
の
店
部
を
人
事
部

に
強
く
希
望
し
た
。
し
か
し
入
社
６
年
目

に
は
是
非
、
東
京
に
行
き
た
い
と
変
わ
っ

た
。
１
９
７
０
年
代
以
降
、
東
京
一
極
集

中
が
進
ん
で
い
く
な
か
で
、
私
自
身
も
こ

れ
か
ら
は
経
済
活
動
の
中
心
は
、
ま
す
ま

す
東
京
に
な
る
と
肌
で
感
じ
た
の
だ
。

　

嘆
願
書
を
出
し
た
顛
末
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
東
京
は
東
京
だ
っ
た
が
景
気
予
測

な
ど
を
担
当
す
る
調
査
部
と
い
う
部
署
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
銀
行
に
そ
う
い
う
部
署
が

あ
る
か
。
銀
行
の
経
営
に
と
っ
て
将
来
の

経
済
情
勢
や
金
融
為
替
状
況
を
ど
う
見
る

か
は
と
て
も
重
要
な
の
だ
。
私
は
、
預
金

集
め
か
ら
景
気
予
測
の
担
当
に
変
わ
っ
た

の
だ
。
昨
日
ま
で
預
金
集
め
と
い
う
営
業

の
最
前
線
に
い
た
の
に
、
今
日
か
ら
は
研

究
者
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
企
業
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
こ
う

い
う
人
事
異
動
を
平
気
で
す
る
こ
と
に
あ

る
と
思
う
。
そ
し
て
労
働
者
側
の
柔
軟
な

対
応
も
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。

　

私
自
身
は
、
景
気
予
測
を
担
当
す
る
部

署
に
配
属
さ
れ
て
、
そ
こ
で
の
仕
事
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

の
後
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
そ
の
と
き

の
人
事
異
動
の
結
果
が
今
に
至
っ
て
い

る
。
関
学
経
済
学
部
の
教
員
と
し
て
皆
さ

ん
方
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

　

私
の
銀
行
員
生
活
は
前
半
が
預
金
集
め

の
仕
事
、
後
半
が
経
済
調
査
の
仕
事
に

な
っ
た
。
同
じ
会
社
の
な
か
で
も
両
者
は

大
き
く
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
外
回
り
営

業
の
仕
事
は
働
き
（
生
産
性
）
が
目
に
見

え
や
す
い
が
、
経
済
調
査
の
よ
う
な
ス

タ
ッ
フ
仕
事
は
働
き
が
見
え
に
く
い
の

だ
。
預
金
集
め
で
は
往
訪
件
数
と
か
獲
得

預
金
額
と
い
う
数
字
で
生
産
性
が
計
れ

る
。
上
司
の
指
導
の
仕
方
も
明
ら
か
に
違

う
。
経
済
調
査
で
は
単
純
に
レ
ポ
ー
ト
の

本
数
が
働
き
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
銀
行
を
辞
め
た
と
き
の
退
職

金
の
通
知
書
も
「
発
掘
」
さ
れ
た
。
上
に

述
べ
た
よ
う
に
私
は
銀
行
に
13
年
間
勤
め

た
。
定
年
（
60
歳
）
ま
で
在
籍
す
る
と
38

年
間
勤
務
に
な
る
。
私
は
そ
の
３
分
の
１

の
期
間
を
勤
め
た
こ
と
に
な
る
。
定
年
ま

で
勤
め
る
と
退
職
金
は
３
０
０
０
万
円
程

度
支
給
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
私
が
受

け
取
っ
た
退
職
金
は
そ
の
10
分
の
１
以
下

で
あ
っ
た
。
日
本
の
企
業
（
と
く
に
大
企

業
）
は
年
功
序
列
制
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
思
い
知
っ
た
の
で

あ
る
。 

■

高
林
喜
久
生　
教
授
（
財
政
学
）

私
が
銀
行
員
だ
っ
た
こ
ろ

2011年
5月19日
木曜日
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チャペル講話
　

30
年
近
く
、
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
で
審

議
会
や
委
員
会
の
委
員
を
さ
せ
て
頂
い
て

き
て
い
る
。
最
近
、
あ
る
自
治
体
の
行
財

政
改
革
の
委
員
会
の
座
長
を
引
き
受
け
た

こ
と
を
機
に
、
今
さ
ら
な
が
ら
で
は
あ
る

の
だ
が
、
不
思
議
な
違
和
感
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
。

　

社
会
全
体
が
老
い
、
縮
小
し
、
競
争
力

を
喪
失
し
て
い
く
な
か
、
自
治
体
の
行
財

政
運
営
の
あ
り
方
も
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
成
長
の
鈍
化
と
高
齢
者
人
口
の
増

加
は
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
税
収
の

伸
び
を
抑
制
す
る
。
国
の
財
政
状
況
を
み

れ
ば
、
地
方
交
付
税
の
拡
充
な
ど
望
む
べ

く
も
な
い
。
他
方
、
歳
出
面
で
は
高
齢
者

福
祉
や
子
育
て
、
教
育
、
地
域
医
療
な
ど

難
題
が
増
え
る
一
方
で
、
法
律
等
に
基
づ

き
粛
々
と
こ
な
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

仕
事
も
減
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は

公
務
員
数
の
削
減
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
に
対
す
る
自
治
体
の
認
識
と
覚
悟
は
で

き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、ま
た
、首
長
や

議
会
は
住
民
に
対
し
て
そ
の
こ
と
を
真
摯

に
説
明
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
減
税
で
人
気
を
と
る
の
は
た
や
す
い

が
、
そ
の
先
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
の
責

任
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。）

　

さ
て
、
く
だ
ん
の
自
治
体
の
行
財
政
改

革
で
あ
る
。比
較
的
豊
か
な
住
民
が
多
く
、

「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
の
評
判
も
高

い
こ
の
市
の
財
政
の
実
態
は
、
膨
大
な
市

債
残
高
を
抱
え
、
経
常
収
支
比
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
達
す
る
。
い
ま
は
ま
だ
豊
か

な
税
収
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
住
民
も

急
速
に
年
老
い
て
い
る
。
い
ま
行
財
政
運

営
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
変
え
て
お
か
ね

ば
、将
来
、財
政
は
確
実
に
行
き
詰
ま
る
。

そ
こ
で
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
い
く
つ
か

の
公
共
施
設
を
直
営
方
式
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
に
変
え
る
こ
と
を
議
論
し
た
の
で

あ
る
が
、担
当
課
か
ら
は
、直
営
で
な
け
れ

ば
施
設
の
目
的
を
果
た
せ
な
い
、民
間
事

業
者
で
は
コ
ス
ト
節
減
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
、
前
例
も
少
な
く
時

期
尚
早
で
あ
る
な
ど
と
反
論
さ
れ
た
。

　

民
間
事
業
者
で
は
質
の
担
保
が
で
き
な

い
と
い
う
担
当
者
を
前
に
、
不
思
議
な
感

じ
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も

高
い
人
件
費
を
節
約
で
き
、
市
民
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
質
を
担

保
す
る
方
法
（
仕
様
書
や
契
約
、
監
督
体

制
な
ど
）
を
考
え
れ
ば
良
い
だ
け
の
こ
と

で
は
な
い
の
か
、
こ
の
人
た
ち
に
は
端
か

ら
そ
う
し
た
発
想
・
思
考
の
パ
タ
ー
ン
が

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
公
務
員
定
数

は
減
っ
て
い
く
、
お
カ
ネ
も
な
い
、
そ
の

与
件
の
下
で
、
指
定
管
理
者
制
度
と
い
う

道
具
を
使
い
こ
な
す
方
法
を
考
え
る
努
力

も
せ
ず
に
、
直
営
で
な
い
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
本
質
が
損
な
わ
れ
る
と
言
い
続
け
る

の
は
い
か
な
る
論
理
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う

思
い
な
が
ら
、
以
前
、
あ
る
県
の
管
理
職

の
方
が
「
指
定
管
理
者
制
度
は
ワ
ー
キ
ン

グ
・
プ
ア
を
生
み
出
す
の
で
好
ま
し
く
な

い
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
平
均
的
に
公
務
員
よ
り
は
る
か
に
低

い
年
収
の
、
苦
し
い
家
計
か
ら
真
面
目
に

地
方
税
を
支
払
っ
て
、
割
高
な
人
件
費
を

支
え
て
い
る
納
税
者
の
こ
と
に
は
思
い
が

及
ば
な
い
ら
し
い
。

　

無
論
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
自
治
体
や
職
員
も
多

い
。
し
か
し
、
30
年
ほ
ど
の
自
治
体
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
役
所
の
内
側
と
外
側
と

の
間
に
か
く
も
長
き
に
わ
た
っ
て
意
識
の

ギ
ャ
ッ
プ
、
壁
が
横
た
わ
り
、
役
所
の
外

側
の
人
間
か
ら
す
れ
ば
、
首
長
や
議
員
、

職
員
の
意
識
は
ど
う
し
て
変
わ
ら
ず
に
い

る
の
か
、
変
わ
ら
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、

そ
の
風
景
を
た
だ
不
思
議
な
違
和
感
を

も
っ
て
眺
め
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
「
一
犬

虚
に
吠
え
万
犬
こ
れ
に
和
す
」
の
類
の
杞

憂
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

■

前
田
高
志　
教
授
（
財
政
学
）

不
思
議
な
違
和
感　

あ
る
い
は
、 

 

一
犬
虚
に
吠
え
万
犬
こ
れ
に
和
す

2011年
5月20日
金曜日
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経済と人間
　
「
経
済
学
」
と
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事

柄
を
数
量
化
し
て
、
個
人
・
集
団
の
計
算

合
理
的
な
利
益
極
大
化
の
関
係
と
し
て
社

会
を
捉
え
る
学
問
だ
と
思
う
も
の
で
あ

る
。
確
か
に
経
済
学
は
そ
う
し
た
限
定
の

中
で
精
緻
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
依
存
し

過
ぎ
る
と
落
し
穴
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
。
人
間
の
行
動
や
社
会
の
動
き
は
非
計

算
的
・
非
合
理
的
な
動
機
に
よ
る
も
の
も

多
い
か
ら
で
あ
る
。
合
理
的
な
利
益
追
求

を
非
合
理
的
な
事
柄
を
通
じ
て
実
現
す
る

（
賽
銭
に
よ
る
商
売
繁
盛
の
祈
願
な
ど
）

の
み
な
ら
ず
、
利
益
計
算
で
は
損
を
し
て

も
「
し
た
い
か
ら
」「
す
べ
き
だ
か
ら
」

す
る
こ
と
が
あ
る
。
損
を
し
て
も
名
誉
に

か
け
て
人
や
社
会
に
奉
仕
す
る
と
か
、
信

義
や
伝
統
的
な
価
値
基
準
に
よ
っ
て
管

理
・
販
売
す
る
と
か
、
で
あ
る
。
そ
の
快

感
や
満
足
を
個
人
の
効
用
充
足
と
し
て
数

量
化
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、
と
り
わ
け

行
為
の
動
機
が
個
人
の
効
用
よ
り
も
社
会

や
集
団
・
共
同
体
の
全
体
に
お
け
る
意
義

を
志
向
す
る
場
合
、
計
算
よ
り
も
言
葉
に

よ
る
意
味
関
係
の
説
明
の
方
が
説
得
的
で

あ
る
。
数
量
化
で
き
な
い
文
化
的
・
慣
習

的
・
宗
教
的
な
事
柄
の
説
明
を
包
摂
す
る

広
義
の
経
済
学
・
経
済
思
想
が
必
要
と
な

る
。

　

そ
れ
を
強
く
意
識
し
た
経
済
学
・
経
済

思
想
は
歴
史
的
に
存
在
し
た
。
ド
イ
ツ
語

圏
で
は
１
９
２
０
〜
30
年
代
の
晩
期
歴
史

学
派
や
、
そ
の
ま
た
１
０
０
年
ほ
ど
前
の

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
経
済
思
想
が
そ

う
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
〝Rom

antik
〞

（「
ロ
マ
ン
派
」）
は
18
世
紀
末
〜
19
世
紀

前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
運
動
で
あ

り
、
政
治
学
・
経
済
学
に
も
及
ん
だ
。
18

世
紀
の
啓
蒙
の
合
理
主
義
と
大
衆
化
と
、

産
業
革
命
に
よ
る
機
械
的
・
計
算
的
な
利

潤
追
求
と
に
反
発
し
、
非
合
理
的
な
側
面

を
有
す
る
人
格
を
重
視
し
て
、
そ
れ
ら
が

有
機
的
に
結
合
す
る
場
と
し
て
人
間
世
界

を
捉
え
た
。
そ
の
代
表
的
な
経
済
思
想
家

Ａ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
１
７
７
９
〜
１
８
２
９

年
）
が
見
た
の
は
、
貴
族
に
よ
る
土
地
管

理
や
、
ギ
ル
ド
（
ツ
ン
フ
ト
）
に
よ
る
手

工
業
運
営
が
残
存
す
る
な
か
で
、
政
府
の

「
上
か
ら
」
の
近
代
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ら

が
破
壊
さ
れ
、
殖
産
興
業
が
な
さ
れ
て
い

た
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

　

ミ
ュ
ラ
ー
も
時
代
の
趨
勢
が
産
業
化
で

あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
か
っ
た
し
、
昔
に

戻
せ
る
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
共
同
体

的
な
関
係
を
で
き
る
だ
け
残
し
て
（
あ
る

い
は
新
た
に
形
成
し
て
）
非
計
算
的
で
文

化
的
な
人
間
社
会
の
利
点
を
保
持
す
べ
き

だ
と
論
じ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ス
ミ
ス
の

称
賛
し
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
な
生

産
様
式
で
は
生
産
力
が
高
ま
る
が
、
数
量

的
な
利
潤
極
大
化
の
み
を
求
め
る
経
営
者

が
支
配
し
、
労
働
者
は
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
使
わ
れ
、
道
徳
的
・
芸
術
的
な
要

素
を
備
え
た
人
格
と
し
て
陶
冶
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
他
方
、
ツ
ン
フ
ト
で
は
親
方

が
職
人
を
技
能
面
の
み
な
ら
ず
、
人
格
的

に
も
立
派
な
芸
術
家
と
し
て
育
て
た
。
近

代
的
な
生
産
様
式
が
伸
張
し
て
も
そ
う
し

た
側
面
を
い
か
に
保
持
す
る
の
か
、
と
彼

は
考
え
た
。
さ
ら
に
彼
が
提
起
し
た
の

は
、
計
算
的
理
性
が
支
配
的
に
な
り
同
時

代
の
様
々
な
個
人
や
集
団
（
現
在
世
代
）

の
間
で
激
し
い
利
益
競
争
が
生
じ
た
と

き
、
そ
の
利
益
追
求
は
現
存
す
る
競
争
者

の
「
刹
那
的
」
な
も
の
に
な
る
の
で
諸
世

代
（
過
去
世
代
か
ら
未
来
世
代
）
に
わ
た

る
意
志
や
希
望
の
継
承
は
な
さ
れ
な
い
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
現
代

の
文
化
継
承
や
環
境
保
護
に
も
通
ず
る
。

 

■

参
考
文
献
│
原
田
『
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
０
２
年
）、
伊
坂
・
原
田
編
『
ド

イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、

２
０
０
７
年
）、
田
村
・
原
田
編
『
ド
イ
ツ
経
済
思
想

史
』（
八
千
代
出
版
、
２
０
０
９
年
）

原
田
哲
史　
教
授
（
文
化
と
社
会
の
経
済
学
・
経
済
哲
学
）

人
間
・
社
会
の
非
合
理
的
側
面
を
重
視
す
る
経
済
把
握

―

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
経
済
思
想―

2011年
5月24日
火曜日
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放
射
能
の
怖
さ
は
、放
射
線
が
遺
伝
子

を
破
壊
し
、復
旧
で
き
な
い
場
合
は
癌
化
す

る
点
に
あ
り
ま
す
。特
に
、成
長
過
程
に

あ
っ
て
細
胞
分
裂
が
活
発
な
あ
か
ち
ゃ
ん

や
10
代
の
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、20
代

の
青
年
も
、放
射
線
の
影
響
で
遺
伝
子
の
機

能
に
重
大
な
障
害
が
出
や
す
い
の
で
す
。

　

２
０
１
１
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
飛
散
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、

広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
力
爆
弾
の

１
６
０
個
分
以
上
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
報
道
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
い

人
は
、ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
９
８
６
年
に
旧
ソ
連
邦
の
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
発
生
し
た
原
発
事
故
の
影
響

で
、
20
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
、
周
辺
地

域
の
土
壌
は
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
ま

た
、
特
に
、
牛
乳
・
チ
ー
ズ
や
肉
、
野
菜
、

魚
な
ど
を
通
じ
た
内
部
被
爆
が
４
〜
５
年

間
に
わ
た
り
欧
州
各
地
で
生
じ
た
事
実
を

忘
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
失
敗
か
ら
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
当
た
り
前
の
こ
と
と

思
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ま
た
も
や
過

去
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
来
、
人
間
は
、
失
敗
か
ら
い

か
に
学
ぶ
か
で
、
そ
の
成
長
が
き
ま
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

40
年
前
に
設
計
さ
れ
た
危
険
な
原
子
力

発
電
所
で
様
々
な
事
故
が
起
き
た
の
に
、原

発
は
安
全
だ
と
い
う
神
話
を
私
た
ち
が
暴

け
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
な
い
わ
け
に

い
き
ま
せ
ん
。ま
た
、原
子
力
発
電
所
の
立

地
す
る
地
域
で
、自
治
体
財
政
は
原
発
交
付

金
に
依
存
し
、地
元
の
人
た
ち
が
東
京
電
力

や
下
請
に
雇
用
さ
れ
て
原
発
で
作
業
に
従

事
す
る
現
実
に
、何
か
間
違
っ
て
い
る
と
感

じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
近
代
化
の
歴
史
の
な
か
で
、

キ
リ
ス
ト
教
文
明
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
が
、
精
神
の
奥
底
に
お
い
て
、
受
け
入

れ
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
が
罪
の
意
識
で

す
。
罪
の
自
覚
の
な
い
ひ
と
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
り
え
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は
根

付
か
な
い
の
で
す
。
日
本
人
に
は
、
恥
の

意
識
は
強
い
の
で
す
が
、
悪
い
こ
と
は
し

て
い
な
い
と
考
え
て
生
き
て
い
る
人
が
多

い
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
周
囲
を
明
る
く
し
人
々
を

元
気
づ
け
た
い
と
い
う
、
日
常
の
さ
さ
や

か
な
行
動
す
ら
、他
人
の
心
を
傷
つ
け
、そ

の
命
を
弱
め
た
自
ら
の
罪
へ
の
強
い
自
覚

な
し
に
は
困
難
で
す
。ま
た
、組
織
の
命
令

に
追
従
し
、
結
果
的
に
反
社
会
的
な
事
件

を
生
む
行
動
を
従
業
員
自
身
が
深
刻
な
罪

と
し
て
自
覚
し
な
い
場
合
、
そ
の
組
織
を

真
に
正
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
、
罪
多

き
自
分
を
超
え
た
い
と
願
う
一
人
ひ
と
り

の
祈
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

能
力
を
も
ち
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
人
材
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
大
学
の

重
要
な
目
標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
や
イ
エ
ー
ル
な
ど

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
大
学
を

表
面
で
ま
ね
る
だ
け
で
は
、
結
果
は
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
人
材
の

行
動
を
支
え
る
精
神
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

が
必
要
で
す
。

　

本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
ル
カ
に
よ
る

福
音
書
11
章
1
〜
13
節
に
は
、
人
が
ど
ん

な
罪
を
負
っ
て
も
、
神
様
が
良
き
も
の
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
求
め
る
な
ら
、
罪
を

超
え
る
道
を
備
え
て
く
だ
さ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
意
味

で
、
関
学
は
、
ハ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
人

材
を
生
み
出
せ
る
精
神
的
土
壌
を
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
大
学
の
改
革
を
加
速
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
精
神
を
日
常

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
関
学
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
は
ず
で
す
。 

■

井
口　

泰　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

過
去
に
学
ん
で
明
る
い
未
来
を
築
き
た
い

―

福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
関
学
の
歩
み―

2011年
6月2日
木曜日
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経済と人間
　

今
年
度
よ
り
、公
立
小
学
校
で「
英
語
」

が
必
修
化
さ
れ
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

す
で
に
日
本
企
業
の
中
に
は
英
語
を
社
内

公
用
語
と
し
た
企
業
や
、
国
外
か
ら
の
雇

用
に
積
極
的
な
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
っ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
我
々
は
自
分
達
を

取
り
巻
く
、
待
っ
た
な
し
の
「
国
際
化
」

に
向
け
て
の
対
応
に
、
様
々
な
分
野
で
迫

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
国
際
化
」
が
声

高
に
叫
ば
れ
る
一
方
で
、「
国
際
化
」
は

あ
た
か
も
会
話
が
外
国
語
（
特
に
英
語
）

で
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
の

よ
う
な
誤
解
も
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

私
が
昨
年
度
、
約
一
年
間
生
活
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
ド
イ
ツ
等
の
他
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
都
市
と
同
様
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
積
極
的
に
移
民
を
受
け
入
れ
は
じ

め
、
ま
さ
に
「
国
際
化
」
の
最
先
端
に
あ

る
都
市
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
公
用
語
は
デ

ン
マ
ー
ク
語
で
あ
る
が
、
公
立
学
校
の
中

で
英
語
や
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
も

学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
中
学
生
と
も
な
る
と

２
カ
国
語
を
話
す
こ
と
は
当
た
り
前
で
、

３
カ
国
語
や
４
カ
国
語
を
操
る
生
徒
も
普

通
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
他
方
、
移

民
の
２
世
、
３
世
で
は
所
得
状
況
と
教
育

水
準
（
日
本
で
も
全
く
同
様
の
格
差
が
存

在
し
て
い
る
よ
う
に
）
の
問
題
も
あ
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
語
と
本
来
の
母
国
語
し
か
話

せ
な
い
人
、
あ
る
い
は
新
た
な
移
民
と
し

て
訪
れ
た
人
の
中
に
は
母
国
語
し
か
未
だ

話
せ
な
い
人
も
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
っ
た
。そ
し
て
、私
た
ち
家
族
も
ま
た
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
人
々

と
同
様
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
デ
ン

マ
ー
ク
語
で
十
分
に
会
話
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
不
安
の
中
で
暮
ら
し
始
め
、
数
え

切
れ
な
い
失
敗
を
し
な
が
ら
す
ご
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
何
と
か
楽

し
く
最
後
ま
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
見
る
か

ら
に
「
外
国
人
」
で
あ
る
私
た
ち
家
族
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
何
と
か
し
て
取

ろ
う
と
積
極
的
に
「
関
わ
っ
て
く
れ
た
」

多
く
の
人
々
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
日
常

の
買
い
物
を
す
る
ス
ー
パ
ー
や
郵
便
局
で

は
英
語
が
通
じ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
ち
ら
の
思
い
を

辛
抱
強
く
知
ろ
う
と
す
る
、
ま
た
自
分
の

思
い
を
何
と
か
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る

人
々
の
思
い
が
私
た
ち
家
族
の
大
き
な
励

ま
し
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
移
民
を
受
け

入
れ
て
き
た
歴
史
の
中
で
、
相
手
に
対
し

て
「
こ
ち
ら
の
や
り
方
に
合
わ
せ
ろ
」
と

い
っ
た「
上
か
ら
目
線
」で
は
本
当
に「
共

に
生
き
る
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

経
験
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
方

移
民
と
し
て
苦
労
し
て
き
た
人
々
も
、
言

葉
や
文
化
・
習
慣
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
の
不
安
や
恥
ず
か
し
さ
、
痛
み
や
焦
り

と
い
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
そ
の
と
き

の
自
分
達
の
姿
を
私
た
ち
家
族
に
見
て
、

「
関
わ
ろ
う
」
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
想

像
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
国
際
化
」
を
阻
む
本
当
の
壁
は
、
言

葉
や
文
化
、
宗
教
と
言
っ
た
明
白
な
違
い

と
い
う
よ
り
は
、
自
分
が
出
会
っ
た
相
手

に
関
わ
り
、
相
手
と
向
き
合
う
こ
と
を
疎

ま
し
く
感
じ
る
思
い
、
す
な
わ
ち
「
人
と

関
わ
る
こ
と
へ
の
消
極
性
」
が
よ
り
大
き

な
障
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
そ
の
壁
を
壊
す
に
は
自
ら
が

い
か
に
多
く
の
配
慮
や
支
え
に
よ
っ
て
存

在
し
て
き
た
か
と
い
う
自
ら
の
歩
み
と
、

今
の
自
分
に
向
き
合
い
、
自
ら
の
弱
さ
か

ら
他
者
の
弱
さ
へ
と
思
い
を
い
た
し
、
そ

の
弱
さ
に
い
か
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
か

と
い
う
一
点
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

■

舟
木　

讓　
准
教
授
（
宗
教
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
）

人
間
を
考
え
る

―

「
国
際
化
」を
阻
む
真
の
壁―

2011年
10月17日
月曜日
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先
ず
、
一
つ
の
有
名
な
話
を
紹
介
す

る
。
あ
る
家
族
の
娘
が
海
外
に
留
学
に
行

く
と
決
め
た
。
歳
ご
ろ
の
娘
だ
っ
た
た

め
、
お
父
さ
ん
は
心
配
で
、
そ
し
て
絶
対

留
学
す
る
間
に
勉
強
だ
け
に
集
中
し
、
恋

愛
を
し
な
い
と
娘
に
約
束
さ
せ
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
娘
か
ら
の
手
紙
が
来
た
。

中
に
一
枚
の
写
真
が
同
封
さ
れ
、
ボ
ー
ト

を
こ
い
で
い
る
娘
の
姿
が
映
っ
て
い
た
。

微
笑
ん
で
、
幸
せ
そ
う
な
顔
し
て
い
る
娘

の
写
真
を
見
て
、「
誰
か
こ
の
写
真
を
撮
っ

た
の
だ
ろ
う
」
と
、
お
父
さ
ん
は
と
て
も

心
配
に
な
っ
た
。
こ
の
話
か
ら
分
か
る
の

は
、
例
え
そ
の
画
像
に
映
っ
て
い
な
く
て

も
、
人
は
目
で
見
え
る
も
の
以
上
の
こ
と

ま
で
連
想
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

言
語
も
こ
の
連
想
機
能
が
働
い
て
い
る
。

例
え
ば
、「Y
ou A

re M
ySunshine

」

と
い
う
歌
詞
聞
い
た
ら
、
愛
の
深
さ
が
理

解
で
き
る
の
は
連
想
機
能
の
結
果
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
比
喩
」
の
手
法
で
、
人
間

と
太
陽
の
輝
き
を
結
び
つ
け
、
二
つ
の
概

念
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
連
想
機
能
に
関
わ
る
時
間

と
空
間
の
共
通
の
現
象
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、「
前
」、「
後
」
は
明
ら

か
に
空
間
の
概
念
で
あ
る
が
、「
授
業
す

る
前
に
」
の
「
前
」、「
放
課
後
」
の
「
後
」

は
時
間
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。「
以
前
」「
以

後
」
も
あ
る
空
間
に
お
け
る
基
準
点
の
前

後
か
ら
時
間
軸
に
お
け
る
点
を
基
準
と
し

て
完
全
に
時
間
の
言
葉
に
な
る
。「
一
番

上
の
兄
」、「
一
番
下
の
弟
」
は
最
初
・
最

後
に
生
ま
れ
た
と
の
時
間
に
関
わ
る
。
空

間
の
範
疇
か
ら
時
間
へ
の
拡
大
は
一
般
的

な
認
知
規
則
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
具

体
的
な
物
か
ら
抽
象
的
な
も
の
へ
と
の
認

知
ル
ー
ト
で
あ
る
。
空
間
は
形
が
あ
る
具

体
的
な
も
の
で
、
時
間
は
形
が
な
い
、
抽

象
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
一

般
的
な
認
知
能
力
と
も
言
え
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
言
語
に
は
同
様
の
現
象
が
見
ら

れ
る
。
日
本
語
も
そ
う
で
あ
る
し
、
英
語

もbefore.after

も
空
間
と
時
間
の
兼
用

す
る
言
葉
で
あ
る
。
中
国
語
も
同
様
で
あ

る
。
例
え
ば
「
上
」
は
よ
く
「
＋
」
の
意

味
を
表
わ
す
。「
彼
の
こ
と
好
き
に
な
っ

た
」
を
中
国
語
で
言
う
と
、「
愛
上
」
を

使
用
す
る
。
こ
の
現
象
は
日
本
語
と
完
全

に
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
大
手
前
大
学
学
長
古
典
詩
の
研
究
家

川
本
先
生
が
あ
げ
た
例
に
は
、「〈
上
〉
機

嫌
」、「
気
分
が
〈
舞
い
上
が
る
〉」
な
ど
、

「
人
の
心
持
と
い
う
捉
え
が
た
い
も
の
を

把
握
す
る
た
め
に
、〈
上
向
き
は
幸
せ
／

下
向
き
は
不
幸
せ
〉
と
い
う
空
間
的
方
向

づ
け
、
目
に
見
え
る
具
体
的
な
上
下
運
動

の
た
と
え
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。〈
下
向
き
は
悪
い
〉
の
例
と

し
て
は
、「
気
分
が
〈
落
ち
込
む
〉」「
評

判
が
〈
落
ち
る
〉」「
景
気
の
〈
低
〉
迷
」

「〈
低
〉
俗
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で

は
理
解
し
や
す
い
認
知
現
象
で
あ
れ
ば
、

一
つ
理
解
し
が
た
い
現
象
、
時
間
か
ら
空

間
へ
の
も
の
で
あ
る
。「
こ
こ
は
も
う
す

で
に
県
外
で
す
」
の
よ
う
に
、「
す
で
に
」

は
時
間
の
概
念
か
ら
こ
の
文
の
置
い
て
は

空
間
の
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
現
象
に
つ
い
て
、
神
戸
大
学
の
定
延 

利
之
先
生
は
「
視
野
」
の
概
念
で
解
釈
し

た
。
例
え
ば
、「
派
手
な
服
を
着
る
先
生

も
偶
に
い
る
ね
」
の
「
偶
に
」
は
、
発
話

す
る
人
が「
偶
に
」見
た
の
こ
と
、「
偶
に
」

話
者
の
「
視
野
」
に
入
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
空
間
に

存
在
す
る
現
象
を
発
見
す
る
と
い
う
認
知

行
為
が
発
生
す
る
時
間
か
ら
来
た
も
の
で

あ
る
。

　

以
上
述
べ
て
こ
と
は
一
つ
の
言
語
現
象

で
あ
り
、
分
析
、
説
明
は
ま
だ
推
論
に
過

ぎ
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
の
力
で
人
間
の

認
知
能
力
、
そ
し
て
言
語
の
魅
力
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 

■

田　

禾　
准
教
授
（
人
文
科
学
、
中
国
語
学
）

言
葉
の
連
想

―

時
間
と
空
間
の
共
通―

2011年
10月18日
火曜日
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経済と人間

「
た
だ
し
、
店
で
じ
っ
と
待
っ
て
い
れ

ば
、
幸
運
が
扉
を
た
た
く
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
好
機
と
い
う
の
は
、
し
ば
し
ば

予
期
せ
ぬ
偶
然
と
し
て
や
っ
て
く
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
さ
っ
と
目
の
前
を
通
り

過
ぎ
る
前
に
、
勇
敢
に
あ
る
い
は
無
謀

に
、
こ
れ
を
捕
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
思
う
に
、
冒
険
精
神
ほ
ど
、
本
当
に

生
産
的
な
学
問
生
活
に
と
っ
て
決
定
的
に

重
要
な
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
道
で
誰
か
に
「
ど
こ
に
行
く

の
か
？
」と
訪
ね
ら
れ
た
と
き
、（
中
略
）、

「
風
を
探
し
て
い
る
ん
だ
」
と
答
え
る
。

港
を
出
て
大
海
原
に
向
か
う
帆
船
の
よ
う

に
だ
。
冒
険
と
言
っ
て
も
、
私
が
子
供
時

代
に
少
年
小
説
で
読
ん
だ
類
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
学
や
学
部

の
制
度
、
あ
る
い
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
安

住
し
て
し
ま
う
と
、
研
究
者
は
港
を
出
よ

う
と
は
せ
ず
、
風
を
探
そ
う
と
も
し
な
く

な
る
。
風
を
探
そ
う
と
の
心
構
え
、
風
を

見
つ
け
た
ら
そ
れ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
気

概
が
大
切
な
の
だ
。そ
の
た
め
に
は
、ヴ
ィ

ク
タ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
の
巡
礼
で
は
な
い

が
、
物フ
ィ
ジ
カ
ル

理
的
な
旅
と
精メ
ン
タ
ル

神
的
な
旅
の
両
方

を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。」

 

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

　

筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
２
年
生
の
秋
学
期

に
「
日
本
を
気
づ
く
」
旅
を
開
催
し
て
い

る
。
去
年
は
沖
縄
の
辺
野
古
や
高
江
と

い
っ
た
土
地
を
訪
れ
、
今
年
は
東
日
本
大

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
た
め
、
２
年
生
の
学
生
20
名
と
一
緒
に

10
月
末
に
宮
城
県
東
松
島
市
宮
戸
島
月
浜

集
落
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
ゼ
ミ

の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ら
い
た
い

が
、
何
故
、
こ
う
し
た
旅
を
わ
ざ
わ
ざ
経

済
学
部
の
開
発
経
済
学
を
専
攻
す
る
ゼ
ミ

で
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
前
述
の

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

「
風
」
が
吹
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

学
生
が
多
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　
「
幸
運
」
や
「
風
」
の
通
り
道
を
探
し

当
て
る
に
は
旅
が
必
要
だ
が
、し
か
し「
幸

運
」や「
風
」の
存
在
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

世
界
の
ど
こ
の
場
所
に
旅
を
し
て
も
、
得

ら
れ
る
も
の
は
単
な
る
記
憶
と
経
験
だ
。

し
か
も
そ
う
し
た
記
憶
や
経
験
は
Ｗ
ｅ
ｂ

検
索
可
能
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
と
同
値

だ
っ
た
り
す
る
か
ら
た
ち
が
悪
い
。
も
ち

ろ
ん
冒
険
精
神
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。

行
動
を
起
こ
す
前
に
確
率
論
的
見
地
か
ら

リ
ス
ク
の
存
在
を
正
確
に
い
い
あ
て
る
こ

と
が
現
代
を
生
き
抜
く
作
法
だ
か
ら
だ
。

冒
険
精
神
は
そ
う
し
た
作
法
か
ら
は
対
極

に
位
置
し
、
忌
む
べ
き
精
神
性
で
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
自
分
の
進
み
た
い
道
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
学
生
は
多
い
よ
う
だ
。
思
う

に
筆
者
自
身
は
、
あ
ま
り
こ
う
い
っ
た
問

い
か
け
を
自
分
に
課
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
に
気
づ
く
。
お
そ
ら
く
無
意
識
に
「
幸

運
」
や
「
風
」
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
自
分
の
進
み

た
い
道
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
と
り

あ
え
ず
風
を
探
し
に
出
か
け
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
ず
い
ぶ
ん
と
お
気
楽
な
人

間
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

で
も
ど
う
し
て
筆
者
は
「
風
」
の
存
在

を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ

れ
は
「
周
り
」
が
教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ

し
、
今
で
も
絶
え
ず
教
え
続
け
て
く
れ
て

い
る
。
あ
な
た
の
周
り
に
だ
っ
て
そ
う
し

た
呼
び
か
け
は
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
呼
び
か
け

に
応
答
し
よ
う
と
責
任
と
勇
気
と
冒
険
の

精
神
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
し
て
そ

こ
か
ら
旅
は
始
ま
っ
て
い
く
。「
風
」
の

存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、

あ
な
た
は
自
分
の
進
み
た
い
道
で
悩
む
こ

と
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

の
と
き
に
は
既
に
自
分
の
進
み
た
い
道
を

歩
ん
で
い
る
は
ず
だ
か
ら
。 

■

栗
田
匡
相　
助
教
（
開
発
経
済
学
）

風
を
探
し
て

2011年
10月20日
木曜日
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チャペル講話
　
「
大
学
で
何
を
教
え
て
い
る
ん
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
れ
ば
「
日
本
語
で
す
。」

と
答
え
る
。
そ
う
す
る
と
、「
あ
あ
、
国

語
の
先
生
な
ん
で
す
ね
。」
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

　

日
本
語
教
育
と
い
う
場
合
、
日
本
語
の

非
母
語
話
者
を
対
象
と
し
た
教
育
を
さ
す

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
日
本
国
内
の
日
本

語
学
習
者
数
に
つ
い
て
は
、
１
７
０
，

８
５
８
人
（
２
０
１
０
年
10
月
）
と
い
う

数
字
が
あ
る
。
現
在
、
日
本
国
内
で
は
、

日
本
語
学
習
者
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

る
。
日
本
語
を
学
ぶ
人
と
い
え
ば
、
即
座

に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
留
学
生
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
や
家
族
の
日
本
滞
在
に
伴
っ

て
日
本
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
な

ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
家
族
滞
在

の
場
合
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

年
少
者
（
日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人

児
童
生
徒
）
の
存
在
で
あ
る
。
自
分
の
母

語
と
日
本
語
、
二
つ
の
言
語
の
習
得
が
う

ま
く
進
め
ば
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
な
る
は
ず

で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
ど
ち
ら

か
の
言
語
発
達
が
充
分
で
な
い
セ
ミ
リ
ン

ガ
ル
（
ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
）
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
自
分
の
考
え
を
十
全
に
伝

え
る
こ
と
の
で
き
る
い
ず
れ
の
言
語
を
も

持
た
な
い
と
い
う
状
態
は
、
子
供
に
と
っ

て
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
日

本
語
教
育
と
と
も
に
母
語
教
育
の
機
会
保

障
の
必
要
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
語
を
教
え
る
側
に
お
い
て

も
、
学
習
者
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
教
育
機
関
で
日
本

語
教
育
に
携
わ
る
日
本
語
教
師
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
日
本
語
教
室
で
活
躍
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が
大
き
い
。
日
本
国

内
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
者
の
う
ち
、

そ
の
約
半
数
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

日
常
的
に
一
定
の
学
習
時
間
を
確
保
で

き
る
留
学
生
と
は
異
な
り
、
地
域
の
教
室

で
学
ぶ
学
習
者
の
場
合
、
一
週
間
に
一
時

間
の
学
習
が
や
っ
と
と
い
う
場
合
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
教
室
の
現
状
に

適
し
た
教
材
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ

で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
人
参
加

者
と
外
国
人
参
加
者
が
相
互
に
学
び
合
え

る
よ
う
な
し
か
け
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

単
な
る
雑
談
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
文
法

を
教
え
込
む
だ
け
で
な
く
、
か
つ
、
お
互

い
が
何
か
を
学
び
取
れ
る
よ
う
な
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　

近
年
、
従
来
の
多
言
語
対
応
か
ら
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
へ
と
い
う
転
換
の
動
き

が
あ
る
。
例
え
ば
、
役
所
か
ら
の
文
書
が

日
本
語
で
は
理
解
で
き
な
い
場
合
、
英
語

版
（
中
国
語
版
、
朝
鮮
語
版
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
版
・
・
・
）
を
作
成
し
て
対
応
す
る

と
い
う
の
が
他
言
語
対
応
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
地
域
に
新
た
な
国
や
言
語
圏
の

外
国
人
が
増
え
る
た
び
に
、
そ
の
言
語
に

対
応
で
き
る
職
員
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ

よ
り
も
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
対
応

す
る
、
つ
ま
り
、
外
国
人
の
側
に
一
方
的

に
日
本
語
能
力
を
要
求
す
る
の
で
は
な

く
、
な
る
べ
く
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
な
日

本
語
で
表
現
す
る
こ
と
を
日
本
人
の
側
が

意
識
的
に
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
対
応
へ
の
転
換

は
一
朝
一
夕
に
成
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
発
想
の
も
と
に
あ
る
の

は
、
相
手
に
対
す
る
想
像
力
を
喚
起
す
る

と
い
う
ご
く
基
本
的
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
語
を
教
え
る
と
い
う
立
場

に
あ
っ
て
、
相
手
が
本
当
に
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
は
何
か
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分

は
何
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
思
い
は
、

新
た
な
学
習
者
と
接
す
る
た
び
に
立
ち
返

る
べ
き
地
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

■

長
谷
川
哲
子　
准
教
授
（
日
本
語
教
育
学
）

日
本
語
を
教
え
る
こ
と
、

日
本
語
を
学
ぶ
こ
と

2011年
10月25日
火曜日
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経済と人間
　

ア
ラ
ブ
の
民
主
化
の
時
代
が
到
来
し
て

い
ま
す
。
独
裁
政
権
が
崩
壊
し
民
主
主
義

が
芽
生
え
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
普

段
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
「
発
展
」
と
捉
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
民
主
主
義

が
長
い
こ
と
根
付
い
て
い
る
わ
が
国
を
見

て
も
、
常
に
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
理

想
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
終
わ
り
な
く
探
索

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

民
主
主
義
は
理
想
の
社
会
シ
ス

テ
ム
に
向
か
っ
て
発
展
し
続
け

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
す
る
と
、
よ

く
学
者
が
や
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
語
っ

た
挙
句
に
「
難
し
い
問
題
だ
」
と
い
っ
て

お
茶
を
濁
す
つ
も
り
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
日
は
「
ア
ロ
ー

の
不
可
能
性
定
理
（
１
９
５
２
）」
と
呼

ば
れ
る
数
学
的
な
定
理
を
ご
紹
介
し
て
解

釈
す
る
こ
と
で
、
こ
の
疑
問
に
答
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
定
理
を
証
明
し

た
ケ
ネ
ス
・
ア
ロ
ー
（
１
９
２
１
〜
）
は
、 

１
９
７
２
年
に
51
歳
と
い
う
史
上
最
年
少

で
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
経
済

学
の
巨
人
で
す
。

　

こ
の
定
理
に
よ
る
と
、
先
の
疑
問
の
答

え
は
Ｎ
Ｏ
で
す
。
実
は
、「
あ
る
真
に
理

想
的
な
3
つ
の
仮
定
を
満
た
す
民
主
的
な

社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
す
る

と
、
非
独
裁
性
が
満
た
さ
れ
な
く
な
る
」

と
い
う
驚
く
べ
き
皮
肉
な
結
果
が
数
学
的

に
証
明
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ア
マ
ル

テ
ィ
ア
・
セ
ン
（
１
９
９
８
年
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
）
は
そ
の
著
書
の
中
で
「
こ
の

定
理
は
そ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
ま
っ

た
く
一
般
的
で
あ
り
、
長
い
（
お
そ
ら
く

は
終
わ
り
の
な
い
）
探
索
に
終
止
符
を
打

つ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
定
理
を
逆
に
読
む
と
、「
独
裁
を

否
定
す
る
た
め
に
は
、
真
に
理
想
的
な
3

つ
の
特
徴
の
ど
れ
か
を
あ
き
ら
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
独
裁
を
否
定
す
る
た
め
に

は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
何
ら
か
の
理
想

的
な
特
徴
を
対
価
と
し
て
犠
牲
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
に
あ
る
の
で
す
。
で
は
、
そ
の
3

つ
の
特
徴
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
な
る

べ
く
平
易
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、「
ど
ん
な
状
況
で
も
そ
の
社

会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
意
思
決
定
が
で
き
、

そ
れ
ら
の
決
定
は
整
合
的
で
あ
る
（
広
範

性
の
仮
定
）」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

が
満
た
さ
れ
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
決
め

ら
れ
な
い
問
題
が
山
積
し
た
り
、
決
め
て

も
他
に
決
め
た
こ
と
と
政
策
が
矛
盾
し
た

り
し
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、「
決
め
よ
う
と
す
る
こ
と

と
無
関
係
な
選
択
肢
は
決
定
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
（
情
報
効
率
性
の
仮
定
）」
と

い
う
も
の
で
す
。
満
た
さ
れ
な
い
と
、
目

の
前
の
問
題
を
決
め
る
の
に
そ
れ
以
外
の

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　

最
後
に
、「
皆
が
よ
い
と
思
う
こ
と
は

社
会
的
に
も
決
定
さ
れ
る
（
全
会
一
致
性

の
仮
定
）」
と
い
う
も
の
で
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
皆
が
よ
い
と

思
っ
て
も
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
慣
習

等
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

考
え
て
み
る
と
、
民
主
的
な
社
会
シ
ス

テ
ム
の
中
に
は
、
矛
盾
し
た
り
、
検
討
が

大
変
だ
っ
た
り
、
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
り

し
て
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
確
か
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
不
可
能
性
定
理
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
非
独
裁
性
を
担
保
す

る
た
め
の
対
価
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

■

参�

考
文
献
：
不
可
能
性
定
理
を
も
っ
と
正
式
に
知
り

た
い
場
合
は
、『
集
合
的
選
択
と
社
会
厚
生
』
ア
マ

ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
著
・
志
田
基
与
師
監
訳

（
２
０
０
０
）
勁
草
書
房
が
分
か
り
や
す
い
。

猪
野
弘
明　

准
教
授
（
産
業
組
織
論
）

民
主
主
義
は「
発
展
」な
の
か 

〜
不
可
能
性
定
理
よ
り

2011年
10月27日
木曜日
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チャペル講話
　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
三
日
後
の

3
月
14
日
、
松
竹
映
画
宣
伝
部
よ
り
、
中

国
映
画
『
唐
山
大
地
震

│
思
い
続
け
た

32
年
』
の
公
開
を
自
主
的
に
延
期
す
る
と

い
う
内
容
の
お
知
ら
せ
が
出
さ
れ
た
。
以

下
は
そ
の
知
ら
せ
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で

あ
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

 　
『
唐
山
大
地
震
』
は
１
９
７
６
年
に

実
際
に
発
生
し
た
震
災
に
よ
っ
て
引
き

裂
か
れ
た
、
あ
る
家
族
の
32
年
に
わ
た

る
絆
と
心
の
復
興
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で

あ
り
、
地
震
災
害
や
被
災
状
況
を
娯
楽

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

目
的
に
製
作
し
た
パ
ニ
ッ
ク
映
画
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
り
ま
せ
ん

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
映
画
の
中
で

描
か
れ
る
唐
山
大
地
震
と
四
川
大
地
震

の
地
震
を
再
現
し
た
シ
ー
ン
や
被
災
者

の
救
出
シ
ー
ン
な
ど
一
部
の
描
写
が
こ

の
時
節
柄
上
映
す
る
に
は
相
応
し
く
な

い
と
判
断
し
、
公
開
の
延
期
を
決
定
致

し
ま
し
た
。

　

上
記
の
文
章
に
あ
っ
た
「
パ
ニ
ッ
ク
映

画
」
と
い
う
映
画
ジ
ャ
ン
ル
は
、

１
９
７
０
年
代
か
ら
定
着
し
は
じ
め
た

ジ
ャ
ン
ル
名
で
、
英
語
圏
で
はD
isaster 

M
ovie

と
い
う
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
予

期
せ
ぬ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
襲
来
に
よ
る

都
市
文
明
の
崩
壊
を
主
題
と
し
て
い
る
一

方
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
の
側
面
つ
ま
り

善
悪
二
元
論
が
ジ
ャ
ン
ル
の
も
う
一
つ
欠

か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン

ル
の
お
約
束
事
と
し
て
、
映
画
の
結
末
に

は
常
に
問
題
の
解
決

│
危
機
的
な
状
況

か
ら
逃
れ
て
町
が
元
に
戻
る
と
い
う
〈
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
解
決
〉
と
、
登
場
人
物
が
抱

え
て
い
た
個
人
的
な
悩
み
が
解
消
さ
れ
る

と
い
う
〈
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
解
決
〉
の
両

方

│
が
観
客
に
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
は
、
典
型
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
の

劇
的
構
造
を
持
つ
パ
ニ
ッ
ク
映
画
は
、
そ

も
そ
も
単
純
に
「
災
害
や
被
災
状
況
を
娯

楽
目
的
に
製
作
し
た
」
も
の
と
は
言
え
な

い
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
ネ
タ
バ
レ
に
気
を
付
け
な
が
ら
予

告
編
を
超
え
な
い
程
度
で
『
唐
山
大
地
震

―

思
い
続
け
た
32
年
』
の
内
容
を
紹
介
し

て
み
よ
う
。
死
者
20
万
人
も
超
え
た
唐
山

大
地
震
の
救
出
現
場
で
、
息
子
と
娘
の
ど

ち
ら
か
一
人
し
か
救
え
な
い
状
況
の
な

か
、
母
親
が
断
腸
の
思
い
で
息
子
を
選
ん

だ
。
し
か
し
廃
墟
の
下
で
、
母
の
選
択
つ

ま
り
自
分
へ
の
死
の
判
決
を
聞
い
て
し

ま
っ
た
娘
が
奇
跡
的
に
も
生
き
延
び
た
。

彼
女
は
家
族
の
元
に
戻
る
こ
と
も
な
く
、

32
年
間
、
心
に
傷
を
負
っ
た
ま
ま
暮
ら
し

て
い
た
。
四
川
大
地
震
が
発
生
し
た

２
０
０
８
年
、
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
被
災
地
へ
向
か
っ
た
姉
弟
が
奇
し
く

も
再
会
し
、
32
年
間
も
断
ち
切
っ
て
い
た

家
族
の
絆
は
再
び
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
映
画
が
パ
ニ
ッ
ク
映
画
と
し
て
特

異
な
の
は
、
一
つ
の
災
害
の
中
で
問
題
の

解
決
を
提
示
せ
ず
、
も
う
一
つ
の
災
害
の

中
で
心
の
傷
を
癒
し
た
結
末
を
提
示
し
た

こ
と
で
あ
る
。
映
画
の
登
場
人
物
に
と
っ

て
、〈
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
解
決
〉
つ
ま
り

心
の
治
癒
に
は
32
年
も
の
歳
月
を
要
し

た
。
一
方
、
映
画
が
描
い
た
32
年
間
は
、

中
国
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
文
化
大
革
命
の

災
難
か
ら
立
ち
直
っ
て
復
興
を
遂
げ
る
32

年
間
だ
っ
た
。
唐
山
大
地
震
が
起
こ
っ
た

二
か
月
後
の
１
９
７
６
年
9
月
に
毛
沢
東

が
死
去
、
そ
の
一
か
月
後
に
10
年
も
続
い

た
文
化
大
革
命
に
よ
う
や
く
終
止
符
を

打
っ
た
。
こ
の
暴
力
的
な
大
衆
運
動
に
よ

る
犠
牲
者
数
は
、
数
百
万
人
か
ら

１
０
０
０
万
人
以
上
だ
と
さ
れ
、
文
化
大

革
命
に
よ
っ
て
中
国
の
経
済
発
展
は
30
年

遅
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
疲
弊
し
た
経
済
を

立
て
直
す
た
め
に
１
９
７
８
年
に
改
革
開

放
政
策
が
提
出
さ
れ
、
国
内
体
制
の
改
革

お
よ
び
対
外
開
放
政
策
が
同
時
に
推
し
進

め
ら
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
後
30
年
に
わ
た

る
中
国
の
驚
異
的
な
経
済
発
展
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
２
０
０
８
年
に
開
催
さ
れ

た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
に
そ
の
経

済
発
展
の
成
果
を
誇
示
す
る
舞
台
で
も

あ
っ
た
。

　

32
年
も
経
っ
て
中
国
人
は
よ
う
や
く
過

去
を
振
り
返
る
余
裕
が
で
き
た
。
心
の
復

興
な
し
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
解
決
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
解
決
が
と
も
に
提
示
さ
れ

る
こ
の
映
画
は
、
作
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
東
日
本
大
震
災
を
描

く
映
画
は
、
い
つ
世
に
出
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
日
が
一
日
も
早
く
到
来
す
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

 

■

韓　

燕
麗　

助
教
（
映
画
史
）

震
災
と
映
画

2011年
10月31日
月曜日
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経済と人間
　

コ
ン
ビ
ニ
は
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
食
品
、
日
用

雑
貨
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
果
て
に
は
宅
配
便
の

取
り
次
ぎ
ま
で
あ
る
。
文
字
通
り
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ト
な
店
だ
。
便
利
さ
と
共
に
特
徴

的
だ
と
思
う
の
は
、
そ
の
商
品
構
成
の
目

ま
ぐ
る
し
い
変
化
で
あ
る
。
こ
の
間
あ
っ

た
商
品
が
も
う
棚
に
は
な
く
、
代
わ
っ
て

別
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
が
置
か
れ
て
い

る
。
弁
当
は
季
節
毎
に
そ
の
内
容
を
変
え

る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、移
り
気
な「
消
費
者
」

の
要
求
に
忠
実
に
応
え
、
日
々
変
化
し
続

け
る
こ
と
で
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
。

　

現
代
の
消
費
社
会
の
象
徴
と
も
言
え
る

「
コ
ン
ビ
ニ
」
だ
が
、
個
人
経
営
の
日
用

雑
貨
店
と
い
っ
た
も
の
は
古
今
東
西
に
存

在
し
た
。
19
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る

作
家
、ホ
ー
ソ
ー
ン
の『
七
破
風
の
屋
敷
』

に
も
、
現
在
の
「
コ
ン
ビ
ニ
」
を
彷
彿
と

さ
せ
る
「
セ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う

も
の
が
早
く
も
登
場
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
代
々
続
い
た

名
家
が
没
落
し
、
現
在
の
住
人
は
経
済
的

に
行
き
詰
ま
っ
た
挙
げ
句
、
日
用
雑
貨
と

食
品
の
店
、「
セ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
業
す
る
。
し
か
し
、こ
の「
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
」
は
あ
っ
と
い
う
間
に
立
ち
ゆ

か
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
姉
妹
が
老

婆
に
代
わ
っ
て
切
り
盛
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
途
端
、
こ
の
店
は
繁
盛
店
に
生
ま

れ
変
わ
る
。
成
功
の
秘
訣
は
従
姉
妹
が
口

に
す
る 

〝renew
〞
と
〝supply

〞
と
い

う
言
葉
に
あ
る
。
消
費
者
の
「
需
要
」
を

正
確
に
推
し
量
り
、
商
品
を
「
入
れ
替
え

(renew
)

」、
間
違
い
な
く
そ
れ
を
「
供

給(supply
)

」
し
て
ゆ
く
。
こ
の
個
人
商

店
の
繁
盛
ぶ
り
は
、
実
に
見
事
な
資
本
主

義
の
成
功
例
で
あ
り
、
現
代
の
消
費
社
会

の
魁
と
も
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
現
在
の
消
費
至
上
主
義
の
拡

大
は
、こ
の
さ
さ
や
か
な
セ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ

プ
の
繁
盛
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
大
学

も
そ
れ
ら
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
い

つ
か
ら
か
、「
学
生
も
消
費
者
だ
」
と
喧

伝
さ
れ
、
授
業
料
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
コ
ス
ト
意
識
が
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
授
業
料
を
年
間
授
業
回
数
で
割

る
と
い
う
コ
ス
ト
意
識
。
対
価
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。
で

は
、
チ
ャ
ペ
ル
も
矢
張
り
そ
の
コ
ス
ト
意

識
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
、
計
量
さ
れ
て
ゆ

く
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル

は
『
消
費
社
会
の
神
話
と
構
造
』
の
中
で

「
ル
シ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
」(le Recyclage)

と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。「
ル
シ
ク

ラ
ー
ジ
ュ
」
と
は
、「
時
代
の
動
き
に
合

わ
せ
て
常
に
更
新
」
し
て
ゆ
く
こ
と
を
迫

ら
れ
、
さ
も
な
け
れ
ば
「
脱
落
」
す
る
と

い
う
現
代
の
消
費
社
会
を
特
徴
づ
け
る
概

念
で
あ
る
。
企
業
は
も
と
よ
り
、
知
識
や

文
化
に
ま
で
、
こ
の
果
て
し
な
い
「
再
教

育
」
と
「
更
新
」
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
ル
シ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
」
は
「
シ
ク
ル
」 

(cycle

：
周
期)

と
も
関
わ
る
。
消
費
者

は
、
常
に
服
装
や
モ
ノ
や
自
動
車
を
取
り

替
え
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
も
然
り
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

「
そ
の
人
は
消
費
社
会
の
本
物
の
市
民
で

は
な
い
」
と
指
弾
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
流
行
の
周
期
」が
、「
個
人
の
内
在
的

な
資
質
」に
は
何
一
つ
プ
ラ
ス
に
な
ら
な

い
こ
と
を
喝
破
し
、「
知
識
の
ル
シ
ク
ラ
ー

ジ
ュ
」に
ま
で
こ
の
消
費
の
論
理
が
及
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
す
る
。

　

人
は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

し
て
、
社
会
も
大
学
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
改
革
」

こ
そ
が
唯
一
の
正
義
で
あ
る
か
の
よ
う
な

現
在
に
お
い
て
、
一
連
の
変
化
は
果
た
し

て
本
質
的
変
化
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
根
深
い
「
消
費
」
の
精
神
に
根
ざ
し

た
単
な
る
「
移
ろ
い
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
伝
道
者
の
書
』
も
ま
た
、
人
間
の

こ
の
営
み
の
悲
し
さ
を
語
る
。
一
方
、
イ

ザ
ヤ
書
は
、
そ
れ
と
対
照
的
に
「
変
わ
ら

な
い
も
の
│
不
変
」
の
存
在
を
宣
言
す

る
。「
草
は
枯
れ
、花
は
し
ぼ
む
。
だ
が
、

私
た
ち
の
神
の
言
葉
は
永
遠
に
立
つ
」。

消
費
社
会
の
現
在
、
こ
の
聖
書
の
呈
示
す

る
世
界
観
は
我
々
に
ど
う
響
く
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
「
真
理
」と
は
、決
し
て
消
費
さ
れ
る「
モ

ノ
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

 

■

増
永
俊
一　
教
授
（
ア
メ
リ
カ
文
化
・
文
学
）

変
わ
る
も
の
、変
わ
ら
な
い
も
の

―

大
学
は
コ
ン
ビ
ニ
か
？―

2011年
11月8日
火曜日



Econo Forum 21 ／ No.1851

チャペル講話
　

個
人
の
消
費
行
動
や
企
業
の
生
産
活
動

が
、
市
場
の
取
引
を
経
由
せ
ず
に
直
接
他

の
人
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
経
済
学
に
お
い
て
、「
外
部
性
（
あ

る
い
は
外
部
効
果
）」
と
呼
ば
れ
る
。
経

済
学
の
教
科
書
で
は
「
市
場
の
失
敗
」
の

例
と
し
て
外
部
性
が
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　

本
稿
で
は
、
市
場
の
取
引
に
お
け
る
外

部
性
と
い
う
よ
り
は
、
広
い
意
味
で
の
外

部
性
を
考
え
、
人
間
が
日
々
の
生
活
に
お

い
て
受
け
得
る
外
部
性
と
い
う
問
題
を
考

え
る
。
人
間
の
日
々
の
生
活
に
お
い
て
も

外
部
性
と
い
う
存
在
は
小
さ
く
な
く
、

我
々
は
他
人
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ

さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
他
人
に
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
悪
い
影
響

も
あ
れ
ば
良
い
影
響
も
あ
る
。

　

経
済
学
で
は
、
悪
い
影
響
を
与
え
る
外

部
性
の
こ
と
を
「
負
の
外
部
性
」（「
外
部

不
経
済
」
と
も
い
う
）
と
呼
び
、
周
囲
に

悪
い
影
響
を
与
え
る
例
と
し
て
、
大
気
汚

染
、
騒
音
、
悪
臭
な
ど
の
環
境
汚
染
や
交

通
渋
滞
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。
他
方
で

良
い
影
響
を
与
え
る
外
部
性
の
こ
と
を

「
正
の
外
部
性
」（
外
部
経
済
と
も
い
う
）

と
呼
び
、
周
囲
に
良
い
影
響
を
与
え
る
例

と
し
て
、
植
林
の
大
気
清
浄
効
果
、
技
術

革
新
の
波
及
効
果（
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
）、

教
育
の
社
会
的
効
果
な
ど
が
代
表
的
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
悪
い
外
部
性
も
あ
れ
ば

良
い
外
部
性
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
我
々
は

日
々
の
生
活
に
お
い
て
ど
ち
ら
の
外
部
性

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
学
生
生
活
で
は
多
く
の
友
人
が
で

き
、
彼
ら
と
多
く
の
時
間
を
共
有
し
て
良

く
も
悪
く
も
影
響
を
与
え
合
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
授
業
や
ゼ
ミ
な
ど
に

お
い
て
多
く
の
教
員
と
接
す
る
機
会
も
多

い
で
あ
ろ
う
。
で
き
る
限
り
周
り
の
友

人
・
教
員
な
ど
と
の
交
流
を
も
つ
こ
と

で
、
正
の
外
部
性
を
享
受
す
る
可
能
性
を

広
げ
る
一
方
で
、
負
の
外
部
性
を
享
受
す

る
可
能
性
も
増
す
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、経
済
学
で
は
、外
部
性
の
一
種
と

し
て
、「
知
識
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
」

（know
ledge spillovers

）
と
い
う
概

念
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
人
（
他
社
）
か

ら
知
識
が
伝
播
す
る
こ
と
を
い
う
。
た
と

え
ば
、
企
業
が
近
接
し
て
立
地
し
て
い
る

場
合
に
そ
れ
ら
企
業
間
で
何
ら
か
の
知
識

（
技
術
な
ど
）
が
伝
播
し
た
り
、
同
一
組

織
内
で
他
人
と
の
交
流
な
ど
か
ら
知
識

（
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
）
が
伝
播
し
た
り
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
我
々
研
究

者
の
世
界
で
も
こ
の
よ
う
な
「
知
識
の
ス

ピ
ル
オ
ー
バ
ー
」
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
研
究
室
に
籠
っ
て
ひ
た
す
ら
研
究
に

勤
し
む
だ
け
で
は
新
し
い
発
想
は
生
ま
れ

な
い
だ
ろ
う
し
、
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
他
の
研
究
者
と
議
論
を
繰
り
返
す
こ
と

で
研
究
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
や

進
行
中
の
研
究
が
好
転
す
る
こ
と
も
多
い

に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
自

分
以
外
の
多
く
の
人
間
と
交
流
を
持
つ
こ

と
が
、
正
の
外
部
性
を
享
受
す
る
可
能
性

を
高
め
る
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
知
識

の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
日
々
の
生
活
に
お

い
て
い
か
に
大
き
な
要
素
で
あ
る
か
を
一

度
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
知
識

の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
を
得
る
た
め
に
、
学

生
時
代
に
留
学
を
し
た
り
、
海
外
旅
行
を

し
た
り
、
学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
た
り
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
や
多
く
の
人
間
と
交
流
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

 

■

加
藤
雅
俊　

助
教
（
企
業
経
済
学
）

日
常
生
活
に
お
け
る
外
部
性
と 

知
識
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー

2011年
11月10日
木曜日



Econo Forum 21 ／ March 2012 52

経済と人間
　

２
０
１
１
年
９
月
、
公
道
で
ニ
カ
ブ１

を

着
用
し
て
い
た
と
し
て
、
二
人
の
ム
ス
リ

ム
女
性
に
罰
金
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
公

共
空
間
で
顔
や
全
身
を
被
う
ヴ
ェ
ー
ル
を

着
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
律
に
抵
触

す
る
、
そ
れ
が
理
由
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
最
も
多
く
ム
ス
リ
ム
を
抱
え
る
フ
ラ

ン
ス
は
、
徹
底
的
な
「
政
教
分
離
（
ラ
イ

シ
テ
）」
を
国
是
と
し
、
そ
れ
を
共
和
国

の
価
値
と
し
て
い
る
。
露
骨
な
宗
教
的
シ

ン
ボ
ル
を
取
り
締
ま
る
こ
と
で
、
イ
ス

ラ
ー
ム
が
共
和
国
の
価
値
を
危
う
く
す
る

可
能
性
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
だ
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
国
内
に

５
０
０
〜
６
０
０
万
人
と
い
う
ム
ス
リ
ム

を
抱
え
、
今
や
総
人
口
の
10
％
に
ま
で
迫

ろ
う
か
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
前

に
、
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
苛
立

ち
、
不
寛
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
風
当
た
り
が
増
す
に

つ
れ
て
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
友
人

だ
っ
た
二
人
の
ム
ス
リ
ム
を
想
わ
な
い
で

は
い
ら
れ
な
い
。
一
人
は
マ
リ
共
和
国
の

サ
ル
、
も
う
一
人
は
イ
ラ
ン
の
ア
ジ
ス

だ
。
慣
れ
な
い
フ
ラ
ン
ス
生
活
の
手
ほ
ど

き
を
し
て
も
ら
っ
た
彼
ら
の
存
在
は
、
当

時
の
私
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
心
強
か
っ
た

か
わ
か
ら
な
い
。

　

１
９
７
９
年
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
と

し
て
カ
リ
ス
マ
的
存
在
で
あ
っ
た
ホ
メ
イ

ニ
が
最
高
指
導
者
と
な
り
、
現
在
の
イ
ラ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
が
樹
立
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
の

シ
ャ
ー２

、モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
は
失
脚
、

亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ャ
ー

の
軍
隊
の
将
校
だ
っ
た
の
が
ア
ジ
ス
だ
。

彼
も
ま
た
シ
ャ
ー
の
運
命
と
同
じ
く
、
亡

命
状
態
で
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て
き
た
。
口

ひ
げ
が
よ
く
似
合
う
男
で
、
中
肉
中
背
の

が
っ
し
り
し
た
体
格
が
い
か
に
も
軍
人
ら

し
か
っ
た
。

　

ア
ジ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
上
手
で
、
ど

う
し
て
そ
ん
な
に
フ
ラ
ン
ス
語
が
巧
い
の

と
尋
ね
る
と
、
ペ
ル
シ
ャ
語
に
比
べ
て
フ

ラ
ン
ス
語
は
簡
単
だ
か
ら
、
と
拙
い
フ
ラ

ン
ス
語
し
か
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
当
時
の

私
に
は
が
っ
く
り
く
る
よ
う
な
返
事
し
か

戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
生
活
費
に
さ
え
困

る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
哀
れ
な
表
情

で
金
を
貸
し
て
く
れ
な
い
か
と
相
談
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
革
命
で
祖
国
を
追
わ

れ
た
身
だ
か
ら
だ
ろ
う
、
個
人
情
報
の
交

換
に
は
極
め
て
慎
重
だ
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
。
今
フ
ラ
ン
ス
で
ど
う
し
て
い

る
の
か
、
消
息
は
知
ら
な
い
。

　

他
方
、
サ
ル
は
長
身
で
堂
々
と
し
た
体

躯
を
持
つ
黒
人
で
、
野
性
的
で
精
悍
な
顔

つ
き
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
民
族
衣
装
ブ

ブ
を
い
つ
も
身
に
ま
と
っ
て
い
た
。
銀
糸

の
刺
繍
が
入
っ
た
黒
と
紺
を
基
調
と
す
る

見
事
な
ブ
ブ
を
ま
と
っ
た
サ
ル
は
、
部
族

の
長
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
偉
大
に
見
え

た
。
私
は
彼
と
合
う
た
び
に
ブ
ブ
が
欲
し

い
、
と
頼
ん
だ
の
だ
が
、
そ
の
た
び
に
大

笑
い
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。
ド
ゴ
ン
族
の

玩
具
の
よ
う
な
住
居
や
、
廃
墟
と
な
っ
た

古
都
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
泥
土
で
で
き
た
巨

大
な
宮
殿
へ
の
興
味
を
植
え
付
け
ら
れ
た

の
も
、
サ
ル
か
ら
だ
っ
た
。
彼
は
首
都
バ

マ
コ
に
残
し
て
き
た
二
人
の
妻
た
ち
の
元

に
戻
っ
て
、
役
人
の
仕
事
を
続
け
て
い
る

は
ず
だ
。

　

習
俗
、歴
史
・
文
化
的
背
景
も
異
な
る
二

人
で
は
あ
っ
て
も
、彼
ら
は
私
に
強
烈
な

印
象
を
残
し
た
想
い
出
深
い
友
人
た
ち

だ
。フ
ラ
ン
ス
社
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の

関
係
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、彼
ら
の
置
か

れ
て
い
た
立
場
が
い
か
に
複
雑
だ
っ
た

か
、今
に
な
っ
て
や
っ
と
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。イ
ス
ラ
ー
ム
を
短
絡
的
に

野
蛮
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
る
無
知

や
傲
慢
さ
が
フ
ラ
ン
ス
に
な
い
わ
け
で
は

な
い
。２
０
１
２
年
は
大
統
領
選
、
新
し
い

大
統
領
が
ム
ス
リ
ム
を
ど
う
フ
ラ
ン
ス
社

会
に「
統
合
」す
る
の
か
、注
視
し
た
い
。 

■

１ 　

ム
ス
リ
ム
の
女
性
が
着
用
す
る
ヴ
ェ
ー
ル
の
こ

と
。
目
以
外
の
頭
、
顔
、
身
体
全
体
を
被
う
。

２ 　
「
王
」
あ
る
い
は
「
皇
帝
」
を
指
す
称
号
。

藤
田
友
尚　

教
授
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

ア
ジ
ス
と
サ
ル
：
フ
ラ
ン
ス
の

二
人
の
ム
ス
リ
ム

2011年
11月24日
木曜日
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書
籍
の
電
子
化
へ
の
動
き
は
図
書
館
の

有
り
様
を
も
変
化
さ
せ
て
い
る
。
例
え

ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
図
書
館
は

２
０
０
６
年
に
「
国
立
電
子
図
書
館
」
と

い
う
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
書
庫
に
あ
る
著
作
権
切
れ
の
書
物
、

約
10
万
冊
の
電
子
化
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
大
英
図
書
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
手
書
き
原
稿
や

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
日
記
と
い
っ
た
貴

重
書
の
ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
め
く

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
図
書
館
に
お
い
て

も
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
物
全
て
の
電
子

化
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
作
業
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
時
間
を
有
す
る
で
あ
ろ
う

し
、
著
作
権
の
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、

今
後
、
技
術
の
進
歩
で
加
速
度
的
に
書
籍

や
資
料
の
電
子
化
が
進
め
ば
、
図
書
館
に

足
を
運
ば
ず
と
も
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
図
書

館
と
い
う
豊
か
な
空
間
は
不
要
に
な
っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

図
書
館
の
起
源
は
古
代
ま
で
遡
る
。
書

物
の
記
録
媒
体
は
粘
土
板
、
パ
ピ
ル
ス

紙
、
羊
皮
紙
、
紙
と
変
遷
を
遂
げ
て
は
き

た
が
、
人
間
は
本
を
収
集
す
る
こ
と
に
力

を
注
ぎ
、
図
書
館
は
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
き
た
。
図
書
館
で
の
時
間
を
愛
し
た
無

数
の
人
物
の
一
人
と
し
て
、
英
国
小
説
家

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
（
１
８
８
２
│

１
９
４
１
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
ウ
ル
フ

は
20
世
紀
初
頭
に
難
解
な
実
験
小
説
を
書

き
残
し
た
作
家
で
あ
る
が
、
彼
女
の
エ
ッ

セ
イ
の
中
に
は
魅
力
的
で
読
み
や
す
い
も

の
も
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
海
辺
の

古
び
た
図
書
館
で
過
ご
す
時
間
が
描
か
れ

た
一
文
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
部
屋
は
、

窓
が
海
に
面
し
て
い
て
風
通
し
が
良
く
、

通
り
で
魚
を
売
る
男
の
声
も
聞
こ
え
て
く

る
。
図
書
館
が
開
設
さ
れ
て
以
来
何
十

年
、
そ
の
部
屋
で
声
高
に
話
す
者
は
誰
も

お
ら
ず
、
ま
る
で
眠
っ
た
よ
う
な
空
間
で

あ
る
。
部
屋
の
真
ん
中
に
は
そ
の
地
方
の

花
々
の
標
本
が
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
花
ま

で
も
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
頭
を
垂
れ

て
い
る
。
そ
し
て
壁
際
の
書
棚
に
は
忘
れ

去
ら
れ
た
人
々
の
伝
記
が
並
ぶ
。
背
表
紙

が
剥
が
れ
落
ち
、
そ
の
書
名
も
読
め
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、「
ま
る
で
あ
ま

り
に
眠
い
の
で
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
な

い
と
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
か
の

よ
う
だ
」
と
ウ
ル
フ
は
描
く
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
南
西
部
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
美
し

い
海
辺
の
鄙
び
た
図
書
館
の
情
景
が
目
に

浮
か
ぶ
。
情
報
を
得
る
だ
け
の
場
で
は
な

い
空
間
の
心
地
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ウ
ル
フ
は
本
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
作
家

だ
と
評
さ
れ
る
が
、
彼
女
に
と
っ
て
読
書

は
本
の
中
に
書
か
れ
た
文
字
を
読
む
こ
と

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
古
い
本
の
重
さ
や

手
触
り
、
匂
い
、
色
あ
せ
た
ペ
ー
ジ
の
色

は
彼
女
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
。
本
の
中

に
は
作
者
や
描
か
れ
た
人
物
が
未
だ
に
息

づ
い
て
い
る
と
感
じ
、
時
に
は
、
本
を
読

ま
ず
に
そ
の
上
に
手
を
置
い
て
そ
う
い
っ

た
感
触
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
図
書
館
で
時
間
を
過
ご
す

こ
と
そ
れ
自
体
が
、
ウ
ル
フ
に
と
っ
て
は

大
切
な
読
書
の
一
部
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
。

　

図
書
館
の
有
り
様
や
役
割
は
今
後
ま
す

ま
す
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ウ
ル
フ
の
よ
う
に
「
本
の
中
に
人
を
感
じ

る
」
こ
と
は
で
き
ず
と
も
、
多
く
の
本
に

囲
ま
れ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
図
書
館

は
特
別
の
空
間
で
あ
る
。
関
学
上
ヶ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
の
紙
媒
体
の
蔵
書
数

は
約
１
２
０
万
冊
。
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
是
非
本
と
共
に
豊
か
な
図
書
館
の
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

 

■

森
田
由
利
子　

准
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
）

図
書
館
の
時
間

2011年
11月25日
金曜日
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経済と人間

Ⅰ

　

今
朝
は
、
舟
木　

譲
先
生
（
学
部
宗
教

主
事
）
に
機
会
を
調
え
て
頂
き
、
秋
の
シ

リ
ー
ズ
・
チ
ャ
ペ
ル
で
、
皆
さ
ん
に
お
話

す
る
場
を
得
て
幸
い
に
感
じ
て
お
り
、
舟

木
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

こ
の
学
部
で
経
済
史
論
を
専
攻
す
る
私

の
お
話
は
、〈
歴
史
〉
が
語
る
も
の
を
、

如
何
に
捉
え
る
か
？　

と
い
う
も
の
。
そ

の
結
論
を
先
に
示
せ
ば
、
先
程
、
舟
木
先

生
に
読
ん
で
頂
い
た
今
朝
の
聖
句
「
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙 

二
」４
：
18（
＊
）

が
問
い
か
け
る
如
く
、
我
々
が
注
意
を
払

う
べ
き
事
柄
は
、
目
に
見
え
る
容
易
に
認

識
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ

私
達
自
身
で
す
ら
十
分
に
覗
き
込
め
な
い

私
達
の
内
面
、
心
の
中
や
、
様
々
な
社
会

現
象
の
根
底
や
背
景
に
あ
る
目
に
見
え
ぬ

も
の
に
こ
そ
、
よ
り
十
二
分
に
留
意
し
、

気
付
く
た
め
の
努
力
を
し
な
が
ら
、
捉
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

Ⅱ

　

そ
の
一
例
を
、
今
年
の
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら
考

え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
３
月
の
大
震
災
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
に
達
し
、
日
本
列

島
の
誕
生
以
降
、
有
史
以
来
最
大
規
模
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
３
月
の
東
北
大
震
災
は
、
既
に
今

世
紀
初
め
、
つ
ま
り
11
年
前
の
２
０
０
０

年
前
後
の
研
究
成
果
か
ら
す
れ
ば
、
約

５
０
０
年
〜
１
０
０
０
年
周
期
で
起
き
て

き
た
大
震
災
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
も

の
で
す
。
つ
ま
り
東
北
地
方
で
は
前
回
、

今
か
ら
１
１
０
０
年
前
の
平
安
時
代
前
期

で
あ
る
貞
観
11
（
西
暦
８
６
９
）
年
に
起

こ
っ
た
「
貞
観
大
地
震
」
に
続
く
反
復
的

地
震
の
一
環
と
し
て
、
３
月
の
大
震
災
は

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
前
回
の
大
災
害
は
千
年
前
！
」
と
い

う
史
実
は
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
昔
の
こ

と
故
に
、
次
回
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
！　

と
い
う
気
構
え
を
、
人
は
、
な
か
な
か
持

て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
１
１
０
０
年
前
に
生
じ
た
「
貞
観
大

震
災
」
と
、
そ
れ
以
前
の
二
つ
の
大
震
災

が
歴
史
的
に
反
復
し
て
５
０
０
年
か
ら

１
０
０
０
年
お
き
に
発
生
し
て
き
た
歴
史

的
事
実
を
客
観
的
に
冷
静
に
認
識
し
、
そ

れ
ら
大
災
害
に
対
し
、
先
人
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
を
学
ん
で
い

け
ば
、
３
月
の
東
北
大
震
災
は
、
近
い
う

ち
に
起
こ
り
う
る
事
と
し
て
、人
々
の「
想

定
内
の
範
囲
」
に
収
ま
り
、
将
来
の
激
甚

大
災
害
対
策
と
し
て
の
、
こ
れ
ま
で
の
防

備
策
も
変
わ
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

例
え
ば
織
田
・
豊
臣
時
代
に
東
北
で
生

じ
た
１
６
１
１
（
慶
長
16
）
年
の
慶
長
大

地
震
・
大
災
害
を
受
け
た
集
落
の
中
で
、

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
宿

場
町
整
備
の
際
に
、
数
百
年
前
の
歴
史
的

経
験
を
忘
れ
ず
に
防
災
対
策
を
心
掛
け
て

お
い
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
街
場
を
有
し

た
地
区
は
今
回
の
３
月
大
震
災
で
も
被
害

を
殆
ど
免
れ
得
た
と
い
う
事
実
で
す
。

Ⅲ

　

先
の
聖
句
が
教
え
る
よ
う
に
人
々
の
歴

史
的
経
験
を
含
む
、
目
に
見
え
な
い
事

柄
、
現
象
に
こ
そ
、
却
っ
て
皆
さ
ん
の
感

覚
と
注
意
力
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
そ
れ
ら
を

捉
え
て
い
く
意
識
的
努
力
を
皆
さ
ん
も
試

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
先
週
、
私
は
ゼ
ミ
学
生
諸
君
に
よ

る
毎
年
恒
例
の
「
ゼ
ミ
短
期
ロ
シ
ア
研

修
」
に
同
行
し
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
の
研
修
テ
ー
マ

は
「
ロ
シ
ア
社
会
を
掴
む
！
」。
目
に
見

え
ぬ
現
象
に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
彼

ら
が
何
を
ロ
シ
ア
で
掴
ん
で
き
た
の
か
？

　

ゼ
ミ
生
諸
君
の
研
修
報
告
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

■

市
川
文
彦　

教
授
（
経
済
史
学
）

〈
歴
史
〉が
語
る
も
の
を
、

　
　
　

如
何
に
捉
え
る
か
？

＊
聖
句
：「 

私
達
は
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぎ
ま
す
。
見
え
る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、
見

え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
す
。」

2011年
11月29日
火曜日
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今
日
は
５
年
前
か
ら
世
界
中
を
旅
し
て

い
る
私
の
友
人
の
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
の
イ
ン
ド
旅
行
を

終
え
、
次
の
旅
行
先
の
エ
ジ
プ
ト
、
カ
イ

ロ
行
き
の
飛
行
機
に
乗
る
た
め
に
空
港
に

行
っ
た
時
の
話
で
す
。
購
入
し
て
い
た
航

空
券
が
旅
行
会
社
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

て
お
り
、
搭
乗
を
拒
否
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
航
空
券
を
販
売
し
た
旅
行
会
社
が
航

空
券
を
売
っ
た
直
後
に
予
約
を
取
り
消
す

詐
欺
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
滞
在

ビ
ザ
も
数
日
で
期
限
が
切
れ
る
の
で
、
イ

ン
ド
を
す
ぐ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

の
中
で
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
ま
す
と
私

た
ち
は
非
常
に
困
惑
し
、
こ
れ
ま
で
の
楽

し
か
っ
た
旅
の
想
い
出
も
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
だ
っ
た
ら
、

お
そ
ら
く
騙
し
た
相
手
と
騙
さ
れ
た
自
分

に
対
し
て
耐
え
切
れ
ぬ
怒
り
を
覚
え
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
友
人

は
怒
る
と
こ
ろ
か
、
起
き
た
状
況
を
肯
定

的
に
受
け
入
れ
、
ビ
ザ
が
切
れ
る
ま
で
の

二
日
間
市
内
観
光
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。
結
局
、
現
地
の
別
の
旅
行
会
社
の
助

け
を
得
て
、
騙
さ
れ
た
航
空
券
代
金
を
返

金
し
て
も
ら
い
、
別
の
航
空
券
で
無
事
に

エ
ジ
プ
ト
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
私
の
友
人
曰
く
、
予
定
よ
り
二
日
間

日
程
が
遅
く
な
っ
た
ほ
か
に
は
何
も
悪
い

こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
私
た
ち

が
生
き
る
上
で
何
も
起
き
な
い
と
こ
と
を

願
う
こ
と
は
賢
明
な
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
き
た
時
で
も
起

き
た
こ
と
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ

を
よ
い
想
い
出
に
替
え
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
生
き
る
こ
と

を
船
遊
び
に
例
え
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
船
遊
び
に
海
に
出
て
み
る
と
予
想
と

違
っ
て
海
は
非
常
に
波
が
荒
く
、
船
が
沈

没
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
多

く
の
人
は
海
に
溺
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
恐
怖
心
で
大
騒
ぎ
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
も
う
少
し
賢
明
な
人
は
波

の
な
い
防
波
堤
の
中
で
船
遊
び
を
楽
し

み
、
船
遊
び
の
危
険
を
避
け
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
人
生
に
お
い
て
何

の
危
険
性
も
心
配
も
な
い
の
で
す
が
、
自

分
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
生
き
る
よ
う
な

人
で
す
。
次
の
人
は
、
船
遊
び
の
要
領
を

よ
く
勉
強
し
荒
波
の
中
で
も
そ
れ
を
利
用

し
楽
し
く
船
遊
び
を
す
る
人
で
す
。
波
の

な
い
時
に
は
穏
や
か
な
海
を
悠
々
と
楽
し

み
ま
す
。
こ
の
人
に
は
波
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
船
遊

び
が
で
き
る
人
で
す
。
あ
る
種
人
生
の
達

人
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
の
人
に
も
一
つ

問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
波
の
有
無
に
関
係

な
く
船
遊
び
を
楽
し
め
る
人
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
船
が
転
覆
し

自
分
が
海
に
溺
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

前
提
の
上
で
す
。
船
の
操
作
が
上
手
な
の

で
、
そ
う
い
う
不
幸
は
起
き
え
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
船
が
転
覆
す
る
よ
う

な
大
事
故
が
起
き
る
と
海
の
中
に
溺
れ
て

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
よ
う
な
人
で
す
。
最
後

の
人
は
、
船
遊
び
を
す
る
際
に
、
荒
波
の

有
無
を
ま
っ
た
く
気
に
せ
ず
に
船
遊
び
を

楽
し
む
人
で
、
波
の
な
い
日
は
そ
の
穏
や

か
さ
を
楽
し
み
、
波
が
荒
く
な
る
と
そ
の

波
を
楽
し
み
、
船
が
転
覆
し
海
の
中
に
落

ち
て
も
溺
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
人
に
は
海
に
溺
れ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
考
え
が
な
い
の
で
、
海
に
落
ち
た
つ
い

で
に
貝
を
拾
っ
た
り
魚
を
捕
っ
た
り
し

て
、
海
の
中
で
も
楽
し
み
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
人
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
人
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
状
況
も
出
来
事

も
楽
し
さ
に
満
ち
た
幸
せ
の
過
程
な
の
で

す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
人
こ
そ
人
生
の
賢

人
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
人
生
の
船
遊
び
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

 

■

厳　

廷
美　

准
教
授
（
社
会
言
語
学
）

人
生
の
船
遊
び

2011年
12月8日
木曜日
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経済と人間
　

現
代
は
「
危
機
の
時
代
」
だ
と
言
わ
れ

る
。
実
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に「
危
機
」

と
い
う
の
は
か
な
り
頻
繁
に
叫
ば
れ
て
き

た
の
で
、「
い
つ
も
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ

ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
い
い
」
と
言
い

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
今
度
ば
か
り
は
事
態

は
深
刻
そ
う
だ
。
と
く
に
経
済
を
め
ぐ
る

世
界
の
動
き
を
表
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

が
、「
不
透
明
」
や
「
不
安
定
」
を
通
り

越
し
て
「
リ
ス
ク
」
一
色
の
気
配
だ
か
ら

だ
。
こ
ん
な
時
こ
そ
「
信
頼
」
が
大
切
だ

と
い
う
話
を
し
て
み
た
い
。

　

た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
営
環
境
が

必
然
と
な
っ
た
企
業
は
、
ど
こ
の
国
の
企

業
も
「
全
世
界
的
な
不
況
」
の
た
め
に
モ

ノ
が
売
れ
な
く
な
り
、
頼
み
の
新
興
国
市

場
に
食
い
込
む
た
め
に
は
、
研
究
開
発
と

雇
用
を
犠
牲
に
し
て
で
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
は
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
空
洞
化
」
を
気
に
せ
ず
世
界
展
開
を
し

な
け
れ
ば
、
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

に
勝
っ
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
製
造
業
の
危
機
を
後
目
に
好
調
に
見

え
た
金
融
で
さ
え
も
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
の
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
リ
ス
ク

を
隠
し
持
ち
、
相
互
不
信
に
陥
り
リ
ス
ク

に
過
敏
に
反
応
す
る
国
際
的
な
フ
ァ
ン
ド

の
行
動
を
縛
る
こ
と
も
予
測
す
る
こ
と
も

難
し
い
以
上
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
ア
メ
リ
カ
金
融
機
関
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
は
公
的

資
金
を
注
入
し
て
防
ぐ
ほ
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
頼
み
の
国
家
の
方
も
、
深
刻

な
経
済
運
営
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

金
融
恐
慌
を
何
と
か
回
避
し
よ
う
と
し
た

ア
メ
リ
カ
財
政
は
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
相

当
傾
い
て
き
て
お
り
、
以
前
か
ら
悪
化
し

て
い
た
州
財
政
を
加
え
て
全
般
的
財
政
危

機
な
ど
と
言
わ
れ
始
め
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
中
で
人
口
わ
ず
か

に
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
ギ
リ
シ
ャ
が
、
Ｅ
Ｕ

ユ
ー
ロ
圏
諸
国
全
体
を
危
機
に
直
面
さ
せ

て
い
る
。
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
基

盤
は
弱
く
、
経
済
的
な
弱
点
が
今
初
め
て

見
つ
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
前
の
政
府
の
財
政
赤
字
の
発
表
に
ご

ま
か
し
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
ギ
リ

シ
ャ
経
済
崩
壊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
走
り

出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
財
政

状
況
の
悪
い
国
は
ギ
リ
シ
ャ
だ
け
で
は
な

い
か
ら
、
次
は
ス
ペ
イ
ン
だ
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
だ
、
い
や
実
は
イ
タ
リ
ア
の
危
機
も
間

近
い
と
、
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
悪
い
風

評
は
瞬
く
間
に
広
が
り
、
Ｅ
Ｕ
と
ユ
ー
ロ

を
支
え
る
大
黒
柱
の
ド
イ
ツ
の
国
債
で
す

ら
入
札
が
不
調
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ひ
と

つ
の
国
の
政
府
の
数
字
の
ご
ま
か
し
が
、

ユ
ー
ロ
圏
そ
の
も
の
の
存
続
の
危
機
に
結

び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
だ
い
に
「
暴
走
す
る
国
際
金
融
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
世
界

中
に
今
の
よ
う
な
資
金
の
流
れ
が
生
じ
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
今
日
の
途
上
国
の
成
長

は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
肝
心
な

の
は
市
場
不
信
の
根
底
に
あ
る
「
市
場
は

ど
ん
な
手
段
を
使
っ
て
で
も
生
き
残
ろ
う

と
す
る
者
を
正
当
化
す
る
」
と
い
う
言
を

正
当
化
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
金

融
機
関
相
互
の
不
信
感
が
金
融
機
関
を
滅

ぼ
し
、
政
府
の
ご
ま
か
し
が
政
府
を
窮
地

に
陥
ら
せ
て
い
る
。
お
互
い
を
オ
ー
プ
ン

に
示
し
あ
う
、
行
動
の
規
範
を
み
ん
な
が

守
る
と
い
う
信
頼
感
。
そ
れ
だ
け
で
ず
い

ぶ
ん
世
界
の
景
色
は
変
わ
る
よ
う
に
思
う

の
だ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。（
ち
な
み

に
イ
タ
リ
ア
の
国
債
累
積
額
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
が
、
で

は
財
政
の
累
積
赤
字
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
日
本
な
ど
は
こ
の
ま
ま
で

大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
信

頼
の
根
拠
も
ま
た
、今
問
わ
れ
て
い
る
。）

 

■

藤
井
和
夫　

教
授　
（
経
済
史
・
経
営
史
）

不
信
の
代
償

2011年
12月12日
月曜日
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チャペル講話
　

２

０

１

１

年
12

月
14

日
付
の

『T
IM
E

』
誌
は
、同
年
の
世
界
中
の
「
抗

議
す
る
人
々
（Protesters

）」
を
特
集

し
ま
し
た
。
米
国
で
は
、「
ウ
オ
ー
ル
街

を
占
拠
せ
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ

り
、
所
得
や
富
の
集
中
に
対
す
る
抗
議
の

声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
原
発

停
止
を
求
め
る
20
万
人
以
上
の
デ
モ
が
あ

り
、
英
国
で
は
緊
縮
財
政
と
大
学
授
業
料

の
大
幅
引
上
げ
へ
の
抗
議
行
動
も
あ
り
ま

し
た
。
長
期
独
裁
政
権
下
の
北
ア
フ
リ
カ

諸
国
で
、
民
主
化
を
求
め
る
動
き
が
広
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
抗
議
行
動
に
は
、
若

年
層
が
多
く
参
加
し
て
い
る
点
が
重
要
で

す
。

　

こ
れ
ら
抗
議
行
動
の
多
く
は
非
暴
力
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
数
決
の
手
続
を
踏

め
ば
、
全
て
が
正
当
と
さ
れ
が
ち
な
議
会

制
民
主
主
義
の
弱
点
を
補
う
力
と
な
り
得

ま
す
。

　

日
本
で
は
、
同
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

原
発
停
止
を
求
め
る
抗
議
行
動
の
参
加
者

は
2
千
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
同
年
11
月
の

東
京
で
の
抗
議
集
会
は
参
加
者
が
10
倍
以

上
に
増
加
し
た
も
の
の
、
参
加
者
に
は
高

齢
者
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
若
年
失
業
率
は
９
％
近
く
、

年
齢
計
の
２
倍
で
す
。
雇
用
不
安
定
は
、

経
済
力
を
低
下
さ
せ
、
家
族
形
成
に
影
響

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
日
本
の
若

者
は
ど
う
し
て
抗
議
し
な
い
の
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
問
に
対
し
て
、
欧
米
の
若
者
よ
り

日
本
の
若
者
は
相
対
的
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
か
、
若
者
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
離
れ
し
て

い
る
な
ど
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。
経
済
的

弱
者
で
あ
る
若
者
に
抗
議
す
る
余
裕
は
な

い
と
か
、
主
義
・
主
張
で
行
動
す
る
こ
と

を
好
ま
な
い
か
ら
だ
と
も
解
釈
さ
れ
ま

す
。

　

実
は
経
済
学
の
世
界
で
も
、
経
済
の
問

題
と
倫
理
の
問
題
を
厳
密
に
切
り
離
そ
う

と
す
る
考
え
方
が
、
長
年
力
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。
個
人
の
選
好
を
所
与
と
し
、
そ

の
効
用
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い

と
い
う
暗
黙
の
価
値
観
も
支
配
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
、
市
場
競
争
の

結
果
と
し
て
生
じ
る
経
済
格
差
を
安
易
に

肯
定
す
る
考
え
方
は
、
多
方
面
か
ら
の
抵

抗
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
の
問
題
と
倫
理
の
問
題
を
切
り
離

し
て
き
た
経
済
学
を
改
革
す
る
動
き
は
、

イ
ン
ド
の
経
済
学
者
ア
マ
ル
テ
イ
ア
・
セ

ン
の
主
張
に
み
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
イ
ン

ド
建
国
の
父
ガ
ン
ジ
ー
の
経
済
思
想
に
も

経
済
と
倫
理
を
結
び
つ
け
る
考
え
方
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
元
労
働
長
官
ロ
バ
ー
ト
・

ラ
イ
シ
ュ
は
、
富
の
極
端
な
集
中
や
貧
富

の
格
差
の
拡
大
に
対
し
、
倫
理
的
批
判
を

敢
え
て
避
け
、
し
か
し
、
巨
大
な
経
済
格

差
を
維
持
す
る
こ
と
が
経
済
・
社
会
全
体

を
不
安
定
化
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
経
済

学
を
用
い
て
積
極
的
な
改
革
を
提
言
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
秋
に
世
界
標
準
化
機
構
の

採
択
し
た
「
組
織
の
社
会
的
責
任
」
に
関

す
る
基
準
で
は
、
企
業
が
存
続
で
き
て

も
、
そ
の
立
地
す
る
地
域
及
び
社
会
の
持

続
的
発
展
が
困
難
な
ら
、
企
業
は
社
会
的

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

私
は
、
５
名
の
経
済
学
部
の
教
員
の

方
々
と
協
力
し
、
春
学
期
に
「
経
済
学
ト

ピ
ッ
ク
ス
Ｊ―

経
済
と
倫
理―

」
の
講
義

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
経
済
と
倫
理
の
関

係
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
時
、
本
日
の
聖

書
の
箇
所
で
あ
る
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙

Ⅰ
の
第
１
章
26
節
か
ら
29
節
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
、

世
の
知
恵
と
神
の
知
恵
を
対
比
し
、
世
の

知
恵
の
空
し
さ
を
語
る
の
で
す
。
経
済
学

も
世
の
知
恵
の
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
を
空

し
い
知
識
の
体
系
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
こ
れ
を
若
い
世
代
が
勇
気

を
持
っ
て
積
極
的
に
生
き
る
た
め
の
豊
か

な
知
恵
に
す
る
た
め
、
今
こ
そ
経
済
と
倫

理
の
関
係
を
問
う
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。

　

あ
な
た
も
、
春
学
期
に
、「
経
済
学
ト

ピ
ッ
ク
ス
Ｊ
」
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

■

井
口　

泰　

教
授
（
労
働
経
済
学
）

日
本
の
若
者
は 

な
ぜ
抗
議
し
な
い
の
か

2011年
12月15日
木曜日
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経済と人間
　

一
見
し
て
、
経
済
学
と
倫
理
の
関
係
が

そ
れ
ほ
ど
深
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
現
代
社
会
に
直
面
し
て
い
る

ほ
と
ん
ど
の
倫
理
的
課
題
が
経
済
に
影
響

さ
れ
る
。
又
、
そ
の
反
対
に
も
、
日
常
生

活
の
中
で
選
ぶ
選
択
肢
に
は
倫
理
と
関
係

す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
も
結
局

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
社
会
の
経
済
に
も

か
な
り
影
響
を
与
え
る
。

　

私
が
担
当
す
る
講
義
で
は
、
倫
理
と
経

済
学
の
相
互
関
係
を
考
え
る
た
め
の
「
哲

学
的
土
台
」を
作
ろ
う
と
す
る
。
そ
の「
土

台
」に
関
す
る
一
番
中
心
的
な
概
念
は「
世

界
観
」
と
い
う
概
念
だ
。
そ
し
て
、
も
う

一
つ
の
重
要
な
概
念
は
聖
書
に
出
て
来
る

「
聖
書
の
世
界
観
」
の
中
心
と
な
る
「
人

間
が
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
概
念
だ
。

　

こ
の
「
神
に
か
た
ど
っ
て
い
る
」
と
い

う
表
現
は
日
本
語
で
は
、
あ
ま
り
ピ
ン
と

来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
英
語
で

は
、〝im

age of God

〞
と
言
う
。「
神
の

イ
メ
ー
ジ
」、
つ
ま
り
、
神
と
似
て
い
る

こ
と
だ
。
神
が
「
霊
」
だ
か
ら
、そ
の
「
似

て
い
る
」
部
分
は
肉
体
的
な
こ
と
で
は
な

く
、
霊
的
な
事
で
、「
創
造
性
」
や
「
思

考
能
力
」
な
ど
の
面
だ
。

　

聖
書
の
教
え
は
、
地
球
上
の
全
て
の
生

物
が
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
被
造

物
」
で
、
そ
の
中
で
、
こ
の 
〝im

age of 
God

〞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
被
造
物
は
人

間
だ
け
だ
。
聖
書
の
世
界
観
に
よ
る
と
、

人
間
に
特
別
な
存
在
す
る
価
値
を
与
え
る

の
は
こ
の
〝im

age of God

〞
だ
。
こ
れ

は
人
間
と
し
て
の
価
値
を
裏
付
け
る
「
神

の
保
証
」
と
な
る
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
考
え
る
た

め
、
分
か
り
や
す
い
類
推
を
考
え
よ
う
。

こ
の
１
０
０
０
円
札
は
物
質
的
な
意
味
で

特
定
の
模
様
が
印
刷
さ
れ
た
特
殊
の
紙
切

れ
だ
け
だ
が
、
日
本
政
府
が
保
証
す
る
た

め
、１
０
０
０
円
の
価
値
が
あ
る
。で
は
、

も
う
一
つ
の
「
１
０
０
０
円
」
と
書
い
て

あ
る
紙
を
取
り
出
そ
う
。
こ
れ
に
は
同
じ

１
０
０
０
円
の
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
こ

の
い
わ
ゆ
る
「
１
０
０
０
円
札
」
に
は
何

の
保
証
も
付
い
て
な
い
か
ら
だ
。

　

で
は
、
こ
の
本
物
の
１
０
０
０
円
札
の

価
値
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
の
札
が
使

わ
れ
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
使
い
古
さ

れ
て
し
ま
い
、
汚
れ
や
傷
が
付
い
て
し
ま

う
。
そ
の
場
合
は
、
こ
の
札
の
価
値
は
ど

う
影
響
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
汚
れ
具
合

に
よ
っ
て
、
価
値
が
下
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
い
い
え
、
こ
の
札
の
価
値
は
ど
れ

ほ
ど
き
れ
い
な
状
態
で
あ
る
か
に
よ
っ
て

決
ま
ら
な
い
。
本
物
の
１
０
０
０
円
札
だ

と
確
認
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
状
態
に
な
っ

て
も
、
価
値
は
１
０
０
０
円
の
ま
ま
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
１
０
０
０
円
を
お
作
り

に
な
っ
た
日
本
政
府
が
そ
れ
を
保
証
し
て

い
る
か
ら
だ
。

　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
に
価
値
を

与
え
る
の
は
人
間
を
お
造
り
に
な
っ
た
神

様
で
、
そ
の
「
保
証
」
と
し
て
、
人
間
に

ご
自
分
の
〝im

age

〞
を
与
え
た
。
こ
の

思
想
は
倫
理
や
人
権
と
深
く
関
係
す
る
。 

ど
の
国
で
も
そ
う
だ
が
、
日
本
社
会
の
中

で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
が
幸
せ
な
人
生

を
送
る
た
め
に
健
全
な
経
済
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
経
済
対

策
の
裏
に
は
そ
の
土
台
と
な
る
世
界
観
が

あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
経
済
学
を
勉

強
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
土
台
と
な
る
思

想
や
倫
理
を
も
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
る
た
め
に
、
経
済
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
履

修
す
る
こ
と
は
そ
の
た
め
の
よ
い
機
会
の

で
、
お
勧
め
し
た
い
。

 

■

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ボ
イ
ル　

教
授
（
科
学
と
宗
教
）

経
済
と
倫
理

2011年
12月16日
金曜日
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チャペル講話
　

財
政
危
機
が
な
か
な
か
収
束
し
な
い
。

２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
各
国
は
大
幅
な
財
政
出
動
と
金
融
緩

和
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
経
済
は

軟
着
陸
す
る
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
ギ
リ
シ
ャ
で
国
家
ぐ
る
み
の
「
粉
飾

決
算
」が
発
覚
し
、こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ

て
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
国
々

へ
債
務
問
題
が
飛
び
火
し
た
。

　

欧
州
だ
け
で
は
な
い
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
震
源
地
ア
メ
リ
カ
も
、
国
家

財
政
の
債
務
条
件
の
引
き
上
げ
が
で
き
ず

に
、
財
政
危
機
が
懸
念
さ
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
国
債
の
格
付
け
は
、
最
上
位
か
ら
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

　

欧
州
の
財
政
問
題
は
、
解
決
ま
で
の
道

の
り
が
長
そ
う
だ
。
欧
州
は
単
一
通
貨

ユ
ー
ロ
を
も
つ
ゆ
え
に
、
金
融
は
国
家
を

超
え
て
統
合
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

財
政
は
国
家
で
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
金
融
と
財
政
は
国
債
に
よ
っ
て
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ユ
ー
ロ
加
盟

国
に
は
財
政
規
律
を
働
か
せ
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
が
、
そ
れ
が
機
能
し
な
か
っ

た
。
問
題
は
長
期
化
し
、
解
決
の
た
め
に

は
財
政
を
も
統
合
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ

ろ
う
。

　

日
本
や
ア
メ
リ
カ
は
盤
石
な
の
か
と
い

え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
も
ア
メ
リ

カ
も
、
政
治
の
基
盤
が
弱
く
、
政
策
の
推

進
力
に
難
点
を
も
つ
。
２
国
と
も
、
増
税

な
ど
負
担
増
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
高

い
。そ
れ
に
目
を
つ
け
た「
小
さ
な
政
府
」

を
掲
げ
る
勢
力
が
、
負
担
増
を
批
判
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
運
動
が
そ
れ
だ
。

　

日
本
で
も
、
欧
州
の
事
例
は
決
し
て
対

岸
の
火
事
で
は
な
い
。
ね
じ
れ
国
会
に
よ

り
、
日
本
の
与
党
民
主
党
の
政
治
基
盤
は

弱
い
。
そ
ん
な
な
か
、
財
政
再
建
に
向
け

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
で
は
、
２
０
１
５
年
ま
で

に
段
階
的
に
消
費
税
率
を
10
％
へ
引
き
上

げ
る
方
針
だ
。
今
後
、
こ
の
与
党
の
方
針

を
め
ぐ
っ
て
、
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
始

ま
る
。

　

２
０
０
９
年
に
念
願
の
政
権
交
代
を
果

た
し
た
民
主
党
は
、
そ
の
際
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
４
年
間
は
消
費
税
の
増
税
は
行
わ

な
い
と
す
る
文
言
を
入
れ
た
。
支
出
を
見

直
せ
ば
無
駄
は
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
十
分
な
成
果

は
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
子
ど

も
手
当
や
高
速
道
路
無
料
化
を
実
施
し
、

社
会
保
障
へ
の
切
り
込
み
も
甘
い
。

　

そ
ん
な
民
主
党
が
方
針
転
換
し
た
消
費

税
の
増
税
だ
か
ら
、
反
対
し
た
く
な
る
気

持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し

こ
こ
で
、
財
政
は
誰
の
も
の
な
の
か
に
つ

い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
国
債
に
よ
る
金
融
と
財
政
の
つ
な
が

り
を
指
摘
し
た
が
、
国
債
に
よ
っ
て
現
在

世
代
と
将
来
世
代
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

国
の
一
般
会
計
は
、
税
収
よ
り
も
国
債

発
行
額
が
多
い
。
社
会
保
障
は
現
在
に
生

き
る
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
財
源
の
少
な
く
な
い
部
分

が
、
赤
字
国
債
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

る
。
赤
字
国
債
は
子
ど
も
や
未
出
生
世
代

な
ど
将
来
世
代
の
負
担
と
な
る
。

　

現
在
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、

将
来
世
代
が
負
担
す
る
構
図
は
明
ら
か
に

問
題
で
あ
る
。
将
来
世
代
は
選
挙
権
を
も

た
な
い
の
に
、
現
代
世
代
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
や
負
担
を
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ

こ
に
、
世
代
を
越
え
た
財
政
問
題
の
難
し

さ
が
あ
る
。

　

基
本
と
す
べ
き
は
「
現
在
世
代
の
サ
ー

ビ
ス
は
現
在
世
代
が
負
担
す
る
」
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
民
主
党
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
の
「
国

民
」
に
は
、
将
来
世
代
が
含
ま
れ
る
の
か

ど
う
か
。
こ
の
こ
と
が
、
日
本
を
含
め
た

世
界
の
財
政
運
営
に
問
わ
れ
て
い
る
。 

■

上
村
敏
之　

教
授
（
財
政
学
）

財
政
危
機
の
世
代
間
倫
理

2011年
12月19日
月曜日
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経済と人間
　

幸
福
の
指
標
づ
く
り
が
盛
ん
で
あ
る
。

国
、自
治
体
と
も
に
こ
の
幸
福
の「
指
標
」

作
り
に
熱
心
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
幸
福

度
が
高
い
こ
と
を
実
感
で
き
る
生
活
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
の
幸
福
の

指
標
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
学
問

の
一
つ
に
経
済
学
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
経

済
学
は
幸
福
を
追
求
し
て
い
る
学
問
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

を
信
じ
て
い
る
の
は
経
済
学
者
か
経
済
学

部
の
人
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
経
済
学
者

に
国
を
ま
か
せ
る
と
ろ
く
な
世
の
中
に
な

ら
な
い
、
そ
う
信
じ
て
や
ま
な
い
人
は
実

に
多
い
。

　

経
済
学
は
価
格
の
理
論
と
も
い
え
る
。

価
格
と
は
財
の
価
値
を
金
銭
評
価
し
た
も

の
で
あ
る
。
人
々
は
そ
の
価
格
の
変
化
に

基
づ
い
て
行
動
す
る
。
価
格
が
存
在
す
る

財
と
は
、
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
る
財
で

あ
る
が
、
市
場
を
も
た
な
い
財
で
あ
っ
て

も
金
銭
評
価
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
市
場
で
の
取
引
が
さ
れ
て
い
な
い
財

ま
で
も
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
代
表
的
な

例
が
、「
費
用
便
益
分
析
」
で
あ
る
。「
費

用
便
益
分
析
」
と
は
公
共
事
業
に
対
し

て
、
そ
の
事
業
を
行
う
か
否
か
の
判
断
を

行
う
際
の
評
価
で
あ
る
。
現
在
、
す
べ
て

の
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
こ
の
評
価
を
行

い
、
事
業
が
も
た
ら
す
便
益
を
費
用
が
超

え
な
い
と
、
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
事
業
が
も
た
ら
す
「
便
益
」
と
「
費

用
」を
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
、（便

益

）－
（費

用

）
〉０

、
あ
る
い
は
（便

益

）÷

（費
用

）
〉１

の
場
合
に
し
か
そ
の
事
業
を
実

行
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
事
業

は
、
効
率
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と
が
理
論

的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

事
業
の
効
率
性
が
当
初
よ
り
も
著
し
く
悪

化
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
事
業
が
進
行

中
で
あ
っ
て
も
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。

　

さ
て
、
話
を
も
と
に
も
ど
す
と
、
便
益

と
費
用
の
算
出
の
際
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
金
銭
換
算
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な

い
と
、
先
述
し
た
便
益
と
費
用
の
引
き
算

な
り
割
り
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
混
雑
す
る
国
道
に
、
高
規
格

バ
イ
パ
ス
道
路
を
通
し
て
、
混
雑
緩
和
を

ね
ら
う
事
業
を
考
え
よ
う
。
こ
の
バ
イ
パ

ス
道
路
を
通
す
こ
と
に
よ
り
旧
国
道
で
は

混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
交
差
点
に
お
け
る
交

通
事
故
数
が
減
少
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

事
故
に
あ
う
こ
と
な
く
救
わ
れ
た
命
の
価

値
を
金
銭
換
算
し
て
便
益
に
加
え
る
必
要

が
あ
る
。
一
方
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス
道
路

は
山
の
中
に
通
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
際
、
そ
こ
に
あ
っ
た
け
も
の
道

が
分
断
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
野
生
動
物

が
自
動
車
事
故
に
あ
う
よ
う
に
な
る
。
そ

の
失
わ
れ
た
野
生
動
物
の
命
の
価
値
を
金

銭
換
算
し
て
費
用
に
参
入
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ら
２
つ
の
命
の
価
値
が
金
銭
換

算
さ
れ
足
し
引
き
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

命
を
金
銭
化
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
社
会

の
多
く
の
人
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
道
徳
や
倫
理
が
存

在
し
て
い
る
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
う
い

う
点
か
ら
も
、
経
済
学
は
多
く
の
人
か
ら

支
持
さ
れ
な
い
。

　

世
の
中
を
経
済
学
者
が
幸
せ
に
で
き
る

と
は
思
わ
な
い
が
、
そ
う
す
る
た
め
の
手

伝
い
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
考
え
方

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
て
も
よ
い

学
問
で
あ
る
し
、
理
路
整
然
と
し
た
考
え

方
で
あ
る
。
学
ん
で
お
い
て
損
は
な
い
。

経
済
学
の
考
え
方
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、

（
時
々
）
役
に
立
つ
。

 

■

山
鹿
久
木　
教
授
（
都
市
経
済
学
）

金
銭
化
と
幸
福

2011年
12月20日
火曜日
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働
く
と
い
う
権
利
と
し
て
の
意
義
は
、

ま
ず
自
立
し
た
生
活
で
き
る
収
入
を
得
る

こ
と
だ
。
自
分
が
働
い
て
得
た
収
入
で
あ

る
か
ら
自
分
で
自
由
に
使
え
る
（
個
人
的

消
費
の
自
由
）。
能
力
を
発
揮
し
て
い
る

か
ら
自
分
と
し
て
も
労
働
＝
自
己
実
現
に

繫
が
る
（
自
己
実
現
と
し
て
の
労
働
）。

お
客
さ
ん
や
同
僚
と
地
域
の
人
間
関
係
を

つ
く
る
と
い
う
意
味
で
社
会
的
権
利
も
保

障
さ
れ
る
（
社
会
的
労
働
の
意
義
）。

　

ど
の
企
業
も
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
、
障
害
者
の
採
用
を
躊
躇
す
る

傾
向
が
あ
る
。
日
本
の
雇
用
率
は
障
害
者

全
体
で
企
業
へ
の
雇
用
率
は
４
０
・
３
％

で
あ
る
。
身
体
障
害
者
の
雇
用
率
は

４
３
・
０
％
で
あ
る
。
知
的
障
害
者
は

５
２
・
７
％
で
あ
る
。
常
用
雇
用
で
雇
わ

れ
て
い
る
人
の
率
は
１
８
・
７
％
し
か
な

く
、
大
半
は
非
常
勤
職
員
で
あ
る
。
精
神

障
害
者
は
極
め
て
低
く
、
１
７
・
４
％
に

過
ぎ
な
い
（
２
０
０
５
年
の
デ
ー
タ
）。

　

同
調
査
に
よ
る
と
授
産
施
設
や
作
業
所

な
ど
に
い
る
障
害
者
全
体
で
は
２
０
・

８

％
で
あ
る
。
知
的
障
害
者
は

５
９
・
４
％
が
授
産
施
設
・
作
業
所
な
ど

で
働
い
て
い
る
。
精
神
障
害
者
は

３
７
・
７
％
が
授
産
施
設
・
作
業
所
で
働

い
て
い
る
。
授
産
施
設
や
作
業
所
な
ど
で

は
「
福
祉
的
就
労
」
と
い
い
、
労
働
者
の

権
利
は
な
く
最
低
賃
金
法
の
適
用
は
な

い
。多
く
は
月
額
２
万
円
以
下
の
賃
金（
工

賃
と
い
う
）
で
働
い
て
い
る
現
実
が
あ

る
。
多
く
の
障
害
者
は
福
祉
と
労
働
の
狭

間
に
い
る
。

　

企
業
は
障
害
者
を
な
か
な
か
雇
わ
な

い
。
だ
か
ら
法
的
規
制
力
に
頼
る
傾
向
に

あ
る
。
世
界
的
に
は
規
制
に
は
２
つ
の
方

法
が
あ
る
。
１
つ
は
割
り
当
て
雇
用
政

策
、
２
つ
目
に
は
雇
用
に
関
す
る
差
別
禁

止
の
法
律
だ
。
割
り
当
て
雇
用
と
い
う
の

は
、
障
害
者
の
数
を
雇
わ
れ
て
い
る
常
用

労
働
者
で
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
数
字

（
法
定
雇
用
率
）
を
法
律
で
各
企
業
に
強

制
す
る
も
の
だ
。
２
つ
目
に
は
企
業
に
よ

る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
差
別
撤
廃
で
あ

る
。
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
割
り
当

て
雇
用
の
制
度
を
採
っ
て
い
る
。
障
害
者

に
関
す
る
差
別
撤
廃
の
法
律
は
代
表
的
な

国
に
は
ア
メ
リ
カ
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
が
あ
る
。

　

日
本
は
「
障
害
者
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
」（
１
９
６
０
年
）
で
、
現

在
は
民
間
企
業
で
常
用
労
働
者
の
１
・

８
％
を
障
害
者
で
雇
用
す
る
よ
う
に
決
め

ら
れ
て
い
る
（
法
定
雇
用
率
と
言
う
）。

法
定
雇
用
率
は
国
や
自
治
体
は
２
・
１
％

と
１
・
８
％
の
民
間
企
業
よ
り
も
高
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。
国
や
自
治
体
は
民
間
企

業
に
率
先
し
て
多
く
の
障
害
者
を
雇
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
。
国

や
自
治
体
の
中
で
は
障
害
者
の
採
用
に
消

極
的
な
学
校
の
教
師
は
教
育
委
員
会
と
い

う
分
類
で
あ
る
が
２
・
０
％
と
い
う
よ
り

低
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

法
定
雇
用
率
は
数
年
で
変
わ
っ
て
い

る
。
障
害
者
の
概
念
も
異
な
る
し
、
働
き

た
い
と
希
望
す
る
障
害
者
が
多
く
な
れ

ば
、
法
定
雇
用
率
も
高
く
な
る
仕
組
み
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
１
９
７
７
年
に
は
身

体
障
害
者
だ
け
で
１
・
３
％
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
知
的
障
害
者
も
対
象
に
な

り
、
１
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
重
度
障
害
者
を
１
人
雇
用
す

れ
ば
２
人
を
雇
っ
た
こ
と
に
す
る
と
い
う

「
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
」
を
採
用
し
て
い

る
が
、
現
実
に
は
５
６
人
以
上
の
（
５
６

人
未
満
で
は
障
害
者
を
１
人
も
採
用
し
な

く
て
も
よ
い
）
企
業
全
体
と
し
て
の
実
雇

用
率
は
１
・
６
８
％
と
法
律
に
規
定
さ
れ

て
い
る
率
（
１
・
８
％
）
に
届
か
な
い
。

　

な
お
、
法
律
に
反
し
た
場
合
は
足
り
な

い
障
害
者
１
人
に
対
し
て
月
５
万
円
の

「
納
付
金
」（
事
実
上
の
罰
金
）
を
納
め

る
仕
組
み
が
あ
る
。
障
害
者
を
多
く
雇
っ

て
い
る
会
社
に
奨
励
金
と
し
て
支
払
う
原

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
大
谷　

強　

教
授
（
社
会
保
障
論
）

日
本
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
実
態

2011年
12月1日
木曜日
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経済と人間

資
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
会
社
の
幹
部
は

月
５
万
円
で
済
む
の
な
ら
障
害
者
１
人
雇

う
よ
り
も
納
付
金
の
方
が
安
く
上
が
る
程

度
の
「
罰
金
」
の
金
額
だ
。
達
成
割
合
が

４
７
・
０
％
に
な
っ
て
い
る
項
目
は
、個
々

の
企
業
で
は
法
律
を
達
成
し
た
の
は
企
業

全
体
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
法
律
を
守
る

方
が
企
業
で
は
少
な
い
。
今
は
不
況
だ
か

ら
障
害
者
を
雇
わ
な
い
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
３
５
年
（
法
定
雇
用
率
が
制
度
化

１
９
７
７
年
か
ら
）
一
度
も
企
業
は
障
害

者
雇
用
の
法
律
を
達
成
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。こ
の
３
５
年
の
間
、企
業
は
ず
っ

と
不
況
だ
っ
た
の
か
。

　

自
治
体
行
政
も
民
間
企
業
に
障
害
者
雇

用
を
守
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
な
り

昔
だ
が
、
神
奈
川
県
知
事
は
ど
の
民
間
企

業
が
集
ま
る
会
合
で
も
、
挨
拶
の
度
に
障

害
者
の
実
雇
用
率
を
３
％（
現
在
１
・
８
％

の
法
定
雇
用
率
を
越
え
て
い
ま
す
が
）
の

目
標
を
実
現
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

大
阪
府
で
も
「
障
害
者
雇
用
第
１
番
目
」

を
目
指
す
旗
印
の
も
と
に
総
合
評
価
一
般

競
争
入
札
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
入
札

企
業
の
障
害
者
実
雇
用
率
を
１
・
８
％
以

下
の
企
業
が
応
札
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

当
該
企
業
は
そ
れ
だ
け
で
減
点
す
る
と
い

う
制
度
を
採
用
し
た
。
国
に
自
治
体
が
先

ん
じ
て
母
子
家
庭
の
母
親
、
障
害
者
雇
用

な
ど
や
最
低
賃
金
を
条
例
に
定
め
る
な
ど

自
治
体
の
行
為
を
「
公
契
約
条
例
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
、
千
葉
県
の
野
田
市
や
川

崎
市
な
ど
が
先
行
し
て
い
る
。

　

法
律
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
働
き

た
い
障
害
者
が
多
く
残
っ
て
い
る
現
状
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
新
し

い
働
き
方
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
で

は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
」、
日
本

で
は
「
社
会
的
事
業
所
」
で
あ
る
。
大
阪

府
の
箕
面
市
や
滋
賀
県
や
北
海
道
の
札
幌

市
な
ど
で
「
社
会
的
事
業
所
」
が
有
名
で

あ
る
。
人
に
よ
っ
て
概
念
も
異
な
る
が
、

民
間
企
業
で
あ
っ
て
も
行
政
に
よ
る
「
賃

金
補
助
」
の
仕
組
み
が
あ
る
制
度
を
さ
し

て
い
る
。
別
の
側
面
か
ら
い
う
と
、
障
害

者
と
健
常
者
が
職
場
で
「
共
に
働
く
」
関

係
を
重
視
し
た
特
徴
を
持
つ
。
行
政
が
、

障
害
者
も
共
に
働
く
職
場
に
「
賃
金
補

助
」
を
す
る
条
件
を
付
け
る
。
多
く
の
会

社
は
上
司
が
指
揮
命
令
を
下
し
て
動
い
て

い
る
が
、
社
会
的
事
業
所
は
共
に
働
く
も

の
と
し
て
対
等
な
関
係
を
求
め
る
。
障
害

者
も
遜
色
な
く
働
け
る
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

障
害
者
が
働
く
こ
と
を
権
利
保
障
と
い

う
側
面
も
あ
る
。
と
と
も
に
非
就
労
者
に

「
福
祉
」
や
「
社
会
保
障
」
と
し
て
投
下

さ
れ
た
財
源
を
節
約
で
き
る
面
と
「
福

祉
」
と
い
う
名
目
で
も
っ
ぱ
ら
個
人
消
費

に
費
や
さ
れ
た
税
金
が
収
入
で
戻
る
点
だ

（
経
済
的
効
果
）。

 

■
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学
生
諸
君
の
最
近
の
厳
し
い
就
活
を
見

聞
き
し
て
い
て
、
何
事
か
話
す
べ
き
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
京
セ
ラ

を
立
ち
上
げ
、社
長
・
会
長
を
経
験
し
て
、

今
は
名
誉
会
長
を
務
め
る
稲
盛
和
夫
氏
の

『
働
き
方
』（
三
笠
書
房
）
に
出
会
い
ま

し
た
。
稲
盛
氏
は
世
の
中
を
見
て
い
て
、

若
い
人
た
ち
の
中
に
は
、
一
生
懸
命
に
働

い
た
り
、
必
死
に
な
っ
て
仕
事
を
し
た
り

す
る
の
は
格
好
悪
い
と
考
え
、
株
の
取
引

で
楽
し
て
儲
け
る
ス
タ
イ
ル
に
憧
れ
、
一

攫
千
金
を
果
た
し
て
若
く
し
て
リ
タ
イ
ア

す
る
の
を
ゴ
ー
ル
だ
と
考
え
る
人
が
増
え

て
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
本
当

は
働
き
た
く
な
い
が
、
食
べ
て
い
く
に
は

や
む
を
得
ず
働
く
、
だ
か
ら
楽
に
働
き
た

い
と
い
っ
た
考
え
方
が
、
豊
か
な
時
代
環

境
を
背
景
に
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
浸

透
し
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
、
稲
盛
氏
は
、
自
ら
の
考
え

と
経
験
を
話
し
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義

や
目
的
、
幸
福
な
人
生
に
繋
が
る
「
働
き

方
」
を
、
若
い
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
考

え
た
の
が
、『
働
き
方
』
を
出
版
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

稲
盛
氏
は
、
若
い
と
き
に
多
く
の
挫
折

を
経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
学
受
験

に
失
敗
し
ま
す
。
そ
の
後
、
結
核
に
罹
患

し
死
線
を
さ
ま
よ
う
経
験
を
し
、
そ
の
病

気
を
押
し
て
受
験
し
た
再
度
の
中
学
受
験

に
も
失
敗
し
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
災
で
家

ま
で
焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
志
望
大
学

へ
の
進
学
も
失
敗
す
る
な
ど
、
不
幸
は
度

重
な
り
ま
す
。
や
が
て
地
元
の
大
学
に
入

学
し
、
猛
勉
強
に
励
み
ま
す
。
最
終
学
年

に
な
っ
て
、
大
学
か
ら
太
鼓
判
を
頂
い
て

い
た
の
で
す
が
、
大
企
業
へ
の
就
職
活
動

は
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
、
う
ま
く
進

路
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
の

こ
と
で
、
京
都
の
「
松
風
工
業
」
に
就
職

で
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
も
と
も
と

碍
子
を
造
る
立
派
な
製
造
会
社
だ
っ
た
の

で
す
が
、氏
が
就
職
し
た
頃
は
、オ
ー
ナ
ー

一
族
の
内
輪
も
め
や
、
労
働
争
議
が
絶
え

な
い
の
で
、
実
は
、
今
に
も
潰
れ
そ
う
な

赤
字
会
社
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
近
く
の
商
店
の
親
父
か
ら
「
え
ら
い

と
こ
に
就
職
し
た
な
、
あ
ん
な
会
社
に

居
っ
た
ら
、
嫁
も
こ
ん
で
」
と
言
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
事
実
、
初
任
給
は
、
し
ば

ら
く
待
っ
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
る
始
末
で

す
。23
才
の
氏
は
、「
何
故
、こ
ん
な
に
次
々

と
苦
難
や
不
幸
が
降
り
か
か
っ
て
く
る
の

だ
ろ
う
か
、
こ
の
先
、
自
分
の
人
生
は
一

体
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
暗
澹

た
る
思
い
で
し
た
。

　

入
社
後
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
同

期
に
入
社
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど
辞
め
て
、

残
っ
た
の
は
、
た
っ
た
二
人
で
し
た
。
し

か
も
、
こ
の
二
人
は
、
会
社
を
辞
め
る
べ

く
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
試
験
を
受
け

て
、
と
も
に
合
格
し
た
の
で
し
た
。
自
衛

隊
に
は
い
る
手
続
き
の
た
め
に
、
戸
籍
抄

本
が
必
要
に
な
り
、
稲
盛
氏
は
、
実
家
に

戸
籍
抄
本
の
送
付
を
頼
ん
だ
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
戸
籍
抄
本
は
待
て
ど
暮
ら
せ
ど

一
向
に
届
き
ま
せ
ん
。
後
で
分
か
っ
た
の

で
す
が
、「
苦
労
し
て
大
学
ま
で
進
ま
せ
、

先
生
の
紹
介
で
京
都
の
会
社
に
や
っ
と
入

れ
て
も
ら
っ
た
の
に
、
半
年
も
辛
抱
仕
切

れ
な
い
と
は
、
何
と
情
け
な
い
や
つ
だ
」

と
、
兄
が
怒
っ
て
、
家
族
の
誰
に
も
、
抄

本
を
送
ら
せ
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

　

稲
盛
氏
た
だ
一
人
が
、
オ
ン
ボ
ロ
会
社

に
残
さ
れ
る
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
、

や
っ
と
目
が
覚
め
る
の
で
し
た
。「
会
社

を
辞
め
る
に
は
大
義
名
分
の
よ
う
な
確
か

な
理
由
が
要
る
だ
ろ
う
、
漠
然
と
し
た
不

満
か
ら
辞
め
た
の
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
、
き
っ
と
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
」
と

思
い
至
り
、
働
く
こ
と
に
真
正
面
か
ら
本

気
で
格
闘
し
て
み
よ
う
と
、
人
生
初
め
て

決
断
を
す
る
わ
け
で
す
。

　

当
時
、
会
社
は
、
最
先
端
の
フ
ァ
イ
ン

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
井
上
勝
雄　

教
授
（
統
計
学
・
計
量
経
済
学
）

如
何
に
働
く
か

2011年
12月22日
木曜日
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セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
稲
盛
氏
は
、
研
究
室
に
鍋
釜

を
持
ち
込
み
、
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、

四
六
時
中
、
研
究
に
励
み
、
三
度
の
食
事

も
ろ
く
に
採
ら
ず
、
実
験
に
打
ち
込
み
ま

す
。
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
関
す
る

最
新
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
専
門
誌
を
取
り
寄
せ
、
辞
書
片
手
に

読
み
進
め
、
図
書
館
で
借
り
た
専
門
書
を

ひ
も
と
い
た
り
し
て
、
仕
事
の
終
わ
っ
た

夜
や
、
会
社
の
休
み
の
日
に
も
勉
強
と
実

験
を
重
ね
ま
す
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
興

味
深
く
、
ま
た
好
ま
し
い
実
験
結
果
が
出

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
と
同
時

に
、
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
「
会
社
を
辞

め
た
い
、
自
分
の
人
生
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
悩
み
や
迷
い
が
消
え
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
仕
事

が
面
白
い
と
感
じ
ら
れ
、
ま
す
ま
す
「
ど

真
剣
」
に
働
く
よ
う
に
な
り
、
周
囲
か
ら

評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
一
つ
の
製
品
を
作
る
過
程

で
、
さ
ら
さ
ら
の
粉
末
状
の
原
料
か
ら
一

定
の
形
に
形
成
す
る
た
め
に
は
、
粘
り
け

の
あ
る「
繋
ぎ
」が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

様
々
工
夫
す
る
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

不
純
物
が
混
ざ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
製
造

過
程
は
う
ま
く
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
考
え

あ
ぐ
ね
る
日
々
が
続
く
中
、
実
験
室
を
歩

い
て
い
た
と
こ
ろ
、
何
か
に
蹴
躓
い
て
思

わ
ず
足
元
を
見
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
靴

に
べ
っ
と
り
と
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
が

付
い
て
い
た
の
で
す
。「
誰
だ
！
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
ワ
ッ
ク
ス
を
置
い
た
の
は
」
と

叫
び
そ
う
に
な
っ
た
そ
の
瞬
間
、
氏
は
、

「
こ
れ
だ
！
」
と
「
繋
ぎ
」
の
解
決
策
が

ひ
ら
め
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
時
、
悩
み

抜
い
た
問
題
が
一
気
に
解
決
し
た
の
で

す
。「
神
の
啓
示
」
と
し
か
例
え
よ
う
の

な
い
瞬
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。こ
れ
が「
最

初
の
成
功
体
験
」
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て

後
々
の
「
京
セ
ラ
発
展
の
礎
」
に
な
る
の

で
す
。

　

不
満
と
愚
痴
で
頭
が
一
杯
で
あ
っ
た
自

分
の
考
え
を
改
め
、
た
だ
一
生
懸
命
働
く

こ
と
に
徹
し
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

不
思
議
な
こ
と
に
、
苦
難
や
挫
折
の
方
向

に
し
か
回
転
し
て
い
か
な
か
っ
た
人
生
の

歯
車
が
、
良
い
方
向
へ
逆
回
転
し
始
め
た

よ
う
で
す
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事

に
、
愚
直
に
、
真
面
目
に
、
地
道
に
、
誠

実
に
取
り
組
み
続
け
る
こ
と
で
、
不
満
や

利
己
的
な
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
た
。
夢
中
に
な
っ
て
仕
事
に
打
ち

込
む
こ
と
は
、
怒
り
を
鎮
め
、
愚
痴
を
慎

む
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
し
た
。
さ
ら

に
、
苦
労
し
な
が
ら
も
仕
事
へ
の
充
実
感

が
わ
き
出
て
く
る
の
で
す
。
日
々
、
そ
う

努
め
る
こ
と
で
、
人
間
性
も
少
し
づ
つ
向

上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
天
職
と
い
う

も
の
に
出
会
う
の
で
は
な
く
、
愚
直
に
、

真
面
目
に
、
地
道
に
、
誠
実
に
仕
事
に
取

り
組
む
中
か
ら
、
天
職
を
自
ら
作
り
出
す

の
だ
と
感
じ
さ
せ
た
の
で
す
。
仕
事
を
始

め
よ
う
と
す
る
と
き
、
好
き
な
仕
事
を
求

め
る
よ
り
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
好
き
に

な
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
、
と
言
う
わ
け
で

す
。

　

実
は
、『
働
き
方
』
を
読
み
な
が
ら
、

以
前
、
経
済
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
の
額
に
書

か
れ
た
聖
句
「
艱
難
は
忍
耐
を
、
忍
耐
は

練
達
を
、
練
達
は
希
望
を
生
む
」
が
思
い

出
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
生
だ
っ
た
か
大
学

院
生
に
な
っ
て
い
た
か
、
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
時
、
こ
の
聖
句
か
ら
、
経
済

学
で
あ
れ
、
何
ら
か
新
し
く
学
び
始
め
る

と
き
の
学
び
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
私
は
納

得
し
て
い
ま
し
た
。最
近
は
、ゼ
ミ
生
に
、

卒
論
の
取
り
組
み
方
の
ル
ー
ル
と
し
て
、

話
し
し
て
い
ま
す
。
卒
論
の
た
め
の
も
っ

と
も
重
要
な
種
本
を
選
ん
だ
ら
、
ま
ず
、

そ
の
種
本
を
苦
労
し
な
が
ら
も
熟
読
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
、
少
々
理

解
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
ま
た

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
と
も

か
く
読
み
進
め
、
早
く
文
献
を
読
み
終
え

た
と
い
う
充
実
感
を
味
わ
い
ま
す
。
２
回

目
に
読
む
と
き
に
は
、
理
解
し
づ
ら
い
と

こ
ろ
、
読
み
飛
ば
し
た
箇
所
な
ど
、
講
義

の
教
科
書
や
、
他
の
文
献
で
補
っ
て
、
３

回
目
く
ら
い
に
は
、
先
生
に
質
問
し
に

行
っ
た
り
、
疑
問
点
を
投
げ
か
け
た
り
し

て
、細
部
に
渡
っ
て
、理
解
を
深
め
ま
す
。

さ
ら
に
４
回
目
、
５
回
目
に
熟
読
す
る
う

ち
に
、
自
ら
は
何
を
プ
ラ
ス
し
て
卒
論
に

仕
上
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
の
が
、
徐
々
に

見
え
て
く
る
と
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
論
文
作

成
の
コ
ツ
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
聖
句
と
稲
盛

氏
の
『
働
き
方
』
つ
ま
り
彼
の
人
生
訓
に

は
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。
天
分
・
才
能
・
天
職
は
与
え
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
見
つ
け
る
の
で

す
。
そ
の
見
つ
け
方
は
、
困
難
に
ぶ
つ
か

り
、
忍
耐
強
く
そ
れ
に
耐
え
、
工
夫
を
こ

ら
し
苦
労
し
て
、「
神
の
啓
示
」
に
出
会
っ

て
、
は
じ
め
て
う
ま
く
い
く
の
で
す
。
稲

盛
氏
に
言
わ
せ
る
と
、「
神
の
啓
示
」
に

出
会
う
ま
で
、
忍
耐
強
く
苦
労
に
耐
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
忍
耐
強
く

耐
え
た
苦
労
の
積
み
重
ね
が
、
充
実
感
に

繋
が
っ
て
い
く
、
そ
し
て
充
実
感
が
蓄
積

さ
れ
て
、
期
待
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、

希
望
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

　

諸
君
に
、
こ
の
聖
句
を
実
感
す
る
恵
み

が
与
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
祈
念

し
て
い
ま
す
。

 

■
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４
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
あ
と
３
ヶ
月
で

大
学
を
卒
業
し
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
今

日
は
、
社
会
人
に
な
る
皆
さ
ん
に
向
け
て

卒
業
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
は
様
々
な
深
刻
な
問
題
を

抱
え
歴
史
的
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
経
済
面
で
は
、
ギ

リ
シ
ャ
の
財
政
赤
字
に
端
を
発
し
た
Ｅ
Ｕ

の
問
題
が
あ
り
、
対
ユ
ー
ロ
に
対
し
て
は

円
高
と
な
り
日
本
企
業
の
海
外
展
開
が
急

激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
海
外

に
人
材
を
求
め
る
動
き
が
加
速
し
、
日
本

人
労
働
者
も
海
外
で
働
く
こ
と
が
当
た
り

前
の
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
個
々
人
に
ク
ロ
ー
バ
ル
化
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
激
動
の
時
代
に
皆
さ
ん
は
社
会
に

出
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
激
動
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
出
て
か
ら
勉
強

し
続
け
自
己
の
能
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
も
う
一
つ
大
事
な
姿
勢
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
11
日
に
、
わ
が
国
は
東
日

本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害
を
経
験

し
ま
し
た
。
地
震
と
津
波
に
よ
る
大
き
な

被
害
に
加
え
て
、
福
島
の
原
子
量
発
電
所

か
ら
の
多
量
の
放
射
能
の
漏
え
い
と
い
う

深
刻
な
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
原
子
力
発
電
そ
れ
自
体
の
是
非
を
問

う
重
大
な
問
題
提
起
と
な
り
ま
し
た
。
あ

る
意
味
で
は
、
人
類
の
存
亡
を
も
視
野
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ド
イ

ツ
の
よ
う
に
原
子
力
発
電
を
や
め
る
国
も

あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
存
続
す
る

国
も
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は

一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
近
の
電
力
不

足
や
経
済
的
影
響
を
重
視
す
る
の
か
、
放

射
能
の
半
減
期
を
考
え
て
長
期
的
な
問
題

と
し
て
と
ら
え
る
の
か
に
よ
っ
て
も
考
え

方
が
異
な
る
で
し
ょ
う
し
、
個
々
人
が
置

か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
答
え
も
違
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

難
し
い
問
題
を
考
え
る
際
に
、
大
切
に
し

て
ほ
し
い
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
高
い
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）」

を
持
つ
と
い
う
事
で
す
。
よ
く
似
た
言
葉

に
「
野
心
」
や
「
野
望
」
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
言
葉
と
「
志
」
と
の
類
似
点
は

「
心
に
決
め
て
目
標
を
目
指
す
」
と
い
う

意
味
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、「
野
心
」
や
「
野
望
」
と
「
志
」
は

違
う
点
が
あ
り
ま
す
。「
志
」
と
い
う
字

は
、「
さ
む
ら
い
（
士
）
の
心
」
と
書
き

ま
す
。
こ
の
「
さ
む
ら
い
の
心
」
は
、
い

わ
ば
武
士
道
を
意
味
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
新
渡
戸
稲
造
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
一
時
、
５
千
円
札
に
肖
像
が
書
か
れ

て
い
た
人
物
で
す
が
、『
武
士
道
』
の
作

者
で
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
渡

戸
稲
造
は
22
歳
の
と
き
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
そ
の
と
き
に
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
っ

て
い
ま
す
。『
武
士
道
』
は
、
彼
が
38
歳

の
と
き
に
英
語
で
書
い
た
も
の
で
、
原
題

は
、〞Bushido T

he Soul of Japan

〝
と

あ
り
ま
す
。『
武
士
道
』
は
17
章
か
ら
な

る
書
物
で
す
が
、
新
渡
戸
稲
造
は
こ
れ
ら

の
説
明
を
行
う
際
に
、
多
く
の
聖
書
の
言

葉
を
引
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

武
士
道
で
は
高
い
倫
理
観
が
追
及
さ

れ
、
そ
の
た
め
、
個
人
的
利
益
よ
り
も
公

の
利
益
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
個

人
の
た
め
で
は
な
く
、
日
本
や
世
界
、
あ

る
い
は
人
類
の
た
め
と
い
う
考
え
が
基
本

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
個

人
主
義
と
は
異
な
る
考
え
で
す
。
個
人
主

義
の
基
本
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

の
精
神
が
あ
り
、
個
々
人
の
利
益
の
追
求

が
社
会
全
体
の
利
益
に
な
る
と
い
う
考
え

が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

こ
の
個
々
人
の
利
益
の
追
求
が
効
率
的
に

行
わ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
市
場
原
理
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
市
場

に
は
秩
序
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

仕
組
み
と
し
て
、
独
占
禁
止
法
な
ど
が
制

定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、こ
れ
は
、個
々

人
の
利
益
の
追
求
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は

社
会
全
体
か
ら
見
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
う

る
と
の
考
え
が
基
本
に
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
武
士
道
の
考

え
方
の
重
要
性
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
個
人

の
利
益
の
追
求
そ
れ
自
体
は
決
し
て
悪
い

も
の
で
は
な
く
、
発
明
や
革
新
の
原
動
力

で
も
あ
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
個
人

の
利
益
の
追
求
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の

か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

確
固
た
る
価
値
観
や
倫
理
観
を
持
つ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
価

値
観
や
倫
理
観
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
「
高

い
志
」
の
前
提
に
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
価
値
観
や
倫
理
観

に
裏
付
け
ら
れ
た
「
高
い
志
」
は
、
ま
さ

に
、M

astery for Service 

と
相
通
ず

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
高
い
志
を
も
っ
て
世
界
で

活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 

■

村
田　

治　

経
済
学
部
長

高
い
志
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い

2012年
1月13日
金曜日
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　田口冴恵花　特許の生む利益
　大塚哲平　	 アテネオリンピック後とWBC後のプロ野球

観客動員数
　岡本千波　	 あきんどスシローの経営戦略
　宮本祐太郎　パチンコ産業の衰退
　塩口雄大　	 ラーメン二郎はなぜ成功したか
　長谷川　航　	セブンイレブンの店舗戦略のしくみ
　大西真史　	 ファイル共有ソフト「Winny」による違法コ

ピーがCD売り上げに及ぼす影響
　酒井奈美　	 TOWER	RECORDSの販売の工夫
　熊代有恵　	 マクドナルドにおけるクーポンと出店の戦略
　紅谷勇輔　	 100円ショップ「ダイソー」の経営戦略
　牧野千華　	 クオリティ・オブ・ライフを求めて
　尾川拓志　	 少子高齢化における内需の縮小を止めるには

～女性の就業に焦点をあてて～
　中井沙紀　	 ファストファッション業界における広告と利

益の関係
　植木俊輔　	 ブンデスリーガが観客動員数欧州一になりえ

たわけ
★寺村　格　	 ご当地キャラクターの成功の要因
　井上翔太　	 災害後の観光業はどう復興すべきか

　松尾康平　	 オンライン販売の導入は売上にどれほど影響
するか―書籍販売業について―

　中川幹久　	 日本の音楽産業の現状とCD売上が減少した
原因

　岡坂勇佑　	 広告の効果に関する研究～自動車産業～
　木村弥也　	 省エネ機能と価格の関係：価格と省エネ効果

のかかわりとは
　小川淳平　	 小売業のプライベートブランド戦略―なぜ

PB商品の開発に力を入れるのか―
　木内　亮　	 サッカーW杯が及ぼす経済効果
　前辻はる香　即席めん業界と経済：日清食品ホールディン

グスと東洋水産の比較
　近藤有花　	 顧客が牛丼チェーン店に求めているものはな

にか―経営戦略の違いから探る―
　山崎響子　	 海外留学を促進させることで経済成長にどの

ような影響があるのか
　吉田一貴　	 TPP参加により日本の工業がうける影響
　倉田　優　	 小売業界の業績と広告費の関係

　野村　巧　	 スカートはなぜ男性が穿くと変に思われるの
か

　吉崎加央里	 TPP参加が日本にもたらす影響
　長安瑛希　	 インドの教育はなぜ二極化したのか
　北村麻恵	 大阪梅田周辺の百貨店戦争
　梶芳　駿	 日本のサブカルチャーについて
　山本侑希	 自動車の歴史
　重畠漱太	 欧州の経済危機は改善されるのか
　七里優斗　	 日本人と外国人の価値観の違いについて
　寺井　将　	 スポーツの経済効果について
　浅原宗一郎	 牛丼チェーンの覇権：企業戦略と未来
　菅　康二郎	 なぜ世界金融危機は起こったのか
　安藤京太	 カンボジアにおけるエイズ問題と日本におけ

るエイズ支援

　川崎一輝　	 ファーストフードが体に及ぼす危険性
　石村卓也　	 中国文化が日本文化を誕生させた
　唐木洋人　	 一人暮らしと実家暮らしの比較
　向井貴政	 大阪が抱える諸問題とこれからの大阪
★近藤　彩　	「南」と「北」－南北問題からみた援助のあ

り方－
　小池田雄平　日本の観光産業
　中本雄大　	 国際連合について
　日原駿介　	 ユーラシア大陸の重要な国々
　石原　準　	 これからの大阪について
　市口　直　	 ファッション産業の今までとこれから
　田中康介　	 TPP環太平洋戦略的経済連携
　永岡里彩　	 スマートフォン
　合田真子　	 なぜツイッターは日本で流行したのか

２組　加藤助教

１組　根岸教授
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　飯田勇貴　	 地球温暖化防止策は莫大な費用をかけるほど
の利益を私達にもたらすのか

　黒田周平　	 牛丼市場競争における吉野家の戦略
　菊池有紗　	 人は「普通」でない～人におけるいろいろな

観点から～
　景山尚貴　	 電子書籍の台頭によるこれからの新・読書スタイル
　東　翔平　	 株式会社ワン・ダイニングが売り上げを伸ば

している要因と課題～他社と比較しつつ現代
社会に求められている飲食店を示す～

　中塚健心　	 なぜ実業団の廃部は相次ぐのか～バレーボー
ルVリーグについて～

　野呂真楠　	 神戸・三田プレミアムアウトレットが目指す
アウトレットモールとは

　向井千絵　	 外国人看護師・介護士は今後普及するのか
　平岡篤子　	 大阪の変革―橋下府政下において―
★劉　暁燕　	 中国の都市における「農民工子女」の義務教育問題

―「農民工子弟学校」の発足及び現状からの分析
　伊佐政剛　	 なぜ交通渋滞は発生するのか～身近な渋滞か

ら考える原因と対策～
　山本由幸　	 大手レコード店の販売戦略～CD販売の新手法とは～
　別府美和　	 ピストバイクはなぜ流行したのか

　湯塩朋広　	 筆が使われなくなった原因について
　青木　悠　	「たま駅長」ブームと和歌山電鐡のこれから

―観光を売りにしていくために必要なこと―
　藤　圭太　	 サイゼリヤがこの時代を勝ち抜くには～他社

との経営戦略の違い～
　塚本耕平　	 リーガ・エスパニョーラの経済格差～不当な

テレビ放映権料分配～
　長岡達哉　	「シャーロックホームズ」と「アルセーヌ・ルパン」

にみるイギリスとフランスの国民性の違いとは？
　大平浩之　	 なでしこ JAPANがW杯で優勝した経済効果
　野崎翔太　	 ガラケーは何故日本以外では発展しなかった

のか　スマートフォンが開発された今、ガラ
ケーはどうなっていくのか

　平岡亮人　	 任天堂の戦略がもたらしたもの
　松崎信太郎　何故東京ディズニーランドはリピーターが多いのか？
　鍋田浩成　	 マクドナルドはなぜ成功したのか？　マクド

ナルドの経営戦略の分析と他社との比較
　長瀬壮平　	 ボトル飲料会社の取水地への取り組み
　井上宗治　	 ガラパゴス化した製品のこれから
　西本泰基　	 ポケモンはなぜ人気か～ポケモンがあたえる経済

効果～

　坂東奈美　	 日本人と戦争
　森田彰紀　	 これからの中国
　柳田昌也　	 日本人と経済―リーマンブラザーズ破綻とそ

の経緯についてのまとめ―
　田中春菜　	 日本人と長生き
　山崎稔弘　	 日本人と宗教
　岡部勇太朗　日本人とスポーツ
　正田哲也　	 日本人と携帯電話
　能美　司　	 技術立国
　前田嘉隆　	 日本人と神話
　米田陽可里　日本人と死生観
　中嶋　稔　	 日本人のオタク精神―AKB48―
　金城勇汰　	 日本人と音楽

　大津龍太郎　日本人と動物
　中島沙織　	 日本人と「世間」
　林　晨星　	 各政治制度
　耳田将恭　	 知的財産について―特許権とビジネス―
　三軒潤也　	 日本と航空機
　越智海都　	 日本人と食文化―スローフード・地産地消―
★小川太陽　	 日本人と高速鉄道
　大原なるみ　日本人と歴史
　加賀山尚大　日本人と労働
　林　綾乃　	 日本人と中国人のアメリカ留学
　馬塲理衣　	 日本人と建築
　野田大貴　	 日本人と外国人
　阪井菜摘　	 日本人と労働

３組　神崎教授

４組　栗田助教
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　岩坪謙一郎　環境で見るアメリカ―アメリカのエネルギー
　遠藤誠也　	 男女差別で見るアメリカ
　増田京平　	 医療格差から見たアメリカ
　加納菜帆　	 医療格差から見るアメリカ
　岡林駿輔　	 ディズニーで見るアメリカ
　大曲ありす　環境から見るアメリカ
　京極尚史　	 SF 映画で見るアメリカ
　白井里佳　	 メディアから見るアメリカ―新聞の歴史
　永木麻子　	 環境から見るアメリカのいま、むかし
　齋藤勝彦　	 アメリカにおける所得格差 ?その原因とそ

の対策
　高　陽日　	 食文化で見るアメリカ
　日名子千里　映画で見るアメリカ
　桑名美希　	 メディアから見るアメリカ―日米メディアの

比較、アメリカのメディアの特徴
　北脇渉平　	 人種差別で見るアメリカ
　十河　樹　	「グリーン・ニューディール」から見るアメ

リカ
　伊藤風太　	 メディアで見るアメリカ―アメリカのメディ

アと権力
★飯尾智恵里　医療格差から見るアメリカ
　津田佳祐　	 ディズニー化がアメリカ社会に与える影響に

ついて
　田中啓太　	 食文化から見るアメリカ
　鳥飼美咲　	 アメリカ人の借金体質の分析
　小笠原健介　映画で見るアメリカ
　脇山雄介　	 格差をもたらした強欲は善か
　山田彬弘　	 映画で見るアメリカ―日米映画比較
　田村芳久　	 金融で見るアメリカ
　近藤晶彦　	 医療から見るアメリカ

６組　増永教授

　成　宰和　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　濱邉優樹　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　原田陽平　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　久貝春花　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　甲斐将樹　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　豊島崇稔　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　西樂知己　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　野崎勝也　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　正木慎也　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
★奥山佳奈　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　前田茉美　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　松本直樹　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　姫田　幹　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？

　山崎紗耶加　市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　牛房　央　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　田上茉由子　市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　樋口翔太　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　美仁京乃　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　林　貴之　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　沈　里映　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　西山慎吾　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　安藤圭祐　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　細川鉄平　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　井上健亮　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　田畑翔太　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？
　氏野佑哉　	 市場経済における「富の創造」は擁護できるか？

５組　春井教授
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　桝井雄介　	 原子力発電の未来図―原子力発電所と付き
合っていくには

　大下翔平　	 宗教と科学を考える―共存に向けて
　庄山貴裕　	 裁判員制度―あなたは賛成、それとも反対？
　藤谷拓養　	 オタクによる日本経済活性の可能性
　近藤史都　	 万能細胞は人類に何をもたらすのか―科学と

倫理の衝突
　坂川浩太郎　Twitter 社会―テレビ･新聞よりもツイッター
　中馬正駿　	 働く意味とは―現代の若者の就職事情
　高島　駿　	 長引くデフレ―脱却は可能か
　竹原美里　	 スウェーデンの子育て―社会保障のあり方とは
　杉谷宏祐　	 たばこを値上げするべきか
　三壺　茜　	 難民受け入れの理想と現実―平和を願う国と

してできること
　田中大貴　	 なくならない差別―今後の課題
　立山　望　	 経済発展の裏で隠された格差社会の現実―中

国は格差問題をどう捉えるべきか
　中井剛毅　	 日韓問題―どうなる竹島・独島

　尾㟢仁美　	 ボランティアの真の姿―人を助けることは本
当に人を幸せにするのか

　高木謙太　	 裁判員制度の導入は正しかったのか
　嶋田真子　	 脳死―臓器移植の隠れた問題
　福井愛斗　	 日本経済の未来―増税はどのような影響を与

えるのか
　水野希陽　	 低迷する日本の雇用―被雇用者の劣化する労

働条件
★立石祐美子　英語必須時代到来か―極端論に流される現代日本人
　谷中勇真　	 日本の再活性化―消費税制度の見直し
　三原　舞　	 次世代のコミュニケーションとは何か―フェイス

ブックから私たちのコミュニケーションを考える
　仲谷友花　	『もしドラ』はなぜ売れたのか
　林　優樹　	 コミュニケーション社会―大学生が考えるヒ

トとの付き合い方
　熊谷隆利　	 テロと対決する国
　林　志帆　	 女性の仕事と育児の両立―ワーク・ライフ・

バランスの実現に向けて

　槌谷拓哉　	 引っ越しで必要とされる人材
　鉄谷絵里佳　ジブリ映画について
　井関冴也加　向井理の魅力について
　和久田奈穂　血液型性格判断のブームと社会問題
　古谷友希　	 習字・書道
　西　友希　	 陸上競技（長距離）の魅力
　下山　翼　	 日本のバスケと世界のバスケ
　木谷浩輔　	 勉強時の集中について
　森田陽介　	 映画の魅力と経済
　小野田貴侑　なぜ週活はスーツなのか
　吉田将太　	 現代の SNS依存
　竹信雄紀　	 プロ野球の人気は下がったのか
　尾崎雄史　	 なぜライブハウスに人が集まらないのか

　中間洸紀　	 サッカーについて
　谷口周平　	 ファーストフードについて
★和田将彦　	 標準体型への羨望：健康的に太るためにはど

うしたらよいか？
　岡村　拓　	 学力低下について
　中矢有璃子　私の家族
　山下純子　	 時間の感じ方：充実した時間を過ごす
　関口嵩紘　	 クルマの魅力
　森　華子　	 バンギャとヅカファン
　服部翔太　	 日本におけるカジノの考察
　長野成吾　	 ラガーマンの体重増加

７組　松枝教授

８組　山田准教授
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　弘原海彩香　福島第一原発事故が日本の原子力発展に与え
る影響

　金　宰晙　	 原子力発展の役割と危険性
　小川瑠璃　	 原子力発展は必要か、代替エネルギーによる

発電の可能性
★井上智貴	 「大阪都構想」は実現するのか？ - 橋本氏の

行動と大阪府民の期待は一致していない‐
　村上龍平　	 小学校における英語学習必修化についての再考
　林容士子　	 スウェットショップ問題―フェアトレードの可能性―
　渡辺隼央　	 コンビニ弁当問題から考えるフランチャイズ

経営の問題
　多林利枝子　年金制度は続けられるのか？
　坂東里美　	 宝塚歌劇団の魅力―宝塚をめぐるファンへの

影響と心理―
　下村綾香　	 ルワンダ紛争が起こった理由を自身の視点で

考える
　田島絢花　	 SNS の現状―フェイスブックが流行らない

理由―

　岩田健人　	 白と黒はなぜ対比されるのか
　直江利哉　	 一杯の格差―コーヒから南北問題を見る―
　山崎　翼　	 韓国料理―日本で注目される理由とは―
　吉田祥也　	 サッカーワールドカップがもたらすもの
　伊藤理恵　	 広告でブランドを作ることはできるのか
　徳永直喜　	 映画産業について
　小川　瞭　	 子供に携帯電話は必要か
　全　廷訓　	 現在実施されているホームレス支援問題の再考
　山本　歩　	 日本におけるジャーナリズムの追及―マスメ

ディアは果たして信頼できるのだろうか―
　大西加奈子　深刻化する若者の失業率
　神崎翔太郎　どのようにスポーツを健康目的からエンター

テインメントヘシフトさせるのか
　島袋浩大　	 米軍基地が及ぼす環境問題
　藤原拓真　	 インドの IT 産業はなぜ成長したのか
　中川将太　	 なぜ日本人はルイ・ヴィトンに魅力を感じるのか

９組　厳　准教授

　北川和弥　	 日本の林業を立て直すためには
　野田美穂　	 深刻化する少子化問題
　山本哲朗　	 日本のプロスポーツの運営に適切な運営方法

はどれか
　岡橋華子　	 犬猫殺処分“０”を目指して
　松井健悟　	 日本プロ野球球団経営
　松重憲尚　	 ネットゲームで経済を活性化させる為には？
　橋本佳奈　	 日本の食料自給率はどうなるのか
　梶原佐也圭　「食」から見るまちおこし
　山崎泰佑　	 核抑制論と日本の原発
　和泉健司　	 大阪都構造と日本の将来
　広瀬脩介　	 日本におけるカジノの必要性
　村田裕亮　	 ドーピング問題の減少にむけて
★森本果奈　	「食」の観点からみる地域活性化――地域ブ

ランドの確立
　秋山健太　	 年金未納問題を解決するにはどうすればよい

のか

　西元真彩　	 これから広告はどうなるのか？
　中野敏和　	 生涯スポーツの課題
　平井大貴　	 安楽死を法制化すべきか
　趙　云涛　	 デフレ、日本はどうすべきか
　坂下智恵　	 なぜユニクロは人気なのか
　黒羽直也　	 スポーツとナショナリズムの理想的な関係と

は？
　雁木佑輔　	 日本でバイオマスエネルギーを普及させるに

はどうすればよいか？
　原田昂拓　	 日本のたまねぎが国際競争を勝ち抜くには
　河本將晴　	 竹島問題についての考察
　寳山　直　	 時間の価値観の違い
　井上貴太　	 時間の経過を感じる

10組　韓　助教
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　内田萌香　	 進みゆく教育のデジタル化
　廣瀬　俊　	 未来の日本の文化を明るくするために
　笠原宏希　	 生きる力・教育環境と学力の関連性
　福原直樹　	 インターネットがもたらす社会への影響
　門前美沙希　キレる若者たち
　福田奈称　	 学びからの逃走
　越生大貴　	 ネット社会がもたらした影響と若者の関連
　岡　啓己　	 コンテンツ産業とブロードバンドの普及
　田坂真理奈　今の若者たち
　余部大輔　	 ネット社会における Twitter の活用
　吉村郁　	 ネット社会による新聞の危機
　谷口留美　	 インターネットが現代に抱える問題
　中島　一　	 ヤフーという会社がどのように誕生し成長し

たのか
　松尾美穂　	 現代の日本人における社会への影響
　岡崎真由　	 若者の友人関係は本当に希薄化しているの

か？

　舟越仁美　	 なぜGoogle はここまで成長したのか
　上谷周平　	 ネットビジネスの成り立ちとその影響
★久保田毬子　奪われた教師の権威
　久松幹宜　	 ネオ・デジタルネイティヴ世代との向き合い

方
　東　真楠　	 現代人の自尊感情
　宮下　竣　	 下流化する若者たちとネット社会による若者

の変化
　高谷奈津　	 インターネットと若者
　彌富俊輔　	 日本の未来が危ない――ニート・フリーター

の増加
　渡邉里沙　	 大人はこう考える
　小池宗一郎　	下流社会と現代の若者・子どもについての考

察

　山下智也　	 プロ野球における資本主義社会
　平野将史　	 膨れ上がる日本の国債	-	財政破綻は本当に起

こりえないか	-
　星川磨由　	 資本主義社会 ｢日本」の賃金格差について
★久保田貴之　コーヒーから見た南北問題
　薬師寺祥子　外国の資本主義と文化について
　津田雅彰　	 映画と資本主義
　前川航佑　	 資本主義が抱える農業問題
　松原友理　	 資本主義社会における非正規雇用者について
　山下豪大　	 資本主義と失業
　森島拓海　	 資本主義と教育
　村田莉菜　	 食と資本主義文化
　竹森里香　	 ファッションの流行と資本主義
　高橋遼平　	 明治維新の背景からの資本主義の成立

　片岡真昂　	 アパレル業界に潜む資本主義
　高見　慧　	 資本主義が生みだした自動車産業
　畠中勇哉　	 脱北問題
　荻野智弘　	 中国の経済成長と経済原理
　小野寛人　	 資本主義とコンビニエンスストアの普及
　城　千尋　	 日本の資本主義の特徴
　谷　友佑　	 資本主義経済と所得格差
　稲垣大成　	 資本主義社会と貧困	-	日本の場合	-
　鄭　光俊　	 資本主義社会下での労働と教育
　奥原康介　	 資本主義の発展とスポーツ
　平岩奈那子　資本主義と教育
　尾崎圭祐　	 価格と資本主義
　稲田祐也　	 資本主義と雇用問題

11組　大高教授

12組　原田教授
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　安尾佳太　	 日本と中国のスポーツ選手の育成システムの
比較

　矢野達也　	 プロ野球と経済
★永江克至　	 インド経済が発展していくうえでの課題
　小松里佐　	 日本の女性政治家の現状と影響
　嶋田優希　	 ゆとり教育～ゆとり教育を受けた世代の視点

から見る今後の教育の方針～
　若松麻美　	 日本の食糧自給率の実態
　坪本真衣　	 EU財政危機から見る日本の経済
　斎藤　圭　	 メディア・リテラシーの重要性～報道被害を

出さないために～
　張　　敏　	 西安における経済の発展
　鷲田美咲　	 晩婚化から生じる社会問題
　香山洸哉　	 自然災害と経済
　龍田匡史　	 オリンピックが社会に与える影響

　崔　旼晶　	 外国人雇用
　櫻井隆央　	 東京一極集中とこれから
　佐々木翔太郎　感情で日本の景気は向上するのか
　馬場　幹　	 発明が人間、環境に及ぼした影響
　菊島義隆　	 アパルトヘイト
　横山公則　	 心理学で人の心理を知ることは可能か
　田中雄紀　	 領土問題から見る今後の日本の外交
　大北雄介　	 道州制の考察
　坂本龍佑　	 日本にキリスト教が浸透しない理由
　土岐優貴　	 日本における成人の基準は何歳にすべきなの

か
　水澤亜里沙　改正薬事法による通信販売、電話販売におけ

る購入者への影響
　宮下翔子　	 なぜハローキティは愛されるのか
　辰巳菜美花　	アニメの影響力について

13組　田　准教授

　重松卓斗　	 日本は TPPに加するべきか
　飯坂レオ　	 中国経済について
★山本佳織　	 スウェーデンの経済
　亀石浩明　	 農業は儲かるのか
　近藤涼平　	 ビジネスモデルAKB48
　藤岡さくら　阪神タイガースの勝利・優勝がもたらす経済

影響
　木村千沙　	 若年雇用問題と日本経済
　原口大平　	 電力自由化について
　小塩美佳　	 テレビCMの広告戦略と経済効果
　藏谷直輝　	 コンテンツ産業における著作権と世界の動き
　岩崎仁志　	 世界そして日本における国家債務危機
　西岡史顕　	 EUの統合と今後のあり方
　辻崎幸紀　	 原子力発電は必要か
　中島悠登　	 日本におけるワーキングプアの解決策

　阪井俊介　	 発展途上国からの脱却
　松島千夏　	 ｢スターバックス・コーヒー｣ がもたらす一

個人と企業間の経済効果
　王　鳳姣　	 中国における医療保障制度
　辻横浩輝　	 震災があたえる経済影響
　松尾彰子　	 地震による経済被害と災害復興
　宮本　航　	 電気自動車は普及させるべきか
　大橋純斗　	 震災後の経済復興
　北本遊星　	 テロはどのような者に利益を与えるか
　佐藤淳基　	 情報化社会について
　佐野木唯　	 B級グルメの経済効果
　國嶋洋希　	 サントリーウィスキーの歴史及び ｢角瓶｣ に

ついて

14組　井上（勝）教授
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　中島尚樹	 なぜジブリ映画はヒットしているのか
　久保翔太	 日本のサブカルチャーはなぜ世界に受け入れ

られるのか
　飯野　真	 日本のふるさと京都：観光について
　国吉　翔	 スターバックスコーヒージャパンはどのよう

な経営戦略をとっているのか
　橋本洋佑	 日本アニメ産業の海外市場への進出による経

済への影響と今後の発展
　永田乃芙子	 メディアが及ぼす影響：メディアとダイエット
　菅沼繁紀	 なぜサッカーは世界中で愛され，野球はアメ

リカで好まれているのか
★佐伯知咲	 企業イメージの創られ方：ケータイ会社に見

るCMの効果
　伊藤圭佑	 就職難と大学数の増加，および少子化の進行

による大学全入時代到来との関連
　岡田修一	 モバイルの行き着く先：企業戦略

　斧原佳秀	 日米同盟と私たちのあり方
　吉武祐汰	 ユニクロの経営戦略
　池田一輝	 社会保障制度の課題と未来
　牧尾周治	 現代の就職難
　坂畑翔太	 日本の領土問題
　林　伸哉	 日本の医療の現実
　小林美菜	 産業空洞化について
　藤井雄也	 ネットいじめ
　中田彩貴	 大卒の就職率が下がってきているのはなぜか
　杉本亮太	 ゆとり教育廃止の流れに対して
　渕村龍太郎	 経営者に求められる力
　岡井友紀	 台湾と日本の関わり：なぜ台湾の人たちは親

日的なのか
　山下亜弓	 なぜブライダル産業は成長し続けるのか

15組　藤田教授

　田村陽平　	 脳と子どもの教育
　野崎景子　	 オタクの実態
　井民祥貴　	 東日本大震災を経た日本の今後の震災対策案
　藤堂裕子　	 ジャニヲタの実態
　奥田陽介　	 アフリカの子供～貧困をはじめとする問題～
　杉村祐樹　	 格安ファションブランドのユニクロと高級

ファションブランドの LOUIS	VUITTON と
の経営方針や販売戦略の違い

　羽原悠貴　	 ソーシャルネットワークはなぜ世界に広まっ
たのか

　田平千尋　	 阪急電鉄が抱える今後の課題とは
　土肥美咲　	 理想の英語教育を目指して
　中園拓人　	 世界企業Google ～なぜガレージで生まれた

会社がここまで成長できたのか～
　竹永隼人　	 ビートルズの活動内容と日本に与えた経済効

果について
　稲田貴大　	 日本の農業の未来

　福岡勝太　	 映画産業の動向について
　須見拓也　	 ユニクロとしまむら
　加藤凌平　	 イスラーム経済～イスラーム経済とは何か、

なぜ発展し、どう世界へ影響するか～
　佐藤磨呂　	 NTT ドコモ
　町　亮佑　	 スポーツがもたらす経済効果
　本多正樹　	 Softbank 成功の秘訣
　伊藤康太　	 サブカルチャーが日本にもたらす経済効果
　牛見　伸　	 なぜユニクロは発展したのか
　山本康太　	 日本とエコ先進国における環境保護対策の比

較
　田尾本大地　任天堂とSCEのゲーム戦略
　稲田大地　	 バブル経済
★兵頭俊叡　	 韓国企業の強さの秘密と日本企業の見習うべ

き点

16組　ボイル教授
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　松本夏実　	 映画
　眞鍋祥子　	 原子力発電所は存続させるべきか否か
　田中裕也　	 死刑制度
　吉松亮輔　	 日本とアメリカにおけるスポーツ経済の比較
　阪口久美子　マーチャンダイザー
★今尾　匡	 中国経済の強みと日本―中国経済の強さの構

造的理由と、日本が学ぶべきもの、上手い付
き合い方―

　益子　幹　	 保健所
　村仲建児　	 千葉県
　淺野啓志　	 携帯が若者に与える影響
　西　裕也　	 バスケットボール人生
　高瀬　麗　	 非行少年の心理とその背景
　長畠志帆　	 プロ野球と地域振興
　北井康裕　	 阪神淡路大震災と東北地方太平洋沖地震の比

較

　川村裟理　	 在日外国人の「人権」
　村田ひかる　スマートフォンが変える私たちのライフスタ

イル
　辻　俊一郎　	スポーツ格差
　継岡貴人　	 マルクスの失敗と成功
　久戸瀬昂明　ゲーム理論について
　安喰朱実　	 ノンバーバルコミュニケーション―表情―
　野川翔平　	 ボランティア論
　玉井希絵　	 子供服市場の歴史と現在―未来を予測する―
　大山佳純　	 追い抜いていく韓国企業
　江嵜裕太　	 日本の少子高齢化問題とその対策
　土屋大地　	 行動経済学
　小畑菜美子　韓国における少子化問題と子育ての社会的支

援

17組　舟木准教授

　山田貴大　	 野球の経済的意義
　財満優季　	 就職と雇用の過去と現在
　宮囿和希　	 AKBと日本経済
　野関一司　	 多極化する世界経済
　佐藤　亮　	 なぜインドは、貧困問題と経済格差が解消さ

れないのか
　早川絵美　	 政権交代がもたらす経済効果
　疋田大晟　	 通信技術の高速化における携帯電話企業の比

較
　大石　洸　	 TPP が与える光と影――日本が被る利益と

損失について探る――
　井岡　新　	 ファストファッションがもたらす影響とその

行方
　高浜崇行　	 プロ野球の経済波及効果
　辻　　穰　	 幸福度と貧困に関する経済状態との関連性
　橋本鷹史　	 日本の少子高齢化と経済問題
　白水勇多　	 生命を考える

　泉宗太郎　	 介護サービスの拡充を通じた成熟型福祉社会
の実現

　紀山友里　	 規制緩和は必要か
　徳永拓弥　	 東南アジアと経済
　岡野健太郎　経済面からみる日本の対外関係
　西川志織　	 スマートフォンがもたらす経済効果
　野間裕貴　	 景気とモチベーション
　西口昌吾　	 原子力発電にかわる発電
　野口大樹　	 LCCの未来
　石野　透　	 欧州通貨危機から浮かび上がる問題――ユー

ロ導入の意義――
　松本典子　	 震災復興プロジェクト――神鋼 IPP事業――
　藤井悠稀　	 地域活性化と企業の果たす役割
★北野弘樹　	 釜ヶ崎の経済問題
　小野夏輝　	 喫煙は健康にとって害であるか――経済効果

の観点も交えて――

18組　大谷教授
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　植野和眞　	 なぜレゲエは反抗の音楽といわれているのか
　酒井一登　	 スポーツの実施人口
　植田直樹　	 W杯が及ぼす経済効果
　河口遼太　	 なぜ硬式サーブの速度は軟式よりも速いのか
　武内貴珠子　新型携帯による今後の影響
　内田智士　	 アルカイダの今後の動きについて
　岡田憲明　	 中国の著作権問題とその判例
　瀬川貴文　	 ゲーム業界の中心企業の比較
　菅野健志　	 K-Pop の海外進出
　白波瀬陽平　フランチャイズによる事業形態とその是非に

ついてのレポート
　藤田良江　	 世界で人気な日本料理とは何か
　竹内　敬　	 日米スポーツの違い
　田中悠太郎　ジャズはなぜ日本文化に浸透しないのか～ア

メリカでの異質的誕生要因を通して～
★木本貴士　	 日本は原発をなくせるのか

　富永　澪　	 おいしさとは
　岩阪拓真　	 ウエイトトレーニングがスポーツに及ぼす影

響
　福岡　梓　	 漫画が経済に与える影響
　北　亮輔　	 心理学的にみる TVCMの効果
　仁城友里　	 なぜ東京ディズニーリゾートは赤字知らずな

のか
　三井大輝　	 睡眠の仕組みから見る眠気の要因と睡眠障害
　高森千紗都　英語の発音をよくするには
　戸澤　明　	 ユニクロの経営戦略
　神光祐平　	 アメリカの竜巻
　永田和希　	 なぜサッカーが世界中で人気なのか

　榎坂隆博　	 東日本大震災が為替市場へ与えた影響につい
て

　山口　茜　	 日本の産業空洞化
　井澤琢磨　	 SNSでなぜ儲かるのか？
　木佐貫直毅　オタク文化が市場経済に及ぼす影響について
　山本和輝　	 TPP参加についての日本の立場
　谷口雄矢　	 最近の中国の経済成長の理由と背景について
　井上淳貴　	 日本におけるコンビニエンスストア各社の経

営戦略について
　美馬佳苗　	 経済学と渋滞学
　平野達也　	 企業がプロ野球の球団を持つことの影響につ

いて
　井上周平　	 音楽の販売方法の変化とそれによる効果
　吉田章彦　	 アップル社製品が経済に及ぼす影響
　山本祥平　	 スマートフォンがもたらすもの

　中川潤一　	 TPPは日本にとって利益となりうるか
★木下雄稀　	 子どもと放射能～今何をすべきか？～
　鈴木龍人　	 シンガポールの経済発展
　永岡友樹　	 スマートフォンはなぜ売れるのか
　竹野元貴　	 いかに財源を確保すべきか～日本の将来と財

源～
　竹並杜務　	 紙書籍はなくなるのか
　森　隆之　	 大阪都構想
　長屋知樹　	 ギリシャはなぜ破綻したか
　水浦　亮　	 なぜバイク人口は減少しているのか
　宮川史孝　	 環境問題
　玉川俊介　	 TPP参加における問題点
　関原　茜　	 東京ディズニーランド―リピーター率が高い

理由―

19組　藤原准教授

20組　猪野准教授
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　岸　聖之　	 ゲームの影響力
　浜井穂香　	 携帯会社の今後～スマートフォンの普及が与

える影響とは～
　若林誠一　	 日本のアニメの特徴
　横山大輔　	 自動車業界の進化し続けるエコカー戦略
　高杉直人　	 日本のオタク文化がもたらす経済への影響
　遠藤宇大　	 祭りにかける思い～世界と日本～
　由田優希　	 日本とスウェーデンの福祉制度の比較
　浪　有希　	 人口政策による人口の変化
　出見匠之介　未提出
　廣瀬陽子　	 雑誌業界における付録戦略
　中井佑樹　	 日本の自殺問題について
　中谷亜衣子	 インターネットの普及に対応するコミュニ

ケーションの方法
　西谷早希　	 現在の年金制度と少子高齢化に付随する問題

点

　仲尾加奈子	 日本と中国の教育の相違～グローバル化と教
育～

★竹内浩也　	 中国プラスワンとしてのベトナム
　横関美紀　	 日本のエネルギー問題
　石川貴大　	 教科書から見た教育
　濱元大希　	 大学生活におけるスポーツと勉強
　白椛愛理　	 産業構造変化により後退したCD
　崔　銀玲　	 世界が注目すべき環境問題の一つ――永久凍

土
　居原田怜那　ユニクロ成功までの軌跡～ユニクロにおける

経営戦略と分析～
　西田沙織　	 日本女性の審美の変化
　鈴置朋也　	 環境問題は経済にどのような影響を及ぼすのか
　上田彩希子　日本と水の文化
　小原優太　	 石川遼の活躍は日本にどのような影響をもた

らしたのか

21組　田　准教授

　殿坂厚志　	 野球のルーツ
　福満拓人　	 携帯電話のルーツ
　宮内　悠　	 SNS――SNSが引き起こす社会問題とこれ

から――
　富田大智　	 サックスのルーツ
　河村　司　	 クリスマスのルーツ
　梛　翔大　	 コンタクトレンズのルーツを求めて
　服部　彬　	 プロ野球のルーツ
★藤本真里奈	 英語のルーツ
　大嶋直樹　	 お金のルーツを求めて
　関本賢生　	 コンピューターと私たち
　松井佑樹　	 城崎のルーツ
　原田貴大　	 日本の自動車産業のルーツ
　安井奈央　	 パンダのルーツ――日中間におけるパンダ外

交とは――

　太田悠介　	 映画のルーツ
　田中良典　	 辞書の起源
　竹中勇介　	 スターバックスのルーツを求めて
　豊島　遼　	 弓道のルーツ
　石尾俊治　	 ギターのルーツ
　濵原健伍　	 KG	Lacrosse	のルーツ
　澤田麻由　	 大阪府吹田市のルーツ
　夏目友樹　	 音楽のルーツを求めて
　藤井彬人　	 中日ドラゴンズのルーツを求めて─プロ野

球が経済に与える影響─
　木村光佑　	 女性の社会進出のルーツを求めて
　吉見敦子　	 NGO	のルーツ
　光本彰徳　	 イスラム教のルーツ

22組　篠原教授
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　郭　忠英　	 亡食の時代と日本社会
　井出口詠美　アイドルと日本社会
　吉田健悟　	 自然災害と日本社会
　生賀　誠　	 携帯電話と日本社会
　宮崎　豪　	 戦時中の日本映画と日本社会の関係性
★鬼木　彩　	 百貨店と日本社会
　太田將樹　	 時計と日本社会
　梅原誠太　	 テレビメディアと日本社会
　和喜睦美　	 コンビニと日本社会
　大西直斗　	 発展途上国と日本社会
　湛増名菜子	 ボランティアと日本社会
　真里谷怜奈	 韓流ブームと日本社会
　谷口雅俊　	 外国人旅行者と日本社会

　上野徳之	 東日本大震災と日本社会
　小川　渉　	 携帯電話と日本社会
　藤原　健　	 マンガ文化と日本社会
　井戸本麗　	 女子高生文化と日本社会
　池龍太郎　	 音楽と日本社会
　泉　純輝　	 アニメ（アニメーション）と日本社会
　福本侑大　	 ドラッグと日本社会
　藤岡夕子　	 ディズ二―ランドと日本社会
　新垣貴大　	 暴力団と日本社会
　湯澤　望　	 スポーツと日本社会
　岡本　光　	 学校教育と日本社会
　谷　一樹　	 ヤクザと日本社会

24組　市川教授

　香川明美　	 環境破壊　～森林伐採と貧困問題～
　新谷有香　	 部落差別について
　瀧川奏子　	 日本におけるギャップイヤーの是非
　奥野真吾　	 経済学史における偉人について
　浅田祥吾　	 ゆとり教育について
　小林一秀　	 経済とエネルギー
　實川章浩　	 バブルの比較「チューリップ・バブル」と「20

世紀末の日本のバブル」
★高山建太　	 二兎を追う政府　～たばこ税の増税は健康の

ためか？増税収のためか？～
　内村佳奈　	 日本の学力　―学力低下は本当なのか―
　外村天宏　	 Apple 社
　福島誠　	 フリーター・ニートの生き方　―批判的見方

の問題点―

　田中亮平　	 日本に原子力発電所は必要か
　柳　雄太　	 石油を支点に考える
　平岡　杏　	 普通であることの幸せ
　天野梨那　	 ソーシャルビジネスとは　―UNIQLO の新

事業―
　平井完治　	 著作権法の限界
　新熊りえ　	 ディズニーランドの経済戦略
　國好誉子　	 児童労働についての報告
　岩本幸之助	 東日本大震災　天災と災害の影響
　田中律子　	 貧困　～教育について考える～
　大壁正寛　	 TPPについて
　桑原貴弘　	 3.11 の悲劇
　升水結花　	 オリンピックと日本社会
　岩本岳大　	 経済と環境問題、特に地球温暖化

23組　藤井（英）教授
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　岡本佳子　	 デフレ・マーケティング―身の回りから見る
価格破壊―

　上村実秀　	 スマートフォンの与える影響
　香川拓真　	 サブカルチャーがもたらす影響
　中山知弥　	 マイナースポーツの知名度を上げるには
　岩本直樹　	 これからの航空業界
　水谷千明　	 モスバーガーの経営戦略
　山谷祐丘　	 新しい社会保障制度
　古谷享康　	 アップル社の成功
　小森園慎之輔　原発は今後どうなっていくのか
　秋道　亮　	 大阪都構想がもたらす影響について
　松田　将　	 TPPに日本は参加すべきか
　清水栄蔵	 日本のパチンコ・ギャンブル問題―改善に向

けて
★寺下真里菜	 アパレル業界の理想マーケティング―デジタル技

術と融合した新ファッションビジネスへ―

　阪口ひかり	 迫りくる地球温暖化―日本における影響―
　大内崇裕　	 TPPの恐ろしさ
　行平啓二　	 ファーストフードの未来
　中野幹也　	 日本プロ野球の勝ち方
　三輪修平　	 日本は TPPに参加すべきか
　阿川恭太郎	 ファーストフードの存在価値
　前田千尋　	 日本のマンガ・アニメの国内・国際市場につ

いて
　唐木公輔　	 円高のメリット・デメリット
　近藤憲吾　	 ビートルズは偉大か
　山田荘史　	 TPP参加について
　福島涼介　	 恐竜はなぜ絶滅したのか
　近藤遼平　	 世界の子供たち
　足立敏樹　	 サブプライム問題からみる資本主義経済の脆

弱性

　松原弘治　	 原発は生きていくのに必要か
　青井理一　	 EUの経済危機
　山口奈緒子	 日本と円高
　中村輝太郎	 日本の借金について
　小西寛作　	 日本の原子力行政について
　酒井達弘　	 死刑制度は日本に必要か
　藤原眞理　	 フェアトレードは日本で普及するのか
　上野紗也香	 食中毒について
　西岡宏晃　	 身近な生物を守るには
　浜田亮介　	 多数決は本当に正しいのか
★東野亜美　	 ゴミ回収を有料化すべきか
　野元健吾　	 小水力発電の可能性―脱原発に向けて―
　吉田晋作　	 バイオエタノールの未来
　森　彩花　	 遺伝子組み換え作物―本当に悪モノか―
　元田健太　	 スティーブ・ジョブズとプレゼンテーション

　田中隆敬　	 竹島問題解決の糸口を探す
　山内雄登　	 裁判員制度は本当に必要なのか
　北山絵理　	 FTA・EPA による外国人看護師・介護福祉

士の受け入れ―日本は受け入れをおこなうべ
きか―

　島　直哉　	 ジャマイカンポピュラーミュージック
　石塚公一朗	 脳死における問題点と今後の行方は
　河野祐希　	 自衛隊は国を守れるか
　深見星奈　	 宇宙
　鍋島寛樹　	 日本人はなぜ英語が苦手なのか
　中井明日香	 心神喪失者が起訴されないのは正しいことな

のか
　松村奈帆子	 地域活性化―ふるさとを守るために―
　平原廣子　	 高レベル放射性廃棄物の処分場所について

25組　森田准教授

26組　長谷川准教授
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井口泰ゼミⅡ

時代の転換点と君たちの本当の出発
　2011 年３月の東日本大震災がもたらした危機は、「複合
危機」と呼ばれます。世界経済危機から立ち上がろうとした
日本を襲ったのは、「地震・津波」だけではありません。「放
射能による環境汚染・食物汚染」、「原発稼働停止によるエネ
ルギー供給危機」、「円高・サプライチェイン寸断による輸出
競争力の低下」、「石油・天然ガス輸入急増による貿易赤字」、
「歴史的円高による産業立地の危機」などです。日本企業は、
人口減少下で国内市場の低迷に苦しんでいますが、輸出で成
長を維持する戦略も大きな岐路に立っています。世界中の市
場に打って出て、現地法人の挙げた利益の一部を日本に還元
し、新たな競争力源を育てなければ、高齢化の負担増を国民
経済が支えきれなくなるでしょう。
　2012 年３月に卒業する皆さんは、こうした大きな転換点
に立っています。君たちは、もっと外の世界を見るべきだ。
イマジネーションをもち、自分のためでなく、人々の幸福の
ため、自分の能力を用いる使命感と勇気をもつべきだ。実際
には、君たちの精神は脆弱で、自分を鍛えようともせず、行
動力にも欠けていました。それを自覚することが、君たちの
本当の出発のはずです。

卒業論文一覧
　呉　建文	 日本の社会保障制度から中国への示唆―日中

出稼ぎ労働者の比較から―
　山河沙織	 グローバル化する経済を生き抜くために～次

世代の中小企業の展望を考える～
　山本直人	 東アジア共同体は実現するか
　鄭　恩泳	 環境問題による新たなエネルギー活用への考

察
　飼原康太	 若年雇用問題
　乾　晴彦	 欧州経済危機がもたらした影響
　関口　峻	 中間層の貧困化と所得構造
　寺田裕貴	 今日のワークライフバランスのあり方
　萩谷　優	 最適な発電スタイルの追求
　山本裕弥	 欧州財政危機の行方
　高崎佳月子	 国際ビジネスにおける標準化と知的財産権の

意義及び重要性―日本企業の技術立国再生可
能性について考察―

　岡田篤志	 社会的企業の可能性
　大植將人	 東日本大震災復興～今後の労働力の推移
　福島慶郎	 インド経済の課題ーインフラを中心に－
　山田百恵	 ユニクロのグローバル化と文化の違い
　伊藤　匠	 産業空洞化問題～空洞化と今後～
　篠原知宏	 エコカー制度の可能性と実態～経済・環境問

題に与えた効果と影響～
★高瀬幸祐	 TPPで変わる日本の農業
　與田真大	 広島東洋カープが優勝するにはどうすればよ

いのか

市川文彦ゼミⅡ

史的に＜将来＞を展望しながら！
　市川ゼミ第 IX 期生の皆さんへ贈る表題の言葉は＜経済社
会の長期成長史の検討＞をテーマとする我がゼミ内では先刻
ご承知のもの。＜現在＞のみならず、皆さんを待ち受ける＜
将来＞も、＜過去＞との連続的・非連続的繋がりをもちなが
ら形成され、存在していることに改めて思いを致してみて下
さい。＜将来＞が不確実で不透明さを増す今日であればこそ、
なおさら我々の生きる社会状況の履歴や径路を史的視点から
捉えることで、現状を把握し将来を展望していく指針を獲得
することでしょう。
　さてこの期は、ゼミ長＝ゼミ幹事・K君のようなまとめ役
にも恵まれて、学外での二度に亘るディベート交流会や「ゼ
ミ工場見学会」はじめ、３年生時の「夏のゼミ合宿」、のス
ケジュール等々も順調に。これらの延長上にあるのが＜ゼミ
共同研究＞論文の完成。
　＜エコカー開発と環境意識変化の長期プロセス：1970 ～
2010 年＞と題して、70 年代における各社の模索と競争の
歴史を明らかにし、今後のエコ・ビジスを捉えるための視点
をゼミへもたらしてくれました。
　＜ゼミ・ロシア短期研修＞への参加率の高さも、この期の
特徴。このようにして身に付けた史的視角と国際感覚を卒業
後の、皆さんの人生に大いに役立てていって下さい！
第 IX 期生諸君の雄飛を祈る！　　祝・ご卒業！

（F. いちかわ）

卒業論文一覧
　小泉宏樹	 関西経済の中での京都
　加納康祐	 関西の高齢化
　河合　駿	 原子力産業に頼ることなく電力需給をまかな

えるのか　－関西電力管轄地域をケースに考
える－

　大森友樹	 国際原子力開発会社は日本経済にどのような
影響を与えるか

　上野直人	 通販型保険の在り方と展望
　前中政樹	 長期的観点から見た企業成長とCSRの相関

性の再思考
　辻子慶太郎	 Ｍ＆ Aにおける中小企業の成長と再生
　西良幸真	 日本の不動産マーケットの展望
　林　徳財	 円高に対応するための日本企業の変化
　小森享太	 核という暴力にみる日本
　牧野智起	 地方経済における地方銀行の役割
　柳生翔大	 日本の医薬品産業の動向
★田中理惠	 美術館の活路と日本人の文化観
　長谷彩佳	 女性のライフスタイルの変化と経済・社会へ

の影響
　上村和也	 水ビジネスと日本の下水道インフラ
　細木敏史	 サービスの高齢社会化　－日本におけるリバ

ースモーゲージの有用性について－
　森　有紀	 生命保険販売チャネルの変化とこれから
　山原　歩	 国内・新興生命保険の未来
　廣田咲季	 地震保険から見る損害保険の歴史　－リスク

多様化に対応する企業の長期的動向－
　石谷宙斗	 フリーターの増加問題
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猪野弘明ゼミⅡ

経済学士力
　今や記憶のかなたかもしれないが，募集時に挙げた本ゼミ
の目的は「経済学（特にミクロ経済学）の理論と応用を勉強
し，経済学的思考力を身につけた人材を輩出すること」であ
った．そこで，（卒業論文を見る限りにおいて）経済学的な
ものの見方を実践できるようになったかという独自基準で，
成績とは別にゼミ全体の経済学士力を測ってみることにし
た．結果，この学年の経済学士力は 63％であった．私にと
っても初めてのゼミ生の卒業で，この値が高いのか低いのか
はまだ分からないが，今後も本ゼミにおける各学年の経済学
士力を同じ基準で計測していきたいと考えている．評価はデ
ータの蓄積とともに固まるであろう．
　とはいえ，勉強ばかりしていたわけではない．勉強の後に
はメリハリをつけてよく遊びもした．温泉，バーベキュー，
国際会議場，工場見学，山登り，徹夜ゲーム，パイ投げ，そ
してにぎやかな飲み会の数々…，思い出は枚挙にいとまがな
い．分け隔てなく一緒に楽しんでくれてありがとう．２年半
このメンバーでゼミをできてよかった．そして今後ともよろ
しく．

卒業論文一覧
　佐々木徹祐	 電子書籍の小売書店に与える影響
　小谷哲巨	 日本企業の特許の質と量について
　黒木龍作	 価格メカニズム～飲み放題の居酒屋はどのよ

うに利益を出しているのか
　兵頭　諒	 J リーグの観戦需要
　森田貴史	 電力の自由化における送電分野の効率性改善

に関する考察
　西尾純一	 政府が人に与える影響とは
　西野友晴	 デジタルコンテンツの外部性による市場の失

敗の回避
　新田良介	 プレミアムリーグ成功の秘訣
　斎藤智芳	 地域活性化について
　前田　篤	 価格差別の種類と応用
　鎌倉亮太	 生物多様性条約における遺伝資源へのアクセ

スと利益配分
★松下進也	 密輸タバコが市場に出回る要因
　上道　司	 看護師の給与について
　中川昌也	 ユニクロ・しまむらのビジネスモデル
　中山浩輔	 路上喫煙禁止条例
　三木真太	 ベーシックインカム実現可能性
　鍋山卓臣	 タブレット端末と電子書籍コンテンツの普及

について
　津島岳志	 鳥貴族の経営戦略
　宮下　大	 すき屋の成功理由と事業戦略

井上勝雄ゼミⅡ

ゼミ総括
　私たちは、最後のイノカツゼミ生でした。最後ということ
で気合いが入っていたであろう（笑）先生とは反対に、肝心
のゼミ生自身はゼミの勉強になかなか本気で取り組めなかっ
た。ゼミが始まった当初は、先生とゼミ生の間に見えない壁
があるといった印象でした。しかし、先生の優しい人柄、そ
してゼミ生全員が理解するまで真摯に授業する姿勢にゼミ生
一同徐々に心を開いていきました。飲み会などで、教室の厳
しい表情とは一変して、朗らかでユニークな一面を見ること
ができ、何かしら人を引き込む不思議な魅力がありました。
今年度になって、ゼミ終了後も教室に残り談笑するなど非常
に楽しいゼミになりました。
　３年間のゼミ活動で先生から学んだことは少なくありませ
ん。その中でも特に心に刻まれているのは、「evidence の重
要性」です。問題を表面的な議論ではなく、ある事実を述べ
るにしても「なぜそう言えるのか？」など evidence を掲げ
て答えられなければ議論にならないと教えて頂いた。また、
evidence の中でも「データ」が大事であることも同時に学
びました。どんなに優れた議論をしたとしても、それを証明
できる「データ」がなければ説得力はないということを、今
ではゼミ生の全員が理解しています。ゼミ生同士、日常会話
の際にも「その主張の evidence は？データは？」と冗談交
じりに言い合うほど、教えが浸透しています。
　ゼミ生一同、イノカツゼミで学べたことを幸せに思ってい
ます。イノカツ先生、関西学院大学での長い間にわたるご指
導お疲れ様でした。先生の更なるご活躍を信じると共に、先
生と同様、新たなフィールドに進む私たちも、教えを胸に立
派に活躍していきます。（ゼミ長）

卒業論文一覧
　高井茉衣子	 CSRの効果
　坂上健太朗	 人口減少社会における経済変動
　片山竜太	 魚大国日本VS世界
　松林裕城	 株価の動向
　滝村恵吾	 観光と余暇の一考察
　検見川大	 日本の水ビジネス企業
	 　　～	その躍進の方策	～	
　森田俊亮	 原油価格の動向
　鶴田将之	 円高対策
	 　　～	アジアにおける円の国際化をめざす	～
★杉松知樹	 株価予測の統計分析
　三浦大地	 日本経済の今後
　高岡恵大	 日本の航空市場への LCC参入について
　鳥谷健太	 日本でモーメンタム効果は存在するか
　木村利倫	 関西経済の復興と更なる発展の可能性
　隈元智久	 拡大する環境ビジネス
　林　美嬌	 中国の所得格差と産業構造に関する一考察
　池田　翔	 環境問題とクリーンディーゼルの今後
　和田　啓	 デフレからの脱却
	 　　～	デフレのメカニズムと対策	～
　寺坂純一	 広告が与える生活者への影響
	 　　～	ソフトバンクモバイルのCM戦略	～
　乙丸翔太	 株価分析
	 　　～	株価決定要因とこれからの株価	～
　高見侑智	 少子高齢化・人口減少社会と投資需要
　広瀬達也	 投資需要と経済成長
　深谷泰之	 IT 化で激変する旅行業界



Econo Forum 21 ／ No.1881

●
研
究
演
習
Ⅱ　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

上村敏之ゼミⅡ

卒業する２期生への言葉
　卒業おめでとうございます。卒業という節目は、人によっ
ては生活を大きく変えます。学生であった皆さんが、社会に
羽ばたいてゆく。区切りを迎えた皆さんの生活は、大きく変
わるでしょう。社会人１年生になる皆さんに、いくつかのメ
ッセージがあります。
　最初は何もかも分からないことだらけです。１年目だから
こそ、くだらないことも聞くことができます。後輩ができた
ら聞けなくなります。１年目がどれだけ大事かを知っておく
ことです。分からないことをすぐに聞ける人間関係を構築す
ることが、最初の仕事になると考えてください。
　最初は、希望した職種は与えられないでしょう。それでも
絶対に腐らず、一生懸命に取り組むことです。真摯さを評価
してもらえれば、希望が適うかもしれません。社会で活躍し
ている多くの人は、厳しい下積み時代を過ごしていたことを
知ってください。世の中には、与えられた仕事をこなす人と、
仕事を創り出す人がいます。最初から仕事を創ることはでき
ません。まずは、与えられた仕事を着実にこなすことです。
　卒業しても、皆さんは上村ゼミ生です。毎年１月の新年会
では、ぜひ近況をお聞かせください。後輩の上村ゼミ生にも、
よい刺激を与え続けてください。

卒業論文一覧
　住野　匡	 世界の年金改革から学ぶ
　上田浩喜	 国内ライブエンタテイメントの未来－海外ア

ーティスト来日公演における問題点と今後の
課題－

　滝本慎太郎	 少子高齢化による日本の将来－2025年に労
働力は本当に不足するのか

　延時輝政	 国民医療費抑制政策－ジェネリック促進と保
険の一元化・一本化－

　水津貴暁	 原子力発電と経済－原子力発電を廃炉にする
ことは可能か－

　松浦武司	 企業年金に未来はあるか
　西野美雪	 新幹線と地域振興
★林　まりな	 書籍再販制度の撤廃と存続について
　吉里　円	 脂肪税の是非－導入リスクからの考察－
　国友翔大	 東日本大震災に対する日本政府の対応と今後

－阪神・淡路大震災での経験を踏まえて－
　吉川　恵	 農業の面から見た TPP
　池田佳奈	 日本の地震保険制度
　伊藤舞由子	 財政危機による生活保護の見直し－医療扶助

に焦点を当てて－
　中根　遼	 中小企業における事業承継
　津田知明	 なぜ日本は起業家が少ないのか
　三宅　諒	 地方財政健全化と財政破綻－都市と地方の地

方債比較から－
　吉塚佳世	 円高時の日本－プラザ合意、リーマンショッ

クを経て－
　西口直也	 クロヨン問題に関する考察－不公平税制を是

正するには－
　永井佑亮	 大阪の経済活性化への展望と政策的方向性に

関する一考察
　岩尾佳明	 日本の繊維産業の今後の展望
　大西菜津希	 損保業の現状とこれから
　山本かほり	 京都市の景観維持－上賀茂伝統的建造物群保

存地区－
　河村志緒理	 スマートフォンと経済 .

大谷強ゼミⅡ

仲良くなって欲しいと様々な形を採用
　私も 2012年で関学での勤めは最後になる。このゼミに関
わる多くのメンバーと同様である。卒業後、就職を控えてい
るメンバーも数多いが、残念ながら就職活動がうまく進まな
かったために、皆と同じ年に卒業するのではなくて、企業に
よる若者の採用の不活発さが表われた不景気のために卒業延
期制度を活用し、来年度に就職する人もいる。まぁ、20代
の１年間は後でとりもどすことができるが、もう私のような
定年年齢を迎える年では無理だ。
　３年生春学期のゼミでは北欧の福祉国家（フィンランド）
を取り上げた。フィンランドに留学していた堀内都喜子さん
の『フィンランド――豊かさのメソッド――』（集英社新書、
2008 年）を学んだ。グループ内で仲良くなって欲しいと思
いテキストをグループで発表に当たったが、４年次において
は卒論を個人で発表した。発表の形をいろいろと工夫をした。
３年生秋のディベートについては勝ち負けにはこだわらない
としたが、結局は就職活動用服装ばかりが目立つ結果になる
という、我がゼミの特徴が表われた。
　最初のコンパからはゼミ長を中心としたゼミに成長してい
ったが、最終講義のときにその力が発揮できた。かつてのゼ
ミは女性の数が多かったのであるが、スポーツをやる人が多
くいて、卒業にあたって女性は４人だけと少なくなったこと
が気がかりだった。

卒業論文一覧
　小寺航平	 日本におけるゆとり教育の是非
　中井隆裕	 大学生になって身近になったジェネレーショ

ンギャップーーギャップは世代間にどの様な
影響を及ぼすのかーー

　児玉 太郎	 デフレ期における適切な経済政策
　辻村悠介	 新会計基準である IFRSについての分析
　上野山誠	 欧州債務危機のこれから・・・ーーどう立ち

直り、どう発展していくかーー
　伊勢野久憲	 貿易からみる中国経済の未来
　山本幸平	 公的年金制度ーー現状とこれからの展望ーー
　宗岡正和	 戦争は経済を活性化させるのか
　古矢浩之	 スポーツとマスメディアンの関係
　大本　章	 日本におけるサブカルチャーの変遷
　寺田雄人	 日本人の死生観はなぜ変わったのか
　中山悠吾	 ゴルフ環境の整備と普及にむけて
　田村野々花	 強い組織のつくり方
　寺尾さき	 常に勝利する組織の作り方ーー体育会組織か

ら企業へーー
　野田浩二	 共感覚を知ってーー人間の可能性についてー

ー
　横谷将志	 現代における若者の問題と格差社会について
　高澤裕貴	 低価格居酒屋の展開と今後
　藤川新之助	 黒人音楽の影響を受けた日本の音楽
　徳弘啓樹	 ホームレス問題からみるセーフティネットの

課題
★鳥飼　睦	 インターネット銀行はメインバンクに成り得

るか
　田中雄基	 年代別に見る貧困
　横野高明	 スポーツマーケッティング（ビジネス）にお

ける今後の成長の可能性
　竹田優子	 ソーシャルネットワーキングサービスの浸透

と生活の変化
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岡田敏裕ゼミⅡ

将来を見据えて
　皆さんの 5年後、10年後を考えゼミをしてきたつもりで
す。私の限られた経験から、アドバイスも幾つかしてきまし
た。皆さんの今後の人生において少しでも役に立ってもらえ
ればと思っています。
　社会に出ると学生の時と比較し、非常に多忙になると思い
ますが、ただ何となく日々の仕事をこなしていくだけでなく、
自分なりの目標を設定しそれに向かって努力してみてくださ
い。努力すれば必ず報われるというわけではありませんが、
少なくても報われる確率は高まります。心身共に無理がきい
て、がむしゃらに働けるのはそれほど長くないですよ（30
代後半ぐらいまで？）。皆さんなら出来ると思いますので、
10年後を見据えて頑張ってみてください。

卒業論文一覧
　伊崎淳也	 ソローの経済成長モデル
　小川卓朗	 マンデル・フレミングモデル理論応用　－仮

説導出と検証－
　若林広樹	 リスクと為替レートの関係　－マンデル・フ

レミングモデルを用いた分析－
　嶋田一成	 ソローの経済成長モデルから視た経済成長
　中津留史哉	 ソローモデルを用いた経済成長の分析
　依田　優	 ソローの経済成長モデル
　山端美佐子	 アジア通貨危機の為替レート分析　－マンデ

ル・フレミングモデルを用いて－
　中田敬二	 ソローの経済成長モデルの実証
　芳岡浩司	 日本のフィリップス曲線
　山口賢吾	 ソローモデルを用いた経済成長の分析
　米田優也	 マネタリー・アプローチを用いた長期為替レ

ート決定要因の分析
　乙成良彦	 ソローモデルを用いた経済成長の分析
　川上翔一	 短期総供給曲線とフィリップス曲線について
★銭　竜哉	 マンデル・フレミングモデルについて　－リ

スクプレミアムが変化した際の考察－
　武村佳樹	 ソローモデルを使った経済成長分析
　小杉　良	 ソローモデルを用いた経済成長分析

河野正道ゼミⅡ

ゼミの総括と卒論の講評
　今年は新しい試みとしてサブゼミをスカイプで行った。昼
間では時間の都合がつかないということで深夜に行った。初
めてのことであったので十分に活用はできなかったが、まあ
まあ成功であったと思われる。さて、以下は卒論の講評であ
るが、西村・新納を始めとする計 4人で書いた『出生率低
下の要因分析とその対策』の共同研究が最優秀論文となった。
これはかなりの時間と熱意をかけて書いたことが十分に分か
ったからである。統計学上の細かなところの工夫もなされて
いる。田岡利章君の論文『過剰参入定理』は、参考文献の引
用と自分の主張がきれいに区別され、かつ、上手に組み合わ
されていてかなりの出来栄えである。多くの参考文献を引用
しながら書いており、卒論の水準としては十分である。小田
一太君の論文『クールノー均衡への調整プロセスの研究』は、
かなりの部分が著者独自の主張であり、かつ、寡占理論に関
する知識も十分あることがわかる。ただ難は、独自の主張の
部分を整理し見通しよくする必要があった。田岡、小田君の
論文は最優秀論文とはならなかったが、水準を超える論文で
あったことを書き残しておく。

卒業論文一覧
　前田直人	 寡占市場について
　小田一太	 クールノー均衡への調整プロセスの研究
　喜田一央	 失業問題と雇用環境の変化についての考察
　樋口昂佑	 失業問題と雇用環境の変化についての考察
　谷田知宏	 寡占理論の分析と考察
　宮本篤志	 県外進学率と県民所得
★西村圭織	 出生率低下の要因分析とその対策　学生結婚

によるシュミレーション
★田代沙季	 出生率低下の要因分析とその対策　学生結婚

によるシュミレーション
　近藤　有	 県外進学率と県民所得
　上野翔太	 県外進学率と県民所得
　藤井崇弘	 県外進学率と県民所得
　松下博明	 寡占市場について　ビール産業における価格

決定
　牧野幸平	 失業問題と雇用環境の変化についての考察
★前川詩歩	 出生率低下の要因分析とその対策　学生結婚

によるシュミレーション
★新納　円	 出生率低下の要因分析とその対策　学生結婚

によるシュミレーション
　前田和輝	 失業問題と雇用環境の変化についての考察
　田岡利章	 過剰参入定理　寡占市場の長期においての最

適企業数と自由参入下における企業数の関係
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桑原秀史ゼミⅡ

経済政策の奥深さを求めて
　私たちのゼミは、日本経済と経済政策をテーマに、合同ゼ
ミを始めとする諸目標を
もって、活発に勉学し、友達同志の交流を図ることに努めた。
情報メディア教育センターを利用しての統計や計量分析のデ
ータ処理の実習は、今後、私たちにとって、有用かつ実践的
な技術となることでしょう。情報センターでの学習から始ま
り、マクロ的な経済の動きと中国経済、地球温暖化と環境政
策、排出権取引、流通経済と産業組織、将来の社会保障のあ
り方、企業経営のケース・スタディなどを取り上げ、充実し
たゼミ生活であった。
　とくにブランド・マーケティングの市場調査をめぐる勉強
は、関心の深い、実践的なものであった。合同ゼミナール、
課題レポートの提出、工場見学など、多くの有意義な時間を
もつことができた。なかでも、京都河原町での発表、洛中で
のディベート、烏丸東洞院通りでの夏季合宿などは、思い出
で深いものでしょう。阿弥陀堂、奥の院など連なる堂塔の建
築美が山あいに映え、貞観の頃からの日本の伝統の美しさと
経済政策のあり方について、語ったことを思い浮かべるであ
ろう。
　将来、ゼミナール諸君が、大きく羽ばたくことを祈って、「高
啓」の詩をおくりたい。
「春風　江上（こうじょう）の路　覚えず　君が家に到る」

卒業論文一覧
　野村由佳	 CD不況の要因と今後
　平井貴大	 Facebook マーケティング
　吉岡友弥	 日常のなかの非合理―行動経済学からみた人

間行動―
　君島和恵	 フェイスブックを活用した企業戦略
　下野真依	 中国のマーケット
　吉田真也	 多方面からの環境問題の取り組み
　小林　光	 カラ―マーケティングについて
　白石竜三	 相互扶助の精神で行う経済政策
　渡邉拓也	 TPPが日本に与える影響
　藤原あゆみ	 新撰組におけるリーダーシップ理論
★平井宏樹	 情報化社会と携帯電話
　降梁祐介	 日本におてアメリカンフットボールのプロリ

ーグ設立は可能か
　金沢勇輝	 為替相場から考える世界経済の将来ビジョン
　梅本奈央	 金融マーケティング戦略
　久保安理沙	 発展しゅく中国の環境ビジネス
　道関講太	 自動車環境経営戦略のモデル分析
　福本　彩	 ユニクロの経営戦略
　熊本優人	 マクドナルドの戦略
　桑野裕士	 デリバティブについて
　西川喜代江	 鉄道ビジネス
　魚住朋子	 震災後にみる韓国との経済比較
　山本優気	 プロスペクト理論からみる行動経済学
　蓮井秀行	 アニメからみるコンテンツビジネス
　一村知宣	 地域経済の活性化

小林伸生ゼミⅡ

２年ぶりの卒業生
　研究期間明け初の募集となった第５期生は、２年ぶりの卒
業生となりました。その分、先輩のやり方を（良くも悪くも）
踏襲することなく、独自のやり方を開拓し、学年のカラーを
醸成してきたように思います。
　第５期生の印象は、一言でいえば「コツコツ型」。共同研
究における、有価証券報告書の企業データを用いた詳細な実
証研究や、ディベートにおけるロジックの組み立て方などに
おいて、けれんみのない地道な作業を積み上げていました。
全体的に、若干本格的に動き出すまでに時間がかかる嫌いは
ありましたが、一旦軌道に乗ると、炭火のように粘り強く燃
え続ける。決して派手さや奇抜さはないものの、皆で協力し
ながら着実に成果を上げていく、そんな学年だったように思
います。
　こうした、真面目に、持続的に物事と対峙する姿勢は、社
会で「いい仕事」を残していく上で、大いに求められる資質
です。この２年半で育んできた姿勢を忘れることなく、それ
ぞれが巣立つ各世界で活躍していってほしいと思います。あ
と、幹事からのメールに対する返信は、早くしようね（笑）。

卒業論文一覧
　上田麻以	 ゆとり教育は間違っていたのか～ゆとり教育

がもたらしたもの～
　土井一平	 中小企業が魅力的な就業機会の場となれてい

るか
　遠矢有喜子	 日本の大学発ベンチャーの経営課題～国際比

較からみる分析と見解～
　山元陽作	 日本の雇用慣行が生んだ落とし穴～既卒者へ

のレッテルの破壊に向けて～
　藤野奈央	 輸入浸透度からみる今後の中小企業
　土井真梨子	 日本の農業における企業参入の意義
★中飯裕也	 企業本社の立地傾向とその要因
　中西達彦	 スピンオフ創業のすゝめ
　西村健吾	 労働力人口の減少と経済成長の関連性
　山之内愛	 開放特許パテントプールと特許流通～オープ

ンイノベーションの促進に向けて～
　沼野隼也	 EVAによる損害保険事業の分析
　福岡由希子	 韓流から学ぶ～これからの国内コンテンツ産

業の行方～
　森元健太	 企業の立地決定と企業誘致策の在り方
　三宅藍子	 日本農業の構造分析からみる～農業政策に

今、求められていること～
　尾崎理沙	 芸術と経営～日本クラシック・バレエ活性化

に向けて～
　千原　彩	 日本の芸術文化支援の現状～芸術文化が更な

る発展を遂げるために～
　太田裕也	 新潟県燕市に見る産地型集積の現状
　小川洋平	 本四架橋が高知県に与えた効果分析
　中野宏明	 国内回帰現象の実態～日本製造業の再興を目

指して～
　高須賀晶	 日本プロ野球の経営の在り方～新球団を構築

するには～
　松村綾乃	 旅行業界の行く末
　上野容子	 競争戦略からみるジャニーズ経営～なぜジャ

ニーズは成功したのか～
　小見山侑子	 日本の幸福度を高めるには～ドイツとの比較

から～
　岡田麻季	 サービス・マーケティングからみるキッザニ

ア
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篠原久ゼミⅡ

どこ（起源）から何処（可能性）へ
　ルーツをさぐる入門ゼミからようやく「卒論」にまで到達
することができました。初心時の主題を最後まで貫けた人、
テーマが二転三転し、紆余曲折の末ようやくゴールに到達で
きた人、その過程はさまざまですが、今年もほぼ全員が４回
の卒論報告を（やや強引気味ですが）行うことができました。
その過程で着実に発展・進歩が見られた人、遅々たる歩みで
前進の展望すら見失う状態に陥った人、これもまたさまざま
でしたが、それぞれの最終的な「成果」を踏まえて、諸君は
これから未知の可能性の世界に飛び立っていくことになりま
す。
　私たちのゼミ（社会思想史）では、この世界には「多様な
考え方と感じ方」がありうるのだということを学びました。
これからのそれらとの出会い（遭遇）、とりわけ「異質な感
性と知性」との最初の出会いに際しては、できるかぎり好奇
心に基づいた「共感」を示しうるよう努力してほしいと思い
ます。諸君の健闘を祈ります。

卒業論文一覧
　五月女雄太	 マキャベリの唱えた政治論－君主論を読み解

く－
　早川真里子	『知』とコミュニケーション－ソクラテスと

ニーチェが生かされる社会－	 	
	

　石井智大	 独裁の是非－大衆扇動と自由からの逃走－
　椎木健晴	 コーヒーのルーツ－伝説はやがて世界中へ－
　酒井智大	 セネカの思想－ストア哲学との関連で－
　亀川宗史	 マクドナルドのルーツ－創業者の教え－
　白井孔耶	 中央集権体制による地方の衰退－地域主導型

道州制へ－
　今西恒介	 『君主論』と現代に生きる社長
　近藤尚弥	 出版の歴史からその未来を予測する
　野山大樹	 ジャン＝ジャック・ルソー、思想と社会の考

察－ルソーの思想を探る－
　川谷公昭	 アダム・スミス思想－『道徳感情論』から『国

富論』へ－
★帆足勇次	 製薬産業の発展に向けて－ビジネスモデルに

焦点を宛てて－
　前田直樹	 計画経済と経済体制の移行アプローチの分析
　弦本洋平	 イマヌエル・カントが目指した「永遠平和」

－実現可能性を探る－
　松本久仁是	 マキャヴェッリとマキャヴェリズム－『君主

論』から見るリーダーとは－
　川口紗季	 ポトラッチから見る人間の消費原理
　松本慎二	 ニーチェ思想の真意－ルサンチマンを乗り越

える「力」への意志
　中山仁志	 フロイトとユングの比較
　野田健太	 鉄道と百貨店－関西における両者の相関と今

後の展望－
　高井竜輔	 中国経済の躍進－中国の歴史から見る共産主

義社会の未来－
　白菊裕也	 ユニクロの経営戦略
　畔柳良馬	 J.S. ミルの思想形成と『自由論』
　石川和樹	 アダム・スミスの思想形成－『国富論』に至

るまで－
　福田　肇	 弛禁論厳禁論－アヘン戦争に見る薬物規制対

策－

新海哲哉ゼミⅡ

新海ゼミ総括「卒業研究が進捗しなかったこの１年」
　年度初めからの、個別研究指導にもかかわらず、就職活動
が長引いたことも一因ではあろうが、とにかく今年の４回生
ゼミの諸君は、卒業研究（卒論）への取り組みが遅れた。つ
いに、１名は、納得のいく卒業論文が書けないとして、留年
を決める学生も出た。
　もともと、このゼミも２回生には十名ほどで出発したが、
不本意でゼミに入った２名とあまり勉強をしない学生は、ゼ
ミの単位を落とし２回生終了時点で３名が代替申請をしてゼ
ミを去ってもらった。
　優秀であった１名がMDSで３回生終了時早期卒業して商
学部に移り、４回生は４名であった。中には数学が不得意な
がらも、「シェア経済」の研究に取り組み、クラブ財につい
て唯一の文献が英語の専門書にもかかわらず、努力を重ねた
者もいた。これは値する。あとの２名の学生は、12月までに、
卒論の一部の提出がないためほとんど教員である私に指導の
機会を求めなかった。私のしたコメントに沿った分析の改訂
がなされず、および誤記訂正が、最終的に提出されたものに
全く反映されておらず、分析として不適切であるものであっ
たことが残念である。

卒業論文一覧
　金井優和	 日本の電子書籍市場の分析
　大谷忠嗣	 スーパーと商店街の競争とホテリングモデル

による考察
★岸本亜理沙	 シェア型経済がもたらす影響とコラボ消費の

モデル分析

─　○　─

　本年度は不開講の研究演習Ⅱに所属していた卒業論文提出
者は、次の通り。

土居教之ゼミⅡ

　奥野雅丸	 金融危機　資本移動との関連性
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高林喜久生ゼミⅡ

高いポテンシャルの17期生
　高林ゼミの 15期生は個性的な実力派揃いの集団でした。
ふだんはおっとりしていても「やるときは絶対にやる !」と
いう高林ゼミの伝統（？）を引き継いでいました。「超短期
集中型」の頑張りからポテンシャルの高さは十分認識させて
もらいましたが、普段は「出し惜しみ」しているとも感じま
した。３回生のとき、インゼミやWEST（研究論文発表大会）
で見せた最後の粘りや集中力は相当なものでしたが、その中
で「勉強することも面白い」ということをわかっていただけ
たでしょうか。
　卒論のテーマは以下の通りバラエティに富んでいて、毎年
のことながらちょっと財政学のゼミとは思えませんね。中で
も今年度は東日本大震災を重く受け止め、その影響を自分目
線で考える論文が多いのが目立ちます。テーマは自由でも独
自のデータ分析を織り込むことを卒論作成の基本としまし
た。社会に出ても、「証拠をもとに説得する」という姿勢は
持ち続けていただきたいと思います。
　本当にこの２年半の間、いろんなことがありました。甲子
園球場にみんなで繰り出したことや北海道遠征したことなど
も楽しい思い出です。語り出すと、尽きませんが、5年後、
10年後にさらに成長した姿でお目にかかることを楽しみに
しています。

卒業論文一覧
　櫻井武人	 不景気の波にのまれる日本中央競馬会（JRA）
　松本直也	 プロ野球界の活性化と戦力均衡 - 年俸分析の

観点から -
★新井知沙	 環境税と格差 - 家計の所得階級別負担 -
　穴井将太	 タバコ税と増税による学生の変化 - 世間一般

と学生との比較 -
　佐藤衣里	 日米の雇用慣行の比較から考える日本のこれ

からの就職活動
　上村美裕	 東日本大震災による観光産業への影響 - 外国

人旅行客に注目して -
　塩見謙人	 なでしこジャパンW杯優勝による経済効果
　鈴木大樹	 大阪府と大阪市の二重行政から見る自治体制

度
　宇都宮元丸	 甲子園球場で阪神タイガースがもたらす経済

効果
★木村有里	 環境税と格差 - 家計の所得階級別負担 -
★橋塚智央	 環境税と格差 - 家計の所得階級別負担 -
　吉村拓馬	 １杯のコーヒーからわかる国際経済
　津田　薫	 オリンピックの経済効果 - 東京オリンピック

招致に向けて -
　澤村昭彦	 日本プロ野球における戦力均衡 - サラリーキ

ャップ制度による年俸総額のコントロール -
　礒　亮次	 企業経営における経営理論・ノウハウ - 経営

戦略論の観点から -
　稲垣侑督	 原発の代替エネルギー
　牧村和磨	 TPP参加と日本経済 - 否定論の立場から -
　西井彩佳	 金利の地域間格差と地域経済
　竹田華子	 電力周波数 50Hz と 60Hz 併存の課題
　松岡正樹	 NFL のメディア戦略 - イコール・コンディシ

ョンを中心に -
　佐藤綾香	 宿泊統計調査から見る東日本大震災 - 外国人

宿泊者数の変化を中心に -
　冠　雄三	 奈良観光活性化
　山本桂子	 クレジットカード使用による経済波及効果
　多聞希依	 日系電機メーカーの新興国での成功 - 韓国メ

ーカーに打ち勝つ -

竹本洋ゼミⅡ

言葉と数の魔法
　大震災と原発事故以後、繰り返しマスコミなどを通して流
される言葉はますます単純化し、語り口もスローガンのよう
にワンパターン化している。また何シーベルト未満であれば
安全それ以上であれば危険と、安全と危険がいうなれば天国
と地獄が数値で截然と分かれるかのように喧伝されている。
数値や統計を使った情報にただひれ伏すだけの奴隷根性を返
上し、異なる見方や論理を組み立てる言葉を大学生活でみつ
けだせただろうか。そうした自問をもちつづけるために、ま
ずは鋭敏でゆたかな感情を表現する言葉を甦らせよう。大学
から社会へと繋ぐものはそうした言葉が生みだすものへの信
頼である。

卒業論文一覧
　村田　樹	 日本における禁煙ファシズム～禁煙という悪

～
　赤澤優希	 批判から見る比較優位
　孫　安 	 時流に流されない業界－伝統的工芸品業界－
　笹山志保	 レアメタルがもたらす市場経済への影響と資

源確保への取り組み
　劉　永仁	 小売業の流通政策
　申　鐘錫	 市場経済における中国企業の賃金制度の改革
　西川朋希	 民営化のこれから～ JR・NTTから～
　辰馬　洸	 日本を立て直す課税方法を考察する
　谷口善一	 電力業界　これからの在り方を考える
　大杉伸幸	 たばこ税の増税の必要性～経済面・健康面か

ら考える～
　中江翔平	 日本は TPPに参加すべきか
　西川夏樹	 オリンピック招致問題
　張　泰堉	 バックパッカーと経済について
　折目光弘	 エンロンはなぜ成長し、破綻したのか
　菅　秀平	 ペットビジネスの市場拡大について
　山田健太郎	 剣道の国際化と経済
　文山貴寛	 日本のマンション市場のこれから
★中田絵梨	 関西三空港の需要分散化案から考える日本の

空港政策の今後
　福元紗智子	 社会の現状から教育の在り方をみつめる
　出川直樹	 たばこ税の現状と課題
　松本昌士	 マクドナルドの経営戦略～世界 121 か国

31000 店舗を可能にしたのは～
　平松慎也	 日本の貧困問題を考える－社会保障の視点か

ら－
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田中敦ゼミⅡ

たなあつチルドレン
　たなあつゼミの中に「中途半端」という文字はありません。
おそらく。
　田中ゼミ生としての二年半、私たちは学びも遊びも「真
剣！」でした。
　研究は、それはそれは必死にやりました。サボるとすぐバ
レますし、やさしい顔してグサッとダメ出しされますから。
ついでにコピペ検索ソフトもありますから。
　飲み会も合宿もしっかり参加しました。飲み会の出席率は、
おそらくどのゼミにも負けません。ハロウィンともなると、
ゼミ生全員本気で仮装です。
　そしてこんな私たちのことを、田中先生は最高のスマイル
で見守って下さいました。時にはカメラを右手に（左手には
ジョッキで）まるでみんなのお父さんです。良い距離間で、
私たちを癒して下さいました。
　田中先生の下で、ゼミ生一同ちょっと大人になりました。
人前で自分の考えを話すことが、ちょっと上手になりました。
将来に役立つ人としてのマナーも少し身に付きました。期限
ギリギリになって焦りながら結局なんとか間に合わせる要領
の良さも、ついでに身に付けました。たなあつに、本当に本
当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　本気で勉強して、本気で遊んで、まさに青春の日々でした。
10年後のたなあつメンバーがもっともっと大きくなります
ように。

卒業論文一覧
　五十嵐徹	 江戸時代の経済における３貨幣制度の価値の

変化
　片山　大	 戦争と経済～第二次世界大戦時下のアメリカ

経済～
　大西佑依	 NPBにみるスポーツビジネスの可能性
　北山陽菜	 ブラジルの国内産業の可能性
　前田　霞	 同上（共同研究）
　熊本侑一郎	 行動ファイナンス理論によるバブル経済考察
　森　万純	 日本と財政危機の考察－ギリシャとの比較分

析－
　大西剛太	 ABL（動産担保融資）活用による中小企業金

融円滑化－日本のABL の潜在的可能性－
　向山　諒	 同上（共同研究）
　西条浩之	 同上（共同研究）
　櫻井崇晴	 日本製造業の空洞化とその軽減策
　灰谷祐紀	 高度経済成長期における投資の影響
★中田健太	 過剰流動性とCDSからみた金融危機悪化の

原因分析
★山口眞幸	 同上（共同研究）
　笹岡大輔	 鉄鋼企業の合併における収益力分析による最

適規模の考察－新日本製鐵と住友金属の合併
－

　二階堂州芳	 環境政策が日本の自動車産業に与える影響
　山本麻美	 排出権取引と環境税の比較
　織野ゆかり	 不況の原因と景気回復へ向けての政策～イン

フレターゲット政策と期待形成～
　広野紗央里	 不況脱却に有効な金融政策及びその波及メカ

ニズム
　柳瀬慎太郎	 世界の証券市場再編の分析～日本の証券市

場：国際競争力向上への課題と対策～
　阪本茉由	 中国経済発展に端を発した農業・農村問題と

今後の改善策の検討
　宮原伸行	 予想インフレ率面から見た金融緩和による効

果の分析

寺本益英ゼミⅡ

卒業生へのメッセージ
　最近入試段階から「理高文低」の傾向が強まり、目に見え
る資格や技術が得られる学部へ人気が集まり、経済学部の存
在感が薄れてきているようです。
　しかし、景気回復、東日本大震災からの復興、TPP 参加
の是非、社会保障と税の一体改革など、連日新聞・ニュース
で報じられ、解決が迫られているのはすべて「経済問題」で
あり、経済学部出身者の役割は、以前よりはるかに大きくな
っていると思います。
　下記の卒業論文では、それぞれのゼミ生が日本経済の重要
テーマに対し、推移を手堅く分析し、将来展望を描くという
経済史的な分析手法を駆使し、成果をあげました。経済学部
生の面目躍如です。
　最後に関西学院大学の卒業生として、“Mastery	for	
Service	”の精神を忘れないでほしいと思います。４年間の
学びで培った冷静な経済分析力に、命への尊厳、他者への思
いやり、感動する心など、人間性を豊かにする要素も取り入
れ、大いに活躍されることを願っています。

卒業論文一覧
　小黒悠太	 日本の財政問題と今後の展望
★芳地俊祐	 穀物の価格高騰と食品メーカーの今後の展開
　肱黒将彰	 エネルギーの未来　－今の日本に、原子力発

電は必要なのか！？
　高田明幸	 東日本大震災復興費用 16.2 兆円の財源をど

のように確保すべきか
　武内唯史	 3.11　東日本大震災　－日本に残された問

題－
　内田后紅	 アサヒビール　苦境を乗り越える経営戦略
　桑田佳奈	 松下幸之助の人間観・経営哲学から強い組織

経営の根底を学ぶ
　松田良介	 レジャー業界におけるパチンコ産業について
　柏原由佳	 高齢者市場の現状と展望
　明治憲児	 東日本大震災が農水産業に与えた影響とその

対策
　伊形俊介	 シェアリングエコノミー
　井手　聡	 高齢化が社会にもたらす影響
　井村隆之	 震災からの経済復興
　藤田優治	 歴史から考える円高問題
　喜多　駿	 TPP が日本に及ぼす影響と今後の日本のあ

り方
　中田啓基	 電力安定供給に向けて　－福島第一原子力発

電所の事故を受けて－
　奥野遼平	 コンビニエンスストアの実態と、今後経済的

に日本にとってどのような存在になるのか？
　関　拓磨	 IT で地域活性化　－商店街を IT で盛り上げ

る－
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利光強ゼミⅡ

今年度のゼミの総括
　今年度卒業する４年生には、新しいゼミ方針の下で学習を
進めた。すなわち、３年生次（2009 年）に、はじめて東京
の３大学（上智、中央、法政）との合同ゼミナールに参加し
た（ただ、残念ながら、ゼミ生全員が参加することはできな
かった）。おそらく、参加したゼミ生は、いかに自分たちが
東京の大学生と違うのか、ということを肌身に感じたと思う。
その経験を今後の人生で生かしてもらいたい。
　最後に、数年前にも同じことを書いたが、ちょっと厳しめ
の送る言葉・・・
　「人類社会のために貢献することなくして、死ぬことを恥
と思いなさい。」
もちろん、この言葉は私自身に対しても向けられている。

卒業論文一覧
　塩瀬　正俊	 電子辞書の普及　ー紙書籍はなくなってしま

うのかー
★鴨谷　俊一	 IT ソフトウェアクラウド法人市場への浸透

性
　柴田　浩明	 スマートグリッド社会の実現
　東野　弘昌	 TPPが日本経済に与える影響
　大野　太郎	 音楽好きによるクラブカルチャーへの経済的

アプローチ
　賀集　健太	 日本の個人金融資産の現状と今後
　仲　俊哉	 東アジア各国の自由貿易協定　－各協定が我

が国に及ぼす経済効果の比較検証－
　小川　雅人	 地方サッカークラブの挑戦　－ファジアーノ

岡山がJ1に昇格するために－
　住岡　佑紀	 フリーター・ニートの増加と食い止めるため

の施策
　永瀬　雄大	 サッカーの経営戦略　－サッカーはビジネス

なのか？－
　能勢　啓志	 ターンアラウンドの重要性
　高松　功一	 J リーグのマネジメント　－京都サンガを強

くするには－
　岡村　亮太	 ワーキングプアの問題と解決
　眞水　郁弥	 東南アジアにおける LCCの成功と日本への

応用可能性について
　小西　元	 プレミアリーグと Jリーグのマネジメント
　西脇　利一	 関西国際空港におけるLCCの将来性　－LCC

は関西圏の学生に浸透するのか－
　昇　実樹	 マクドナルドの経営戦略
　片山　章吾	 東アジア共同体の構築　－経済と金融からの

アプローチ－
　飯田　大貴	 スポーツビジネス　－NFL とプレミア・リ

ーグの経営戦略－
　石松　晃一	 AKB48 と日本の経済について
　村瀬　太佑	 レンゴーと王子製紙の比較と海外戦略
　岡田　拓也	 日本の自給率はなぜ上がらないのか

豊原法彦ゼミⅡ

パソコンでデータ分析
　2.5 年間のゼミでは，Ｒなどのソフトを使って統計分析を
研究し，インゼミ大会では準備に時間を掛けて多くのことを
学びました。それらの総決算である卒業論文では各自の関心
に従って，JRA から石見銀山，ニート問題に至るまで幅広
くデータ分析を行いました。
　社会に出ると，様々な判断を求められます。その際には個々
の事象にとらわれるのではなく状況を客観的，数値的に把握
し，それらの動きを予測して，リスク評価をしながら合理的
に判断し，一旦決断すると迅速果敢に実行する能力が必須に
なります。今後とも，大学で学んだことを中心にしながらも
秒進分歩で進んでいく情報環境に順応し，主体的に人生をエ
ンジョイして下さい。

卒業論文一覧
　植田　昇	 不況に耐えられる中小企業とは？
　木元拓至	 フリーターとニートによる問題
　渡辺友康	 ニートと社会的背景
　神原龍之介	 労働経済学（おもに昔と現在の就職率の違い

を検証）
　木村　祐	 JRA の売上げと景気
★下　幸宏	 日本の航空ビジネスの発展とこれからの地方

空港の在り方
　岩井雄大	 野菜の水耕栽培システムについて
　平見直也	 Rによる基本的な回帰分析
　玉尾優樹	 日本の就活の現状と今後
　小野雄大	 不動産業界と経済
　高橋卓也	 石見銀山に対する考察
　長友誠由樹	 2011 年のプロ野球
　佐野葵也	 交通事故による社会的経済損失
　大川寛士	 日本酒が生き残るためには
　竹下諒一	 震災復興政策の提言と地域経済のあり方
　前田智則	 インフルエンザの予防接種の有効性について
　吉冨修平	 メガスポーツイベントの経済効果
　姜　麗梅	 現在の中国における経済成長と格差問題
　江　達也	 若者の就職について円高と楽器業界について
　上野信治	 円高と楽器業界について
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野村宗訓ゼミⅡ

見える化したい将来
　プレゼン、ディベート、ゼミ旅行、見学会、飲み会と、充
実した２年半でした。更に、皆さんは各々、サークル、バイ
ト、専門学校、留学など、忙しかったと思います。とは言え、
頭の切り替えとフットワークで、それなりに楽しみながら乗
り切れたのではないでしょうか。入学した４年前と比べると、
経済状況が厳しくなったのも事実です。就活への挑戦は不安
感と裏表の関係で、さまようような辛い日々もあったでしょ
う。卒業後は月１～金５といった明確な時間割があるわけで
はなく、定期試験や卒論提出のような節目もない、エンドレ
スな生活になります。
　これから会社や役所など、大学とは性格の異なる組織に身
を置く人がほとんどです。着任当初は手探りの生活になり、
1週間をこなすのが精一杯かと思います。次第に慣れてきた
ら、数カ月先、数年先の仕事も読めるようになるはずです。
時間に余裕ができれば、ぜひ学生時代に抱いていた大きな夢
に近づく努力をしてみてください。地理的にも精神的にも、
保護者や友人から離れていくことになりますが、また新しい
パートナーや助言者との出会いもあります。自らの将来をあ
る程度、見通しながら、人生を創っていってほしいと願って
います。

卒業論文一覧
　元吉邦博	 地域はなぜ原発を誘致してきたかー福島原発

事故から原発政策を考えるー
　本越絢華	 再生可能エネルギー普及に向けた革命～日本

と海外の動き～
　実　奈苗	 ATMのネットワーク戦略～新規参入銀行と

メガバンクの比較～
　谷　春佳	 日本の幸福―GNH型幸福社会の導入検証
　石田沙織	 節電社会でのエコカー～変化するエネルギー

市場で求められる役割～
　後藤ゆき	 自動車産業界のこれから～エコカーの実用化

と普及拡大に向けて～
　岡本康佑	 世界のエネルギーの未来　脱原子力、自然エ

ネルギーへの転換と課題
　川口亜希	 未来を担うエネルギー～脱・原発社会は実現

可能か～
　上原かなえ	 独自の国際競争力を見出す日本の宇宙産業
　梅澤俊介	 九州新幹線全線開業と効果
　常森健太	 アジア共同体構想ーその現状とこれからー
　尾崎亜也子	 LCC が変える日本の空～レガシーキャリア

の危機～
　藤本紗妃	 国立大学～法人化後の実態～
　山内美幸	 日本のエネルギー戦略～少資源国家	日本の

未来を考える～
　塩崎健太	 世界の水ビジネスと日本ー国際比較から見た

110兆円市場の攻防ー
　春名美紀	 日本の航空業界～ LCC参入による影響を考

える～
　寺岸成美	 再生可能エネルギーの利用可能性についてー

エネルギー政策の視点からの課題と将来展望
ー

　益田　碧	 高速道路の通行料金制度～無料化政策から見
る～

　高尾いずみ	 絶えず変化するアパレル事情～ファストファ
ッションへの注目

　小原直也	 ネットに食われるマスメディア	～原発報道
とテレビ離れ～

★小松由佳	 地域経済活性化への道ー兵庫県の取り組みか
ら探るー

　内原麻衣	 ステークホルダーとのコミュニケーション
　中尾佳世	 日本における LCC の発展～発展後の LCC

と FSA～

林宜嗣ゼミⅡ

卒業おめでとう。そして、ほんとうにありがとう。
　24期生のゼミ活動は共同研究で始まり、初めての個人研
究である卒業論文作成で終わった。ほんとうにあっという間
の２年半だったような気がする。２年数ヶ月前にまだ幼さを
残してゼミに入ってきた若者が、ゼミでの報告、討論会など
を経て大きく成長し、卒業の日を迎えることになったのはと
ても嬉しい。
　もちろん、就職活動も含めて本当に忙しく、大変な２年半
であったことと思う。そしてこの期間がゼミ生にとって山も
あり谷もあったことは容易に想像がつく。しかし、だからこ
そゼミ生活は楽しく、有意義だったのだろうし、共同研究や
イベントを通じて培われた友情は、きっと卒業後も消えるこ
とはないと思う。人前で話をするのが苦手だった子が堂々と
話ができるようになった。張りつめた気持ちでゼミを引っ張
っていた子の心に余裕が生まれた。このように、人生におい
て精神的に最も成長する時期にゼミで時間をともに過ごすこ
とができたのは幸せなことであり、ゼミ生に感謝しなくては
ならない。
　研究以外にもさまざまな思い出がある。ゼミ旅行、夏の北
海道合宿、学祭での模擬店出店、コンパ等々。あげればきり
がないほどにさまざまなイベントを楽しませてくれたのも皆
さんのおかげである。でも何より楽しく、僕にとって癒しの
時間となったのは教室でのゼミの時間であったように思う。
ほんとうにありがとう。

卒業論文一覧
　森田義樹	 地方公共団体の効率性に関する分析
　大塚香織	 女性の就業促進
　野島大輔	 米輸入自由化シミュレーション－撤退農家を

生き残り農家へ－
　松瀬里紗	 日本企業におけるポーター仮説の検証
　安藤里恵	 晩婚化の要因分析
　堂埜幸恵	 日本の製造業企業における海外直接投資の立

地先国の決定要因分析
　井上雄介	 日本産業における TFP 上昇率の決定要因分

析－スピルオーバー効果を考慮して－
　中　遥香	 働く女性の結婚・出産による就業への影響
　楢原真治	 所得税・消費税の税収予測－税収関数を用い

た推計－
　西山明寿花	 年金未納率の決定要因から考える年金未納問

題
　池原由真	 沖縄観光の産業連関分析と経済効果
　増尾瑠美	 株価の変動傾向を読み取る－曜日効果に関す

る実証分析－
　秦　沙織	 研究開発投資の多角化が技術のスピルオーバ

ーを通じて TFP 成長率に与える影響の実証
分析

　高田亜衣	 出生行動の決定要因から考える少子化
　仲内美佳	 国内における航空運賃規制についての計量分

析
　引田悠介	 無形資産の主要要素の模索と価値の測定－企

業データを用いた産業別での検証－
　中野彩子	 株価の変動要因－モデル式を用いた考察－
　浅見裕太	 地域経済の活性化－預貸率の観点から－
　岩城亜里沙	 全国市町村合併による歳出変動分析
★治田悠太郎	 移動パターンに注目した人口移動の要因分析
　萬代吉浩	 賃貸料金の決定要因分析－兵庫県尼崎市を事

例として－
　直木美都	 日本における男女間賃金格差の要因分析
　尾上友美	 産業連関分析による地球温暖化対策税導入の

家計への影響
　平賀佐知	 日本におけるインバウンド事業の必要性とそ

の経済波及効果
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東田啓作ゼミⅡ

今年度のゼミを振り返って
　今年度、４回生は卒業論文に打ち込みました。春学期は、
まだまだ就職活動で忙しく落ち着かない様子でしたが、秋学
期にはいってからは、それなりに集中できたようです。学部
の規定より多い２万字を課しましたが、全員なんとかまとめ
ることができて良かったです。中には、きちんと実証分析ま
でおこなった大作もあります。
　３回生は、４つのグループに分かれてグループ研究を行い、
それぞれ論文を仕上げました。春学期は、経済学の勉強とと
もにグループ研究を開始し、秋学期に論文を仕上げることが
できました。学内インゼミ、関西大学新熊ゼミとのインゼミ、
慶應大学遠藤ゼミ・山本ゼミとのインゼミ、ISFJ など、多
くの場で研究発表を行うことができ、大きな成果を挙げるこ
とができました。彼女ら彼らの頑張りを高く評価したいと思
います。
　最後に、秋学期から新しく２回生が勉強を開始しました。
経済学の難しさに直面して苦しんでいましたが、少しずつ進
歩していると思います。来年度に今の３回生と同じような成
果をあげることができることを期待しています。

卒業論文一覧
　大西優太郎	 農地の有効利用と課題
　名塚智耶	 発送電分離によって再生可能エネルギーは普

及するのか
　辻上達也	 JA 体制からみる既得権益のあり方について
　興津栄里	 太陽光発電：家庭への導入
　中西加容	 なぜエコカーが求められるのか？
　白木愛弓	 リサイクルと私たちの関わり方
　影山　壮	 企業の環境問題対策：エコファンドを通して
　狩野友宏	 成果主義のあり方
　井上　徹	 中国進出を成功させるには
　横田遼太朗	 ネットワークビジネスについての考察
　西岡伸博	 脳化社会の弊害と私たちの生き方について
★生田雅大	 貿易の自由化が環境に与える影響とその仕組

み
　三嶋　愛	 日本がオリンピックで大活躍するために
　坂口祐介	 植物工場は普及するのか
　柿本勇樹	 中古車販売店が生き抜くために
　木下琢也	 Health	and	Environmental	Improvement	and	

Policy	Making	 from	Examining	Livestock	
Cattle

　永井和義	 商業捕鯨再開の可能性
　中村太一	 フードマイレージ削減の意義について
　長命久実	 日本におけるミネラルウォーター
　小倉　茜	 メタンハイドレートについて
　伊藤美希	 フェアトレードは貧困削減に結び付くのか
　三宅伸明	 琵琶湖での外来魚問題：ブラックバスの有効

活用

平山健二郎ゼミⅡ

平山ゼミ13期生総括
　平山ゼミ 13期生も本の書評を６本書いたり、日経新聞の
記事コメントをしたり、株式ポートフォリオを組んだり、企
業訪問したり（池銀・大和証券）しましたが、この学年の場
合、幹事のＮ君の提案で日経 TEST を受けたことが大きな
イベントでした。そして３回生のときは日経 TEST のゼミ
対抗戦で全国３位、４回生のときは全国 4位と入賞出来た
ことは私も大変嬉しく思っています。
　もちろんディベートもたくさんこなしました。各班に分か
れて準備することは大変だったと思いますが、自分たちで議
論をすることで少しでも論理的思考力や発表能力が高まった
のではないかと期待しています。
　仲間の２人は早期卒業してアカウンティングスクールに進
みました。さらに１人が早期卒業してMDSで法学部に進み
ましたが、彼女は最後の１年もずっと平山ゼミに出てくれた
ことは有り難いことと思っています。また１人のゼミ生はア
ジアから欧州へとバックパッカーの旅に出ました。大学生の
うちにしかできないことにチャレンジするのは素晴らしいこ
とと思います。
　ゼミのときに何度も「情けは人のためならず」と申し上げ
ました。（自分のことは棚に上げまして）人のために動ける人、
人を喜ばせる人になってください。

卒業論文一覧
★中島成一朗	 実証分析による日本の株価と国際連関の考察
　山下博史	 地方銀行改革
　尾崎なつみ	 地震と損害保険
　久保貴嗣	 広告会社のマスメディア依存体質からの脱却
　青山理恵	 堀江貴文は本当に犯罪者なのか
　谷口　統	 インターネット・オークションにおける買い

手の行動を合理的にするには
　有森裕亮	 地方銀行改革
　井上拓哉	 日本と地熱発電
　近藤彰彦	 財政危機と向き合う
　岡田直樹	 国内外における情報通信企業の変遷～無線・

有線の比較　　今後の日本を通信が支え得る
のか～

　大西絵美子	 カジノ戦略　～日本経済活性化への道～
　村上制治	 行動経済学から考える企業戦略
　布野晃平	 行動経済学から考える企業戦略
　三輪小百合	 少子高齢社会の中で、どのようにすれば大学

は生き残れるのか
　田中一輝	 TPP　～日本を滅ぼす恐怖の条約～
　大下　舞	 カジノ戦略　～日本経済活性化への道～
　西野裕貴	 日本の財政破綻
　清水あゆみ	 企業にとっての負債の意味
　加藤　亮	 スマートフォンを通して考える水平分業と日

本の株価の関係性
　竹田恵子	 サムスン電子の経営
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藤井和夫ゼミⅡ

本当の意思決定
　私は「人のアドヴァイスも、自分が納得し実感したことで
なければそれを受け入れることはできない」と考えています。
教師の指導によってより望ましいゼミになるとはあまり思え
ず、ゼミで教師が指図することにいつも抵抗感がありました。
ゼミを、学生が自主的に運営してほしいと望んだのはそのた
めです。一方で、「人は、目の前に乗り越えるべき壁や課題
がないと、最大の努力などしないものだ」とも思っていて、
だからこそ「自主的にやりなさい」と言いつつ、「あれもこ
れもがんばって取り組んでみよう」と要求が多くなったわけ
です。
　問題は、自主性と課題設定のバランスで、その点ではこの
ゼミも試行錯誤の連続に終わってしまいました。卒業に当た
って、もしゼミ生が「いろいろ忙しかったけれど、充実感は
イマイチだなあ」と思っているとしたら、ゼミを中途半端に
した責任は教員の私にあります。
　でも「幻の達成感」は共有できていなくても、これまでゼ
ミ生が教師の押しつける矛盾に悩んできた分、これから先に
出会う本当の決断のときに真の意思決定がしてもらえるので
はないかと、密かに期待してもいます。勝負はこれからです。
卒業おめでとう。

卒業論文一覧
　吉田貢三	 銭金の重み
　牧　勇太	 不満のないオフィスは何をもたらすか
　蛭子本節之	 日本を幸福にするための社会設計
　新美亮平	 繊維産業の現状と未来
　川畑良隆	 日本の農業調整問題と農業の競争力向上
　中川陽子	 ソーシャルメディアマーケティングの可能性

－企業のＳＮＳを活用したマーケティング事
例から見る－

　垣尾修平	 経済効果からみる大阪
　中瀬智浩	 2672 歳からの日本
　中西雅俊	 生命保険商品の現状と今後
　矢島功大	 内需縮小に対する政府の果たすべき役割につ

いて
★高本万莉納	 化粧品学－化粧品とそのマーケティング戦略

－
　谷　宙也	 セブンイレブンの企業研究
　由田健志郎	 プリウスにみる自動車市場の転換
　濵田英男	 結婚の経済学
　石井佑典	 プロパガンダとメディア－現代メディアとの

付き合い方－
　石田佑子	 日本における個人資産の現状
　桜井希望	 原子力発電・火力（石油・石炭）に替わる代

替エネルギーの考察

前田高志ゼミⅡ

今年度のゼミの総括
　今年度の研究演習Ⅱのゼミ生は前田ゼミの２期生である。
多くの志望者の中から厳しい選考を経てゼミに入ったことか
ら優秀な学生が多く、昨年度の本ゼミ独自の学外研究報告会
でも、自治体やNPO関係者、大学教員等から高い評価を得
ている。今年度は就職活動や公務員採用試験の影響を受けて
前半は本格的なゼミの活動を行うことはできなかった。しか
し、昨年度よりも早い時期に内定を得る学生が多かったこと
から、５月の連休明けにはゼミでの発表を再開し、夏期休暇
中には全員が卒業論文作成に入った。秋学期には各自が論文
作成作業とゼミでの報告を重ね、全員、優れた卒論を完成さ
せてくれている。
　就職に関しては、民間企業志望者はそれぞれ希望していた
企業に採用される者が多く、また、公務員では国税専門官や
地方検察庁、大阪府、大阪府警、兵庫県、和歌山県、西宮市
（合格２名）、伊丹市などの実績であった。
　２期生は優秀で努力家の学生が多く、ゼミ生同士の仲も良
く、指導教員として「誇り」に思うゼミであった。また、２
期生との時間は私にとって至福の時でもあった。２期生がこ
れから世に出て、この国を背負う次世代として、それぞれの
持ち場で大きく活躍してくれることを確信している。

卒業論文一覧
★北山大輔	 がんばろう東北－東日本大震災からの復旧・

復興提案－
　東村沙織	 ビジネスマッチングによる中小企業の活性化
　角張友香	 京都府の観光活性化へ～外国人観光客誘致に

より切り開く新たな京都へ～
　兼松はるな	 姫路市に見る地域活性化
　松井若葉	 フェアトレード・コーヒーの可能性
　和田仁志	 索道業界は今後どのようにして利益を獲得し

ていくべきか
　倉本　茜	 食の安全・安心を考える
　田口圭太	 LCCによって日本の空は変わるのか？
　石村　圭	 LCC の参入における地方空港の活性化につ

いて
　津本哲誌	 地方銀行の現状と今後
　梅原大輔	 道州制で変える日本の防災・復興計画～広域

災害の再来に備えて～
　前田欽也	 カジノ導入の是非
　宮崎雄輔	 我が国の財政再建～ギリシャの財政破綻と比

較して～
　山市玲那	 「中小企業と地域振興」－中小企業振興基本

条例と自治体－
　寺岡重人	 広告クリエイティブの変遷－広告が語るもの

－
　藤岡　舞	 地域活性化のための農産物地域ブランド化戦

略
　川口俊輔	 市町村合併の財政的効果について－兵庫県篠

山市を事例として－
　垣江陽介	 災害復興と地方財政
　福川大輔	 関西企業の海外戦略を成功させるための特徴

とはなにか
　長野慎一	 市町村合併の財政的効果と防災行政～和歌山

県田辺市を事例として～
　古澤知佳	 住みやすいまちづくりのために～北九州市を

事例に～
　田中秀明	 関西経済をけん引する産業クラスターの創造
　藤田祥貴	 消費税増税がもたらすマイナス影響を出来る

だけ減らすためにはどうすれば良いのか
　奥野真語	 大都市部の市町村と市町村合併
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松枝法道ゼミⅡ

これからが本番ですよ。
　ゼミに入られてからというもの試行錯誤の連続で、みなさ
んをいろいろと振り回してしまいました。そんな状態にもか
かわらず、とりわけ三回生のときのサブゼミと学内インゼミ
大会、および、関大・神戸大との合同研究発表会の機会では、
みなさんが着実に成長していく姿を見ることができたことを
とてもうれしく思います。卒業論文の執筆でも、私の小言に
耐えて粘り強くがんばってくれましたね。これからも歳を重
ねるごとに、きっとみなさんはますます成長していってくれ
ることと確信しています。いよいよ本格的に一人立ちをする
こととなる今後は、いろいろな出会いや経験を通じ、自分の
人生観を含め、あらゆることに対する考え方が変化していく
ことでしょう。あまり焦ることもありませんが、そういう考
え方の変化も自己の成長の一部であると認識して、積極的に
自分を変えようと努めることが必要な時期も人生にはあると
思います。何はともあれ、みなさんがこれからの人生のそれ
ぞれの段階において、その段階なりの幸せを見つけてられる
ことを陰ながら願っております。

卒業論文一覧
　辻川あゆみ	 ラオスの経済発展のために
　加藤紋子	 駅周辺の駐輪問題
　細目章宏	 よい組織になるための経済学的考察と方策：

野外活動団体ジュニアリーダーを例に
　小川裕加	 スターバックスコーヒーのロゴ変更の意図と

経営戦略（共著）
　橋本秀昭	 Ｊリーグが抱える課題（共著）
　谷田美穂	 節電への取り組みと効果について（共著）
　林　摩美	 節電への取り組みと効果について（共著）
　久斗裕太	 Ｊリーグが抱える課題（共著）
　清水佳祐	 ＪＲＡの目指すべき方向性
　橋本龍一	 公立よ、今こそ立ち上がれ：兵庫県公立高校

改革
　斎藤　亮	 少子化と塾（共著）
★吉田早保美	 公立図書館の新刊貸出は半年猶予すべきか
　敷名慶子	 ビニール製の傘袋は本当に必要か（共著）
　五殿裕佳	 スターバックスコーヒーのロゴ変更の意図と

経営戦略（共著）
　松井来未	 ビニール製の傘袋は本当に必要か（共著）
　村上雄平	 少子化と塾（共著）
　元村有沙	 浜岡原発一時停止について（共著）
　山田祐輔	 官主導の住宅政策について
　高橋尚之	 日本のエネルギー政策を考える：世界に誇る

火力発電技術を生かして
　伊藤和希	 なぜレジ袋はなくならないのか
　武本和樹	 日本の音楽市場においてCDが生き残るには
　浜野雄大	 タイヤメーカーの環境貢献に関する研究
　濱中智彬	 行動経済学から考えるマクドナルドの戦略
　津田晃子	 浜岡原発一時停止について（共著）
　西川達記	 たばこ税に関する考察
　吉田成吾	 阪神タイガース論
　古賀翔一朗	 泉佐野市でのごみ有料化に伴う店舗への不法

投棄の撲滅
　上田康晴	 無料回収は家電リサイクルの救世主となるか

松本有一ゼミⅡ

お元気で、ご活躍を
　卒業論文一覧には 18名の氏名がありますが、この期のゼ
ミは 22名でスタートしました。休学や科目代替でここに氏
名がない人を記録のために記しておきます。福田光軌、林花、
伊藤一樹、宮滝悠佑の４名です。ただし、18名の中には卒
業を延期する人もいます。個性豊かといえばよいのかも知れ
ませんが、私のコントロールがきかないゼミ生が多かったこ
とは確かです。会社勤めは学生時代のように甘くないことは、
皆さん十分承知していると思います。お元気で、ご活躍を。
	 松本有一・記

卒業論文一覧
★川崎彬央	 阪神地域の家庭ごみ有料化政策の現状
　立石嶺太郎	 日本とドイツの廃棄物政策の比較―循環型社

会を目指して
　山口雄大	 排出権取引
　田中秀明	 未来に目を向けた持続可能な社会の在り方
　多田鉄平	 The	sustainable	production	 for	 the	better	

life―現代フードシステムの抱える問題点と、
持続可能な食糧生産に向けて

　下山良祐	 地域特性から見るバイオリサイクル
　原　裕太	 低炭素社会への切り札「水素」
　尾崎崇弘	 地球温暖化対策における環境税
　班　　楠	 中国における砂漠化問題
　堀尾幸平	 温暖化論争
　原田理央	 「環境問題」に企業はどう対応すべきか
　原田悠生	 地球温暖化対策税について
　瀬古和紀	 京都議定書と温暖化対策
　崔　美娜	 中国の環境問題
　森　一洋	 スウェーデンから日本の環境税のあり方を考

える
　岡田穣也	 日本における最適な地球温暖化対策税の導入
　向仲　駿	 中国の環境問題環境問題と環境ビジネス
　青山佳揮	 生物多様性と企業
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村田治ゼミⅡ

村田ゼミ　総括
　今年の４年生について言うと、研究演習入門のときは男子
学生が少しおとなしいので
心配しましたが、それも杞憂に終わりほぼ全員が卒業でき安
心しています。今では、男子学生がゼミの行事を引っ張って
いてくれており頼もしい限りです。
　この学年から、WEST にも参加し勉強面でもかなり頑張
ったと思われます。その甲斐あって、公務員や会計士志望者
を除いて全員が就職できたことは喜ばし限りです。二年半、
ゼミ生個々人にはいろんなことがあったと思います。特に、
就職活動では苦労したと思いますが、それが現在の自分を形
成してくれていると考えて下さい。
　社会に出ても、ゼミの仲間を大切に、決して諦めることな
く自分の目標に向かって進んでいってください。

卒業論文一覧
　田村佑美子	 TPP問題
　矢野有希	 東南アジア諸国の経済成長
　楠田久子	 アラスカの産業経済
　飯尾未来	 男性の未婚率上昇の原因
　西川知沙	 地場産業の今後の展望　－和歌山県海南市の

日用家庭用品を事例に－
　伊丹絵里	 高等教育の経済効果について
　大尾尚平	 わが町、呉の義務教育を考える
　鎌田龍馬	 インド経済
　陶　史明	 観光立国への道　－諸外国における観光政策

から学ぶべきこと－
　伊賀那央子	 ブラジルのバイオエタノール産業
　竹中　瑛	 カジノが日本経済に与える影響
　内村健太郎	 震災と日本経済
　辻本和寛	 世界の原子力発電の動向と日本の原子力政策

の方向性
★濱崎洋伸	 携帯端末が日本経済に与える影響
　深井千里	 EUの失業率問題
　津田卓明	 J リーグで地域活性化へ
　揖宿浩介	 太陽光発電　－ FIT 制度導入について－
　竹村弥生	 脱原発と代替エネルギーの実現可能性
　松浦由佳	 デフレ不況による人々の消費の変化
　岩坂歩美	 インド経済の成長要因
　壁谷紗代	 世界・日本・参加国の３点から見た地域経済

統合のAPEC

山鹿久木ゼミⅡ

「卒業研究をやってみて」
　山鹿ゼミの卒業研究は、自分が日頃から疑問に思っている
こと、あるいは調べてみたいことをテーマにし、それらを、
分析を行うための仮説として体裁を整えることからはじまっ
た。毎年研究分野に制限を設けないため、卒業研究のテーマ
は多岐にわたるが、分析の方法や実現可能性を見据えた仮説
の設定はなかなか難しい。非常に魅力的なテーマや仮説であ
ってもそれを実証するためにはどのようなデータや方法があ
るのかを乏しい知識のもとで考慮しだすと、どんどんと仮説
がつまらないものになっていく。結局締切がせまってくるこ
ともあって、できることをやろう、ということになり当初の
大きな期待を含んだすばらしいテーマは、ただのつまらない
練習問題になってしまう。
　卒業研究の最低限の目標は、たとえそのようなつまらない
テーマであっても、最後までデータや資料をそろえて自分な
りに仮説を実証し、検討して期限までにまとめあげる、とい
うことであったため、１月には全員それなりの形で提出して
くれた。
　面白いアイデアや計画をたてることは関学を卒業していれ
ば誰でもできる（はず）。社会にでてからより高いところを
目指すには、その魅力的な計画や思いを平凡なものに落とす
ことなく、その面白さを保ったままいかに実現させるか、で
あるかもしれない。他人が評価する成果の優劣は、その差で
決まることが多い。

卒業論文一覧
　田中佑治	 日本のスポーツビジネスの変遷
　竹内順紀	 歴史から見た加古川の現在
　多湖雅人	 中小企業と経済の発展
　市川雄基	 乳製品業界の市場構造と国内乳業メーカーの

あり方
　瀬川嵩浩	 リサイクル－理想の社会・循環型社会－
　辻野竜也	 現代社会におけるゲームのありかた
　箕浦　良	 音楽CDの売上を上げるには
★原　真香	 なぜ美術展は東京ばかりで開催されるのか－

文化経済学の視点から－
　松本宗一	 国際物流がもたらす経済効果－東アジア中心

とする、海運物流について－
　坪井優太	 データから見えるプロ野球
　萬谷孝輔	 環境問題とエコ
　河村充博	 合併からみる銀行の業績の変化
　花　恭平	 データから見えるプロ野球
　山下　剛	 TPP加入による日本農家の今後－ JAの担う

べき役割についての考察－
　桑田拓郎	 トヨタ自動車－トップを守り抜く戦略と今後

－
　谷本悠太	 内定を勝ち取る－働くことに対する意識づく

り－
　飯田俊介	 ソーシャルネットワークサービスのメリッ

ト・デメリットを踏まえた上での付き合い方
　横尾裕也	 日本のエネルギーの未来について
　大岡志都子	 日本のソーシャルメディアの現状について
　佐藤勇太	 IFRS について
　藪下恵亮	 ライトノベルとアニメ化について
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2011年度（応募22篇　入賞2篇）

　今年度の懸賞論文には22編の応募があった。これは1985年に懸賞論文の募集制度を始めて以
来、過去最多の応募数である。今年度は審査の結果、その中から上記2編を入賞とした。

　それぞれについての講評を簡潔に示しておく。
①大崎他の論文は、現下の日本経済の状況を鑑み、財政状況を立て直すためには財源を確保す
ることが不可欠であるとし、そこで所得税・法人税・消費税の3つの税目を比較した結果、消
費税による財源確保が望ましいとの結論を出している。検証の結果、消費税を増税することに
より消費税収は増えるが、その増収額は税率を上げるごとに減少し、消費税率20％を境に税収
は減少する。2009年度のプライマリー・バランスを黒字化し、財政健全化をはかるためには現
在の5％から15％にすべきことが示されている。大学生に相応しいオーソドックスな手法を用
いるとともに、得られた結論が今日的にも興味ふかいものであることなどが評価された。
②環境税の経済効果を取り上げた論文である。環境省が新しく「平成23年度税制改正大綱」で
提案した税率（2,800円／炭素トン）のもとで、環境税による所得階級別の家計負担がどの程
度になるかを、産業連関分析の枠組みで計測している。より最近のデータを用いることによっ
て、課税産業と課税額の決定、産業別価格上昇率の試算、家計消費額への影響を推計し、低所
得者が最も大きい負担を被るという、逆進的傾向が強くみられるという結果を得ている。同論
文は、先行研究の検討を踏まえたうえで、資料を吟味し、丹念に試算した点などが評価され
た。

　以上の2編のほかに、残念ながら入賞に及ばなかったが、次の20編の論文が提出された。タ
イトルのみを挙げておく。「広告が与える生活者への影響―ソフトバンクモバイルのＣＭ戦略
―」「日経平均と海外株価との国際連関：日次データによる実証分析と考察」「ピークロード
プライシングによる高速道路料金分析」「生活・教育環境が学力に与える影響」「飲酒運転事
故の決定要因分析」「非正規労働者の雇用と企業パフォーマンス」「ごみ処理の有料化につい
て」「大学進学に関する政策提言」「晩婚化を経済学的に考える」「人民元と中国経済」「無
償援助の経済分析」「米中貿易摩擦について」「低所得者への財政支援」「対内直接投資の促
進に向けて」「世代内再分配による経済活性化政策」「消費税逆進性とその緩和策」「東日本
大震災における産業別影響分析」「プロ野球とＪリーグのデータ分析」「日本企業ＣＳＲ活動
の国際比較的検討」「震災が経済に与える影響」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（懸賞論文選考委員会委員長　桑原秀史）

【懸賞論文の選考について】

②「環境税と格差　－家計の所得階級別負担－」　高林喜久生ゼミ　4年　共同執筆3名
　新井知沙　木村有里　橋塚智央

【経済学部懸賞論文受賞者一覧】

経済学部懸賞論文
　1985年から経済学部研究演習Ⅰ・Ⅱの在籍者を対象として、懸賞論文（卒業論文の主要内
容もしくは基礎となるもの）を募集している。共同執筆を認めており、選考委員会において審査
し、原則として最優秀論文一篇を決定し、賞状と副賞（図書カード）を贈呈している。

①「消費税増税による財政健全化」　林　宜嗣ゼミ3年　共同執筆6名
　大崎美穂　楠田真梨　後藤太智　住川仁美　中野志洋　山田隆允
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2011年度応募4篇　受賞1篇
研究員　斧田　真理子
On second-best policing effort against the illegal disposal of recyclable Waste

Environmental Economics and Policy Studies ＜2011年12月29日＞（電子版）

〔甲号　課程博士〕
獺口浩一　甲経第40号（2011.6.22）「地方公共サービスの効率性分析」
三木潤一　甲経第41号（2011.7.27）「地方公共サービスの費用負担と生産主体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  －生活系ごみ処理の財政分析－」
林   亮輔  甲経第42号（2011.9.14）「地域の経済分析－経済と財政の再生に関する実証的研究－」
中野   力  甲経第43号（2012.2.14）「ロバート・ウォーレスと理想社会- -人口・経済・神慮- -」
長谷川理映　甲経第44号（2012.3.16）「地域労働市場における需給ミスマッチとハローワークの役割」
和田将幸　甲経第45号（2012.3.14）「近世イギリスにおける階層と市場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－産業革命像の再構築に向けて－」

〔乙号　論文博士〕
楠田昭二　乙経第46号（2011.9.14）「競争環境下の水道事業－公営事業改革と消費者選択－」

授与日：2012.3.16
（正規生2名）
岡村佳美　「研究開発促進税制と企業行動－資本コストを用いた実証分析－」
高田泰世　「企業課税が企業の投資に与える影響
                 －規模別に適用される法人税法の規定とその効果－」

（エコノミスト・コース生）
〔修士論文コース〕
淺原惠美子　「金融所得税制に関する一考察－公平性からの検証－」
神原陽平　「相続税・贈与税における住宅投資促進税制の考察
                 －KHPSパネルデータを用いた分析－」
北名章悟　「生涯所得でみた消費税の逆進性対策」
北山浩之　「同族会社における租税回避行為の検証－平成18年度法人税法改正の影響－」
小林裕季子　「個人事業者による青色事業専従者給与を用いた所得分散行動の検証 」
別府尚紀　「固定資産税における土地評価の均衡化－負担調整措置導入の意義－」
久保満一　「特別償却制度が設備投資に及ぼす影響の実証分析」
〔課題研究コース〕
浅田克己　①「明治１０年代のマクロ経済分析－大隈財政から松方財政へ－」
        　　　②「政策金利ゼロ時代における政策反応関数の計測」

２．修士（経済学）学位授与について

【龍象奨学金受賞者一覧】

　この奨学金は、楠井隆三名誉教授の寄付によって、若き研究者である大学院学生・大学院
研究員の研究の助成を目的としたものであり、『関西学院経済学研究』や『経済学論究』その
他明確な査読つき学術誌に掲載された論文の中で、優れた論文執筆者に対して奨学金を
贈っている。

龍象奨学金

大学院関係
１．博士（経済学）学位授与について
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❶本誌前号の編集後記で、前編集長は
「本誌を置き土産に、しばし全学の仕
事に旅

・

立
・

ち
・

ます」と書いて筆を擱いて
います。本号の特集は「旅と観光」で
すが、「旅」が具体的で実際的な旅行
を指示する一方で、このようにしばし
ば比喩的に使用されるということを先
の後記は図らずも示しています。特集
の魅力的な寄稿記事を是非お読み下さ
い。「旅」ということばの持つ比喩的
側面から語り始める軽妙なエッセイが
あります。また、「旅」は文化の覗き
窓であり、産業であり、地域経済の起
爆剤としての可能性をも秘めていま
す。その射程は極めて広いと言えるで
えしょう。一方、もう一つの特集テー
マである「東日本大震災と復興を考え
る─経済学の視点から」は、企画編集
委員会で各委員から異口同音に提案さ
れたものです。震災発生から間もなく
１年が経過しようとしていますが、そ
の間被災地の復興は遅々として進んで
いないようにも思われます。今回の提
言が、復興を考える一つの契機となる
事を願ってやみません。（増永）
❷一年間の編集期間を経て、ようやく
本誌をお届けします。増永編集長のも

と、白坂建さん・田中佐幸さん・山本
由香さんたち編集事務スタッフの大い
なる助力も得ての出来上がり！今号で
は＜旅＞を巡る特集企画の座談会や
エッセー等でお手伝いをしましたが、
あらゆる読者には、元気な紙面の学生
編集委員諸君による学生版ページを含
めた今号全頁の味読をお願い致しま
す。この編集作業の開始直前に昨春 3

月の東日本大震災がありました。様々
な社会の出来事へ視角を拡げた誌面構
成も我らが維持すべき目標と再認識。
（いっチー）
❸編集委員でありながら、今回のエコ
ノフォーラムに関しては編集長や他の
編集委員の方々にすっかり仕事をお任
せしてしまいました。非常に申し訳な
く思っています。教員担当の特集記事
は今回も興味深いものです。私も過去
に何度か担当したことがありますが、
特集記事の執筆を担当する先生方は多
くの時間を費やし執筆しているので、
学生の皆さんにぜひ読んで欲しいと
思っています。学生担当のページと比
較すると少し硬めで難しいと思うかも
しれませんが、得られることは多いで
しょう。(hiro)
❹『エコノフォーラム』の愛読者とし
て、今回は企画・編集に携わる機会を
いただき、光栄に思います。企画力も
文章力もない私で、ほとんど何もお役
に立てられなくて申し訳ありませんで
した。また編集に携わる機会に恵まれ
ることがあれば、今度こそもっと貢献
できるように努力してみたいと思って
います。この 18号を作り上げること
に尽力してくださった編集委員の皆さ
ま、エコゼミ委員会の皆さま、そして
事務室の皆さまに深く感謝しておりま
す。一年間、たいへんお疲れ様でした。
（Han）
❺今年度も再び編集委員としてエコノ
フォーラムの発刊に携わる機会に恵ま
れ、あらためて関学経済学部の人のき
ずなを強く実感することができまし
た。今回は自分が執筆する機会はほと
んどなかったのですが、特集の旅を
テーマとした記事など、非常に読み応
えのあるものに仕上がっていると自負
しております。高校へ模擬授業に出向
くとしばしば、このエコノフォーラム
の記事を通じて関学経済学部に興味を
抱いたというコメントをもらいます。
これからもこの素晴らしい伝統を、
しっかりと継続していきましょう。（松
枝）
❻関西学院大学に勤務することになっ
てまだ２年目ですが、興味深い記事が

満載の『エコノフォーラム 21』は、
私にとって、発刊を心待ちにする一冊
となりました。ただ、編集委員として
は、この 18号に関しても、企画・編
集作業のお手伝いをほとんど何もでき
ませんでした。お役に立てず、コンビー
ナーの増永先生をはじめ、編集に携わ
られた皆様に申し訳なく思っておりま
す。（森田）
❼大震災前、私は「原子力発電がなけ
れば、日本の経済が崩壊する」を常識
として信じていた。だが、実際には…。
今回の震災で様々なことを考えさせら
れたが、他人が発する情報をそのまま
鵜呑みにするのではなく、自分自身で
努力して収集し、考える必要があると
いうことを改めて思い直す良い機会と
なった。巷には情報が溢れているが、
「情報」に踊らされない様に…。（yuki）
❽好きな言葉がある。“気づき”と“素
直”。大学で働く私の使命は、いかに
学生に“気づき”を与える機会を作る
か、または直接“気づき”を与えるか。
このエコノフォーラムの編集は後者
だった。入稿前、学生頁の各コーナー
担当者が出した原稿すべてに厳しいコ
メントをつけて、定期試験期間中にも
かかわらず再提出させた。その際、次
の点を意識するよう強く言った。「エ
コノフォーラムは経済学部の公式誌
で、経済学部がしたこととして扱われ
る。対象を意識した情報発信を。自己
満足の情報発信は意味がない。強弱を
つけた表現を」。これらを“素直”に
受け止めてくれた学生たちの成果が今
号にも詰まっている。（白坂）
❾相手にわかりやすい構成を考えるこ
と、伝わる文章を書くことは、私が非
常に苦手としている作業で、今回も苦
労しました。大したことはしていない
のに…。よい文章をたくさん読み、自
分で実際に書き、推敲することの大切
さを痛感しています。今年度のエコノ
フォーラムでは戦力となれませんでし
たので、「次回は！！」と気合いを入
れて、頑張っていきたいと思います。
( 田中 )

�途中ブランクはありましたが、経済
学部にかかわること 10年以上。今や
自分の母校よりも愛着を感じてしまう
ことも。エコノフォーラムの存在も
ずっと知っていましたが、今年初めて
編集に参加させてもらいました。貢献
度は微々たるものですが、無事に完成
しうれしい限りです。次号にも参加さ
せてもらう予定なので、また頑張りた
いと思います。(yuka)
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